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人口と開発// fj次若い出発

杉本雄三・函(元関西電力病院長〉

扉・スケッチ

巻
頭
一
一
一
=
一
円
/
〆
「
将
来
出
産
率

一
…
九
推
計
」

の
も
つ
意
味

F可
藤

「
成
人
式
L

を
迎
え
ま
じ
た

@
初
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
/
松
井
孝
典
・
〈
第
一
部
〉
足
元
紀
、
原
則
、
内
嶋
善
兵
衛
、

川
野
重
任
・
〈
第
二
部
〉
村
上
正
孝
、
小
川
直
宏
、
坂
本
百
大
、

黒
田
俊
夫

考議

頭部
謡総
13j百6

A
F
O
A
m
年
史
「
興
四
海
野
春
風
」
を
刊
行

@
初
周
年
記
念
式
典

@
第
問
問
人
口
と
間
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

@
通
訳
ブ

i
ス
か
ら
見
た
A
P
D
A
の
お
年
〈
原
不
二
子
・
竹
山
佳
子
〉

0
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
東
ア
フ
リ
カ

3
ヵ
悶
を
訪
問

令
高
齢
化
と
社
会
保
偉
支
出

勝
又

幸
了

O

H

水
H

問
題
を
テ

1
7
に
|
|
カ
ザ
ブ
ス
タ
ン
で

C
I
S
地
域
会
議
開
く
1
1
1

0
レ
ス
タ

l
-
Jブ
ラ
ウ
ン
と
活
発
な
意
見
交
換

0
国
連
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
|
|
w
s
s
D
に
向
け
て

i
i
l

O
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
リ
烏
の
二

O
O
二
年
w
s
s
D
最
終
準
備
会

o
一
・
一
一
三
の
シ
ョ
ッ
ク
ー
ー
ー
密
際
人
口
問
題
懇
談
会
開
く
l
l
l

O
谷
津
氏
が
新
理
事
、
鵜
飼
氏
が
評
議
員
に
就
任

に
ゆ

i
す
ふ
ぉ

i
ら
む

年
男
・
年
女
、
新
成
人
人
口
/
離
婚
・
1

分
必
秒
に
1
組
/
人
口
統
計
の
整
備
に
協

力
を
/
『
成
せ
ば
な
る
』
南
野
智
恵
子
/

吋
生
み
損
」
の
意
識
強
め
る
/
出
生
率
一

一
ヲ
九
に
下
方
修
正
/
出
践
し
な
い
初
代
が

急
増
/
人
口
減
、
経
済
社
会
に
歪
み
他

誠
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巻頭

去
る
e

月
ゴ
十
日
、
国
立
社
会
保
態
・
人
口

問
題
研
究
所
は
、
e

一
0
0
0年
国
勢
調
査
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
、
五
年
ぶ
り
に
将
来
推
計
人
口

の
改
訂
を
行
っ
た
。
今
回
の
推
計
で
は
、
将
来

の
平
均
寿
命
の
大
幅
な
改
善
を
見
込
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
尚
齢
人
口
が
前
回
推
計
に
比
べ
顕
著

に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
推
計
に
対
す
る
検
問
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ

ら
将
来
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
一
九
に
ま

で
し
か
同
復
し
な
い
と
仮
定
し
た
こ
と
に
集
ま
っ

て
い
る
。
R
本
の
出
生
率
は
、
一
九
七

0
年
代
前
半
に

人
什
置
換
水
準
(
二
・
O
八
)
を
割
っ
て
以
来

お
お
む
ね
低
ト
を
続
け
、
二

0
0
0年
に
は
令
.

2

一
六
を
記
録
し
た
。
こ
の
よ
う
な
少
子
化
現
象

は
、
基
本
的
に
は
、
先
進
諸
問
に
ほ
ぼ
共
通
す

る
結
婚
・
出
産
の
先
伸
ば
し
傾
向
に
よ
っ
て
起

こ
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
十
数
年
間

は
、
推
計
の
ど
の
時
点
に
お
い
て
、
も
、
未
婚
化

は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
晩
婚
・
晩
産
に
よ
る

取
り
戻
し
は
ど
の
程
度
起
こ
る
の
か
が
、
出
生

市
中
仮
定
設
ん
疋
上
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

社
人
研
推
計
で
は
、
未
婚
化
・
娩
婚
化
・
娩

産
化
の
現
実
の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
将
来
同
生

ネ
の
仮
定
を
漸
次
低
下
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

あ
ま
り
に
急
激
な
未
婚
化
現
象
の
た
め
、
非
婚

化
(
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
)
や
晩
婚
に
よ
る
夫

婦
の
平
均
子
供
数
の
減
少
に
よ
り
、
結
婿
・
山
山

涯
の
取
り
戻
し
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
漸
次
小
さ

誠

同立社会保障・

人口問題研究所所長

間藤

く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
今
問
推
計
で
は
、
晩
婚
化
以
外
の
原
凶
に

よ
る
夫
婦
の
子
ど
も
数
の
減
少
を
想
定
し
た
た

め
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
さ
ら
に
一
段
と
小

さ
く
な
っ
た
。

出
生
率
・
コ
一
九
が
示
唆
す
る
将
来
の
日
本

の
家
紋
像
は
、
生
涯
結
婚
し
な
い
女
性
が
一
七
%
、

女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
は
二
十
八
歳
、
半
均
第

子
出
産
年
齢
は
三
十
歳
、
無
子
・
一
人
っ
子

夫
婦
は
凶
O
%
を
超
、
足
、
夫
婦
の
平
均
子
と
も

数
は
一
・
七
人
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
社
会
は
、
三
十
年
前
に
は
想
像
も
つ
か
な

か
っ
た
が
、
日
本
社
会
は
今
や
確
実
に
こ
の
方

向
に
山
向
か
っ
て
変
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

少
子
化
と
長
寿
化
の
急
進
展
を
仮
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
日
本
人
口
の
高
齢
化
は
一
段
と
進

む
こ
と
に
な
っ
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割

合
は
e

一

0
0
0年
の
一
七
%
か
ら
、
O
五
O

年
の
三
六
%
ま
で
上
昇
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
超
高
齢
社
会
」
へ
の
動
き

が
、
日
本
の
経
済
社
会
全
般
に
ど
の
よ
う
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
の
か
は
不
分
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
、
働
く
世
代
の
保
険

料
と
税
で
支
え
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
根
幹

を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

我
々
は
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
に
加
え
て
、

本
気
で
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
時
期
に
来
て

い
る
。

3 



a開審車協議

4 

成
人
式
」
を

迎
え
ま
し
た

晴
れ
や
か
に
、
患
高
く

肘
問
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
間
開
発
協
会

(
A

P
D
A
)
は
一
九
八
二
年
二
月
一

B
に
設
立

以
来
、
二
十
周
年
を
迎
え
定
。

こ
れ
を
記
怠
し
て
三
月
二
十
六
日
か
ら
三

B
問
、
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
迎
え
て
漏
れ

や
か
に
、
有
意
義
な
特
別
事
業
を
展
開
、
一

層
の
前
進
を
誓
っ
た
。

記
怠
商
事
業
は
1

二
十
周
年
記
怠
公
開
フ
ォ
ー

ラ
ム
し
ー
記
怠
式
典
し
可
第
十
八
白
人
口
と
開

発
に
関
守
る
ア
ジ
ア
屋
会
議
員
代
表
者
会
議

〈

A
P
D
A会
議
〉
し
の
三
部
構
成
で
、
厚
生

労
働
、
農
林
水
産
、
外
務
省
各
な
ど
の
所
管



政
出
問
機
関
を
は
じ
め
、
国
連
人
口
基
金
〈
U

N
F
P
A〉
、
家
族
計
画
国
際
連
盟

(
i
p
p

F
〉
、
ア
ジ
ア
十
七
カ
国
の
国
会
議
員
代
表
な

ど
包
際
機
関
か
ら
の
招
待
者
五
十
名
、
一
般

参
加
者
三
百
五
十
名
ち
加
わ
っ
て
極
め
て
成

会
裡
に
掲
催
し
た
。

海外から参加者も駆け

つけ、受付けは大盛況

5 



記
愈
フ
ォ
l

N

こ
ん
な
見
方
も
あ

F

園
通

品

J
品川
N
H
U

6 

ザフ

プレスセン聖一大会議室埋めつくした熱心な出席者(下)と聴衆

三
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時
か
ら
東
京

B

比
谷
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
ヲ

i
大
会
議
室
で

開
か
れ
た
。
折
か
ら
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
海
外
か
ら
の
招
待
者
五
十
名
、
一
般
参
加

者
三
百
五
十
名
が
詰
め
か
け
、
会
場
は
超
満

員
と
な
っ
た
。

こ
の
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
従
来
の
人
口

跨
題
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
趣
向
を
変
え
、

「
地
球
学
」
の
視
点
か
ら
は
じ
ま
り
寸
生
命
圏
L

「
環
境
」
寸
食
料
」
ー
医
療
衛
生
」
寸
少
子
・
高

齢
化
」
「
生
命
倫
理
」
に
い
た
る
ま
で
、
人
口

問
題
が
各
分
野
に
与
え
る
影
響
、
意
味
な
と

に
つ
い
て
、
世
界
的
権
威
で
あ
る
各
講
師
が

そ
れ
ぞ
れ
深
い
視
点
か
ら
多
角
的
に
論
じ
、

問
題
提
起
す
る
と
い
う
わ
が
国
で
も
初
め
て

の
包
括
的
か
つ
画
期
的
な
人
口
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
な
っ
た
。
参
加
者
は
人
口
問
題
に
新
た
に

大
き
な
感
銘
を
う
け
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
大
変
有
意
義
だ
っ
た
」
と
高
い
評

価
が
寄
せ
ら
れ
た
。



周年記念フオ ラム/基誤講座

人類の未来低、宇皆、地域のスクールで

地
球
学
の
視
点
か
ら
み
た
人
口
問
題

一
.
十
世
紀
の
科
苧
は
一
一
一
ん
論
的
な
考
え
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
人
間
と
自

然
を
対
置
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
近
代
科
学
は
細
か
く
問
題
を
納
分
化

し
て
考
え
る
要
素
還
元
主
義
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
の
考
え
方
は
も
は
や
成
立
し
な
い
状

二
十
世
紀
を
通
じ
て
地
球

況
に
き
て
い
る

iプロフィール

(学

(職

松
井

孝
典
託

(一町一町一位一時間・)

環
境
問
題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
の
問
題

が
初
御
し
て
き
た
。
そ
の
後
二
十
世
紀
後
半

に
は
、
対
象
を
婆
素
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で

は
表
現
で
き
な
い
カ
オ
ス
や
複
雑
系
の
研
究

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
解
決
し
き

れ
な
い
問
問
題
が
残
っ
た
。
そ
れ
が
二
十
世
紀

科
学
の
限
界
、
一
十
世
紀
的
考
え
の
限
界
で

あ
る
。こ
れ
か
ら
の
♂
+
十

一
世
紀
は
総
合
的
な

考
え
方
、
新
し
い
方

法
論
が
必
要
と
さ
れ

る。

つ
ま
り

「
ア
ス

松井 孝典(まついたかふみ〉

1946年静問県生まれ
理学博士

(現 職}東京大学大学院新領域部成科学研

究科・教授

産)東京大学大学院理学系研究科地球

物理学

専攻博士課程陸了

歴)NASAの月惑星科学研究所招碍研究

員、東京大学理学部助手、米国マ

サチュ セッツ工科大学招特科学

者、東京大学大学院理学系研究科

助教授

{主な著書) C地球字宙そして人間j1987年徳

問書底、 r地球・託生と進化の謎J

1990年講談社、『字宙誌J1993年徳
間書居、「地球情理へJ1995年岩波

書倍、 r惑星科学入門J1996年講談
社、 r巨大関石の衝突.J1997年PHP
出版、『地球の哲学， (共著)1998年
PHP出版 r地球士明の寿命， (共

著)2001年PHP出版ほか多数

ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ

l
」

と
い
う
、
J

一
一
年
前
に

N
A
S
A
が
命
名
し

た
新
し
い
方
法
論
も

含
め
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
!

と
今
日
の
テ
!
?
と
の
関
わ
り
を
話
し
た
い

と
思
う
。

な
発
怒
は
、
既
に
私
は
十
年
前
か
ら
持
っ
て

お
り
、
今
後
「
地
球
学
問
。

ROEO-oq」
と
い

う
体
系
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

「
池
球
学
」
な
る
も
の
の
概
念
と
語
葉
(
ご
い
)

は
自
分
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
球

学
と
は
「
全
体
の
中
で
の
我
々
の
存
自
¥
そ

の
中
で
人
類
や
文
明
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
考
え
方
の
一
部
に
ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ

ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
よ
う

ジ
ー
が
あ
る
。

そ
し
て
空
間
的
に
は

う
見
方
を
す
る
こ
と
、
時
湖
的
に
は
「
地
球

の
長
い
歴
史
L

を
範
鳴
に
お
く
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
地
球
学
の
見
地
か
ら
、
宇
宙
か
ら

地
球
全
体
の
シ
ス
テ
ム
や
歴
史
に
お
け
る
人

類
を
み
る
こ
と
は
全
く
新
し
い
見
方
で
あ
る
。

ま
ず
我
々
人
類
は
こ
の
池
球
と
で
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
か
、
か
ら
話
を
始
め
た
い
。

現
状
認
識
で
は
人
類
は
地
球
と
い
う
シ
ス
テ

ム
の
中
の
「
見
え
る
L

存
夜
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
そ
の
存
在
は
二
つ
の
側
面
を
も
っ
。
一

つ
目
は
、
生
物
学
的
な
意
味
で
の
人
間
論
的

「
シ
ス
テ
ム
」
と
い

7 



側
面
、
二
つ
日
は
、
哲
学
的
な
意
味
で
の
人

間
論
的
側
面
で
あ
る
。
も
と
も
と
地
球
を
構

成
す
る
物
質
構
成
要
素
に
は

J
自
然
」
が
あ

り
、
例
え
ば
大
気
・
海
・
マ
ン
ト
ル
・
土
壌
・

森
林
・
草
原
な
ど
が
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
の

地
球
シ
ス
テ
ム
内
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
自

然
の
物
質
構
成
要
素
と
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
り
方
は
前
者
の
、
生
物
学
的
な
意
味

で
の
人
間
論
的
側
而
に
属
す
る
。
ま
た
私
た

ち
は
「
人
間
圏
宮
目
o
m
荘
。
詰
」
な
る
も
の
を
形

成
し
生
合
す
る
。
そ
の
時
「
私
た
ち
の
未
来
」

を
意
味
す
る
の
は
吋
人
間
岡
田
の
未
来
L

な
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は

宇
宙
と
い
う
外
部
か
ら
み
て
、
そ
の
人
隠
匿

は
境
界
内
で
の
存
夜
で
あ
り
、
一
つ
の
内
部

構
造
で
あ
り
、
内
部
シ
ス
テ
ム
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
類
が
誕
生
し
た
五
百
万
年
前
頃
の
人
類

と
現
生
人
類
と
は
生
物
学
的
に
は
繋
が
る
が
、

文
明
を
築
き
始
め
て
か
ら
の
人
類
と
そ
れ
ま

で
の
人
類
で
は
意
味
す
る
も
の
が
異
な
る
。

五
百
万
年
前

1
一
万
年
前
の
狩
猟
採
集
時
代

の
人
類
は
、
生
物
園
の
中
で
種
の
一
つ
と
し

て
の
存
在
で
あ
り
、
他
の
動
物
と
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
農
耕

牧
畜
の
開
始
の
一
万
年
前
か
ら
、
人
類
は
「
人

間
図
」
を
別
に
形
成
し
始
め
て
、
全
体
の
物

の
流
れ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
変
え
て
利

用
す
る
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
私
た
ち
は
生
物
劉
か
ら
は
み
出
し

て
し
ま
っ
た
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
と
い
う

言
い
方
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
言
い
方

に
そ
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
狩
猟
採
集
持
代
は

「
や
さ
し
い
L

も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
代
の
人

類
は
シ
ス
テ
ム
全
体
の
流
れ
を
乱
す
よ
う
な

活
動
を
行
い
「
や
さ
し
い
こ
と
は
あ
り
え
な

い
L

。
し
か
し
今
さ
ら
人
間
図
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
人
問
問
内
で
の
活
動
は
、

た
と
え
池
球
に
や
さ
し
く
な
い
活
動
で
あ
っ

て
も
今
か
ら
狩
猟
採
集
時
代
に
一
反
っ
た
暮
ら

し
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
球
人
口
が

五
百
万
人

1
千
万
人
程
度
な
ら
狩
猟
採
集
生

活
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
は
六

1

億
の
人
間
が
こ
の
地
球
上
に
住
ん
で
お
り
、

狩
猟
採
集
生
活
な
ど
一
政
詮
不
可
能
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
我
々
が
人
間
国
を
作
り
始
め
た

契
機
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
環
境
(
気
候
)
的
変
化
L

の
側
面
で
あ
る
。
「
間
氷
期
L

が
一
万
年
前
に

変
化
し
た
こ
と
が
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
協
度
変
化
が
激
し

か
っ
た
が
一
万
年
前
に
安
定
し
た
。
そ
し
て

狩
猟
採
集
を
し
て
い
た
人
々
の
生
活
に
規
則

伎
が
出
始
め
、
安
定
度
が
高
ま
っ
た
。

次
に
我
々
自
身
の
「
生
物
学
的
変
化
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
人
類
が
地
球
上
に
益
場
し
て

か
ら
数
百
万
年
の
歴
史
を
持
つ
が
、
三
万
年

前
に
、
不
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
絶
滅
し
、
一

万
年
前
に
現
生
人
績
が
繁
栄
し
始
め
た
。
で

は
こ
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
絶
滅
と
現

生
人
類
の
繁
栄
の
遠
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

科
字
と
し
て
ど
こ
ま
で
明
ら
な
こ
と
が
言
え

る
の
か
。

A

つ
い
え
る
の
は
、
現
生
人
類
に
は
「
お

ば
あ
さ
ん
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
生
殖
年
齢
を
過
ぎ
た
女
性
が
イ
数
年
生

き
て
い
る
こ
と
は
煩
人
猿
に
は
な
い
。
サ
ル

は
母
親
が
尽
く
死
ぬ
の
で
母
親
が
最
後
に
産

ん
だ
子
は
育
て
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
一

方
で
現
生
人
類
の
場
合
は
、
生
殖
年
齢
を
過

ぎ
た
女
性
が
自
分
の
娘
の
お
産
の
頃
に
も
ま

だ
生
き
て
お
り
、
お
産
の
知
識
を
次
枇
代
に

伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
娘
は

母
親
か
ら
受
け
継
い
だ
知
識
や
、
実
際
に
子

8 
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育
て
に
関
し
て
母
親
の
手
助
け
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
子
育
て
か
ら
開
放
さ
れ
た
。
そ
し

て
「
お
ば
あ
さ
ん
が
面
倒
を
み
る
こ
と
が
人

口
増
加
に
つ
な
が
る
L

の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
遠
い
に
は
、
短
期
間
で
人
類
が

世
界
中
の
広
範
開
聞
に
散
ら
ば
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
言
語
を
明
擦
に
話
せ
る
。

こ
れ
は
現
生
人
類
が
発
音
可
能
で
あ
る
こ
と

を
物
語
る
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
言
語

を
持
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
現
生

人
類
が
言
語
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
情
報
を

相
手
に
話
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
が
急
激
に
上
昇
し
た
。

約
四
路
の
接
続
の
仕
方
が
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
と
現
生
人
類
と
で
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

(
十
世
紀
的
方
法
論
は
「
脳
の
中
」
で
考

え
て
い
た
。
す
べ
て
人
問
題
の
内
部
か
ら
の

発
怒
で
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
そ
の
考
え
方

の
間
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
認
識
や
発

想
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
多
様
性

を
も
っ
地
球
内
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
人
類

が
独
自
に
文
明
を
築
い
て
人
間
圏
を
形
成
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
下
位
レ
ベ
ル
で
の
共
向

体
を
つ
く
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
認
識
を

も
つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

地
球
シ
ス
テ
ム
が
多
様
と
い
っ
て
も
大
き

く
わ
け
で
そ
の
側
面
は
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
地
球
を
情
成
す
る
「
物
理
的
な
燐
成

要
素
L

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
そ
の
シ
ス
テ

ム
が
も
っ
「
駆
動
力
L

で
あ
り
、
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ

i
や
地
球
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
!
が
物

質
循
環
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

人
間
閣
の
発
炭
段
階
に
は
二
段
階
あ
る
。

…
つ
は
池
球
と
い
う
議
星
は
も
と
も
と
物
質

循
環
を
も
っ
て
い
る
。
最
初
の
段
階
で
は
、

そ
の
循
環
の
な
か
に
人
間
留
が
存
在
し
て
い

た
段
階
で
あ
り
、
農
業
文
明
が
そ
う
で
あ
っ

た
。
地
球
に
お
い
て
そ
の
時
の
循
環
、
す
な

わ
ち
流
量
(
フ
一
ブ
ッ
ク
ス
)
は
一
定
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
人
間
国
自
身
が
駆
動
力
を
持

ち
、
そ
れ
が
地
球
上
の
も
の
の
動
き
を
顕
著

に
し
た
。
こ
れ
が
他
な
ら
ぬ
工
業
文
明
で
あ

る
。
化
石
燃
料
は
駆
動
力
を
激
増
さ
せ
た
。

そ
し
て
そ
れ
が
人
口
明
加
に
寄
与
す
る
。

現
在
の
人
類
の
活
動
は
地
球
の
ブ
ラ
ッ
ク

ス
自
体
を
大
き
く
し
た
。
一
一
十
世
紀
中
に
人

口
は
四
倍
と
な
り
、
汚
染
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
地
球
シ
ス
テ
ム
へ
の
負
担
を
大
き
く
し

た
。
そ
れ
が
反
対
に
人
間
圏
の
拡
大
を
引
き

起
こ
し
た
。
「
地
球
シ
ス
テ
ム
の
中
で
調
和
す

る
の
は
い
か
な
る
方
法
か
」
と
い
う
見
方
を

も
つ
こ
と
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

否
年
で
人
口
が
四
倍
に
増
加
と
い
っ
た
が
、

こ
の
培
加
率
で
い
け
ば
、
人
類
の
重
量
が
地

球
の
重
さ
と
同
じ
に
な
る
に
は
一
一
千
数
百
年

し
か
か
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
人
間
回
闘
を
つ
く
っ

て
き
た
期
間
よ
り
は
る
か
に
短
期
間
で
達
す

る
待
問
で
あ
る
。
地
球
の
誕
生
以
来
剖
十
六

億
年
間
の
中
で
、
現
夜
は
一
万
倍
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
も
の
の
流
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
我
々
が
一
年
二
年
の
変
化
の
話
を
し
て

も
、
地
球
の
物
質
流
動
を
考
え
る
と
途
方
も

な
い
動
き
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
よ
う
に
地
球
シ
ス
テ
ム
に
多
大
な
影
響

力
を
も
っ
私
た
ち
が
「
私
た
ち
は
ど
う
し
た

い
か
」
と
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち

人
類
の
生
存
を
含
め
る
我
々
の
未
来
を
考
え

る
こ
と
に
な
る
。
二
十
世
紀
を
築
い
た
発
想

で
一
一
十
一
世
紀
を
考
え
る
と
と
ん
で
も
な
い

こ
と
に
な
り
、
全
く
新
し
い
考
え
方
で
対
応

し
て
い
か
な
い
と
未
来
は
な
い
。

我
々
人
類
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
「
師
同

史
」
と
い
う
過
去
の
出
来
事
を
参
考
に
し
て

延
長
し
て
考
え
る
だ
け
で
は
も
は
や
不
十
分

9 



で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
寸
我
々
の
文
明
の
歴

史
し
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
宇
宙
、
地
球
と

い
う
ス
ケ
ー
ル
で
隆
史
を
見
て
ゆ
く
必
要
が

あ
る
。何
時
に
隆
史
は
「
分
化
」
が
基
本
で
あ
る
。

宇
宙
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
時
は
、
宇
宙
は
高
潟
の

均
質
か
っ
融
合
状
態
で
あ
っ
た
。
地
球
誕
生

時
も
同
じ
く
原
始
物
質
が
融
合
状
態
で
あ
り

地
球
全
体
が
マ
グ
マ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら

分
化
が
始
ま
り
一
連
の
流
れ
の
中
で
生
物
関

が
形
成
さ
れ
た
。
で
は
自
然
は
な
ぜ
分
化
し

た
か
。
そ
の
答
え
は
「
冷
え
た
か
ら
」
で
あ

る
。
地
球
内
部
の
み
な
ら
ず
地
球
上
の
温
度

も
低
下
し
た
。

こ
の
見
方
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
人
間

国
の
場
合
「
人
間
闘
が
冷
え
る
L

と
分
化
が

起
こ
る
の
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
人

間
闘
が
分
化
す
る
と
ど
う
な
る
か
、
そ
し
て

そ
の
先
ど
う
考
え
る
か
。
文
明
と
い
う
一
つ

の
生
き
方
を
ま
と
め
て
語
る
の
で
は
な
く
各

地
域
の
独
自
の
文
化
を
大
切
に
し
、
人
間
問
題

に
ど
う
い
う
内
部
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く

か
を
議
論
す
る
こ
と
が
、
真
の
地
球
全
体
の

歴
史
に
基
づ
い
た
、
こ
れ
か
ら
の
窓
味
あ
る

作
業
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
可
能
と
す
る

た
め
に
も
「
宇
宙
か
ら
の
視
点
」
を
取
り
入

れ
、
池
球
と
文
明
の
全
体
像
を
範
嘆
に
い
れ

て
考
え
る
こ
と
を
こ
こ
に
提
案
す
る
の
で
あ

る。

10 

人
口
問
題
と
は
何
か
結
仰
佐
川
崎
b

|

人
類
生
存
の
条
件

地
球
の
表
面
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
人
間

ヒ
ト
の
遺
伝
情
報
は

D
N
A
に
よ
っ
て
い

る
。
そ
の

D
N
A
を
繋
げ
る
と
十
の
十
一
乗

星

元
紀
氏

¥
慶
大
教
授

J

f

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
L

メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
太
陽
系
で
最
も
遠
い

冥
王
星
の
軌
道
の
直
径
を
超
え
る
。

一
個
の
個
体
で
も
D
N
A
、
原
子
、
細
胞
、

器
官
と
階
層
構
造
を
つ
く
る
が
、
さ
ら
に
生

物
一
般
に
話
を
広
げ
て
も
、
膨
大
な
数
の
生

物
の
種
は
同
じ
く
秩
序
だ
っ
た
階
層
構
造
を

な
す
。
そ
れ
ら
各
階
層
は
単
に
足
し
あ
げ
る

と
次
の
階
層
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

シ
ス
テ
ム
内
で
膨
大
か
っ
複
雑
な
相
互
(
連

鎖
)
関
係
を
維
持
し
つ
つ
生
き
て
い
る
。
人

類
に
知
ら
れ
て
い
る
生
物
の
種
類
は
百
七
十

五
万
種
に
も
上
る
と
い
わ
れ
る
が
、
実
附
聞
に



存
在
す
る
の
は
二
億
種
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

我
々
が
知
っ
て
い
る
生
物
種
は
全
体
の
一
%

に
も
満
た
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
物
質
的
に
見
れ
ば
そ
れ
ら
は
微
々

た
る
ん
仔
在
で
、
質
量
で
い
え
ば
地
球
の
百
億

分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
球
が
我
々
の
体

重
程
度
だ
と
し
た
ら
、
生
物
す
べ
て
を
足
し

合
わ
せ
て
も
ま
っ
毛
一
本
に
も
な
ら
な
い
。

し
か
し
地
球
環
境
に
与
え
る
生
物
の
影
響
は

大
き
い
。
た
と
え
ば
陵
素
は
も
と
も
と
地
球

上
に
は
な
く
、
生
物
が
長
年
か
け
て
作
り
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
鉄
鉱
源
も
生
物
が

作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
類
は
そ
う
し
た
微
々

た
る
生
物
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
人
類
が

今
、
地
球
の
表
面
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

~ 元紀(1まし もとのり)
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し
て
い
る
の
で
あ
る
。

温
帯
は
熱
帯
に
比
し
て
生
物
多
様
性
が
低

い
が
、
そ
れ
で
も
生
物
の
多
様
性
は
凄
ま
じ

い
。
例
え
ば
大
都
会
東
京
都
内
の
真
ん
中
に

あ
る
明
治
神
宮
は
わ
ず
か
百
年
ほ
ど
の
康
史

し
か
持
た
な
い
人
造
の
森
で
あ
る
が
、
膨
大

な
種
類
の
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
横
浜
国

立
大
学
の
青
木
先
生
の
調
査
に
よ
る
と
、
明

治
神
宮
に
片
足
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
そ
の
下

に
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
含
め
七
万
四
千
八
百

1

匹
の
生
物
が
い
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
そ

の
大
部
分
は
名
前
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
う

し
た
生
物
の
お
か
げ
で
森
が
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
物
質
的
に
微
々
た
る
生
物
群

が
き
わ
め
て
複
雑
か
っ
多
様
な
シ
ス
テ
ム
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
「
生
命
系
L

を
提
唱

し
た
。
こ
れ
は
生
物
園
と
時
間
軸
を
あ

わ
せ
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
ヒ
ト
が
急
激
な
増
大
を
遂
げ
た
。
と

く
に
百
年
間
で
四
倍
塙
加
し
た
の
で
あ

る
。
ヒ
ト
は
新
参
者
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
は
猛
烈
で
、
他
の

種
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
ヒ

ト
は
大
槻
の
動
物
で
あ
る
。
一
人
あ
た

り
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
シ
」
し
人
口
を
六
十
億
と

す
る
し
と
、
全
人
口
の
重
量
は
三
億
ト
ン
で
あ

る
。
ヒ
ト
と
か
か
わ
る
膨
大
な
量
の
大
型
家

畜
動
物
も
生
き
て
い
る
。
ヒ
ト
は
十
万
年
間

と
い
う
瞬
く
問
に
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。
哨
乳
類
の
中
で
も
こ
の
よ
う
に
「
瞬
間
」

的
に
拡
大
し
た
も
の
は
ヒ
ト
だ
け
で
あ
る
。

多
く
の
野
生
動
物
が
、
ヒ
ト
が
侵
入
し
た
と

た
ん
に
激
減
し
た
。
過
去
に
五
閥
、
そ
の
よ

う
な
種
の
大
絶
滅
を
経
験
し
た
。
こ
の
よ
う

に
し
て
人
類
は
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

植
物
の
生
産
量
の
う
ち
ヒ
ト
は
食
料
と
し

て
五
%
(
家
畜
分
含
む
)
、
淡
水
の
三
割
を
消

費
し
、
地
球
シ
ス
テ
ム
に
激
烈
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
種
の
絶
滅
の
ス
ピ
ー
ド
は
前
に

あ
げ
た
よ
う
に
急
速
で
あ
る
。
地
球
史
主
最

大
の
絶
滅
と
い
わ
れ
る
古
生
代
ベ
ル
ム
期
の

大
絶
滅
で
、
当
時
の
九
六
%
の
種
が
滅
び
た

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
種
の
絶
滅
の

ス
ピ
ー
ド
は
そ
の
三
凶
ケ
タ
速
い
。
万
年

単
位
の
絶
滅
で
は
な
く
二
面
|
三
百
年
単
位

の
短
期
間
で
、
種
の
二
一
二
部
が
減
っ
て
い

る。
人
類
だ
け
が
無
限
に
増
大
し
続
け
る
こ
と

は
開
明
ら
か
に
然
環
で
あ
る
。

11 

人
類
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加
の
停
止
は
侭
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
か

を
考
え
た
時
、
そ
の
可
能
性
と
し
て
z

病
気
(
疫

病
)
や
戦
争
な
ど
に
よ
る
減
少
も
あ
る
。
し

か
し
ヒ
ト
は
何
よ
り
も
英
知
を
備
え
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヒ
ト
は
人
口

増
加
涼
題
へ
の
解
決
方
法
は
ま
だ
も
っ
て
い

困
難
な
事
態
に
直
面
し
て
い
る

世
界
の
環
境

原

剛

氏
(
早
大
教
授
)

環
境
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
世
界
の
環
境

は
非
常
に
密
難
な
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
ゆ
く
べ

き
か
を
日
本
と
世
界
を
通
し
て
考
え
る
。

先
進
悶
は
「
豊
か
さ
に
よ
る

環
境
破
壊
」
を
起
こ
し
、
途
上

国
は
「
貧
困
に
よ
る
環
境
破
壊
L

を
起
こ
し
て
き
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
ポ
ー
ル
・
エ

l
リ
ツ

ク
教
授
は
、
環
境
へ
の
影
響
を

次
の
よ
う
に
表
し
た
。

原 悶Ij<はらたけし)

1938年台湾生まれ
(現 職)早稲田大学大学院アジア太平洋研

究科教録、毎日新聞東京本社客

員編集委員、地球環境戦略研究融

関<IGES)参与評議員、日本環境

協会理事

匡}早稲田大学法学部卒業

歴〉毎日新聞編集委員、同社科学部長、

問社論説委員、米自国立東西セン

ター客員研究員、北欧地域社会研

究所(スウエ デン)客員研究員

{主な著書)Cザ。クジラJ1983年文真堂、 r東

京改造J1989年学陽書耳、 r新地球

環境読本j-21世紀への提言 1992 

年福武書面、「日本の農業J1994年

岩謹書店、 r豊から環境を考えるJ

2001年集華社ほか著書多数

|プロフィール

(学

(騎

y
i
H
H
D
-

A
T
、
つ
ま
り

λ
環
境
へ
の
影

響〕

H
〔
人
口
サ
イ
ズ
〕
×
【
一

人
あ
た
り
の
消
費
】

× 

{
技
術

必
ず
そ
の
英
知
で
も
っ
て
解
決
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ご
、

I

J
J

ャー
νよ
川
M

12 

(
肥
料
、
農
薬
な
ど
に
よ
る
負
待
)
]
」
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ー
の
総
和
を
軽
減

す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
先

進
国
に
と
っ
て
は
説
得
力
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
実
際
に
人
口
も
近
年
ピ

i
ク
を
迎
え
、
実

際
に
技
術
革
新
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
社
会
制

度
が
変
廿
弔
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
話

で
あ
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
二
・

O
八
で
あ
れ
ば

人
口
が
熔
加
も
減
少
も
し
な
い
静
止
人
口
と

な
る
。
現
在
の
日
本
の
値
は
一
・
コ
八
で
あ

り
、
二

O
O七
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
そ
の

後
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
。
そ
の
た
め
ー

の
総
和
は
軽
減
さ
れ
う
る
。

中
密
の
安
定
し
た
発
展
に
つ
い
て
の
調
査

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
き
わ
め

て
悲
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
中
国
人
口

は
十
一
二
億
人
。
一
人
っ
子
政
策
は
都
市
の
み

機
能
し
、
農
村
で
は
政
策
が
浸
透
し
て
い
な

い
。
そ
こ
で
は
男
の
子
が
生
ま
れ
る
ま
で
子

供
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
少
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森林から他の土地利用への転換による水源かん養機能の低下
フィリヒン・ルソン烏中央部ハギオ市公害の松林地借におけるi呈透能比較試斡(フ fリビン国立荘林研究所による)

地量生

94 

放地入

200 

1< アフス;IiJ

263 

土地利用区分

問 /hr 4 5 0 

(注〉 向 I r : f手付言情当たリの単伎町司内の是J3..'ド呈

員料 利学校行庁 列需村の恒子きと保全!こ明寸る塁手時三三

I也林

フィリピンにおける低地および高地の耕作地面積の推移

種 類
耕作地 (1，000ha) 年間変化率(%)

1960 1971 1980 1987 1960-71 1971-80 1980-87 

低地の耕作地 5，581 6，424 7，760 8，845 1.3 2，1 1.9 

局地の耕作地 582 1，283 2，349 3，927 7.5 7.0 7.6 

計 6，163 7，707 10，109 12，772 2.1 3.1 3.4 
(出宍) ν2' '3 O:.，t~'Ò(ト pc亡ハ OULCョ k， !dl.信託 (Rc七dtR印也 ttoεl 白， ，P(μuréó~n G'し川PU."dl出下，jEn'， 'c.r'.n'[-ntB: Str日 F((，nl，[or~/'i': ratK'Iì ，11 II冶
F十一仁王 n:"3白川O::，staR.::a Wuパ.jRe3，:，vce In~tlt，-，te.\Vé>，hη ;ttc，nD.C.1992 

数
民
族
も

人
っ
子
政
策

か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
。

農
業
を
辞

め
て
森
に
一
反

す
「
退
親
泊
|

還
林
」
と
い

う
植
樹
活
動

が

盛

ん

に

な
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
黄
河

の
断
流
が
増

加
し
て
き
た

こ
と
が
背
景

に
あ
る
。
断

採て地流がら象当流
さ森{ヒ域、れ左初の
れ林にの中て考異!京
がよ耕・きえ常国
保伐つ作上たあ気は

水
力
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
耕
地
に
降
っ

た
雨
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
土
壌
を
侵
食
し

な
が
ら
流
出
し
て
し
ま
い
、
乾
季
に
は
、
川

の
流
れ
が
河
口
ま
で
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
傾
斜
地
六
十
五
度

以
上
の
場
所
は
森
林
に
戻
す
作
業
を
始
め
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
大
半
は
失
敗
に
終
わ
っ

て
い
る
。
人
口
急
増
で
場
大
す
る
人
間
活
動

が
資
源
の
扶
養
力
(
回
復
力
)
の
効
果
を
薄

め
て
し
ま
う
側
面
も
大
き
い
。

こ
こ
で
「
人
口
転
換
理
論
L

の
観
点
で
検

討
す
る
。
人
口
転
換
理
論
に
は
多
産
多
死
、

多
産
少
子
、
少
産
少
子
の
三
段
階
が
あ
る
。

先
進
国
や
一
部
の
途
上
回
は
こ
の
全
段
階
を

経
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
途
上
国
の
多
く

「
人
口
転
換
の
民
」

ち
第
ゐ
一
の
段
階
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
人
口
増

l土

に
は
ま
り

す
な
わ

加
が
続
い
て
い
る
。

九
七

九
九
凶
年
と

地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
九
二
年
の
り
オ

九
九

の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
事
務
総
長
モ

l
リ
ス
・
ス

ト
ロ
ン
グ
が
、
我
々
が
池
球
サ
ミ
ッ
ト
を
開

く
叩
川
市
川
は
一
一
つ
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
「
途

上
国
で
の
人
口
爆
発
」
と
「
貧
富
差
の
拡
大
L

に
つ
い
て
問
題
解
決
す
る
た
め
で
あ
る
と
。

そ
の
時
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二

1
一
(
人
口
・
漂

境
・
開
発
・
女
性
)
、
そ
し
て
カ
イ
ロ
会
議
を

通
じ
二

O
一
五
年
ま
で
の
人
口
政
策
の
基
本

方
針
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
具
体
的
に
行
動

計
両
を
作
成
し
二

O
O五
年
ま
で
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
達
成
、
乳
幼
児
死

亡
率
の
減
少
な
ど
中
間
目
僚
が
立
て
ら
れ
た
。

I
P
P
F
の
会
長
で
あ
っ
た
医
師
の
ブ
レ
ッ

ド
・
サ
イ
氏
は
「
過
去
二
十
年
間
で
世
界
の

八
十
カ
凶
で
出
生
率
の
減
少
を
み
た
。
そ
れ

に
貢
献
し
た
の
は

N
G
O
を
核
と
す
る
、
あ

る
い
は
政
府
機
関
が

N
G
O
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
で
の
悶
際
援
助
と
国
際
協
力
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

な
ど
人
口
増
加
が
三
%
を
超
え
る
地
域
も
残

り
、
持
続
不
可
能
な
不
均
衡
状
態
が
そ
の
後

現
出
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

13 



人
口
問
題
は
人
間
だ
け
で
な
く

地
球
全
体
の
問
題

太
錫
は
二
二
・
八
×
一

O
の
二
十
九
乗

キ
ロ
ジ
ュ
ー
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
宇
宙
空
間

に
放
出
し
て
い
る
。
太
陽
か
ら
…
・
五
徳
川

離
れ
て
い
る
地
球
は
、
そ
の
放
出
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
二
十
億
分
の
一
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
生
物
は
外
界
か
ら
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ

i

肉嶋善兵衛(うちじまぜんべえ)

1929年長時県生まれ
農学博士(専攻)農業気象学、環境科学

(現 職)宮崎公立大学ー学長

(学 震〉宮崎大学宮崎量林専門学性豊科卒

業

歴〉農業控術研究所所員、お茶の水女

子大学理学部教授、宮崎公立大学

人文学部長

(主な著書)r21世紀の宣料農業， (共著)1975

年東大出版会 r人類と地球環境J

(共著)1996年建息社ほか多数、
訳書多数

貰)1965年日本農業毘象学会貰畳草

1986年農水省研究功績賞受賞
2000年日本農業研究貫畳貰
環墳庁長官貰畳貰

也旦7l' -)[; 

(職

内
嶋
善
兵
衛
氏

(
宮
崎
公
立
大
学
長
)

(畳

を
摂
取
す
る
。
ヒ
ト
は
一
万
年
前
に
農
耕
を

始
め
、
そ
の
後
時
代
を
経
て
現
夜
は
六
十
億

の
ヒ
ト
と
家
畜
を
養
う
に
奈
っ
て
い
る
。
ま

た
地
球
上
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
が
絶
え
ず

起
こ
っ
て
い
る
が
、
ヒ
ト
は
入
院
図
を
形
成

し
、
そ
こ
で
科
学
技
術
文
明
を
構
築
し
た
。

そ
の
人
間
圏
が
自
然
倒
と
は
異
な

る
の
は
、
人
間
国
で
は
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両

方
を
利
用
す
る
の
に
対
し
て
、
自

然
圏
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
利

用
し
て
い
る
と
と
で
あ
る
。

農
業
・
食
糧
生
産
が
ヒ
ト
や
そ

の
歴
史
に
お
け
る
位
置
は
①
人
間

の
生
存
に
最
も
重
要
②
世
界
最
古

の
産
業
③
文
明
の
基
盤
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
植
物
は
光
合
成
を
行

い
(
第
一
次
生
産
)
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

酸
素
を
仙
脱
出
す
る
。

地
球
平
均
気
滋
の
推
移
の
グ
ラ
フ
を
み
る

と
一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
急
激
に
上
昇
し

て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
ト
の
化
石
燃
料
利
用
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
穀
類
生
産
量
な

ど
も
こ
れ
ま
で
上
昇
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
単
位
量
あ
た
り
の
生
産
量
の
伸
び
は
鈍

化
し
、
こ
れ
ま
で
の
伸
び
の
約
半
分
に
な
る

だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
放
牧
や
耕

地
の
劣
化
な
ど
環
境
劣
化
に
よ
る
も
の
で
あ

る。

H 

確
か
に
こ
れ
ま
で
農
業
技
術
は
向
上
し
、

高
生
蔑
農
業
が
増
大
し
た
。
食
物
界
の
超
エ

リ
ー
ト
作
物
し
と
い
わ
れ
る
麦
・
師
側
・
さ
つ
ま

芋
な
ど
多
数
あ
る
。
穀
類
は
二
十
億
ト
ン
、

イ
モ
類
五
・
六
億
ト
ン
、
大
豆
一
・
五
億
ト

ン
、
豆
類
一
・
二
億
ト
ン
を
収
穫
す
る
。
し

か
し
そ
の
収
穫
最
に
は
限
界
が
あ
る
。
新
た

な
耕
地
を
拡
大
で
き
る
可
能
性
も
低
い
。
そ

の
上
途
上
関
の
人
口
増
加
は
今
後
も
続
く
の

で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
ト
レ
ン
ド
を
加
味

し
て
考
え
る
と
、
現
在
の
ト
レ
ン
ド
を
先
延

ば
し
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
人
口
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増
加
と
耕
地
面
積
の
減
少
で
、
一
人
あ
た
り

の
土
地
が
現
在
一
・
五

M
で
あ
る
の
が

0
・

七
五
凶
(
二

O
五
O
)
と
な
る
よ
う
に
、
土

地
資
源
の
問
題
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
環

境
面
、
野
生
生
物
生
存
而
と
も
ぎ
り
ぎ
り
の

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
人
間
圏
と
野
生
生
物
界
の

「
緑
の
ア

ト一
7
ス
L

の
扶
養
能
力
を
ど
の
よ
う
に
適
正

に
配
分
す
る
か
が
、
未
来
の
食
料
生
産
を
大

き
く
決
め
る
最
大
制
約
条
件
だ
と
閉
ゅ
う
。
未

来
の
陸
上
の
食
物
生
産
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、

地
球
の
扶
養
力
の
配
分
量
も
お
の
ず
と
決
ま

る
。
二

O
五
O
年
に
は
ヒ
ト
(
家
主
田
を
含
む
)

へ
の
食
料
配
分
率
が
上
昇
し
全
体
の
閲

1
五

H

あ
こ
が
れ
H

割
に
な
る
。
こ
れ
は
野
生
生
物
へ
の
大
き
な

脅
威
で
あ
る
。
適
正
な
配
分
を
し
な
け
れ
ば

野
生
生
物
の
大
絶
滅
が
お
こ
る
。

人
口
湖
題
は
、
単
に
人
間
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
地
球
全
体
の
潤
題
で
あ
る
こ
と
の
認

識
が
議
要
で
あ
る
。
生
存
の
鍵
を
握
っ
て
い

る
の
は
私
た
ち
の
生
活
の
仕
方
で
あ
る
。

を
消
失
し
た
男
女
時
の

人
間
関
係
に
注
目

第
一
部
モ
デ
レ

l
タ

人
口
問
題
に
お
よ
そ
二
つ
の
局
面
が
あ
る
。

也E土些
J 11野 蒙任(かわのしげとう)
1911年鹿児島県生まれ
畳学博士、士化功骨者、東京大学名昔教授

(現 職}財団法人アジア人日開尭協会

CAPDA)理事

歴〉東京大学農学部農業経語学科卒業

歴}東京大学東洋文化研究所助教授、

東京大学教授、東京大学東洋文化

研究所所長、制日本国際教育協会

理事長

(主な著書)，台湾米穀経革論』有斐問、 r農業

発展の基礎条件J東大出版会、『ア

ジア食料生産， C共著)アジア経清

研究所、「在日留学生の学習と生活

条件に関する研究.APDAf:芳々 年々
想いあり J寧の光協会 r回想の農

業。経清J家の光協会

ほか著書多数

{学

(境

JII 
野

重
任
氏
(
東
京
大
名
誉
教
授
)

生
物
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
問
題
と
社
会

的
存
在
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
第

一
部
の
主
題
は
前
者
の
生
物
的
存
在

と
し
て
の
人
間
の
問
題
で
あ
る
。
全

体
と
し
て
の
印
象
は
地
球
上
、
生
物

の
存
在
し
、
存
続
し
得
る
領
域
は
怪

め
て
小
さ
い
、
そ
の
中
で
人
間
は
他

の
生
物
群
を
犠
牲
に
し
、
環
境
を
犠

牲
に
し
、
資
源
を
食
欲
に
利
用
、
消

費
し
て
今
日
、
世
界
人
口
六
十
億
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
増
え
て
き
た
。
こ
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の
人
口
滑
加
の
結
果
、
い
ま
や
砂
漠
化
防
止
、

森
林
荒
廃
の
妨

H
、
温
暖
化
の
防
止
な
ど
、

特
に
環
境
改
善
、
そ
の
悪
化
紡
止
に
つ
い
て

は
全
世
界
が
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
態
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

食
料
資
源
に
つ
い
て
も
技
術
改
良
へ
の
期

待
は
あ
る
に
し
て
も
、
水
、
土
地
利
用
の
将

来
の
吋
能
性
に
つ
い
て
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
る
と
承
っ
た
。

た
だ
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
、
そ
の

窓
味
で
人
口
問
題
の
現
況
か
ら
す
る
と
途
上

湿
の
人
口
が
激
増
し
つ
つ
あ
る
反
面
、
所
得

の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
の
人
口
の
靖
加

は
停
滞
な
い
し
、
断
滅
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

現
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
食
料
不
足
や
環
境
汚

染
が
原
因
で
は
な
い
。
食
料
を
十
分
に
摂
取

で
き
る
務
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

う
な
の
で
あ
る
。
そ
の
原
閃
・
頭
巾
を
ど
う

考
え
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
、

ま
た
現
在
で
も
低
所
得
泊
、
途
上
国
の
場
合

は
、
食
料
や
資
源
利
用
の
可
能
性
が
そ
の
増

加
、
応
立
の
い
わ
ば
決
定
的
条
件
と
な
っ
て

い
る
と
し
て
も
、
一
定
の
所
得
水
準
に
達
し

た
入
院
の
場
合
に
は
、
何
か
そ
の
他
の
条
件

が
、
そ
の
憎
加
、
存
立
の
決
定
的
条
件
に
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
山
山
て
く

る
そ
う
す
る
と
当
面
、
六

1
億
を
超
え
、
七

十
億
、
八
J
i
億
に
達
す
る
と
さ
れ
る
人
口
に

し
て
も
、
そ
の
過
程
で
所
得
水
準
が
あ
る
と

こ
ろ
ま
で
高
ま
れ
ば
、
そ
の
理
由
で
そ
の
人

口
倍
加
も
停
滞
な
い
し
、
制
削
減
に
い
た
る
の

か
と
い
う
疑
問
も
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
第
二
部
で
は
、
こ
の
第
J

部
の
ご
報
告

を
受
け
て
社
会
的
作
在
と
し
て
の
人
口
の
白

立
、
存
在
の
条
件
が
論
議
さ
れ
る
の
か
と
思
っ

て
い
る
。

私
見
と
し
て
の
人
口
観
は
、
人
間
は
食
料

な
く
し
て
は
存
立
、
存
続
し
得
な
い
し
、
ま

た
そ
れ
が
増
加
の
条
件
に
も
な
る
が
、
同
時

に
そ
れ
に
先
立
つ
出
生
の
条
件
そ
の
も
の
が

所
得
水
準
の
上
昇
そ
の
他
の
条
件
と
共
に
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ

を
特
に
現
在
の
日
本
の
少
子
化
問
題
に
関
連

し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

晩
婚
、
離
婚
率
の
高
さ
、
産
児
の
少
な
さ
、

そ
れ
は
決
し
て
直
接
的
に
資
源
開
連
の
問
題

で
は
な
く
、
基
本
と
な
る
男
女
の
関
係
が
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
に
起
肉
す
る
。
極
言
す
れ

ば
お
互
い
に
関
心
、
あ
こ
が
れ
を
持
ち
合
う

男
女
院
の
人
間
関
係
が
消
失
し
た
こ
と
が
こ

の
減
少
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

16 

私
見
で
は
あ
る
が
、
昔
は
「
あ
こ
が
れ
」

に
出
発
し
た
結
婚
の
結
果
と
し
て
、
子
供
は

い
わ
ば
「
生
ま
れ
る
L

も
の
だ
っ
た
。
そ
れ

が
い
ま
や
窓
図
的
に
「
つ
く
る
、
つ
く
ら
れ

る
L

も
の
と
な
っ
た
と
い
う
。
青
年
期
の
性

的
な
交
流
が
自
由
川
に
な
っ
た
こ
と
で
男
女
間

の
距
離
が
失
わ
れ
、
結
婚
に
か
け
る
夢
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
出
生
率
の
低
下

は
当
然
だ
し
、
人
口
減
は
当
然
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
戦
後
の
無
定
見
な
マ
ゼ

コ
、
ゼ
教
育
が
そ
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
か
ろ
う
じ
て
私

マ
の
伝
統
的
教
育
体
制
で
い
く
ら
か
救
わ
れ

て
い
る
而
が
あ
る
が
、
そ
れ
さ
え
も
国
は
制

限
し
、
解
消
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

教
育
体
制
を
出
発
点
と
し
て
今
や
汀
本
で
は

人
口
抑
制
、
出
生
率
抑
制
の
強
大
な
社
会
的

実
験
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
私
見

で
あ
る
。
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人
口
問
題
と
は
何
か
持
齢
、
挺
時
仁
ー
人
類
社
会
の
未
来

あ
ろ
う
か
。
次
世
代
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
生

活
資
源
を
有
効
利
用
で
き
る
の
か
。
い
ま
私

た
ち
は
世
界
の
人
口
急
増
に
伴
う
諸
問
題
を

語
騎
ぜ
が
ち
で
あ
る
が
、
我
々

そ
し
て
次
世
代
の
幸
福
の
た

め
に
人
口
問
題
へ
の
積
極
的

な
対
策
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
。

貧
悶
は
当
地
の
み
の
地
域

的
な
問
題
で
は
な
く
、
地
球

全
体
の
持
続
可
能
な
間
開
発
を

妨
げ
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
の
最
貧
国
の
所

得
は
一
九
五

O
年
当
時
吋
と
変

行
政
と
地
域
の
岡田論

人
口
問
題
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
地
球
上

の
様
々
な
地
域
に
人
々
が
生
存
・
生
活
す
る
た

め
に
必
要
な
生
活
資
源
を
供
給
で
き
る
の
で

村上 正孝(むらかみまさたか)

1935年千葉県生まれ

(現 職}費械産業龍健推進センタ一所長

(学 歴}東京大学社会医学系大学院博士課

程悼了

歴}筑波大学社会医学系助教授、国立

環境研究所保撞部長、革法大学社

会医学高教授

(主な著書)MURAKAMI.Mrlnfluence of public 

heallh and disease:Physical and 

Chemω81 Environment. pp. 199. 
209.ln:R.Detels et al.Eds:Oxford 

Textbook of Public Heallh. Oxford 

University Press， Oxford， 1997 

199~2日正「中小企業の安全簡生活

動への産業保健推進センタ の世

割J2002年労閣の科学、 r産業アレ
ルギーのサーベランスu目。1年日本

輸業アレルギー学会誌

|プロフィール

(職

体
的
な

取
組
み
が
必
要

村
上

正
孝
氏

(
時
一
刈
比
一
月
間
同
推
進
)

わ
ら
ず
、
対
外
債
務
も
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
戦
争
や
乱
開
発
に
よ
り
彼
ら
の
生
活
環
境

は
劣
化
し
、
安
全
な
水
や
食
料
な
ど
生
活
資

源
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貧
困
に
関

す
る
問
題
は
話
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち

は
何
か
距
離
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
し
ま
う
。

日
本
が
先
進
固
化
し
た
…
九
五

O
年
以
降
、

園
内
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
産
さ
れ
、
産
業

は
較
工
業
か
ら
重
工
業
そ
し
て
輸
出
を
中
心

と
し
た
も
の
に
変
化
し
て
き
た
。
農
村
か
ら

都
市
へ
人
口
移
動
も
感
ん
に
な
り
、

イ
ン
フ
ラ
・
社
会
保
障
整
備
も
行
な
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
生
活
水
準
は
飛
躍

的
に
改
善
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
戦
争
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
の
軍
需
泉
気
も
大
き
か
っ

た
。
め
ざ
ま
し
い
発
展
は
、
企
業
、
現
場
に

お
け
る
行
政
の
専
門
家
お
よ
び
地
域
の
人
々

の
協
力
・
努
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

私
は
一
九
五

O
年
末
に
目
'H
の
伝
染
病
研

究
所
の
佐
々
学
教
授
の
フ
ィ
ラ
リ
ア
病
駆
除

研
究
班
の
一
員
と
し
て
、
奄
美
島
の
沖
永
良

17 



部
島
に
行
っ
た
。
島
民
の
一

l
四
割
が
フ
ィ

ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
い
た
。
フ
イ
ラ
リ
ア
の

中
間
宿
主
の
ア
カ
イ
エ
蚊
の
駆
除
や
水
溜
り

を
な
く
す
、
地
道
な
努
力
を
し
た
。
フ
ィ
ラ

リ
ア
に
か
か
っ
た
住
民
に
治
療
を
施
す
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
住
民
と
の
協
力
な

く
し
て
は
不
可
能
だ
っ
た
。
同
じ
頃
、
北
海

道
稚
内
の
猿
払
村
で
然
低
診
療
の
巡
回
班
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
時
、
国
民
健

少子・高齢化が
社会に与える影響

康
保
険
の
あ
る
保
健
婦
さ
ん
か
ら
家
族
計
画

に
つ
い
て
の
十
数
年
間
の
話
を
聞
い
た
。
当

時
の
日
本
は
人
口
転
換
の
過
程
に
あ
っ
た
。

一
九
五
五
年
の
東
京
で
の
国
際
家
族
計
画

会
議
で
は
、
家
族
計
画
は
多
産
多
死
か
ら
の

開
放
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
考
え
が
明
確
化

さ
れ
、
避
妊
の
普
及
が
重
要
と
認
識
さ
れ
た
。

私
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
に
お
い
て
保

健
婦
の
立
場
か
ら
栄
養
改
善
健
康
管
理
を
指

少
子
@
高
齢
化
対
策
で
関
わ
れ
る

政
治
家
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

高
齢
化
の
定
義
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
も

の
は
な
い
が
、
一
言
で
い
う
な
ら
「
相
対
的

な
高
齢
者
の
嬬
加
、
つ
ま
り
人
が
生
れ
ず
人

が
兆
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
給
絡
と
出
産
を
「
障
害
物
競
走
」

に
例
え
て
み
る
。
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
七

、、，，
aa

-----eE-aa-

-''・・
E

，
直
宏
氏

(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
次
長
)

三
年
ま
で
は
結
婚
自
体
は
障
害
で
は
な
く
、

子
供
は
二
人
ま
で
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
浮

上
し
た
。
そ
し
て
第
三
子
・
第
四
子
を
産
む

こ
と
が
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
っ
た
。
一
九
八

0
年
代
は
結
婚
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
、

娩
婚
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
持
つ
子
供
数

導
さ
れ
た
女
性
に
影
州
自
問
さ
れ
た
。
私
が
出
会
っ

た
保
健
婦
の
よ
う
な
積
極
的
な
問
題
解
決
能

力
が
こ
れ
か
ら
の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
具

体
的
な
鍵
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
人
口
増
加
問

題
に
対
す
る
解
決
を
見
出
す
の
は
凶
難
で
あ

る
が
、
行
政
と
地
域
の
人
々
と
の
…
丸
と
な
っ

た
能
楽
的
な
協
力
を
可
能
に
す
る
工
夫
、
そ

し
て
積
極
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む
意
気

込
み
が
必
姿
で
あ
る
。

18 

も
二
極
化
し
無
子
派
と
多
子
派
に
分
裂
し
た
。

一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
第
一
子
を
産
む
こ

と
が
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
、
一
九
九
五
年

以
降
は
今
ま
で
に
な
い
晩
婚
化
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
特
に
二

0
0
0年
、
結
婚
は
非
常
に

大
き
な
際
害
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
少
子
・

高
齢
化
問
題
を
考
え
る
中
で
重
要
な
要
素
で

↓めマ心。毎
日
新
聞
社
世
論
調
査
で
は
、
日
本
の
女

性
の
二
O
%
、
男
性
の
三
O
%
(
東
京
都
の

男
性
二
五
%
)
が
生
涯
未
婚
に
な
る
と
推
測

し
て
い
る
。
男
性
の
中
卒
と
大
卒
の
報
開
の

差
と
友
性
の
そ
れ
を
比
べ
る
と
、
女
子
の
方

が
そ
の
差
が
大
き
い
。
高
学
肢
の
女
性
の
滑

加
に
よ
る
非
婚
傾
向
や
晩
婚
化
傾
向
、
ま
た
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(覇

第
二
子
出
産
率
が
低
い
こ
左
は
高
齢
化
の

関
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
経
済
が
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
影

山
挫
円
を
与
え
た
の
は
三
O
%
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
経
済
的
な
要
肉
が
、
出
生
行
動
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
直
接
に
物
語
る
。
そ
の

た
め
出
生
率
回
復
に
は
長
期
的
な
所
得
の
安

定
が
必
要
で
あ
る
。
九

0
年
代
は
じ
め
に
バ

ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
際
の
出
生
行
動
の
変

化
に
は
、
日
本
政
府
の
対
応
の
ま
ず
さ
が
大

き
な
原
凶
で
あ
る
と
い
え
、
現
在
の
低
出
生

率
は
景
気
対
策
を
誤
っ
た
こ
と
か
ら
大
き
な

影
響
を
受
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ツ
チ
ャ

l

首
棺
の
改
革
か
ら
遅
れ
る
こ
と
二
イ
年
、
代
々

の
B
本
の
政
権
は
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
の
失
敗
し
て
き
た
。
同
時
に
出
生
率
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
も
影
響
を
受
け
る
。

近
年
に
お
け
る
出
生
の
ピ

i
ク
は
、
今
か
ら

三
四
年
前
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
お
い

て
は
第
二
次
ベ
ビ

1
7
1
ム
で
生
ま
れ
た
出

産
適
齢
期
の
女
性
の
層
は
増
え
、
出
生
率
も

い
く
ら
か
上
昇
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
過
ぎ

る
と
出
生
率
は
必
然
的
に
減
っ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
、
出
生
対
策
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
す
と
、
一
気
に
日
本
の
出
生
数
は
減
少

す
る
。
政
策
的
に
は
こ
こ
三

i
閃
年
が
山
で

あ
る
。
二
O
O
二
年
一
月
十
九
日
に
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
、
日
本
経
済
は
二
O
O
四
年

ま
で
に
安
定
経
済
・
安
定
成
長
へ
と
持
ち
夜

す
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
発
表
し
た
。
し
か
し

公
共
投
資
を
前
年
比

三
%
ず
つ
削
減
す
る

よ
う
な
条
何
も
あ
り
、

ど
れ
だ
け
達
成
可
能

か
は
不
透
明
で
あ
る
。

過
去
七
十
五
年
で

日
実
同
年
齢
が
上
昇
カ
i

小川 直宏怖がわなおひろ)

1944年静岡県生まれ

経済学博士

(現 職)日本大学経済学部教授、日本大

学人口研究所・次長

歴)早稲田大学第一政経学部経溝学科

卒業

歴)ハワイ東西センタ一人口研究所研

究員国連アジア太平洋経活社会

委員会(ESCAP)人口部研究員、臼

本大学経済学部助教授、日本大学

人口研究所理究員

(主な著書)'ASEANの国内人口移動と開発J1984

年NIRA、午前酬はy Change in 

ConlemporaryJapanJ (υniversitv 

of Chicago Press)、 rHuman

Resources in Development along 

the Asia-Pacif巴町mJ(Oxford 

University Press)， rThe Famiry， 

the Market， and the State in Ageing 

SocieliesJ CClarendon Press) 

ほか詩文350余揖
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ブ
を
描
い
て
い
る
。

今
後
も
寿
命
は
伸
び

こ
れ
か
ら
長
寿

る

化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
む
で
あ
ろ
う
。
ま
た
車
社
会
の
高
齢
化

の
問
題
に
も
着
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
在
九
イ
歳
以
上
の
免
許
所
有
者
は

約
二
万
四
千
人
に
の
ぼ
る
。
年
率
凶
…
二
%
で

そ
の
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
運

転
技
術
に
は
非
常
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、

中
で
も
痴
呆
老
人
の
運
転
の
対
応
が
今
後
必

要
に
な
る
。

高
齢
化
に
伴
い
、
女
性
に
開
閉
す
る
問
題
が

あ
る
。
高
齢
人
口
の
「
友
性
化
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
六
十
五
歳
以
上
の
女
性
の
数
が
男
性

の
そ
の
数
を
上
回
り
、
八
十
五
歳
以
上
の
層

で
は
痴
呆
老
人
が
急
増
す
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
介
護
や
世
話
の
問
題
が
増
大
す
る
も
の

で
あ
る
。

介
護
を
行
う
九
O
%
が
女
性
で
あ
る
現
状

を
も
と
に
、
四
十
五
十
九
歳
の
女
性
を
六

十
五
|
八
卜
四
歳
の
高
齢
者
で
割
り
、
将
来

の
介
護
者
の
負
担
を
み
た
も
の
が
あ
る
。
一

九
五
五
年
代
の

H
本
は
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
百
人
に
対
し
、
介
護
者
は
二
百
人
の
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
五
年
は
、
そ
う

し
た
高
齢
者
一
人
に
対
し
、
介
護
者
は

0
・

五
人
で
あ
る
。
一
一
O
一
O
年
に
は
熊
本
の
あ

19 



る
村
で
は
高
齢
者
百
人
に
対
し
介
護
者
が
五

人
に
な
る
。
介
護
者
の
負
担
の
問
題
は
今
後
、

深
刻
化
す
る
と
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

高
齢
化
に
よ
る
財
政
危
機
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
は
四
月
に
「
リ
バ
ー
ス

モ
l
ゲ
ッ
ジ
L

制
度
を
施
行
し
た
。
こ
れ
は

自
分
の
土
地
を
担
保
に
し
て
老
後
を
み
て
も

ら
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
公
示
価

格
が

l
一
年
連
続
で
下
落
し
て
お
り
、
土
地

に
対
す
る
価
値
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
日
本
の

金
融
資
産
の
五
O
%
が
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
よ
っ
て
持
た
れ
て
い
る
。
そ
の
預
金
を

ど
う
使
う
か
が
重
姿
な
鍵
に
な
る
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
化
へ
の

対
応
策
と
し
て
「
老
人
の
定
義
の
変
更
L

が

考
え
ら
れ
る
。
毎
年
対
象
年
齢
を
上
げ
て
い

く
の
で
あ
る
。
現
在
、
社
会
に
高
齢
者
が
一

七
%
い
る
が
、
そ
の
割
合
を
保
?
も
の
で
あ

る
。
次
に
「
健
康
序
列
制
」
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
人
の
健
康
度
に
よ
っ
て
年
金
の
額
を

変
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
は
お

荷
物
で
は
な
く
、
成
長
す
る
資
産
と
考
え
る

発
想
転
換
が
重
要
と
な
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
経
済
顧
問
を
務
め
た

ウ
ォ
ル
ト
・
ロ
ス
ト
l
教
授
は
、
昨
年
、
人

口
学
会
で
自
身
の
論
文
「
日
本
の
第
四
の
挑

戦
」
を
紹
介
し
た
。
彼
に
よ
る
と
第
一
の
挑

戦
は
一
六

0
0年
代
の
徳
川
三
代
に
よ
る
鎖

国
政
策
、
第
-
一
は
明
治
政
府
に
よ
る
文
明
開

/生命論理の立場から/

化
、
第
三
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
だ
っ

た
。
そ
し
て
第
四
が
少
子
高
齢
化
対
策
で
あ

る
と
い
う
。
今
、
政
治
家
の
大
き
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
潤
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

20 

社
会
調
整
は
、
倍
人
の
自
由
制
限
を

考
慮
す
べ
き

生
命
倫
理
と
は
生
命
現
象
(
活
動
)
に
関

す
る
倫
理
で
あ
る
。
生
命
倫
理
も
倫
理
の
一

つ
で
あ
り
、
倫
現
の
皇
官
に
従
い
、
そ
こ
か

ら
人
口
問
題
を
見
る
と
善
感
の
観
点
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
は
あ
ら
ゆ
る
倫
理
現
象
を
一
気

に
演
縛
す
る
よ
う
な
考
え
方
カ
ン
ト
に
代

表
さ
れ
る
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
立

場
を
と
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
の
ケ
ネ
デ
ィ

倫
理
研
究
所
で
は
生
命
倫
理
の
「
関
原
郎
」

坂
本

百
大
氏

(
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
)

を
競
い
、
そ
の
一
つ
に
は
「
正
義
L

が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
正
義
こ
そ
多
様
な
解
釈
が
で
き

る
も
の
で
演
揮
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
今

回
の
ア
ブ
ガ
ン
の
問
題
も
、
一
方
の
正
義
は

他
方
の
不
正
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
戦
争
が

起
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
悩
値
観
が

多
様
化
し
、
〈
王
位
界
を
通
じ
て
通
用
す
る
倫

理
的
価
僚
は
縮
小
し
て
き
た
。
価
値
観
の
多

様
性
を
前
提
と
し
、
一
つ
の
価
値
観
が
全
て

の
倫
理
現
象
を
説
明
で
き
な
い
と
す
る
立
場



l土

ア
ジ
ア
的
な
価
値
観
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
正
義
L

を
、
比
較
的
人
々
の
協

調
を
期
待
で
き
る
「
基
本
的
人
権
L

の
考
え

方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
こ
の
基
本
的
人
権
と

い
う
考
え
方
で
人
口
問
題
を
考
え
る
。
「
人
口

抑
制
L

は
人
間
の
出
生
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
も
の
で
、
人
間
を
殺
す
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
人
口
抑
制
は
最
た
る
人
権
侵
害
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
生
命
倫
理
と
し
て
の
人
口
問
題

を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
人
権

は
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
関

連
の
理
念
に
お
い
て
人
口
抑
制
は
で
き
な
い
。

し
か
し
現
実
に
人
口
は
増
加
し
て
お
り
、
苦

肉
の
策
と
し
て
「
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
/
一
ア
イ
ツ
し
と
い
う
概
念
を
提
案
し
た
。

坂本 百大(さかも左ひゃくだい〉

1928年東京都生まれ

(現 職〉日本大学文理学部哲学科非常勤

講師青山学院大学名昔教授

匡)東京大学大学院士科学研究科哲学

科非常勤講師、駒津大学文学部専

任講師、青山学院大学経済学部教

授、日本大学総合科学研究所教授

(土な著書)c人間楢械誌の哲学心身問題と

自由の行くえ J 198C年頭草書房、

『心と身体原1元請の構図 J1981

年岩謹書庖、 r正義と無秩序」鴇著

1990年国際書院、『哲学的人間学J

1992年肱送大学

ほか著書、訳書多数
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「
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
ィ

7
・
ヘ
ル
ス
/
ラ

イ
ツ
L

は
人
口
鶴
題
そ
の
も
の
と
は
、
「
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
L

に
問
題
を
移
行
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ス
は
、
社
会
が
あ
る
一
定

レ
ベ
ル
に
到
達
し
な
い
と
達
成
さ
れ
な
い
。

ま
た
人
類
の
生
き
残
り
に
か
け
て
、
伺
人
の

ラ
イ
ツ
の
み
で
は
成
り
立
た
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
全
体
の
福
祉
と
い
う
全
体
主
義
的

な
考
え
方
が
、
二
卜
一
世
紀
に
は
必
要
と
な

る
。
つ
ま
り
ラ
イ
ツ
の
み
で
は
不
十
分
で
、

」

の
ヘ
ル
ス
と
い
う
社
会
の
所
産
を
同
時
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
他
人
の
権
利

(
ラ
イ
ツ
)
を
「
間
接
的
に
」
抑
制
し
て
い
く

と
こ
ろ
に
国
連
の
方
針
が
み
ら
れ
る
。

中
国
の
人
っ
子
政
策
は
「
最
大
の
基
本

的
人
権
の
侵
害
」
と
批
判
さ
れ
も
し
た
。

し
か
し
中
国
に
と
っ
て
慕
本
的
人
権
は

「
個
人
」
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
寸
全

体
」
に
属
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
天

安
門
事
件
に
対
し
、
基
本
的
人
権
の
「
一
一
日

論
の
自
由
」
を
侵
得
し
た
と
諸
外
国
は

中
国
政
府
を
非
難
し
た
。
し
か
し
中
国

に
と
っ
て
は
「
基
本
的
人
権
が
人
々
が

生
き
て
い
く
た
め
に
有
害
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
不
要
で
あ
る
L

と
発
言
し
た
。

の
考
え
を
中
国
の
民
衆
は
支
持
し
て
い
る
。

私
は
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ

イ
ツ
は
、
中
凶
政
府
の
一
人
っ
子
政
策
と
同

じ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
の
中
国
の
隆

盛
や
経
済
発
展
は
、
一
つ
に
中
国
の
一
人
つ

7
政
策
に
あ
る
。
生
命
倫
理
の
立
場
か
ら
基

本
的
人
権
を
み
る
と
、
中
国
の
政
策
は
非
難

む
し
ろ
評
価
さ
れ
る
べ
き

こ
ι
り

Z

J

、ょ、

l
ふ
M
伐
ふ

l
f
f
b

で
は
な
い
か
と
思
う
。

人
口
問
題
は
環
境
と
経
済
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
リ
オ
会
議
か
ら
寸
持
続
可
能
な
開

発
L

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
寸
何
が
L

持
続
可
能
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
一

つ
に
経
済
が
あ
る
。
経
済
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

(
寓
の
偏
在
)
で
人
の
健
康
は
蝕
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
自
由
主
義
社
会
の
経
済
活
動
を
制

限
す
る
よ
う
な
政
策
が
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

7

・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
を
維
持
で
き
る
の
で

あ
る
。
良
好
な
環
境
で
な
い
と
国
民
全
体
の

良
好
な
健
康
は
望
め
な
い
。
そ
こ
で
私
が
提

案
し
た
い
の
が
、
社
会
に
お
い
て
俗
人
主
義

的
な
「
自
由
主
義
経
済
を
や
め
る
L

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
共
同
体
主
義
と
い
う

べ
き
「
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
と
い
う

フ戸

」

発
想
へ
の
強
烈
な
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
い

21 



る
。
個
人
の
自
由
を
相
当
制
制
限
し
な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
社
会
調
整
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

吋
優
生
思
想
」
と
の
関
わ
り
も
重
要
で
あ
る
。

通
常
、
優
生
思
想
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
障
害

児
等
を
差
別
し
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
を
も

た
ら
す
。
し
か
し
子
供
が
生
ま
れ
る
前
に
い

か
怠
る
処
買
を
母
親
に
施
す
か
に
よ
っ
て
、

生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
健
康
は
影
響
を
受
け

J
O
I
E
F
P
理
事
長

を
よ
ー
黒
田
一
俊
夫

る
。
そ
の
た
め
.
人
っ
子
政
策
の
よ
う
な
事

前
の
方
策
と
優
生
思
想
を
合
わ
せ
て
解
釈
す

る
時
、
優
生
思
怨
は
批
判
す
る
に
あ
た
ら
な

い
と
考
え
る
。

先
進
国
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

理
山
に
は
経
済
と
教
育
が
あ
る
。
私
は
や
み

く
も
に
人
口
抑
制
を
訴
え
て
い
る
の
で
は
な

く
「
全
体
(
地
球
全
体
・
環
境
・
経
済
・
科

目

f
技
術
)
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
る
」

こ
と
が
重
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
口
を
「
抑
制
」
す
る
の
で
は
な
く
将
来
の

人
口
を
「
デ
ザ
イ
ン
L

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て

政
策
決
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。
美
徳
と
し
て

そ
れ
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
寸
社
会
調

整
」
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
倫
理
の
討

指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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人
口
問
題
で
璽
要
性
を
増
す日
本
の
役
割

第
二
部
モ
デ
レ

1
9
1

こ
う
し
た
様
々
な
側
出
を
も
っ
人
口
問
題

を
前
に
、
私
た
ち
は
根
底
に
仰
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
イ
世
紀
後

半
1
二
十
♂
世
紀
前
干
の
白
年
に
我
ら
人
類

の
倫
理
の
課
題
を
、
ど
う
解
決
し
て
ゆ
く
か

と
い
う
全
て
の
政
策
を
終
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

世
界
人
口
は
西
暦
の
は
じ
め
は
一
一
一
億
人
、

一
八

O
O年
頃
に
は
十
億
人
で
あ
っ
た
。
そ

黒
田

俊
夫
氏
(
ジ
ョ
イ
セ
ブ
理
事
長
)

の
後
五
十
億
人
(
九
八
七
)
、
六
十
億
人
(

e

O
O
O
)
と
指
数
関
数
約
に
増
加
し
「
人
口

爆
発
L

と
言
わ
れ
た
。
そ
の
爆
発
は
途
上
国

の
み
の
現
象
で
あ
り
、
そ
の
嬬
加
は
指
数
関

数
約
で
人
類
史
上
こ
れ
ほ
ど
の
増
大
は
初
め

て
で
あ
る
。

一
方
で
日
本
は
人
口
分
野
で
の
モ
デ
ル
と

い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日
本

は
出
生
率
低
下
が
非
常
に
早
く
進
ん
だ
。
現



自
の
日
本
の
合
計
特
殊
出

は
一

将
来
山
川
生
率
が
上
昇
す
る

可
能
性
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
人
口
増
加
が
マ
イ
ナ

ス
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
一
二
・
八
/
一

0
0
0

日
本
は
人
口
面
で
誇
り
で
あ
る
。

出
生
率
を
下
げ
る
た
め
の
刑
心
な
戦
略
と
し

て
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
乳
児
の
死
亡
率
を

下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

0
0以
上
で
、

黒田 俊夫((ろだとしお)

1909年兵庫県生まれ
経諸学博士、由連人口賞受貰者

(現 鞍)JOICFP(章旗計弱国際協力財団)理

事長、 B本大学総合科学研究所客

員研究員、財包法人アンア人口

開発協会(APDA)理事

歴)日本大学西経学部卒、東京商科大

学研究科培了、プリンストン大学

人口研究所留学、フランス国立人

口研究所留学、中国吉林大学名昔

教授、韓国東E大学校名誉経済学

博士

!l':)厚生省人口問題研究所 日本大学

教授、同人口研究所所長

{主な著書)c人口問題の知識， (共著)毘本経

済新聞社、 r日本人の寿命，8本経

漬新聞社 「高鈴化社会を生きるJ

東洋経済新報社 「日本人口の転損

傷造J古今書院

区E主主

( 品減仰抑桝ゑ去れれ仰，活咳付山'4'持J仏品

j 「興四海野春風」
年の歩み を刊行

側)アジア人口・開発協会
A
M
 

同
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M
R
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a
A
P
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ジ7
 
A
 
・35
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生
率
(
叶
o
E
3
3
z
q
H
N
E
F

・
二
一
五
で
、

で
あ
る
。

T
F
R
)
 

〈学

(職

ア
フ
リ
カ
で
の
乳
幼
児
死

亡
率
は
約

O
O
/
一
O

例アジア人口・開発協会は本符2月1日、設立20周年

を迎えたのを記怠して20年史「興四海野苔周"(しかいの

にしゅんぷうをおこす)を刊行し1乙

書名は財団設立に当たり、岸信介元首相がい人口問題

に真剣に取締み、世界平和に貢献するよう仁川との澱励

をこめてl軍事δれだ額からとっ疋もの。

A4版、 300ベ ジで、内容は中山太郎理事長の銭t~に

はじまり、小泉菖粉、坂口厚生労働棺、ハ!日夕 f目、武部

農林水産相、コフィ・アナン国連事務行長、谷j三者AFPPIコ
(人口と開発に関するアジア議員フォ ラム)議長、ソラ

ヤ・オベイドUNFPAC国連人口基金)事務局長、アンジエ

ラ目ゴメスIPPF(国際家族計画連盟)会長の祝辞や、黒

岡俊夫ジョイセフ理事長、川聖子重任・東大名誉教!受など

の思い出話を綴り、事T余曲折を辿った設立20年の歩みや、

多万面にわたる協会の活動史を盛り込んでいる。

資料鰐では、理事会、歴代理事・評議員 監事名簿、

年度別出版物、 1981年から2∞1年までの国際議員会議宣
言文も収録している。

本書では、APDAが主催した7ジアの人口・開発E司会議

員会議17問、参闘した世界規模の国際会議25回、政府の

委託による7ジYoi由I認の謂百71ロ、自主研究、

スシリ ズ、スライドを合わゼ2m重殺の出版物を刊行し、
年間4問すつの機関誌を刊行してきだことが紹介され、

この間、 2001年仁は巳本財団補g}J事業のインタ ネット

公開の事業成果ライフラリ で '21世紀の人口・食糧戦

E5」が、公益福祉事業部門でベストヒット賞を受費、

連の人口と開発仁閉するスライドが、!霊秀映像救材i窒実

社会教育部門で3回にわたって優秀賞を受賞9るなとの

実績をあげてき疋ことが記されているc

リソ
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周
年
記
愈
式

健
闘
を
賛
え

父
・
福
岡
越
夫
・
元
首
相
の
思
い
出

話
も
交
え
、

A
P
D
A
の
重
要
性
を

語
る
福
隠
内
閣
官
房
長
官

人
口
と
保
健
・
福
祉
に
つ
い
て
の
堕

際
協
力
の
震
要
性
を
訴
え
る
坂
口
厚

生
労
働
棺

厳
粛
に
、
そ
し
て
和
や
か
な
雰
屈
気
の
中

で、

A
P
O
A
の
H

成
人
式
“
と
ち
い
う
べ

き
二
十
局
年
記
怠
式
典
が
三
月
二
十
六
日
午

後
七
時
か
ら
ホ
テ
ル
・
二
ュ
オ
タ
二
1

隠

居
の
間
し
で
行
わ
れ
だ
。

式
場
に
は
二
十
周
年
を
祝
う
認
楽
四
重
奏

の
演
奏
が
流
れ
る
中
、
政
府
関
係
者
、
ア
ジ

ア
十
七
力
匿
の
用
閉
会
議
員
代
表
、
国
際
機
関
、

N
G
O代
表
、
受
援
団
体
な
ど
の
関
係
者
と
、

実
質
的
設
立
者
の
故
佐
蕨
隆
一
冗

A
P
O
A理

事
長
(
元
農
水
大
臣
、

A
F
P
P
D議
長
)

の
濯
子
夫
人
ち
出
席
、
お
よ
そ
百
人
が

A
P

D
A
の
発
展
を
一
喜
び
合
っ
た
。

祝
辞
仁
立
っ
た
福
田
康
夫
・
内
題
官
房
長

官
は
人
口
問
題
の

υ
父
υ

と
し
て
世
界
か
ら

敬
愛
さ
れ
、

A
P
O
Aや
A
F
P
P
D
の
設

立
の
基
盤
を
作
ら
れ
た
父
、
福
田
起
夫
元
首

相
の
思
い
出
な
ど
を
交
え
、
人
口
問
題
と
国

会
議
員
活
動
、

A
P
D
A
の
重
要
性
に
つ
い

て
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

ま
た
、
所
管
の
坂
口
力
・
厚
生
労
働
大
臣
、

川
口
順
子
・
外
務
大
臣
、
武
部
勤
・
農
林
水

産
大
臣
ち
多
忙
な
政
務
の
中
を
駆
け
つ
け
て

割
目
指
い
。
そ
れ
ぞ
れ
人
口
と
保
健
仁
関
す
る

国
際
協
力
、
人
口
問
題
と
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

2，j 



町一同司司....  

層
の
発
展
を

期

待

人
口
問
題
と
面
会
議
員
の
堕
際
平
和

交
流
の
意
義
を
諮
る
川
口
外
報

人
口
と
食
糧
・
農
業
問
題
の
関
連
を

力
説
す
る
武
部
農
水
楊

と
す
る
冨
会
議
員
の
国
際
平
和
交
流
、
人
口

問
題
と
食
料
、
農
業
問
題
に
つ
い
て
の
意
義
、

役
割
の
重
要
性
在
述
べ
、

A
P
O
A
の
一
層

の
発
展
を
期
待
し
だ
。

寸

A
P
D
A
の
支
援
な
く
し
て
A
F
P
P

D
の
今
日
は
な
か
っ
た
」
と
挨
拶
す
る
谷

津

A
F
P
P
D
議
長

A
F
P
P
D
の
符
津
義
男
議
長
は
「

A
P

D
A
の
支
援
な
く
し
て
A
F
P
P
D
の
今
日

は
な
か
っ
た
L

と、

A
P
D
A
の
協
力
に
感

謝
、
和
気
邦
夫
目

U
N
F
P
A
事
務
次
長
は

「
人
口
問
題
を
深
く
理
解
し
、
全
世
界
的
視
野

か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
世
界
各
国
の
先
頭

に
立
っ
て
大
き
な
支
援
を
続
け
て
い
る
日
本

の
平
和
・
福
祉
政
策
に
深
甚
な
る
敬
意
と
謝

意
を
表
し
た
い
L

と
感
謝
の
挟
拶
を
行
い
、

25 



品 u輔ヰ寵舎一吋
財団法人アジア人口 Bi通話 J

識
プラソップ元AFPPD事務総長の音頭で m乾杯H

APDAIの成人を祝う

政
府
と
出
会
の
間
に
立
っ
て
地
道
な
努
力
を

続
け
て
い
る

A
P
D
A
の
活
動
を
賞
讃
し
た
。

乾
杯
の
発
声
は
、

A
F
P
P
D
設
立
以
来
、

事
務
総
長
を
永
く
勤
め
た
タ
イ
悶
の
プ
ラ
ソ
ッ

プ
前
上
院
議
員
が
行
い
、
参
加
者
一
同
祝
杯

を
あ
げ
た
。

引
き
続
き
、
中
山
理
事
長
よ
り

A
P
D
A

の
発
展
に
尽
く
し
た
次
の
個
人
、
団
体
に
そ

れ
ぞ
れ
功
労
賞
(
菊
、
模
様
銀
皿
)
、
感
謝
状

(
タ
テ
)
が
贈
ら
れ
た
。

功

前
回
福
三
郎

黒

田

俊

夫

川

野

重

任

日
本
財
団

功労賞を受ける前回前理事長

感

本

多

健

一

森

一

久

武
田
修
三
郎

鹿
野
道
彦

広

瀬

次

雄

26 

労

糞

前
理
事
長

理
事
理
事

謝

状

理
事
理
事
淫
事
理
事
常
務
理
事



20周年記念式典

斎

藤

伸

雄

近

泰

男

桜

井

新

斉
困
慶
昭
郎

岡
崎
陽
一

降

矢

憲

一

清

水

英

佑

原

洋

之

介

意
気
事
業
連
合
会

社
団
法
人
東
京
銀
行
協
会

社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会

社
団
法
人
日
本
建
設
業
工
業
会

全
国
農
業
協
向
組
合
中
央
会

〈
受
賞
者
一
今
尾
和
実
常
務
理
事
)

安

藤

博

文

前

U
N
F
P
A
事
務
次
長

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
告
ナ
コ
|
ン
前
A
F

理
事
理
事
理
事
監
事
評
議
員

評
議
員

評
議
員

評
議
員

P
P
D
事
務
総
長
(
h
ツ
イ
)

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス

前

A
F
P
P
D
事
務

総
長
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ
ン
元
A
F
P
P
D
部

事
務
総
長
、
マ
レ
ー
シ
ア
A
F
P
P
O
事

務
局
長

マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ャ
ル
マ

l
A
P
P
D

〈
イ
ン
ド
人
口
開
発
議
員
連
盟
)
事
務
局
長

A
F
P
P
D
事
務
局
長

27 
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藍

\\/~パさんお目出とう If ¥¥ありがとう!f -1日交を温め

るIAPPD(インド議連)事務局長のマンモハン・シャ

ルマ氏(左)と広瀬APDA常務理事事務局長

rこれからもしっかり支え合ってまいりましょうねJー

インガーブリュゲマンIPPF事務局長(左〉と高野智

恵子JPFPiil'J事務総長

28 

A
P
D
A
設
立
者
の
佐
藤
陵
元
理
事
長
(
元
農
水

大
陸
〉
の
擢
子
婦
人
(
左
)
も
お
祝
い
に
新
潟
か

ら
出
席
。
感
無
量
の
函
持
ち
だ
っ
た

A
P
O
A
会
議
に
参
加
し
た
ア
ジ
ア
各
密
の
国
会

議
員
代
表
も
参
加
し
て
H

コ
ン
ゲ
ラ
チ
ュ
レ

i
シヨ

ン
f'H



第四回APDA会議

第1組合協ザ雪アジア園金議員代表者会議
A
P
D
A
盆

参加国

インド

インドネシア

イラン

枯
渇
す
る
水
資
源

平
等
な
分
配

ベトナム

オーストラ')ア

A
P
D
A
主
催
の
「
第

l
八
附
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
同
国
会
議
員
代
表
者
会
議

(
通
称

A
P
D
A
会
議
)

L

が
、
三
月
一
一
十

七
・
二
十
八
日
の
両
日
東
京
ホ
テ
ル
・
ニ
コ

i

オ

i
タ
ニ
で
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
オ

l
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
十
七
カ
凶
の
同
会
議
員
代
表
が

参
加
し
て
、
「
水
と
公
衆
衛
生
、
地
域
開
発
と

人
口
」
を
テ

i
?
に
開
催
し
た
。
全
世
界
的

な
枯
渇
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
水
照
題
は
さ

力ザフスヲン

ま
さ
ま
な
分
野
に
か
か
か
わ
り
を
も
っ
幅
の

広
い
緊
急
課
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
食
料
安

全
保
降
、
公
衆
衛
生
、
貧
側
、
人
口
問
題
等

に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

世
界
人
口
の
二
一
分
の
一
を
抱
え
る
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
、
水
資
源
管
理
の
重
要
性
が

治
大
し
て
い
る
。
環
。
廃
に
配
慮
し
つ
つ
、
有

線
で
あ
る
水
資
源
を
平
等
に
分
配
し
、
能
率

的
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

人
口
と
開 関

力ンポジア

キJレギスヲン

本

ニュージーランド

パンゲラディッシュ

フィリピン

マレーシア

モンゴル

イ

国

韓

出十

日

ヲ

発
を
考
え
る
上
で
、
国
会
議
員
が
如
何
に
水

問
題
に
取
り
組
む
か
が
、
今
回
の
会
議
の
焦

点
と
な
っ
た
。

第
一
日
日
の
二
十
七
日
は
、
高
橋
守
生
・

国
際
基
督
教
大
学
教
養
宇
部
回
線
関
係
学
科

教
授
が
蒸
調
講
演
を
わ
い
、
高
桑
条
怯
・
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
、
八
丁
信
正
・
近
畿
大

学
農
宇
部
国
際
資
源
管
理
科
教
授
が
、
公
衆

衛
生
・
泌
淑
開
発
の
観
点
か
ら
講
演
し
た
。

第

2
H
g
の
二
十
八
日
は
、
山
本
敬
子
・

J

I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
、
同
県
柄
泰
基
・
北

海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
、
ユ
リ
・

ス
テ
イ
ク
ロ
フ

E
S
C
A
P
オ
フ
ィ
サ
ー
が
、

農
村
開
発
・
都
市
化
と
水
の
観
点
か
ら
講
演

を
行
っ
た
。
参
加
イ
七
カ
国
の
代
表
者
は
、

効
果
的
な
水
管
珂
な
く
し
て
二
十
一
世
紀
の

持
続
可
能
な
開
発
は
あ
り
え
な
い
と
の
考
え

に
某
づ
き
、
講
演
者
と
積
般
的
な
質
疑
を
行
っ

た。
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人
口
問
題
は
「
安
全
保
障
」
の
根
幹

週
中
山
太
郎
・

A
P
D
A
理
事
長

昨
日
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
講

演
が
行
わ
れ
、

A
P
D
A
が
二
十
年
間
に
展

開
し
て
き
た
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
を
頂
け

た
と
し
と
と
存
じ
ま
す
。
私
達
が
取
り
組
ん
で

い
る
人
口
問
題
は
人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き

て
い
く
た
め
の
「
安
全
保
誇
L

の
根
幹
で
あ

り
、
こ
の
人
口
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
地

球
で
人
類
が
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
私
達
は
「
こ
れ
か
ら
人
類
と
地
球
が
ど
の

よ
う
な
関
係
を
保
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、

子
供
達
に
ど
の
よ
う
な
世
界
を
残
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
L

に
つ
い
て
熟
慮
し
、
政
策
を

作
り
、
各
国
政
府
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
未
来
は
こ
れ
か
ら
作
ら
る
も
の

で
あ
り
、
一
つ
一
つ
を
変
え
る
努
力
を
し
、

一
人
一
人
が
変
わ
れ
ば
、
よ
り
平
和
で
、
よ

り
幸
福
で
、
よ
り
豊
か
な
米
来
を
創
造
で
き

る
と
信
じ
ま
す
。

昨
年
は
「
水
し
乙
地
球
環
境
」
を
中
心
に
論

じ
ま
し
た
が
、
本
年
は
「
水
と
公
衆
衛
生
、

地
域
開
発
と
人
口
L

と
し
て
、
私
た
ち
に
身

近
で
切
実
な
問
題
を
中
心
に
論
じ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
は
、
「
水
の
世
紀
」
と

も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
既
に
水
を
め
ぐ
る

図
録
紛
争
も
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
問
題
に

不
可
分
な
関
係
を
持
つ
「
水
と
公
衆
衛
生
、

地
域
開
発
と
人
口
L

に
つ
い
て
、
皆
様
に
お

考
え
頂
く
契
機
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
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問
題
取
組
み
の
世
論
醸
成
が
必
要

E

谷
津
義
男
・

A
F
P
P
D
議
長

A
P
D
A
が
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の

ご
支
援
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

A
F
P
P
D
と
A
P
D
A
の
関
係
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
人
口
と
開

発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
が
一
層
拡
大
し

て
い
き
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

人
口
問
題
は
人
間
を
め
く
る
問
題
で
あ
り
、

食
料
・
安
全
保
障
・
社
会
福
祉
な
ど
の
様
々

な
問
題
と
密
接
な
間
関
係
に
あ
り
ま
す
。
人
口

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
や
価
値
を
超
え
、
人
間
が
人
間
ら
し
く

尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
作
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
が
こ
の
問
題
に
果
敢
に
取
り
組
み
、
各

問
国
政
府
を
巻
き
込
み
、
世
論
を
醸
成
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
は
明
る
い
未
来
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
ま
す
。



は
持
続
可
能
な
開
発
の
鍵

隆
和
気
邦
夫
U
N
F
P
A
事
務
局
次
長

第18回APDA会議

務会式で挨拶する和気・IE連人口基金次長(壇上左)と各回国会議員代表

U
N
F
P
A
事
務
局
長
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ

ド
か
ら
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

公
益
に
奉
仕
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
国
会
議
員

の
皆
様
へ
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
伝
え
る
よ

う
に
申
し
っ
か
つ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
米
国

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
、

U
N
F
P
A
に
対
す

る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
拠
出
金
を
見
直
す
よ
う

に
要
請
し
た
依
頼
状
を
書
か
れ
た
谷
津
議
長

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

政
治
・
経
済
的
理
由
か
ら
、
我
々
の
通
常

歳
入
額
が
五
千
万
ド
ル
削
減
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
女
性
と

少
女
の
た
め
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め

に、

U
N
F
P
A
に
対
す
る
皆
様
方
の
援
助

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
水
・
衛
生
・

地
域
開
発
と
人
口
を
一
7

1

7
に
し
た
今
回
の

会
議
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
協
力
の
強

化
に
よ
っ
て
貧
凶
を
削
減
し
持
続
可
能
な
開

発
を
目
指
す
我
々
の
関
心
を
示
す
良
い
機
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。

現
在
、
十
億
人
以
上
が
安
全
な
飲
料
水
を

利
用
で
き
ず
、
二
十
五
億
人
は
十
分
な
公
衆

衛
生
が
享
受
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
水
不
足
に

悩
む
多
く
の
関
で
人
口
が
増
加
し
、
低
収
入

の
た
め
節
水
技
術
へ
の
投
資
が
で
き
て
い
な

い
状
態
で
す
。
現
代
的
な
公
衆
衛
生
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
な
い
人
口
の
八
O
%
、
そ
し

て
水
道
な
ど
近
代
的
な
水
供
給
を
利
用
で
き

な
い
人
口
の
三
分
の
二
が
ア
ジ
ア
人
で
あ
り

ま
す
。現
在
、
私
た
ち
は
利
剤
可
能
な
淡
水
の
約

半
分
を
使
用
し
て
お
り
、
す
で
に
五
億
人
が

絶
対
的
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
二
O
二
五
年
ま
で
に
世
界
人

口
の
三
分
の
二
が
中
度
ま
た
は
強
度
の
水
不

足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
毎
年
七
千
五
百
万
人
の
絶
対
数
で
人
口

増
加
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
(
特
に
イ
ン
ド
・
中
国
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
パ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
)
で
お
き
て
お
り
ま
す
。
急
速

な
都
市
化
が
進
む
中
、
現
在
、
一
…
一
七
%
の
ア

ジ
ア
の
人
口
が
都
市
に
位
置
し
て
お
り
ま
す

の
が
、
二
O
一
一
五
年
に
は
五
一
%
に
ま
で
増
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加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

急
速
な
人
口
増
加
が
持
続
可
能
な
開
発
、

環
境
、
食
料
安
全
保
降
、
水
と
衛
生
に
与
え

る
影
響
は
重
大
で
す
。
ミ
レ
二
ア
ム
宣
言
の

目
探
は
安
全
な
飲
料
水
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
人
々
の
数
を
一
九
九

O
年
か
ら

。一

O
一
五
年
ま
で
に
半
減
す
る
こ
と
で
す
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
こ
の

B
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
女
性
・
高
齢
者
・
子
供
な

ど
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
を
中

心
と
し
て
九
億
八
千
万
人
が
新
た
に
給
水
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
十
五
億
人

が
新
た
に
衛
生
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
今
日
に

お
け
る
我
々
の
挑
戦
で
す
。

女
性
は
間
開
発
や
経
済
成
長
に
逗
裂
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
一
九
九
四
年
の

I
C
P
D

行
動
計
画
に
そ
っ
た
支
援
は
、
女
性
の
再
生
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
フ
・
ヘ
ル
ス
・
教
育
・
経

済
参
加
に
関
す
る
選
択
と
持
続
可
能
な
開
発

に
お
け
る
悦
戸
線
管
環
者
と
し
て
の
役
割
を
促

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
性
に
は
土
地
の
所
有
・
保
有
・
相
続
の

た
め
の
法
・
社
会
的
援
助
が
必
要
で
あ
り
、

農
業
・
資
源
符
理
の
た
め
の
融
資
や
、
基
本

的
な
社
会
・
環
境
・
経
済
的
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
も
不
可
欠
な
の
で
す
。
出
産
の
間
隔
・
子

供
の
数
の
決
定
に
関
す
る
機
会
が
句
え
ら
れ

た
こ
と
で
、
女
性
は
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
一
十
年
前
の
イ
ン
ド
で
は
女
性

一
人
あ
た
り
乎
均
五
人
の
子
供
を
生
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
は
平
均
三
人
に
減
少
し
ま
し

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
八

O
年
に
平

均
凶
人
以
上
で
あ
っ
た
子
供
の
数
が
、
現
在

で
は
一
一

l
三
人
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。
刊
界

的
な
平
均
値
を
見
る
と
、
四
十
年
前
に
発
展

途
上
国
の
既
婚
女
性
の
一

O
%
で
あ
っ
た
近

代
的
な
家
族
計
画
方
法
の
使
用
者
数
が
柄
引
夜

で
は
六

O
%
に
ま
で
飛
躍
的
に
地
加
し
ま
し

た
。
女
性
は
持
続
可
能
な
照
発
の
鍵
で
あ
り
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
女
性
の
選
択
の
強
化

を
支
緩
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
上
の
生
命
す
べ
て
が
水
に
依
存

ー
途
上
国
一
五
才
ま
で
に
一
割
が
下
痢
で
死
亡
-

E
イ
ン
ガ
|
・
ブ
リ
ユ
ツ
ゲ
マ
ン

l
p
p
F事
務
局
長

I
P
P
F
が
水
問
題
と
ど
の
よ
う
に
関
連

し
て
い
る
の
か
疑
問
を
も
た
れ
る
方
も
い
ら
っ

U
N
F
P
A
は
泊
四
十
以
し
し
の
途
上
出
で

人
口
・
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
白
擦
を

達
成
す
べ
く
活
動
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を

保
証
す
る
世
界
的
な
共
同
責
任
を
果
た
す
た

め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
皆
保
方
が

協
議
さ
れ
る
「
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
お

よ
び
水
と
食
料
安
全
保
障
」
の
問
題
の
重
要

性
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
持
続
吋
能
な
開
発

に
関
す
る
ヨ
ハ
ネ
ス
フ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト

(
W

S
S
D
)
に
向
け
て
、
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
が
持
続
可
能
な
開
発

と
僚
接
に
関
連
し
た
人
口
問
題
の
解
決
を
支

援
す
る
適
切
な
政
策
策
定
を
行
な
う
?
」
と
が

か
つ
て
な
い
ほ
ど
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

U
N
F
P
A
は
皆
様
の
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
独
自
的
な
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
応
媛

し
て
参
り
ま
す
。

:J2 

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

I
P
P
F
は
家
族

計
画
だ
け
で
は
な
く
健
康
・
貧
凶
削
・
開
発
に
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焦
点
を
震
い
て
お
り
、
水
問
題
と
も
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。

世
界
的
人
口
増
加
は
減
速
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
多
く
の
国
で
の
将
来
的
に
利
用
可
能

な
水
の
量
は
悲
観
的
で
あ
り
、
水
不
足
の
問

題
は
人
口
増
加
と
共
に
深
刻
化
し
て
お
り
ま

す
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
O
五
O
年
ま
で
に

世
界
人
口
の
四
分
の
一
が
継
続
・
断
続
的
な

淡
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
増
加
に
よ
り
一
人
当
り
の
使
用
可
能

な
淡
水
量
は
減
少
し
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
ナ

ダ
と
中
悶
に
は
お
お
よ
そ
同
量
の
再
利
用
可

能
な
淡
水
が
あ
り
ま
す
が
、
大
幅
な
人
口
の

違
い
よ
り
、
中
国
に
お
い
て
一
人
当
り
に
利

用
可
能
な
淡
水
の
量
は
カ
ナ
ダ
の
そ
れ
の
三
%

以
下
で
す
。

人
口
靖
加
に
よ
り
思
内
だ
け
で
な
く
隣
接

岡
市
民
の
利
用
可
能
な
淡
水
の
量
も
減
少
し

ま
す
。
例
え
ば
、
エ
チ
オ
ピ
ア
を
水
源
と
す

る
青
ナ
イ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
淡
水
資

源
の
八
五
%
以
上
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
ェ
チ
オ
ピ
ア
の
人
口
の
嬬
加
(
国
連
は

五
イ
年
以
内
に
三
倍
以
上
に
な
る
と
予
測
し

て
い
る
)
に
伴
い
エ
ジ
プ
ト
へ
の
給
水
最
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
口
増
加
が
緩
や
か
に
な
れ

ば
淡
水
不
足
が
到
来
す
る
の
を
遅
延
さ
せ
、

需
要
の
増
加
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
や
エ
ル
・
サ
ル
パ
ド
ル
で
は
人

口
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
展
の
成
果
で
人
口
摺
加

の
減
速
が
お
こ
り
、
絶
対
的
水
不
足
の
状
況

に
な
る
こ
と
を
少
な
く
と
も
十
年
遅
延
さ
せ

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
十
年
と
い
う
期
間
を
使
っ

て
、
私
た
ち
は
代
替
資
総
の
開
発
に
努
力
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

W
H
O
に
よ
れ
ば
、
今
な
お
多
く
の
途
上

国
に
お
い
て
下
痢
性
疾
病
が
死
亡
と
病
気
の

最
大
原
因
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
…
一
億
二
千
万

人
が
下
痢
性
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
途
上
国
で
発
生
し
、
死
亡
者
の

九
O
%
が
子
供
で
あ
り
ま
す
。
悲
惨
で
は
あ

り
ま
す
が
、
水
不
足
と
不
衛
生
な
水
に
よ
る

病
気
に
最
も
か
か
り
ゃ
す
い
の
が
子
供
な
の

で
す
。
途
上
国
に
お
い
て
子
供
が
五
歳
に
な

る
ま
で
に
一
人
当
り
平
均
に
し
て
十
回
下
痢

に
か
か
り
、
十
人
に
一
人
が
下
痢
に
よ
っ
て

脱
水
症
状
に
な
り
死
亡
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
最
も
貧
し
く
不
健
康
な
人
々
を
含

め
て
、
十
一
億
人
が
水
資
源
を
、
二
十
凶
億

人
が
基
本
的
衛
生
を
利
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

貧
困
削
減
の
第
一
歩
は
様
々
な
要
因
と
、
水

な
ら
び
に
衛
生
が
貧
困
削
減
の
た
め
に
貢
献

で
き
る
要
素
を
認
識
す
る
こ
と
で
す
。
水
と

衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
は
問
銭
的
・
直

接
的
に
貧
国
聞
を
削
減
し
ま
す
。
こ
れ
は
次
の

よ
う
な
要
因
に
よ
り
ま
す
。
①
時
間
の
節
約

例
え
ば
、
そ
れ
に
よ
り
農
業
生
産
の
増
加
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
②
水
と
水
を
媒
体
と
し

た
疾
病
を
治
療
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
削
減
に

よ
り
お
金
の
節
約
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
③

利
用
可
能
な
水
資
源
の
矯
加
に
よ
り
、
家
畜
・

穀
物
生
産
量
が
増
加
し
ま
す
。

で
は
、
我
々
に
は
何
が
出
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。
国
会
議
員
と
し
て
皆
様
方
に
は
政
治

的
に
最
も
高
い
レ
ベ
ル
で
啓
発
活
動
を
指
揮

す
る
た
め
の
力
強
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
開

発
に
関
す
る
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

開
会
議
員
の
皆
様
は
、
悶
内
・
国
際
レ
ベ
ル

に
お
い
て
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
形
成
し
、
そ
し
て

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
我
々

が
国
会
議
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
O
D
A
の
分
配
を

ふ
く
め
た
国
家
予
算
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

N

G
O
と
協
力
し
社
会
に
お
け
る
人
口
と
間
開
発

に
開
閉
す
る
議
論
を
推
進
し
て
行
け
る
の
で
す
。
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世
界
各
地
に
お
い
て
、
水
を
持
続
可
能
に

利
用
す
る
こ
と
な
く
持
続
可
能
な
開
発
へ
の

移
行
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
に
お
い

て
淡
水
不
足
・
淡
水
質
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
総
合
的
に
水
問
題
を
扱
い
、

そ
の
問
題
解
決
の
た
め
の
活
動
が
精
力
的
に

行
な
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
問
題
は
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
地
球
上
の
生
命

基
調
講
演

別
世
紀
の
地
球
社
会
と
水

基調講演の高橋一生教慢

九
月
十
一
日
同
時
多
発
テ
ロ
後
世
界
は
様

変
わ
り
し
、
水
問
題
も
例
外
で
な
い
。
国
の

指
導
者
が
水
問
題
を
積
極
的
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
い
。
こ
れ
ま
で
の
水
問
題
は
量
・

質
・
配
分
に
開
削
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
問

題
の
複
雑
・
深
刻
化
に
伴
い
、
よ
り
包
括
的

政
策
が
必
要
と
な
る
。

人
類
の
歴
史
と
水
は
深
く
関
係
し
て
い
る

が
、
特
に
一
九
九

O
年
以
降
、
水
は
政
治
的

すに体す
すをべ
る大て
こ切が
とに水
だすに
とる依
私と存
たいし
ちうて
は事い
!言 lまま
じ池す
て球
おを人
り大類
ま切全
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生

よ
り
包
括
的
政
策
、
が
必
要

ー
平
和
、
財
政
、
貿
易
、
技
術
、
貧
困
の
観
点
か
ら
|

問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
冷
戦
の
終

震
、
一
九
七
七
年
国
連
水
会
議
(
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
)
左
目
標
達
成
の
失
敗
、
人
口
増
加
に

伴
う
水
使
用
最
の
激
増
で
あ
る
。
結
果
、
水

問
題
に
関
し
て
二
つ
の
主
要
な
考
え
方
が
形

成
さ
れ
た
。
一
方
は
、
水
不
足
を
世
界
的
問

題
と
し
て
重
視
し
、
二
十
一
世
紀
は
水
の
闘

い
が
激
化
す
る
と
考
え
、
他
方
は
、
水
不
足

は
深
刻
で
あ
る
が
、
適
切
な
技
術
に
よ
り
問

題
の
解
決
は
可
能
と
考
え
る
。
現
在
三

1
ヵ

回
出
以
上
が
す
で
に
水
不
足
で
あ
り
、
安
全
な

飲
料
水
の
供
給
は
十
二
億
人
に
不
足
し
、
高

品
質
の
水
は
人
類
の
二

O
%以
下
の
人
に
し

か
供
給
さ
れ
て
い
な
い
。
現
実
は
国
迷
の
統

計
よ
り
も
更
に
散
し
く
、
事
態
は
悪
化
し
て

い
る
。以
上
が
去
年
ま
で
の
状
況
で
あ
る
が
、
テ

ロ
の
影
響
に
よ
り
政
治
の
世
界
的
な
取
り
組

み
は
激
変
し
た
。
特
に
①
統
治
②
平
和
の
構

築
③
財
政
④
貿
易
⑤
技
術
⑥
貧
困
に
関
し
て

は
、
劇
的
な
政
治
変
化
に
伴
い
間
際
社
会
に

お
け
る
政
策
の
再
構
築
が
必
要
と
な
っ
た
。
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次
の
テ
!
?
は
平
和
の
構
築
で
あ
る
。
冷

戦
の
後
、
市
場
経
済
の
台
頭
と
共
に
武
力
衝

突
が
激
化
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大

学
の
ヨ
ン
ク
マ
ン
教
授
の
報
告
に
よ
る
と
、

ど
の
よ
う
な
社
会
状
況
で
も
統
治
(
G
o

v
e
r
n
a
n
c
e
)
は
最
も
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
統
治
(
水
管
理
)
の
包
括
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
ホ
ワ
イ
ト
博
士
(
米

包
)
が
一
九
内

0
年
代
後
半
に
提
唱
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
特
に
テ
ロ
後
は
統
治
こ

そ
が
テ
ロ
に
対
抗
す
る
手
段
と
考
え
ら
れ
、

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
一
部
の
途
し
し
凶
は

包
括
的
水
管
理
の
絞
験
を
積
ん
で
お
り
(
特

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
最
先
端
)
、
先
進
国
が
途
上

岡
を
や
ぶ
立
場
に
あ
る
。
途
し
し
民
で
は
利
害

関
係
者
が
参
加
し
た
草
の
根
レ
ベ
ル
の
活
動

が
重
要
な
役

R
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

多
く
の
場
合
、
出
家
レ
ベ
ル
で
の
一
貫
し
た

水
政
策
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
(
例
え
ば

日
本
に
は
水
に
関
す
る
政
府
機
関
が
六
つ
も

あ
る
)
国
際
レ
ベ
ル
で
は
水
専
門
の
機
関
が

存
血
し
な
い
。
水
統
治
問
題
は
匿
の
安
全
保

障
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
水
政
策
は
政
府
・

企
業
・
市
民
全
て
が
参
加
し
て
統
合
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
九
六
年
に
九
十
五
件
で
あ
っ
た
武
力
衝

突
は
台
予
十
四
件
(
九
七
年
)
、
二
否
件
(
九

八
年
)
、
二
百
五
十
件
(
九
九
年
)
、
一
…
百
八

十
二
円
(
二

0
0
0年
)
と
年
々
増
加
し
、

二
O
O
一
年
に
は
三
百
件
を
超
え
る
見
通
し

で
あ
る
。
こ
う
し
た
衝
突
は
九
十
年
代
初
頭

ま
で
は
主
に
途
上
国
で
頻
発
し
て
い
た
が
、

最
近
は
先
進
同
で
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
去
年
の
テ
ロ
が
起
き
た
。
今
日
の
状
況

下
で
は
社
会
的
信
頼
が
重
要
だ
が
、
こ
れ
ま

で
①
植
民
地
主
義
②
近
代
化
の
波
③
九

0
年

代
の
波
と
い
う
二
一
要
素
に
よ
っ
て
社
会
的
信

頼
が
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
多
く
の
悶

で
社
会
的
信
摂
が
欠
如
し
て
お
り
、
そ
の
再

地
問
築
が
不
可
欠
と
な
る
。
住
居
・
教
育
・
医

療
・
資
金
の
同
僚
域
を
考
え
る
と
、
水
こ
そ

が
我
々
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
国
際
社

会
に
お
い
て
社
会
的
信
頼
を
強
化
し
、
平
和

を
構
築
す
る
た
め
に
、
水
田
川
題
に
各
国
が
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
掠
め
て
肝
要
で
あ

る
。
武
力
衝
突
の
傷
を
癒
す
の
は
水
で
あ
る
。

第
三
の
テ

i
マ
は
財
政
問
題
で
あ
る
。
途

上
国
の
水
関
連
開
発
に
は
毎
年
千
八
百
億
ド

ル
が
必
嬰
だ
が
、
実
際
に
は
、
政
府
開
発
援

助
の
総
額
五
百
六

1
億
中
の
三
十
億
ド
ル
し

か
投
資
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を

打
開
す
る
た
め
に
、
O
E
C
D
は
フ
ル
コ
ス

ト
刷
協
設
定
を
提
唱
し
た
。
W
o
-
-
d
w 

p
a
I
t
n
e
r
s
h
l
pは
フ

ル
コ
ス
ト
価
格
設
定
を
全
て
の
留
に
適
用
す

る
よ
う
呼
び
か
け
、
現
在
五
%
で
あ
る
民
間

の
水
分
野
投
資
を
三

0
1
四
O
%
に
増
や
す

こ
と
を
目
探
と
し
た
。
九
月
の
テ
ロ
以
降
、

安
全
保
障
と
民
間
投
資
及
び
管
珂
能
力
を
総

合
的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

a
U
6
t
e
l
 

第
凹
の
テ
!
マ
は
貿
易
で
あ
る
。
昨
年
十

一
月
の
W
T
O
閣
僚
会
議
で
は
、
途
上
国
の

視
点
が
反
映
さ
れ
、
開
発
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば

れ
た
。
中
で
も
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
農
産
物
貿
易
が
中
心
課
題

と
な
っ
た
。
今
後
、
斡
入
自
由
化
を
考
え
る

上
で
水
問
題
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

第
五
の
テ
ー
マ
は
技
術
で
あ
る
。
現
在
水

消
費
の
九
割
は
農
業
用
水
で
あ
り
、
淡
水
化

と
農
業
散
水
技
術
の
開
発
が
重
一
嬰
と
な
る
。

地
球
上
の
水
の
九
割
以
上
が
塩
水
で
あ
り
、

0
・
0
0
0七
%
の
み
が
淡
水
で
あ
る
。
米

国
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
、
一
九
六
七
年
に

「
平
和
の
た
め
の
水
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
淡
水
化
技
術
の
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必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
淡
水
化
技
術
は
コ

ス
ト
が
最
重
一
要
課
題
と
な
る
が
、
現
在
了
止

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
九
十
セ
ン
ト
で
あ
る
の

を
五
十
五
セ
ン
ト
に
削
減
で
き
れ
ば
費
用
の

問
題
を
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
(
こ
れ
は
五

l

六
年
の
う
ち
に
達
成
可
能
と
予
測
さ
れ
る
)
。

水
不
足
に
苦
し
む
国
の
大
半
が
貧
国
で
あ
る

と
い
う
現
状
を
考
慮
し
、

H
I
V
関
連
の
薬

を
安
く
供
給
し
て
い
る
よ
う
に
、
淡
水
化
の

技
術
も
低
コ
ス
ト
で
供
給
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
用
水
の
節
水
が
必
須
と
な
り
、

日
開
際
市
民
社
会
が
圧
力
を
か
け
、
議
論
を
積

み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
の
テ

1
7
は
貧
困
。
テ
ロ
と
貧
困
の

関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
貧
困
四
十
八

カ
国
の
う
ち
一
二
十
五
カ
国
は
水
不
足
を
経
験

水
と
公
衆
衛
生

認
講
師

濁
一
議
長

高
桑
栄
松
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

人
口
問
題
は
女
性
の
教
育
と

第
イ
七
閉
A
P
D
A
会
議
で
の
主
題
は
食

料
安
全
保
障
と
水
で
あ
っ
た
。
人
口
増
加
と

持
続
可
能
は
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
ず
、
水

の
循
環
は
そ
の
資
源
の
対
象
で
あ
る
。
今
回

は
水
と
公
衆
衛
生
・
健
康
に
つ
い
て
人
口
に

着
目
し
検
討
す
る
。

北
半
球
に
お
い
て
陸
地
は
ヨ
九
%
、
海
は

六
一
%
を
占
め
る
。
人
間
の
体
重
の
う
ち
約

六
五
%
が
水
分
で
あ
る
。
と
の
数
J'子
は
水
の

し
て
い
る
。
特
に
農
村
地
域
は
水
不
足
が
著

し
く
、
都
市
部
五
|
七
倍
の
高
値
で
水
売
り

が
行
わ
れ
て
い
る
。
O
D
A
の
枠
内
で
水
と

貧
困
問
題
を
融
合
し
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
水
問
題
に
関
す
る
国
附
師
会
議
も
今

後
複
数
関
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。
テ
ロ
以
降
、

水
の
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

36 

マレニ
l
・
ス
カ
ベ
ジ
ュ
オ
ラ
キ
ッ
ト
議
員
(
タ
イ
)

「
安
全
な
水
」
が
重
要

必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
生
命
の
維
持
に
は

二
・
五
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で
あ
り
、
水

の
消
費
量
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
九

七
O
年
の
日
本
に
お
け
る
一
人
当
り
の
水
使

用
量
は
三
百
五
十
一
け
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
三
十
年
後
の
…
一
O
O
O
年
に
は
三

百
八
十
三
リ
ッ
ト
ル
と
一
O
%
増
加
し
た
。

チ
フ
ス
・
赤
痢
・
下
痢
・
ワ
イ
ル
病
な
ど

は
水
を
媒
体
と
し
た
伝
染
病
で
あ
る
。
ミ
ル

ス
・
ラ
イ
ン
ケ
現
象
で
は
、
水
を
ろ
過
し
給

水
す
る
と
と
に
よ
っ
て
腸
チ
フ
ス
な
ど
感
染

病
に
よ
る
死
亡
率
が
低
下
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
ろ
過
の
必
要
性
を
確
認
し
た
こ
と

は
給
水
衛
生
に
お
け
る
大
発
見
で
あ
る
。
浄

水
層
の
上
部
に
形
成
さ
れ
る
ろ
過
膜
に
よ
り

九
九
%
の
不
純
物
が
浄
化
さ
れ
る
。
ろ
過
に

は
緩
速
ろ
過
と
急
速
ろ
過
が
あ
り
、
人
口
密

集
地
で
は
急
速
ろ
過
(
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
使
っ
て
有
機
物
を
凝
固
さ
せ
る
も
の
)
が

行
な
わ
れ
る
。
農
村
で
は
大
規
模
給
水
ろ
過

は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
簡
易
ろ
過
装
置
を
使

用
し
て
い
る
。
ろ
過
に
よ
り
感
染
症
発
生
率



第18回APDA会議

は
一
%
に
ま
で
下
が
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
世
界
情
勢
の
焦

点
は
東
西
問
題
か
ら
南
北
問
題
へ
と
変
化
し

た
。
途
上
国
と
い
う
概
念
が
確
立
さ
れ
た
第

二
次
大
戦
後
か
ら
日
本
の
衛
生
状
態
は
急
速

に
変
化
し
た
。
…
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
五

年
に
か
け
て
出
生
率
・
死
亡
率
が
劇
的
に
低

F
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
は
先
進
凋
へ
と

成
長
す
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
保
健
医
学
的

問
題
が
重
視
さ
れ
、
な
か
で
も
経
済
格
差
・

貧
困
が
問
題
と
な
っ
た
。
出
生
・
死
亡
・
乳

児
死
亡
・
五
歳
未
満
死
亡
ネ
は
所
得
・
栄
養

保
健
サ
!
ピ
ス
・
教
育
な
ど
の
要
因
に
影
響

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ユ
ニ
セ
フ
の

T
h

w
o
-
-
d
 

二
O
O
一
に
記
載
さ
れ
て
い

る
統
計
の
中
か
ら
①
乳
児
死
亡
率
と
粗
出
生

卒
、
②
乳
児
死
亡
率
と
十
五
歳
以
上
の
成
人

女
性
識
字
率
、
③
乳
児
死
亡
率
と
安
全
水
給

水
の
紹
関
に
つ
い
て
考
え
る
。

e
Q
u
t
a
t
e
 。
f 

C 

1
1
1
3
G
I
e
n
 

①
乳
児
死
亡
率
と
組
出
生
率
の
祁
測
は
正

の
相
関
で
あ
る
。
(
相
関
係
数
H
0
・
八
七
)

乳
児
死
亡
率
が
高
い
地
域
で
は
労
働
力
確
保

が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
、
子
供
を
多
く
産
む
。

そ
の
結
果
、
土
地
が
不
足
す
る
な
ど
の
理
由

か
ら
、
都
市
へ
人
口
が
移
動
す
る
。
そ
こ
で

ス
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
の
悪
循
環
が
生

ま
れ
る
。
②
乳
児
死
亡
ネ
と
十
五
歳
以
上
の

成
人
女
性
識
字
率
は
負
の
相
関
で
あ
る
。
(
相

関
係
数
H
|
0
・
七
回
)
こ
れ
は
友
性
の
識

字
率
が
低
い
国
ほ
ど
乳
児
死
亡
率
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
乳
児
死
亡
率

低
下
の
た
め
に
女
性
の
教
育
が
肝
要
で
あ
る
。

③
乳
児
死
亡
率
と
安
全
な
水
供
給
率
は
負
の

相
関
で
あ
る
。
(
相
開
関
係
数
H

0

・
五
七
)

テ
」
れ
は
安
全
な
水
は
乳
児
死
亡
率
低
下
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
音
山
吹
し
て
い
る
。
相
関

関
係
は
閃
果
関
係
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

祁
関
か
ら
、
女
性
へ
の
教
育
と
安
全
な
水
の

重
要
性
が
分
か
る
。

同
同

リ
ー
・
ホ
ン
ギ
議
員
(
中
国
)
水
が
公
衆

衛
生
に
街
援
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
教
綬

の
発
需
に
賛
成
す
る
。
人
間
は
水
が
な
け
れ

ば
生
き
ら
れ
ず
、
ま
た
質
の
良
い
安
全
な
水

が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
水
が
、
内

染
さ
れ
て
い
れ
ば
人
々
は
病
気
に
感
染
し
て

一
九
五

0
年
代
に
日
本
で
は
水
俣

病
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
中
日
出
で
も
汚
染
水

に
よ
っ
て
村
の
男
性
の
生
殖
機
能
が
低
下
し

た
例
が
あ
る
。
水
は
死
亡
率
に
も
深
く
関
連

し
て
い
る
の
で
対
策
が
必
嬰
で
あ
る
。
対
策

と
し
て
は
①
市
民
へ
の
教
育
、
②
水
管
理
と

強
化
と
資
滋
保
護
、
③
地
下
水
の
重
要
性
と

汚
染
が
少
な
い
こ
と
を
市
民
に
教
育
、
④
ダ

ム
の
建
設
地
球
保
全
に
注
力
す
る
、
が
考
え

ら
れ
る
。

し
ま
す
7
0

吉
岡
桑
教
授
一
日
本
に
お
い
て
水
俣
病
の
被
害

は
お
さ
ま
っ
た
が
補
償
問
題
が
大
変
で
あ
る
。

地
下
水
に
は
細
蔚
が
入
る
可
能
性
が
あ
り
、

安
全
と
は
妓
ら
な
い
。
飲
料
水
と
し
て
使
用

す
る
に
は
検
査
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
の
例

に
つ
い
て
は
環
境
破
壊
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
が

考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
世
界
各
地
で
発
生
し

て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
女
性
の
生
殖
能
力
に
影
響

フ
ィ
リ
ダ
・
バ
ン
ク
ル
議
員
(
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
)
水
に
開
閉
す
る
汚
染
の
問
題
は
世

界
的
問
題
で
あ
る
、
米
国
で
は

F
D
A
が
魚
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を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
る
水
銀
蓄
積
へ
の
対

策
と
し
て
、
妊
婦
へ
の
摂
取
を
制
限
し
て
い

る
。
ま
た
、
タ
イ
オ
キ
シ
ン
は
女
性
の
生
殖

能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
は
人

間
で
だ
け
で
な
く
他
の
動
物
へ
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
世
界
的
問
題
で
あ
る
。

ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
チ
ィ
|
議

員
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
・
イ
ン
ド
な
ど
は
識
字
率
が
低
く
、
安

全
な
水
の
供
給
率
は
高
い
、
乳
児
死
亡
率
と

の
相
関
を
考
え
る
時
に
安
全
な
水
左
女
性
識

字
率
で
は
ど
ち
ら
の
要
素
が
重
要
か
?

官
同
桑
教
授
ど
ち
ら
か
が
大
事
、
と
い
う
話
で

は
な
い
。
教
育
を
通
じ
た
改
善
を
考
え
る
時
、

識
字
率
は
重
要
で
あ
る
が
、
安
全
な
水
は
予

算
の
出
も
含
め
そ
れ
と
は
別
で
も
っ
と
政
治

的
な
課
題
で
あ
る
。

エ
ミ
リ
オ
・
マ
シ
ア
ス
議
員
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

安
全
な
水
に
す
る
た
め
の
臨
素
消
毒
な
と

水
系
感
染
症
と
濯
蹴
開
発

様
講
師

属
議
長

八
丁
信
正
・
近
畿
大
学
農
学
部
国
際
資
源
管
理
学
科
教
授

R
・
し
・
パ
テ
イ
ア
議
員
(
イ
ン
ド
)

政
策
決
定
は
総
合
的
に

科
学
は
事
物
を
見
て
そ
の
法
則
を
見
出
す

も
の
で
あ
る
。
私
は
科
学
と
技
術
を
信
頼
し

て
い
る
が
、
完
壁
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
「
科
午
技
術
は
持
続
可
能
な
の
か
」
と
疑

う
こ
と
も
時
に
は
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ア
ジ
ア
の
濯
瓶
に
つ
い
て
見
る
。

ア
ジ
ア
は
急
速
な
食
料
増
産
に
成
功
し
て
い

開
発
、

環
境
、

人
口
の
相
互
関
係
を
考
慮

九
六
一
年
に
3

一
億
山
千
万
ー
で
あ
っ

た
穀
類
の
生
A
M

出
量
が
九
八
年
に
は
九
億
コ
千

万
t
に
増
加
し
、
栄
養
失
調
の
数
も
減
少
し

て
い
る
。
水
田
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア

地
域
は
単
位
而
積
あ
た
り
の
農
業
生
産
性
が

高
く
、
農
業
濯
期
間
率
も
高
い
(
一
九
九
六
年

の
一
一
%
か
ら
現
在
は
コ
五
%
に
上
昇
し
た
)
。

る

が
も
た
ら
す
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
っ
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塩
素
消
毒
は
ほ
ぼ
安
全

高
桑
教
授
現
在
大
都
市
で
は
問
題
は
な
い

だ
ろ
う
。
他
の
楽
部
を
使
う
と
な
る
と
、
例

え
ば
フ
ッ
素
な
ど
は
毒
性
が
あ
る
の
で
更
な

る
調
賓
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
塩
素
は

こ
れ
ま
で
長
期
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
ほ
ぼ

安
全
で
あ
る
と
い
え
る
。
煮
沸
す
れ
ば
更
に

安
全
に
な
る
。

ダ
ム
建
設
も
六
O

七
0
年
代
に
急
増
し
、

現
在
世
界
中
で
三
万
千
箇
所
あ
る
ダ
ム
の
約

六
O
%
が
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、

九
0
年
代
に
は
、
ダ
ム
の
効
果
に
関
す
る
疑

問
や
環
境
問
題
に
よ
り
、
建
設
の
速
度
は
鈍

化
し
た
。

次
に
、
食
料
供
給
と
人
口
に
つ
い
て
考
え



の
食
料
培
産
が

期
待
さ
れ
、
法

統
設
備
の
拡
大

も
必
要
と
な
る
。

現
在
世
界
の
食

物
の
一
/
ニ
は

乾
燥
地
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
物
理

的
・
経
済
的
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

品
削
減
に
よ
る
悪
影
響
に
は
、
坂
害
・
枯
渇
・

水
汚
染
・
マ
ラ
リ
ア
・
フ
ィ
ラ
リ
ア
・
日
本

脳
炎
・
人
の
強
制
移
住
な
ど
が
あ
る
。
特
に

水
管
理
が
行
き
局
か
な
い
地
域
で
は
、
蚊
な

ど
を
媒
体
と
す
る
伝
染
病
が
増
加
し
て
い
る
。

世
界
中
で
は
年
間
約
百
万
人
が
水
系
感
染
症

に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
が
、
南
・
東
南
ア
ジ

八丁信正近大教授のレウ

チュアをうけるアジア各

国国会議員代表

る。

U
N
F
P

A
は一

O
五
O

年
に
世
界
人
口

が
九
十
七
億
人

(二

O
五
O
)
に

増
加
す
る
と
予

測
し
、
食
料
安

全
保
障
問
問
題
が

懸
念
さ
れ
て
い

マ心。

ア
ジ
ア
で

ア
で
は
、
水
系
感
染
症
管
理
に
比
較
的
成
功

し
て
お
り
、
現
在
患
者
数
は
三
十
万
人
で
あ

る
。
劣
悪
な
環
境
を
変
え
て
い
く
に
は
効
果

的
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
が
、
殺
虫
剤
な
ど

を
使
用
し
た
場
合
、
新
し
い
耐
位
稀
が
発
生

し
た
り
、
環
境
に
恋
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
保
々

な
問
題
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
使
用
す
る
必

嬰
が
あ
る
。

今
年
度
O
D
A
予
算
が
一

O

%
削
減
さ
れ

た
が
、
温
暖
化
に
よ
り
中
間
信
主
が
拡
大
し

て
い
る
中
、
我
々
が
能
率
的
に
介
入
し
、
問

題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

現
地
に
お
け
る
適
切
な
研
究
が
不
可
欠
で
あ

る
。
例
え
ば
中
国
で
は
、
節
水
の
訓
他
殺
に
よ

り
中
間
宿
主
を
削
減
に
成
功
し
て
い
る
が
、

収
穫
後
に
水
山
を
乾
燥
さ
せ
、
水
滑
り
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
り
蚊
の
発
生
を
較
減
で
き

る
。
浅
い
水
沼
り
を
深
く
し
、
(
水
深
が
深
い

し
乙
蚊
は
発
生
し
に
く
い
)
周
囲
の
棉
物
を
管

理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

政
策
決
定
の
線
、
ト
リ
レ
ン
マ
(
開
発
・

環
境
・
人
口
の
一
一
要
素
)
の
相
互
関
係
を
考

慮
し
て
、
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
差
異

を
考
慮
し
、
環
境
影
響
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
確

立
す
べ
き
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に

乗
る
か
、
地
域
を
中
心
に
取
り
組
む
か
、
目

標
の
明
確
化
が
必
須
で
あ
る
。

ザ
ハ
ラ
以
南
の
地
域
は
水
系
感
染
症
の
管

現
政
策
に
失
敗
し
、
ア
ジ
ア
地
域
は
成
功
し

た
が
、
両
者
の
遣
い
は
貧
困
に
あ
る
と
考
え

る
。
人
口
増
加
に
よ
る
一
人
あ
た
り
の
食
料

減
少
及
び
栄
養
不
足
が
貧
困
の
悪
循
療
を
招

く
。
貧
鴎
の
撲
滅
に
は
人
口
地
加
の
抑
制
が

不
可
欠
で
あ
り
、
尖
町
附
に
地
域
内
で
開
発
援

助
を
行
な
う
際
、
地
元
の
資
源
を
使
用
し
て

い
る
人
た
ち
の
参
画
・
協
力
態
勢
が
カ
ギ
と

な
る
。コ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
輸
入
は
、

上
壌
、
水
、
有
毒
物
質
、
病
気
、
薬
の
輸
入

を
意
味
し
、
農
産
物
の
給
入
量
が
多
い
日
本

は
「
環
境
テ
ロ
リ
ス
ト
L

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
本
が
こ
れ
ま
で
府
っ
て
き
た
美
し
く
優
れ

た
ぷ
同
は
、
生
活
・
文
化
・
伝
統
で
あ
り
、

水
田
の
減
少
は
そ
れ
ら
の
価
値
を
失
う
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
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同
副
司

議
長
殺
虫
剤
な
ど
の
使
用
に
よ
り
食
料
増

産
に
成
功
し
た
が
、
人
間
へ
の
長
期
的
影
響

は
い
か
な
る
も
の
か
?

D
D
T
、
臼
本
で
は
禁
止

八
丁
教
綬
例
え
ば

D
D
T
を
い
ま
だ
に
使

用
し
て
い
る
国
が
あ
る
が
、

D
D
T
は
重
大

な
蓄
積
性
を
持
ち
、
特
に
妊
産
婦
の
授
乳
を

通
し
子
供
に
影
響
が
出
る
た
め
日
本
で
の
使

用
は
禁
H
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
大
量
の
殺
虫
剤
を
使
用
し
た
が
、
耐

性
発
生
の
悪
循
環
を
打
破
す
る
た
め
、
統
合

的
病
害
虫
管
現
法

(
I
n
t
e
g
I
a
t
e

d
p
e
s
t
M
e
a
s
u
l
e
、
I
P
M
M
)

を
確
立
し
た
。
統
合
的
病
害
虫
管
理
で
は
伝

統
的
手
法
に
回
帰
し
、
薬
品
使
用
を
最
小
限

に
抑
え
る
。
そ
の
結
果
、
政
府
に
よ
る
補
助

金
の
負
担
も
減
少
し
た
。

ザ
イ
ナ
ル
・
ア
ピ
デ
イ
ン
・
ジ
ン
議
員
(
マ

レ
ー
シ
ア
)
マ
レ
ー
シ
ア
で
日
本
脳
炎

(
J

E
)
ー
が
広
が
っ
た
が
、
そ
れ
は
水
田
で
は
な

く
養
豚
地
域
で
発
生
し
た
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

八
丁
教
授

J
E
は
急
速
に
感
染
が
拡
大
す

る
こ
と
が
あ
り
、
蚊
が
豚
を
さ
し
j

E
が
拡

大
し
た
左
考
え
ら
れ
る
。

コ
ン
ド
ケ
|
ル
・
デ
ル
ワ
ル
・
ホ
セ
イ
ン
議

員
〈
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
)
パ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
世
界
最
貧
国
で
あ
り
、
一
億

三
千
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
。
給
水
・
食
料
・

人
口
・
水
系
疾
患
が
重
嬰
課
題
で
あ
る
。
食

料
滑
産
が
必
須
だ
が
、
資
金
も
乏
し
い
。
食

料
自
給
も
党
束
な
い
国
は
ど
う
す
べ
き
で
あ

る
か
。
ま
た
、
殺
虫
剤
に
対
す
る
意
識
も
希

薄
で
あ
る
。
殺
虫
剤
以
外
の
増
産
方
法
は
あ

る
か
。

八
了
教
綬
今
回
の
会
議
は
ま
さ
に
、
こ
の

様
な
難
し
い
問
題
を
議
論
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
科
学
技
術
が
必
要
で
あ
り
、

長
期
的
な
持
続
性
に
隠
し
て
は
日
本
の
例
を

参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
農
民
に
よ
る
地
域

資
源
管
理
が
必
嬰
で
、
教
育
へ
の
投
資
も
重

姿
で
あ
る
。
政
治
的
指
導
力
は
不
可
欠
だ
。

議
論
に
ジ
エ
ン
タ
ー
の
要
素
欠
如

コ
ン
ド
カ

i
ル
・
デ
ル
ワ
ル
・
ホ
セ
イ
ン
議

員
(
パ
ン
ゲ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
)
多
く
の
場

合
、
議
論
に
ジ
ェ
ン
ダ
!
の
要
素
が
欠
如
し

て
い
る
。
女
川
社
は
も
っ
と
選
択
肢
を
与
え
ら

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

，10 

八
丁
教
授
ご
指
摘
の
通
り
、
ま
ず
女
性
に

関
す
る
支
援
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

議
長
開
発
に
は
人
道
的
開
発
と
経
済
的
開

発
が
あ
る
が
、
ト
リ
レ
ン
マ
と
開
発
を
考
え

る
上
で
、
ど
ち
ら
の
関
発
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
か
。

ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
ィ
ー
議

開
発
の
最
終
目
的

員
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)

は
ベ

i
シ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ニ
!
ズ

(
B
H
 

N
)
の
充
足
で
あ
る
。
自
給
自
足
が
可
能
で
、

よ
り
良
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
人
道
的
開

発
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ヱ
ミ
リ
オ
・
マ
シ
ア
ス
議
員
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

一
飲
料
水
の
量
が
減
少
し
て
い
る
。
進
淑
に

よ
り
水
が
減
少
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
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八
丁
水
同
の
技
術
向
上
に
関
し
て
、
新
し

い
技
術
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
は
間

欠
濯
淑
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
常
に
水
伺
に

水
を
張
る
の
で
は
な
く
、
時
々
水
を
抜
く
こ

と
で
、
嫌
気
性
繭
や
、
安
虫
を
駆
逐
す
る
と

と
が
で
き
る
。
こ
の
新
し
い
濯
淑
方
法
に
よ

り
、
三

O
%節
水
と
食
料
増
産
に
成
功
し
た

例
が
あ
る
。
既
存
の
濯
瓶
設
備
の
向
上
が
重

姿
で
あ
る
。

八
丁
教
授
食
料
情
産
に
は
濯
瓶
拡
大
が
必

須
で
あ
り
、
水
を
め
ぐ
る
争
い
が
懸
念
さ
れ

る
。
国
際
機
関
を
設
立
す
る
必
要
性
が
高
ま

る
。
水
は
有
限
で
あ
り
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の

話
し
合
い
は
機
め
て
重
要
で
あ
る
。

議
員
(
マ
レ
ー
シ
ア
〉
日
本
脳
炎
の
感
染

症
を
減
ら
す
こ
と
が
草
剤
主
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
水
田
を
減
ら
す
の
が
良
い
か
、
そ

れ
と
も
食
料
供
給
を
考
え
、
水
川
凶
を
拡
大
す

べ
き
で
あ
る
の
か
。

D
D
T
に
は
副
作
用
が

あ
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い。

D
D
T
以
外
の
代
替
策
は
あ
る
か
。

ケ
リ

l
・
ホ
ア
|
議
員
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

一
今
較
の
高
橋
教
授
は
平
和
の
構
築
・
財
政
・

統
治
な
ど
六
項
目
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
が
、

濯
瓶
技
術
に
関
し
て
、
八
丁
教
授
の
意
見
を

伺
い
開
聞
き
た
い
。

重
力
濯
淑
の
能
率
的
管
獲
が
最
良
の
方
法

八
丁
濃
瓶
の
な
か
に
は
代
表
的
な
も
の
と

し
て
重
力
濯
瓶
、
か
あ
り
、
水
を
節
約
で
き
る

方
法
と
し
て
細
流
濯
瓶
が
あ
る
。
し
か
し
、

細
流
浪
瓶
は
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
重
力
濯
瓶

が
主
流
で
あ
る
。
こ
の
濯
続
方
法
を
能
率
的

に
管
理
す
る
こ
と
が
最
良
の
方
法
だ
。

張
懐
商
議
員
〈
中
層
)
中
国
西
部
に
お
い

て
、
水
は
経
済
問
開
発
に
必
須
の
資
源
で
あ
る
。

生
活
水
準
の
向
上
に
努
め
、
水
管
理
の
改
善

を
進
め
て
い
る
。
黄
河
で
は
、
水
資
源
管
理

の
改
善
に
よ
り
、
断
流
の
問
題
が
減
少
し
た
。

中
国
は
地
ド
水
が
曲
目
4

寓
だ
が
、
地
下
水
の
長

期
的
使
用
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て

知
り
た
い
。

深
井
戸
の
重
金
属
汚
染
に
注
意

八
丁
ア
メ
リ
カ
で
は
地
下
水
を
長
年
使
用

し
た
た
め
地
下
水
の
水
準
が
低
‘
卜
し
た
。
環

境
能
力
を
超
え
な
い
持
続
可
能
な
地
下
水
利

用
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
升
一
戸
が
深
く
な

る
と
重
金
属
に
よ
る
汚
染
の
問
題
も
発
生
す

る
の
で
要
注
意
。

その後、マラヤ大学医学部に

よってこのウイルスが日本脳炎

とは~IH重のへンドうウイルスに

近い新しいウイルスであること

が確認された。
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農
村
の
水

盤
講
師

橿
議
長

山
本
敬
子
・

J
i
C
A
国
際
協
力
専
門
員

張
嬢
商
議
員
(
中
国
)

42 

貧
困
撲
滅
に
は
人
口
抑
制
が
不
可
欠

昼食のひととき、女性向志の友情を温め合う各留代表議員

W
H
O
、
U
N
I
C
E
F
の
報
告
(
二

0

0
0年
)
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
水
道
・
衛
生
ト
イ
レ
普
及
率
の
低
さ
を

示
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
オ
マ

l
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
モ
ン
ゴ
ル
の
煩
に
水
道
普
及
率
が
低
い
。

衛
生
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ

l
ル
、
モ
ン
ゴ
ル

の
繍
で
低
い
。
現
在
水
道
を
利
用
で
き
な
い

十
億
人
の
う
ち
六
三
%
が
ア
ジ
ア
人
口
で
あ

り
、
衛
生
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
な
い
こ
十
億

人
の
う
ち
八
O
%
が
ア
ジ
ア
人
口
で
あ
る
。

ま
た
、
都
市
部
と
農
村
部
の
普
及
率
に
は
七

倍
の
絡
差
が
生
じ
て
い
る
。

窒
素
・
枇
素
・
フ
ッ
素
に
よ
る
地
下
水
汚

染
の
問
題
は
先
進
国
・
途
上
国
と
も
深
刻
で

あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
枇
素
中
毒
に

よ
り
皮
膚
ガ
ン
が
多
数
発
生
し
て
い
る
。
統

計
で
は
滞
在
的
中
毒
者
は
三
千
万
人
と
も
い

わ
れ
、
国
際
機
関
(
ユ
ニ
セ
フ
・
W
H
O
-

そ
の
他
N
G
O
等
)
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を

中
心
に
、
現
地
調
室
・
代
替
宵
水
資
源
調
査
・

枇
素
除
去
装
置
の
開
発
・
治
療
研
究
な
ど
批

素
開
関
連
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自

然
界
に
存
在
す
る
フ
ッ
素
に
よ
る
汚
染
は
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
中
国
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
一
リ
ッ
ト

ル
あ
た
り
一
二
時
な
ら
症
状
は
な
い
が
、

問
時
以
上
に
な
る
と
骨
格
系
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
十
昭
以
上
に
な
る
と
重
篤
な
骨
の
変
形

と
な
る
。
現
在
、
フ
ッ
素
汚
染
は
枇
素
汚
染

ほ
ど
注
医
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
更
な
る
調

査
が
必
要
で
あ
る
。

農
村
の
生
活
改
善
の
た
め
の
具
体
策
と
し

て
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
①
適
正

技
術
浄
水
設
備
を
自
分
た
ち
で
賄
う
た
め
、

低
コ
ス
ト
で
、
現
地
の
資
材
を
活
用
し
た
簡

素
な
設
備
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
住
民
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参
加
住
民
の
当
事
者
意
識
が
重
要
で
、
あ

ら
ゆ
る
段
階
で
対
策
を
計
画
・
実
施
す
る
際
、

労
働
力
を
提
供
で
き
る
事
が
重
要
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
地
域
住
民
が
水
委
員
会
を
運
営
し
、

材
料
な
ど
を

U
N
I
C
E
F
が
準
備
す
る
体

制
を
確
立
し
て
い
る
。
③
ジ
ェ
ン
ダ

l
の
視

点
女
性
は
水
を
頻
繁
に
使
用
し
、
水
の
知

識
も
豊
富
で
あ
り
、
女
性
の
意
見
や
視
点
が

必
姿
。
③
日
本
の
過
去
の
経
験
を
参
考
に
す

る
日
本
で
は
婦
人
会
・
青
年
同
を
中
心
に
、

一
九
五

0
年
代
に
簡
易
水
道
を
設
置
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
指
導
下
で
家
計
管
理
〈
ホ

l
ム
・

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
)
を
普
及
さ
せ
、
農
村
の
生

活
改
善
に
成
功
し
た
。

二

O
O
O年
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ

l
グ
で
、
第

二
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
①

一…

o
一
五
年
ま
で
に
衛
生
施
設
を
利
用
で
き

な
い
人
口
を
半
減
す
る
、
②
二

O
一
五
年
ま

で
に
安
全
水
が
供
給
さ
れ
て
い
な
い
人
口
を

半
減
す
る
、
③
。
一

O
三
五
年
ま
で
に
す
べ
て

の
人
に
水
・
衛
生
施
設
・
保
健
衛
生
を
確
保

す
る
と
い
う
目
標
が
提
唱
さ
れ
た
。
(
ビ
ジ
ョ

ン
二
十
一
)
と
の
目
標
を
ア
ジ
ア
で
達
成
す

る
に
は
新
た
に
八
億
九
千
万
人
に
安
全
な
水

を
供
給
し
、
十
八
億
人
に
衛
生
施
設
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
。

同
匝害

v
・
サ
ロ

l
ジ
ャ
議
員
(
イ
ン
ド
〉
私
は

イ
ン
ド
の
婦
人
科
採
で
国
会
議
員
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
生
活
改
善
の
経
緯
と
ホ

l
ム

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
概
念
に
つ
い
て
深
く
知
り

た
し、

山
本

G
H
Q
の
下
、
女
性
引
専
門
員
を
育
成

し
、
主
婦
の
生
活
改
善
を
提
案
し
た
。
毎
月
、

農
村
の
女
性
と
話
し
合
い
の
機
会
を
設
け
、

ト
イ
レ
の
家
屋
内
へ
の
建
設
(
資
金
は
自
治

体
か
ら
援
助
)
、
健
康
的
な
食
事
方
法
の
伝
授
、

男
性
へ
の
農
業
技
術
の
指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

コ
ン
ド
カ

i
ル
・
デ
ル
ワ
ル
・
ホ
セ
イ
ン
議

員
〈
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
)
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
水
道
・
衛
生
ト
イ
レ
な
ど
の
問
題
を

抱
え
、
状
況
は
感
化
し
て
い
る
。
財
・
資
源

の
不
廷
に
よ
り
、
問
題
解
決
は
難
航
し
て
い

る
。
用
問
連
な
ど
の
援
助
が
必
要
だ
し
と
考
え
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
お
聞
か

せ
顔
い
た
い
。

山
本
問
題
解
決
に
は
も
ち
ろ
ん
技
術
の
み

な
ら
ず
資
金
も
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
地
下

水
中
の
枇
素
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

暫
定
的
処
置
と
し
て
は
井
戸
を
深
く
し
、
長

期
的
に
は
河
川
水
の
利
用
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。
既
作
の
処
理
施
設
の
改
善
も
重
要
で

あ
る
。

パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
側
の
準
備
が
必
要

長
柄
教
授
二
週
間
前
、
枇
素
問
題
に
関
連

し
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪
問
し
た
が
、
供
与

国
側
の
準
備
態
勢
は
整
っ
て
い
る
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
側
の
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
が
支

援
の
河
滑
化
に
必
要
で
あ
る
。

ナ
ダ
ン
サ
ン
ダ
ン
・
ガ
ン
バ
ヤ
ン
バ
議
員
(
モ

ン
ゴ
ル
)
白
木
は
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
う

け
生
活
改
善
を
達
成
し
た
と
の
こ
と
、
モ
ン

ゴ
ル
で
も
河
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
有
効
か
。

臼
本
の
活
動
報
告
を
参
考
に

山
本

H
本
で
過
去
の
普
及
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
活
動
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
を
途
上
国
援
助
の
参
考
に
す
べ

き
で
あ
る
。
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ヱ
ミ
リ
オ
・
マ
シ
ア
ス
議
員
〈
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

説
明
で
取
り
上
げ
た
グ
ロ
!
パ
ル
な
目
標

(
水
道
・
衛
生
ト
イ
レ
の
普
及
な
ど
)
は
各
国

が
実
際
に
決
定
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な

る
理
怨
像
か
。

山
本
。
こ
れ
ら
数
値
は
各
悶
厚
生
省
・
保
険

都
市
の
水

省
が
設
定
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
二
十
一
と
し
て
W

S
C
C
が
打
ち
閉
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
口

l
ジ
ヤ
議
員
(
イ
ン
ド
)
日
本
で
の
給

水
に
関
す
る
取
り
組
み
は
政
府
主
導
型
か
、

そ
れ
と
も
他
の
機
関
が
支
援
し
た
の
か
。

盛
時
講
師

墨
議
長

山
本
簡
易
水
道
施
設
普
及
の
た
め
、
政
府

が
補
助
金
制
度
を
確
立
し
た
(
一
九
九
五
年
)
。

厚
生
省
が
資
料
を
作
成
し
、
農
林
水
産
省
が

普
及
員
の
育
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
社

会
も
小
口
資
金
を
集
め
、
政
府
と
池
域
住
民

の
協
力
に
よ
り
成
功
し
た
。
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長
柄
泰
基
・
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

ケ
リ

i
・
ホ
ア
|
議
員
〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

淡
水
資
源
は
使
用
法
を
誤
る
と
危
険

木
は
食
料
・
工
業
・
命
の
維
持
に
不
可
欠

で
あ
る
。
水
は
雨
、
川
、
海
と
な
り
、
一
週

間
か
ら
卜
日
の
問
に
地
球
上
を
循
環
す
る
。

現
在
、
一
人
あ
た
り
の
利
用
可
能
な
水
量
は

年
間
七
千
六
百
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
(
ア
ジ

ア
で
は
一
人
あ
た
り
凶
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の

水
が
利
用
可
能
で
あ
る
)
今
後
の
人
口
増
加

に
伴
い
、
一
人
あ
た
り
の
利
用
可
能
な
水
量

は
減
少
す
る
。
淡
水
資
源
は
使
用
方
法
を
誤

る
と
人
々
の
健
康
を
損
な
う
危
険
性
が
高
く
、

水
処
理
が
重
要
と
な
る
。
よ
っ
て
、
水
道
設

備
が
不
可
欠
で
あ
る
の

こ
こ
で
は
日
本
の
水
系
感
染
者
の
推
移
を

見
る
。
一
九
六

0
年
代
に
は
ポ
リ
オ
患
者
は

年
間
六
百
人
、
チ
フ
ス
患
者
も
数
白
人
い
た

が
、
一
九
七
五
年
に
は
赤
痢
・
チ
フ
ス
・
ポ

リ
オ
患
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
ポ
リ
オ
撲
滅

は
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
よ
る
が
、
赤
痢
・
チ
フ

ス
減
少
は
、
人
へ
の
細
菌
伝
阪
経
路
の
管
理

に
成
功
し
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
日
本
国

憲
法
お
条
は
国
に
公
衆
衛
生
を
維
持
す
る
責

任
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
基
づ
き
、
一
九
五
七
年
に
水
道
に
隠
す
る

法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
日
間
家
に
よ
る
環
境
衛

生
整
備
へ
の
地
方
補
助
金
制
度
が
確
立
し
、

大
都
市
へ
の
給
水
用
に
ダ
ム
・
貯
水
池
が
建

設
さ
れ
た
。
そ
れ
と
河
時
期
(
一
九
五
七

七
五
年
)
に
水
道
普
及
本
が
大
幅
に
上
昇
、

水
系
感
染
が
減
少
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九

O
年
か
ら
三

0
0
0年
ま
で
、
大
都
市
へ
の

急
激
な
人
口
流
入
に
よ
り
都
市
の
水
道
普
及

本
は
低
下
し
た
。

途
ト
ぃ
悶
の
死
亡
原
因
は
感
染
症
が
多
い
が
、

先
進
国
で
は
感
染
症
は
少
な
く
、
ガ
ン
が
第

一
位
で
あ
る
。
こ
の
統
計
か
ら
水
道
と
環
境
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整
備
の
必
要
性
が
理
解
で
き
る
。
水
道
施
設

に
対
し
て
料
金
の
回
収
を
行
な
う
制
度
を
確

立
・
持
続
す
べ
き
で
あ
る
。
設
備
管
理
に
は

巨
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
公
的
資
金
の

み
で
賄
う
こ
と
は
罰
難
で
あ
る
。
一
九
九
九

年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
水
資
源
は
量
し
乙
質
の
観
点
か
ら
管

理
す
べ
き
で
あ
り
、
水
道
設
備
費
用
は
料
金

と
し
て
回
収
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
強
調

し
た
。
水
道
設
備
に
は
、
水
源
の
保
全
と
人

材
開
発
及
び
施
設
管
理
が
基
本
と
な
る
。
人
々

の
水
道
に
対
す
る
料
金
支
払
い
意
欲
の
維
持

が
肝
要
で
あ
る
。
途
上
国
で
は
、
問
O
%
の

水
道
水
が
管
か
ら
漏
れ
、
利
用
不
可
能
と
な

り
無
駄
が
生
じ
て
い
る
。
水
道
管
か
ら
の
漏

水
の
割
合
は
ア
メ
リ
カ
一
五
%
、
日
本
五
%
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
コ
一
%
で
あ
り
、
途
上
悶
に
お

け
る
既
存
設
備
の
早
急
な
改
善
が
望
ま
れ
る
。

ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ
り
使
用
水
量
が
増
大

し
、
排
水
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
六

0
年
代

に
は
工
業
排
水
汚
染
、
八

0
年
代
は
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
被
害
、
九

0
年
代
は
科
学
物
質
の

被
害
な
と
、
新
し
い
水
質
汚
濁
が
発
生
し
て

い
る
。
途
上
悶
で
は
こ
れ
ら
水
質
汚
染
が
一

度
に
発
生
し
て
い
る
が
、
複
数
の
水
質
汚
染

問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
科
学
技
術
は
未
だ

存
在
し
な
い
。
水
道
は
人
の
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
途
上

盛
時
講
師

閉
山
の
深
刻
な
水
問
題
と
日
本
が
食
料
の
六
O
%

を
輸
入
し
て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
国

際
協
力
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

ユ
リ
・
ス
テ
ィ
ク
ロ
フ
E
S
C
A
P

水
-
天
然
資
源
部
経
済
問
題
オ
フ
イ
サ
|

水
使
用
の
累
進
課
税
や
、

持
続
不
可
能
な
水
使
用
が
世
界
各
地
で
多

く
見
ら
れ
る
。
世
界
の
利
用
可
能
な
淡
水
の

六
分
の
一
が
ア
ジ
ア
に
作
在
す
る
が
、
ア
ジ

ア
は
散
界
人
口
の
三
分
の
一
を
抱
え
て
お
り
、

水
資
源
確
保
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
こ

の
五

i
年
で
水
使
用
量
は
二
倍
に
増
加
し
て

い
る
が
、
経
済
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
淡
水

は
全
体
の
一
一
分
の
一
で
、
残
り
は
直
披
海
へ

流
入
す
る
。

途
上
悶
の
都
市
の
水
使
用
量
は
全
体
の
五
%

で
あ
る
が
、
先
進
国
で
は
五
O
%
で
あ
る
。

都
市
化
と
共
に
水
量
が
僧
加
し
、
都
市
排
水

は
川
や
海
を
汚
染
し
、
下
流
地
域
の
人
々
の

健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
全
の
た
め
の
法
的
・

組
織
的
枠
組
み
は
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
る
。

節
水
策
も

し
か
し
水
分
野
に
は
戦
略
的
政
策
が
確
立
し

て
い
な
い
。
例
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、

1
場
立
地
の
際
、
水
使
用
量
を
確
認
し
許
可

を
出
し
て
い
る
が
、
「
都
市
と
水
L

を
考
え
る

上
で
、
給
水
の
持
続
可
能
性
が
重
要
と
な
る
。

具
体
的
に
は
以
下
の
対
策
が
考
え
ら
れ
る
。

①
新
水
源
の
開
発
(
給
水
側
に
よ
る
伝
統

的
管
環
方
法
の
向
上
)
多
く
の
都
市
部
の

水
資
、
保
は
筑
に
開
発
済
み
で
あ
り
、
遠
隔
地

の
凋
発
に
は
翰
送
費
用
の
問
題
が
発
生
す
る
。

②
農
業
用
水
の
都
市
部
へ
の
転
換
一
工
業
用

水
な
と
都
市
の
水
使
用
は
所
得
創
出
効
果
が

大
き
い
。
し
か
し
、
濯
期
間
用
水
の
需
要
は
継

続
的
で
あ
り
、
都
市
用
水
へ
の
転
燥
に
は
問
問

題
が
あ
る
。
③
師
凶
作
の
水
源
の
効
率
的
使
用

及
び
節
水
最
も
現
実
的
・
効
果
的
な
対
応
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策
で
あ
る
。
水
道
管
を
補
正
し
、
水
の
供
給

率
を
向
上
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
節
水
シ
」

共
に
、
衛
生
状
態
が
劣
悪
な
地
域
へ
の
給
水

を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。
④
排
水
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
海
水
で
産
業

用
水
を
賄
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
術
水

を
集
め
水
洗
ト
イ
レ
に
利
用
し
て
い
る
。
⑤

脱
止
晶
化
費
用
が
か
か
る
た
め
経
済
的
利
用

で
き
る
地
域
や
間
聞
は
限
ら
れ
て
い
る
。

水
の
保
全
を
推
進
す
る
た
め
に
、
水
使
用

へ
の
累
進
課
税
の
導
入
や
節
水
を
考
慮
し
た

建
築
法
の
制
定
な
ど
、
政
府
が
具
体
的
政
策

を
策
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
水
の
知
識

を
向
上
す
る
た
め
に
積
極
的
に
教
育
を
行
い
、

水
の
価
値
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
べ
き
で

あ
る
。国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
の
日
僚
は
、
水

を
利
用
で
き
な
い
人
数
を
半
減
す
る
こ
と
で

あ
り
、
昨
年
の
ボ
ン
淡
水
会
議
の
目
標
は
、

二

O
一
五
年
ま
で
に
公
衆
衛
生
を
利
用
で
き

な
い
人
数
を
半
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
過
去
十
年
で
は
、
都
市
部
の
人
口
明
加

に
伴
い
、
水
を
利
用
で
き
な
い
人
数
は
四
千

七
芭
万
か
ら
八
千
二
百
万
に
増
加
し
て
い
る
。

給
水
・
公
衆
衛
生
の
向
上
へ
の
努
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
政
府
は
予
算
額
の
平

均
三
・
六
%
を
給
水
・
公
衆
衛
生
部
門
に
投

入
し
て
い
る
が
、
外
部
投
資
へ
の
依
存
傾
向

が
強
く
、
民
間
部
門
の
参
画
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
水
は
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か

ら
、
政
策
策
定
者
が
既
存
の
政
策
を
改
善
し
、

組
織
強
化
及
び
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

同

~ 

中
国
の
議
員
中
国
は
水
質
を
議
論
す
る
以

前
に
絶
対
的
に
水
が
不
足
し
て
い
る
。
水
の

あ
る
地
域
へ
の
移
住
政
策
に
つ
い
て
専
門
家

の
意
見
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
ポ
リ
オ
は
水

管
理
の
向
上
に
よ
り
克
服
可
能
か
。

ユ
リ
氏
水
の
輸
送
な
ど
水
資
源
の
状
況
を

考
え
判
断
・
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
節
水
も

重
要
で
あ
る
。

ポ
リ
オ
は
ワ
ク
チ
ン
で
克
服

長
柄
教
授
東
京
は
降
水
の
み
で
は
光
足
で

き
な
い
水
畳
一
問
委
に
対
し
、
人
口
移
動
で
は
な

く
設
備
強
化
に
よ
り
対
応
し
た
。
ポ
リ
オ
は
、

公
衆
衛
生
の
向
上
の
み
で
な
く
、

ω年
代
に

回
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
克
服
し
た
。
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ス
ル
ヤ
・
チ
ャ
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
イ
議
員
(
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
〉
厚
生
省
の
役
割
と
し
て
、
治

療
施
設
の
整
備
に
加
え
、
感
染
病
の
予
仲
間
対

策
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

集
柄
教
授
日
本
の
場
合
、
水
道
事
業
は
厚

生
労
働
省
の
管
轄
下
に
あ
る
。
給
水
・
公
衆

衛
生
政
策
は
厚
生
省
が
主
導
す
べ
き
で
あ
る
。

途
上
国
で
の
支
援
策
は

ス
ラ
パ
テ
ィ
議
員
途
上
凶
に
対
し
て
包
括

的
な
枠
組
み
や
支
援
策
は
な
い
の
か
。

サ
ロ
|
ジ
ヤ
議
員
(
イ
ン
ド
)
W
H
O
は
飲

み
水
の
質
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

中
で
あ
り
、
各
国
の
文
化
・
経
済
・
社
会
な

ど
を
鑑
み
て
基
準
を
定
め
る
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
以
前
に
、

現
地
事
情
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

複
数
機
関
の
連
携
不
足
が
問
題

ユ
リ
氏
国
連
は
包
話
的
水
管
理
ア
プ
ロ

l
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チ
を
実
行
し
、
有
効
な
制
度
・
法
的
枠
組
み

の
策
定
に
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
複
数

の
機
関
が
管
轄
し
て
お
り
、
連
携
不
足
が
問

題
で
あ
る
。
水
資
源
管
理
に
は
決
定
的
戦
略

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

!
国
会
議
員
の
役
割
!

サ
ロ

i
ジ
ャ
議
員
(
イ
ン
ド
)
二

O
O
一
年

は
女
性
の
年
だ
っ
た
。

U
N
D
P
に
よ
る
と
、

人
間
の
持
続
可
能
な
開
発
と
は
、
人
間
を
力

づ
け
、
子
供
・
自
然
を
大
切
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
中
で
女
性
の
地
位
向
上
が
不
可

欠
で
あ
る
。
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
へ

の
道
は
長
く
、
現
在
多
く
の
悶
で
女
性
に
妊

娠
・
出
産
の
決
定
権
が
な
い
こ
と
は
問
題
で

あ
る
。
女
性
は
援
助
の
対
象
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
主
体
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
給
水
・

公
共
衛
生
向
上
の
た
め
に
資
源
提
供
・
政
策

策
定
へ
参
爾
す
る
こ
と
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
促
進
す
る
。

私
は
医
師
で
悶
会
議
員
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
家
庭
・
福
祇
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
き

た
。
イ
ン
ド
の
水
政
策
は
①
飲
料
水
②
農
業
・

濯
滋
用
水
③
換
金
作
物
④
工
業
用
水
(
下
水
、

国
議
長

が
欠
如
し
て
お
り
、
今
後
様
々
な
姿
素
を
考

慮
し
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ナ
フ
シ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
i
ル
議
員

(マレ
i
シ
ア
・

A
F
P
P
D
事
務
総
長
代
行
)

排
水
処
理
)
⑤
水
上
交
通
⑥
水
系
疾
患
(
フ
ッ

素
、
向
車
素
汚
染
)
に
着
目
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
で
は
財
政
的
制
限
が
あ
る
た
め
、
自
治
体

の
能
力
向
上
・
地
域
参
禅
に
重
点
を
お
き
、

農
業
へ
の
雨
水
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
雨

水
に
関
す
る
会
議
を
実
施
し
、
技
術
開
発
・

地
域
社
会
の
意
識
向
上
を
図
る
。
費
用
・
便

益
を
考
慮
し
、
雨
水
利
用
の
有
効
性
を

W
H

O
、
U
N
I
C
E
F
、
ド
ナ
!
留
に
提
示
し

て
い
る
。

フ
ィ
リ
ダ
・
バ
ン
ウ
ル
議
員
〈
ニ
ュ
ー
ジ
|

ラ
ン
ド
)
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
!
ジ

i

一
ア
ン
ド
の
ア
ジ
ア
議
員
会
議
へ
の
参
加
は
非

常
に
有
益
で
あ
る
。
昨
日
は
宇
宙
か
ら
み
た

地
球
の
話
を
聞
い
た
が
、
こ
こ
で
は
国
の
発

展
と
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
着
目
す
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
!
ラ
ン
ド
は
一
次
生
産
で
豊
か
に
な
っ
た

が
、
土
壌
の
侵
食
・
過
剰
放
牧
に
よ
り
環
境

は
悪
化
し
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
も
顕
著
で
あ

る
。
我
々
国
会
議
員
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ
作
成
を

通
じ
て
、
環
境
対
策
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。

我
々
超
党
派
議
員
グ
ル
ー
プ
は
米
間
フ
ッ
シ
コ

大
統
領
に
家
族
計
阪
へ
の
資
金
調
達
の
依
頼

状
を
送
っ
た
が
、
政
党
を
超
え
た
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
情
報
交
携
の
機
会
を
有
効
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
私
は
天
然
ガ

ス
自
動
車
を
利
用
し
て
お
り
、
地
域
の
主
導

者
と
し
て
、
身
近
な
行
動
を
通
じ
て
環
境
保

全
に
貢
献
す
る
こ
左
が
重
要
で
あ
る
。

水
利
用
と
女
性
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
の
関

係
は
深
い
。
女
性
問
題
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
用
開
会
議
員
の
積
械
的
取
り
組
み
が
肝
要

で
あ
る
。
人
口
問
題
を
考
え
る
上
で
、
個
々

の
女
性
が
産
み
た
い
時
に
産
め
る
環
境
の
確

47 



立
が
必
要
で
あ
り
、

文
化
的
問
題
在
理
由
に

女
性
の
選
択
権
を
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
相
・
野
党

指
導
者
・
最
高
裁
判
所
判
事
は
女
性
で
あ
り
、

国
会
議
員
の
三
七
%
、
間
関
僚
の
半
数
が
女
性

で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
男
性
を
含
め
た
組
織

的
支
援
な
し
で
は
達
成
不
可
能
で
あ
っ
た
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
女
性
大
臣

が
水
管
現
の
民
営
化
に
関
す
る
新
法
案
を
提

不
し
て
い
る
が
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン

ト
推
進
の
た
め
、
地
域
社
会
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
共
有
す
る
と
と
が
重
要
で
あ
る
。

中
屈
の
水
不
足
は
深
刻

ユ
i
議
員
〈
中
国
)
中
匿
の
水
不
足
は
非

常
に
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、
水
資
源
の
八

0
・

問
%
を
揚
子
江
流
域
に
依
存
し
て
い
る
。
都

市
人
口
の
増
加
と
共
に
、
河
川
の
三
分
の
.

が
汚
染
さ
れ
、
湖
沼
で
は
富
栄
養
化
が
深
刻

で
あ
る
。
中
国
政
府
は
持
続
可
能
な
農
業
期

発
の
た
め
に
実
際
的
な
措
置
を
実
施
中
で
あ

り
、
世
界
の
総
耕
地
阪
積
の
七
%
を
使
用
し
、

世
界
人
口
の
一
二
%
を
養
っ
て
い
る
。
科
学
・

教
育
・
文
化
・
公
衆
衛
生
・
農
業
・
資
源
環

境
委
員
会
は
、
水
資
源
開
発
と
汚
染
予
防
対

策
に
努
力
し
て
い
る
。
悶
会
議
員
は
匿
と
市

民
の
橋
渡
し
役
で
あ
り
、
水
資
源
開
発
・
管

理
の
責
任
を
担
う
機
関
で
あ
る
。
今
後
、
よ

り
効
率
的
な
協
力
体
制
の
確
立
す
る
た
め
努

力
し
た
い
。

ス
ル
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
ィ
議
員

〈
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
.
一

0
0
0年
の
国
連
人

間
開
発
指
標
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

二
百
e

一
カ
国
中
、
百
六
十
番
目
に
位
澄
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
憲
法
は
、
公
共
福
利
の
向
上
・

生
活
水
準
の
向
上
・
世
界
秩
序
の
構
築
を
自

擦
と
す
る
。
問
会
議
員
は
平
和
構
築
・
貿
易
・

技
術
な
ど
様
々
な
領
域
を
考
慮
し
、
効
果
的

水
管
照
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
開
発
ア
プ

ロ
ー
チ
の
改
革
も
必
要
で
あ
り
、
開
発
活
動

の
一
貫
と
し
て
水
の
開
発
を
重
視
す
べ
き
で

あ
る
。
制
度
的
枠
組
み
の
合
理
化
、
責
任
体

制
の
確
立
、
計
画
運
営
に
関
す
る
人
材
育
成

が
重
姿
で
あ
る
。

マ
レ
二
一
-s
・a
-

ス
カ
ベ
ジ
ュ
ヲ
ラ
キ
ッ
ト
議
員

(
告
イ
)
。
環
境
・
資
源
管
理
は
地
域
中
心
型

で
あ
る
べ
き
。
タ
イ
で
は
各
州
に
お
い
て
生

活
水
準
向
上
の
た
め
に
普
及
員
を
記
置
し
て

い
る
。
具
体
的
政
策
の
策
定
以
前
に
給
水
・

公
衆
衛
生
問
題
の
意
識
向
上
が
不
可
欠
で
あ

る。

48 

コ
ン
ド
カ

i
ル
・
デ
ル
ワ
ル
・
ホ
セ
イ
ン
議

員
(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
)
ア
ジ
ア
で
給
水
・

公
衆
衛
生
隈
題
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。
悶
会
議
員
を
中
心
に
認
識
・
関
心
を
高

め
た
い
。

ガ
リ
バ
ニ
議
員
(
イ
ラ
ン
)
各
悶
の
文
化
，

習
慣
の
差
異
に
よ
り
、
水
の
消
費
量
が
異
な

る
。
一
人
あ
た
り
の
水
使
用
量
の
世
界
的
基

準
は
な
い
か
。

ユ
リ
氏
一
現
在
、
水
の
利
用
量
に
関
し
て
世

界
的
基
準
は
存
在
し
な
い
。
日
本
は
一
人
あ

た
り
一
日
平
均
三
百
リ
ッ
ト
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
白
六
十
リ
ッ
ト
ル
使
用
し
て
い
る
が
、

国
連
は
節
水
を
奨
励
し
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ダ
・
バ
ン
ケ
ル
議
員
(
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
)
木
道
事
業
の
民
営
化
は
利
益
を

高
め
、
消
費
且
黒
が
増
加
す
る
の
で
、
水
利
用

へ
の
累
進
課
税
導
入
を
推
進
し
水
利
用
量
の
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エ
ミ
リ
オ
・
マ
シ
ア
ス
議
員
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
宗
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク

で
あ
り
、
家
族
計
樹
は
罪
と
考
え
ら
れ
、
女

性
が
不
利
な
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
水
資
源
は
豊
富
で
あ
る
が
、

分
配
と
質
が
問
題
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
に

地
下
水
利
用
に
関
す
る
水
法
が
制
定
さ
れ
た

が
、
現
在
下
涜
で
は
、
包
括
的
水
質
管
理
に

関
す
る
法
案
を
議
論
中
で
あ
る
。
ま
た
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
法
案

も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
人
口
と
環
境
に
関
す

減
少
を
期
待
す
る
。

プ
リ
ン
セ
ス
・
シ
ソ
ワ
ッ
ト
・
サ
ン
ヲ
議
員

(
カ
ン
ボ
ジ
ア
)
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ
う
な
途

ト
ぃ
凶
は
ド
ナ
l
協
力
に
依
存
し
開
発
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
れ
は
成
功
に
応
じ
て
資
金
を
供

給
す
る
支
援
で
あ
る
。
結
果
、
現
実
的
な
計

両
の
立
案
は
国
間
難
で
あ
る
。
多
く
の

N
G
O

が
教
育
・
研
究
へ
の
協
力
を
実
施
し
て
い
る

が、

N
G
O
は
資
金
が
容
易
に
得
ら
れ
る
の

で
、
水
問
題
へ
の

N
G
O
の
積
械
的
介
入
が

望
ま
れ
る
。
官
僚
の
参
樹
の
下
、

N
G
O
の

活
動
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

る
法
案
に
つ
い
て
も
、
国
民
と
一
丸
と
な
り

法
案
実
施
に
向
け
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
水
・

人
口
問
題
は
議
嬰
で
あ
り
、
宗
教
的
障
寄
を

乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

ムx
t、、ヲ、九、沿t
、丸 h
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第
十
八
回
人
口
、
ど
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
を
、
皆
様
方
の
熱
心

な
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
成
功
裏
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方
に

は
申
越
し
た
ご
講
演
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
問
題
は
、
人
々
の
生
活
に
直
接
関
わ
る

問
題
で
す
。
ア
ジ
ア
の
多
く
の
包
で
は
、
今

な
お
、
水
の
安
定
供
給
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
し
、
水
汲
み
を
は
じ
め
と
す
る
重
労

働
は
主
に
女
性
や
子
供
の
仕
事
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、

乳
幼
児
死
亡
原
因
の
大
き
な
嬰
因
の
一
つ
は
、

今
な
お
水
を
媒
介
と
し
た
感
染
症
で
す
。

A
P
D
A
が
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
二
十

年
は
世
界
の
人
口
の
而
で
も
、
政
治
の
面
で

も
激
動
の
一
十
年
で
し
た
。
人
口
問
題
は
益
々

厳
し
さ
を
惜
し
、
地
球
規
模
で
グ
ロ

i
パ
ル

な
視
点
で
と
ら
え
た
場
合
、
環
境
保
護
や
持

続
可
能
な
開
発
に
対
す
る
対
応
は
、
一
一
刻
の

猶
予
も
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

も
し
私
た
ち
が
、
仮
に
二

l
年
前
に
何
の
予

も
打
た
ず
に
、
人
口
増
加
を
放
っ
て
お
い
た

ら
、
世
界
人
口
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
の
訴
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
、

情
濡
た
る
未
来
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
人

u
問
題
に
対
す
る
対
応
が
、
緊
急
の

度
を
携
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
私
た
ち

の
活
動
は
明
確
に
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

私
共
A
P
D
A
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
世
界
的
な
人
口
問
題

の
歴
史
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
こ
と
に
、
さ

，19 



さ
や
か
な
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
二
十

年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て

A
P
D
A
は、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
コ
一
日
間
に
わ
た
る
背
様
の
ご
協
力

に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
、
開
閉
会
の
言
葉
と

致
し
ま
す
。

50 

M
M

月
、
北
京
の
大
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

張
懐
西
A
F
P
P
D
郡
議
長

第
十
八
回
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
が
ま
も
な
く
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
に
渡
っ

て
A
P
D
A
は
様
々
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
支
援

し
、
出
会
議
員
同
士
の
協
力
・
強
調
を
支
援

し
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
私
共
も
御

礼
・
感
識
の
意
を
表
明
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

A
P
D
A
が
今
後
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
聞
の
テ

i
マ
「
水
と
公
衆
衛
生
」
は
ア

ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
曲
笠
宮
な
知
識
・
統
計
・
情
報
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

U
N
F
P
A
-
-

P
P
F
代
表
者
の
会
議
へ
の
配
慮
に
深
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
議
で
の
積
値
的
な
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
お
互
い
か
ら

多
く
の
こ
と
を
浮
び
、
友
情
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
水
を
め
ぐ
る
テ

l
マ
で
は

意
見
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
こ
の
よ

う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
こ
と
で
、
今
後

円
滑
な
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
我
々
が
自
国
で
様
々
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
変
有

意
義
で
あ
り
ま
す
。

A
F
P
P
D
-も
今
年
で
ご
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
運
営
委
員
会
に
よ
り
ま
し
て
、
第

七
回
の

A
F
P
P
D
大
会
が
北
京
で
今
年
十

月
に
開
催
さ
れ
る
と
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
世
紀
最
初
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
て
、
大
変
意
義
の
深
い
も
の
左
な
る
で
し
ょ

う
。
数
日
前
、
中
国
で
は
第
九
次
全
国
人
民

代
表
大
会
で
李
鵬
附
議
長
は

A
F
P
P
D
の
活

動
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

A
F
P
P

D
の
運
営
委
員
会
の
要
請
に
従
い
、
中
国
全

人
代
が
総
会
準
備
に
む
け
て
鋭
意
努
力
を
致

し
ま
す
。
北
京
の
十
月
は
と
て
も
美
し
い
季

節
で
あ
り
ま
す
。
秋
に
は
皆
僚
を
熱
烈
に
歓

迎
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第

十
八
回
A
P
D
A
会
議
の
成
功
の
た
め
に
尽

く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
方
、
今
度
は
北
京
で
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ

pη
ノ。



Congratulallons 

~[Q)~(ó)周年寄椀Uτ

Congratulations 

原

通
訳
ブ

l
ス
か
ら
み
た

A
P
D
A
一
一
十
周
年
会
議
通
訳

州
開
デ
ィ
プ
ロ
マ
ッ
ト
代
表
取
締
役
社
長

不
二
子

A
P
D
A
創
立
一
一
十
周
年
に
際
し
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
問
、
国
際

会
議
の
通
訳
な
ど
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
関
係
で
、
ブ
!
ス
の
中
か
ら
の
印

象
を
ま
と
め
る
よ
う
に
と
の
お
話
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
一
番
に
感
じ
ま
す
こ
と
は
、

A
P

D
A
の
事
業
は
重
要
な
け
本
の
外
交
で
あ
る
、

と
い
う
と
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
く
日
本
の

国
際
協
力
、
国
際
貢
献
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、

A
P
D
A
の
事
業
は

ま
さ
に
そ
の
問
い
か
け
へ
の
図
符
だ
と
思
い

ま
す
。地
球
の
人
口
の
過
半
数
で
あ
る
女
性
の
教

育
に
よ
る
エ
ン
パ
ワ
!
メ
ン
ト
を
通
し
て
自

立
を
う
な
が
す
こ
と
が
、
本
人
と
子
供
の
健

康
、
健
全
な
家
庭
と
地
域
共
同
体
の
福
祉
、

ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
つ
な
が
る
、

と
い
う
基
本
的
な
思
想
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

世
界
各
地
で
食
料
の
生
産
者
で
あ
り
消
費
者

で
あ
る
女
性
の
知
恵
を
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
が
地
球
の
環
境
に
や
さ
し
い
小
規
模
農
業

の
安
定
に
つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
が
石
油
以

し
し
に
深
刻
な
国
際
紛
争
の
火
種
に
な
っ
て
い

る
淡
水
資
源
の
不
足
の
問
題
と
も
無
関
係
で

は
な
い
。
阪
端
な
富
と
貧
困
の
不
均
衡
が
暴

力
や
麻
薬
な
ど
の
温
床
を
つ
く
る
。
人
間
の

自
己
中
心
的
な
生
活
の
あ
り
方
が
、
地
球
に

共
パ
ー
す
る
動
植
物
の
絶
滅
を
招
い
た
り
環
境

を
脅
か
し
て
い
る
。
洪
水
の
被
害
を
う
け
る

地
域
が
あ
れ
ば
、

E
干
越
が
何
年
も
続
く
地
方

が
あ
り
、
地
球
規
模
で
天
候
に
変
動
が
お
き

て
い
る
お
り
、
食
料
の
安
定
供
給
が
重
大
な

照
題
で
あ
る
こ
と
。
遺
伝
子
操
作
に
よ
り
燦

産
物
や
動
物
の
「
改
良
」
問
題
、
ア
フ
リ
カ

で
猛
威
を
娠
る
う
H
I
V
/
A
I
D
S
、
マ

ラ
リ
ア
や
結
核
の
よ
う
な
再
興
感
染
症
な
ど
、
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人
類
の
か
か
え
る
問
題
は
膨
大
で
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
て
良
い
か
解
か
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。
悶
民
に
選
出
さ
れ
た
議
員
と
し
て
夫
々

が
良
心
に
従
い
で
さ
る
こ
と
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
情
熱
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
繰
り
返
し
発
信
さ
れ
ま
す
。

先
日
百
四
歳
で
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
加
藤

シ
ズ
エ
先
生
、
そ
し
て
懐
か
し
い
岸
信
介
先

生
や
福
岡
越
夫
先
生
、
佐
藤
隆
先
生
の
通
訳

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
は
、
日
本
の
政
治

家
諸
先
生
の
人
口
と
開
発
、
平
和
と
環
境
に

か
け
る
戦
前
か
ら
の
情
熱
が
、
あ
る
い
は
A

A
F
P
P
D
の
活
動
と
な
り
、
あ

P
D
A
 

る
い
は
俗
称
O
B
サ
ミ
ッ
ト

(
イ
ン
タ
ー
ア

ク
シ
ヨ
ン
カ
ン
シ
ル
)
と
な
っ
て
政
府
間
の

事
業
を
補
{
一
見
す
る
形
で
世
界
に
貢
献
し
て
い

@原 不二子〈はらふじこ〉

(現職)開ディプロマット代表取締投社長

{最終学歴〉上智大学大学院外国語学部面

際関陣虫研究科博士課程嬉了

(職歴}岡尾崎行雄記念財団常務理事

上智大学文学部史学科講街

岡日本財団評議員

面際海洋法学会理事

{著書)，通訳という仕事，JJ1994年ラャパン

タイムズ社

{主な通訳書績)

G7(G8)サミット、 GATT閤陪会議、

ボスニア平和置行会議、UNCED(環

墳と開発に関する国連会議)(リオ)

GLOBE(地球暗境日本垂員会)、コモ

ン アジエンダ円卓会議臼米協力ワ

クソヨツプ、 B米国会議員会議

日英国会議員会議、人口と開発に関

するアジア国会議員代表者会議(東

京他)、外務省安全惇障セミナ 、

日本経清新聞社国諜交流会議「アジ

アの未来』、ワールド エコノミツ

ク フォーラム年次総会(ダボス、

1999年ンンガボール)、欧州車ア

ジア娃済サミット白米協会/Japan
Society円卓会議世界自然樟護基金

総裁来日、 ILO(国際卦働槌関)総会

る
こ
と
を
ブ
|
ス
の
中
か
ら
あ
る
い
は
外
で

み
て
ま
い
り
ま
し
た

ま
だ
お
若
い
と
き
に
夫
君
の
赴
任
地
の

池
炭
鉱
で
へ
そ
の
緒
を
つ
け
た
ま
ま
の
子
を

抱
え
て
労
働
す
る
女
性
を
ご
覧
に
な
っ
た
と

き
の
衝
撃
。
後
に
米
関
に
波
ら
れ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
低
所
得
者
の
住
む
町
で
看
護
婦
を

し
て
お
ら
れ
た
サ
ン
カ

i
夫
人
に
会
わ
れ
、

女
性
の
自
立
の
た
め
戦
う
こ
と
の
信
念
ふ
ぜ
ま

す
ま
す
深
く
固
め
ら
れ
た
加
藤
シ
ズ
エ
先
生

か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
の
脳
裏
に
は
、
病
身
を
押
し
て
最
後
に

な
っ
た
燐
悶
韓
国
で
の
会
議
に
出
ら
れ
た
、

お
心
が
海
の
よ
う
に
広
い
佐
藤
隆
先
生
の
お

姿
が
鮮
明
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
指
導
者
と
六
大
宗
教
を
代
表
す

る
精
神
指
導
者
が
ロ
!
?
の
カ
ト
リ
ッ
ク
文
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化
セ
ン
タ
ー
で
一
堂
に
会
し
て
平
和
と
開
発
、

人
口
と
環
境
の
祁
互
関
係
に
つ
い
て
二
日
間

話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
人
口
問
題
は
各
宗

教
に
と
っ
て
微
妙
な
課
題
で
す
が
、
「
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
教
に
共
通
す
る
倫
理
的
な
基
盤
に
基

つ
い
て
対
処
す
る
へ
と
い
う
画
期
的
な
声
明

書
が
出
さ
れ
た
と
き
の
瞬
間
も
ま
た
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
福
山
起
夫
先
生
の
情

そ
れ
に
こ
ぎ
つ

熱
が
多
く
の
人
を
動
か
し
、

け
た
の
で
し
た

一
九
九
九
年
オ
ラ
ン
ダ
国
会
ピ
エ
ン
ホ
フ

の
リ
ダ
ル
ザ

i
ル
で
間
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口

開
発
会
議
評
価
の
た
め
、
台
三
カ
留
か
ら
二

百
|
名
の
議
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
国

会
議
員
フ
ォ
!
ラ
ム
。
佐
藤
隆
先
生
か
ら
A

F
P
P
D
の
会
長
を
継
が
れ

た
桜
井
新
先
生
の
情
熱
で
人

口
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ

i
一
ブ
ム
が
ヨ

l
ロ
ッ

ノf

ア
ラ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
地
域

議
速
な
ど
の
姉
妹
組
織
を
作
っ

た
結
果
の
快
挙
で
し
た
。
食

糧
安
全
保
儲
か
ら
世
界
貿
易



Congralulalions 

印
『

od司
H
E
O

出
向
間
と
一
言
う
米
高
官
の
発
言
の

真
意
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

解
釈
は
色
々
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
根
底
に

あ
る
の
は
、
『
お
と
な
し
く
て
気
持
ち
を
な
か

な
か
表
に
出
さ
な
い
、
少
し
意
地
怒
く
言
え

の
あ
り
方
へ
の
疑
問
、
小
規
模
農
業
の
重
要

性
な
ど
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
は
英
語
で
ω明日
E
H
E
Hぬ
と
い
い
ま
す
。

〉

mHHは
ラ
テ
ン
語
で
土
壌
、

2-50は
叫
析
す
、

の
意
味
で
す
が
、
色
言
。
は
文
化
文
明
左
河
じ

語
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
農
地
を
耕
す
行
為

と
知
を
養
い
、
よ
り
高
度
な
文
化
の
状
態
を

も
た
ら
す
、
こ
と
の
意
味
も
持
ち
ま
す
。
数

日
後
に
開
催
さ
れ
た
政
府
間
会
議
を
通
し
、

医
連
事
務
総
長
の
声
明
に
民
を
代
表
す
る
面

会
議
員
の
考
え
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

「
ど
の
子
も
、
飢
え
て
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ

て
く
る
子
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
¥
「
人
口

と
開
発
に
問
附
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

i
ラ
ム

「
財
団
法
人
ア
ジ

(
A
F
P
P
D
)
」
お
よ
び

ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
」
を
興
さ

れ
た
佐
藤
議
員
の
信
念
で
し
た
。

そ
の
佐
藤
議
員
亡
き
後
、
医
師
仰
と
し
て
の

お
立
場
を
強
い
ば
ね
と
し
て

A
P
D
A
を
指

導
さ
れ
る
中
山
太
郎
回
収
事
長
。
ア
ジ
ア
か
ら

世
界
に
拡
大
さ
れ
た
人
口
と
開
発
に
関
す
る

A 
通 P 
訳
や D
フ
I :生
ス了
かム
ら刈
年
見私の
γ思
五い
出D 
A 
活
動

会
議
通
訳

竹
山

佳
子

ば
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
も

し
か
し
た
ら
何
も
考
え
て
い
な
い
の
で
は
』

と
言
う
日
本
人
観
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
通

説
を
見
事
な
ま
で
に
覆
し
た
の
が
我
が
愛
す

る
A
P
D
A
そ
し
て
人
口
と
開
発
問
題
に
取

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
桜
井
新
先
生
か
ら
パ
ッ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
そ
の
更
な
る
拡
大
地
固

め
の
た
め
世
界
を
東
奔
西
走
さ
れ
る
谷
津
義

男
先
生
。
そ
し
て
そ
の
先
生
方
を
支
え
る
精

鋭
な
事
務
局
の
方
々
。
人
類
と
地
球
の
未
来

が
あ
っ
て
の
日
本
の
安
全
と
繁
栄
で
す
か
ら
、

大
事
な
外
交
の
担
い
手
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
諸

先
生
の
お
仕
事
を
、
同
氏
、
選
挙
民
の
一
人

と
し
て
、
ま
た
通
訳
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
に

勝
る
幸
せ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

り
組
む
関
係
者
で
あ
る
。

A
P
D
A
が
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
事

は
、
私
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
が
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
そ
の
軌
跡
は
私
の
通
訳
と
し
て
の
歩

み
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は

駆
け
出
し
の
頃
か
ら
、

A
P
D
A
の
会
議
で

通
訳
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

A
P
D

A
の
仕
事
を
通
じ
て
通
訳
す
る
こ
と
の
醍
醐

味
、
そ
し
て
や
り
が
い
を
教
わ
っ
た
と
も
言

え
よ
う
。
そ
ん
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

さ
さ
や
か
で
も
お
祝
い
の
気
持
ち
を
表
せ
れ

ば
と
拙
い
文
章
を
書
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
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通
訳
は
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
だ
が
、
文
章

推
計
間
の
よ
う
な
机
に
ム
向
か
う
お
堅
い
作
業
は

苦
手
な
の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
代

表
選
手
で
あ
る
私
に
ベ

i
ジ
を
割
い
て
下
さ

る
A
P
D
A
の
寛
大
な
心
に
感
謝
し
た
い
。

寸
静
か
に
、
他
の
国
に
も
発
言
さ
せ
て
あ
げ

な
さ
い
。
日
本
は
そ
の
後
。
少
々
待
つ
よ
う

に。
L

あ
る
会
議
で
の
議
長
の
コ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
随
分
失
礼
と
忠
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
実
は
通
訳
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
嬉

し
い
場
一
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
述
の
通
り
、

日
本
人
は
悶
際
会
議
で
あ
ま
り
発
言
し
な
い

か
ら
で
あ
る
。
議
論
を
熱
心
に
開
聞
い
て
も
、

予
定
さ
れ
た
発
表
以
外
は
、
討
論
に
参
加
し

な
い
の
が
、
残
念
な
が
ら
一
般
的
な
日
本
人

で
あ
る
。
が
、
そ
の
例
外
が
人
口
と
開
発
の

A
P
D
A
の
会
議
で
の

H
本
人
出
席

者
の
元
気
な
こ
と
!
会
議
の
中
心
で
あ
り
、

牽
引
役
を
果
た
し
て
い
る
。
先
程
の
コ
メ
ン

ト
も
日
本
の
議
員
の
発
言
が
h

相
次
い
だ
結
果

ム百一議。

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
、
通
訳
は
な
か
な
か
大
変

で
あ
る
。
な
に
が
飛
び
出
す
か
わ
か
ら
ぬ
話

を
何
と
し
て
も
正
確
に
伝
え
た
い
。
勿
論
、

発
言
者
を
問
わ
ず
そ
う
あ
る
べ
き
だ
が
、
そ

れ
で
も
日
本
の
発
言
と
な
る
左
、
や
は
り
血

が
騒
ぐ
の
か
こ
ち
ら
の
力
の
入
れ
方
が
少
々

違
っ
て
く
る
。
特
に
日
本
人
が
議
長
を
務
め

る
場
面
も
多
く
、
通
訳
は
一
層
気
を
使
う
が
、

や
り
が
い
も
そ
の
分
増
し
て
、
張
り
切
る
こ

と
が
で
き
る
。

」
の
様
に
日
本
か
ら
の
出
席
者
が
自
由
禰

@竹山 佳子(たけやまよしこ)

(現職}会議通訳

(主な通訳実績〉

人口と開発jこ関するアジア議員フォーラ

ム第1回大会(インド・ヱュ デリ ) 

人口止開発に隠するアジア国会議員代表

者会議(東京他)

人口と開発に関する国会議員会議(メキシ

コ メキシコシティー)

社会開発サミット世界議員会議

国襟女性。人口 I 開発議員会議(東京}

IPU総会

世界銀行世界開発報告発表

日米女性フォーラム

開発への協力とパ トナーンツブに関す

るアフリ力。アジア国会議員会議(東京)

JETROアジア経済研究所国際シンポジウ

ム

達
に
発
言
す
る
会
議
の
環
境
を
整
え
て
き
た

の
が

A
P
D
A
で
あ
る
。
ま
ず
は
ア
ジ
ア
で

そ
の
基
盤
を
築
き
、
そ
の
存
在
が
中
東
、
ア

フ
リ
カ
等
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

し
て
二
十
年
を
か
け
世
界
的
な
運
動
の

貯
日
E
E
2と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

5-1 

カ
イ
ロ
の
人
口
会
議
、

の
社
会
開
発
す
ミ
ッ
ト
、
北
京
の
女
性
会
談
、

ロ
1
7
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
、
こ
う
し
た
世
界

会
議
の
前
夜
に
世
界
の
議
員
が
集
ま
り
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
た
の
も
、
陰
に
A

P
D
A
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
縁
の
下

コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン

の
力
持
ち
。

一
般
に
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

R
本
は
受
け
子

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
自
ら
働
き
か
け
て
世

界
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
こ
と
は
稀
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
の
が
、

A
F
P
P
D
そ
し
て

A
P
D
A
で
あ
る
。

通
訳
と
し
て
こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
ど
ん
な

に
か
嬉
し
く
、
誇
り
に
思
っ
た
こ
と
か
。
も

は
や
A
P
D
A
を
、
日
本
の
一
財
団
だ
と
意

識
す
る
者
は
少
な
く
、
出
叩
出
帆
す
る
凶
に
関
係

と
に
か
く
頼
も
し
い
布
在
な
の
で
あ

な
く
、

る



別
の
会
議
で
の
こ
と
、

A
P
D
A
会
議
で

顔
見
知
り
に
な
っ
た
議
員
が
や
っ
て
き
て
、

最
近
、
国
の
方
針
で

A
P
D
A
会
議
に
代
表

と
し
て
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
是
非
出

席
し
た
い
、
何
と
か
参
加
で
き
る
よ
う
協
力

し
て
く
れ
な
い
か
と
話
し
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
彼
女
も
A
P
D
A
会
議
フ
ァ
ン

!
本
悶
の
議
会
が
正
規
に
派
遣
す
る
大
き

な
国
際
会
議
に
参
加
し
な
が
ら
、

A
P
D
A

の
会
議
を
懐
か
し
む
様
子
を
見
て
改
め
て
そ

の
意
義
を
実
感
し
た
。

最
後
に
こ
ん
な
こ
と
も
今
は
懐
か
し
く
想

い
だ
さ
れ
る
。

ア
ジ
ア
に
は
英
語
を
母
日
間
語
と
す
る
医
は

少
な
い
。
大
多
数
の
参
加
者
に
と
り
外
国
語

で
あ
る
英
語
で
討
議
を
す
る
と
様
々
な
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
起
こ
る
。

何
時
間
も
討
議
し
て
深
夜
二
時
、
会
議
の

総
括
文
書
が
ま
と
ま
ろ
う
と
す
る
瞬
間
、
自

国
の
間
会
議
長
も
務
め
る
あ
る
代
表
が
そ
の

文
書
の
鍵
と
な
る
言
葉
の
意
味
が
解
ら
な
い

と
せ
一
口
い
だ
し
た
。

Congratulations 

瞬
、
目
、
か
点
に
な
っ
た
、
と
↓
…
一
百

う
の
も
そ
の
代
表
は
誰
よ
り
も
熱
心
に
そ
れ

1，可

ま
で
議
論
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
別
の
会
議
で
、
発
表
が
始
ま
り
少
し
た
っ

た
時
の
こ
と
、
こ
ち
ら
は
一
生
懸
命
訳
し
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
議
長
が
通
訳
が
入
つ
て
な

い
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
実
は
そ
の
議

長
は
発
表
言
語
を
勘
違
い
し
て
、
務
の
強
い

そ
の
英
語
を
英
一
訟
と
は
思
え
ず
日
本
語
と
思

わ
れ
た
ら
し
い
。

通
訳
は
必
死
で

q
g口
〈
与
を
線
使
し
な
が
ら

と
に
か
く
音
だ
け
は
発
し
て
い
た
が
直
接
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
言
葉
を
湖
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
参
加
者
は
さ
っ
ぱ
り
解
ら
な
か
っ
た
と
い

う
次
第
。
確
か
に
ア
ジ
ア
は
一
っ
、
発
一
一
一
百
者

の
風
貌
も
日
本
人
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
通
=
ぷ
も
迷

訳
、
珍
訳
を
、
沢
山
い
や
少
々
、
生
み
出
し

て
き
た
。
ア
ッ
ト
驚
く
よ
う
な
迷
訳
で
午
後

の
「
膜
恕
L

の
静
け
さ
を
破
り
参
加
者
の
お

B
覚
め
に
貢
献
し
た
こ
と
も
あ
る
。

思
い
出
は
っ
き
な
い
が
、
や
は
り
A
P
D

A
の
次
の
二
十
年
に
思
い
を
馳
せ
る
。
い
か

な
る
計
画
や
活
動
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人

口
と
開
発
問
題
で
ど
の
様
な
前
進
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

関
係
者
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
し
、
り
つ
つ

A
P
D
A
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
祈

CONGRATULATION王子

五5



東アアリカ3カ国を訪問闇際人口問題議員

懇談会のメンバー

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー

六
名
は
、
蔓
延
す
る

H
i
V
/
エ
イ
ズ

と
深
刻
な
水
不
足
の
実
情
視
察
の
た
め

ニ
O
O
二
年
一
月
十
二
日
か
ら
十
九

B

ま
で
骨
ン
ザ
ニ
ア
園
、
ウ
ガ
ン
ダ
思
と

ケ
ニ
ア
思
の
一
一
一
力
屈
を
訪
問
し
た
。
現

地
で
は
、

H
l
V
/
エ
イ
ズ
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
医
学
研
究
所
、
上
水
道
施
設
な
ど

E竺竺竺~一時一

を
見
学
し
、

各
国
首
相
は
じ
め
関
係
議

員
と

H
l
V
/
エ
イ
ズ
間
題
、
安
全
な

飲
料
水
の
確
保
を
は
じ
め
保
健
衛
生
分

野
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

こ
の
事
業
は

U
N
F
P
A
日
本
信
託
基

金
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る。
こ
の
訪
問
の
結
果
、
事
実
上

O
D
A

教
育
が

が
停
止
さ
れ
て
い
る
ウ
ガ
ン
ダ
国
へ
の

56 

O
D
A復
活
や
、

H
i
V
/
エ
イ
ズ
の

問
題
へ
の
援
助
は
人
道
支
援
で
あ
り
、

こ
の
問
題
へ
の
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
な
密

難
を
乗
り
越
え
て
で
も
真
っ
先
に
、
優

先
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
強
い
認
識
が
生
ま
れ
た
。

エ
イ
ズ
撲
滅
の
カ
ギ

l
国

会

議

員

が

責

任

者

|

タ
ン
ザ
ニ
ア
留
は
、
一
九
六
四
年
に

独
立
し
、
独
立
以
来
非
同
盟
、
反
植
民

スマイエ・ヲンザニア図

表敬

左から 長演博行衆院議員、回

鵠陽子参抗議員、桜井新団長、

スマイエ苔相、井上喜一衆院議

員、円より子参院議員、キミティ

議員、シンパ議員

首相

地
主
義
を
外
交
の
一
，
大
原
則
と
し
ケ
ニ
ア
、

ウ
ガ
ン
ダ
と
の
池
域
協
力
を
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
九
九
九
年
十
一
月
に
は
東
ア

フ
リ
カ
共
同
体

(
E
A
C
)
条
約
に
加
聞
出
し

た
。
現
在
、
同
凶
は
、
政
情
の
不
安
定
な
近

隣
内
陸
諸
国
か
ら
五
十
万
人
の
難
民
を
受
入

れ
て
い
る
。
現
在
の
人
口
は
、
三
千
四
百
七

十
四
万
人
(
二

0
0
0年
)
で
都
市
人
口
比

率
は
一
一
四
・
二
%
で
、
都
市
人
口
は
年
率
五
・

七
%
で
急
増
し
て
い
る
。



東アフリカ3カ国を訪問

ニ
ア
の
人
口
・
同
開
発
に
関
わ
る
国
会
議
員
に

と
っ
て
、
今
後
、
同
悶
の
人
口
・
開
発
に
関

す
る
議
員
活
動
を
強
化
す
る
決
意
を
確
認
す

る
契
機
と
な
っ
た
。

首
都
ダ
ル
エ
ス
サ
一

7
1ム
の
人
口
は
三
百

万
人
で
ウ
ガ
ン
ダ
を
は
じ
め
近
隣
諸
国
の
荷

揚
港
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、
新

し
い
首
都
ド
ド
マ
を
建
設
中
で
あ
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
東

京
で
開
催
し
た
「
間
開
発
へ
の
協
力
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア

国
会
議
邑
一
会
議
L

に
参
加
し
た
キ
ミ
テ
ィ
議

員
が
全
行
程
に
同
行
し
た
。

〈
議
員
交
流
〉

タ
ン
ザ
ニ
ア
凶
で
は
、

じ
め
ム
セ
ワ
ク
凶
会
議
長
、

保
健
大
臣
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
口
・
開
発
議
員

連
盟
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
し
た
。
こ
の
擦
に
篠

井
新
・
団
長
よ
り
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の
人
口
・

開
発
議
員
連
盟
が
今
後
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ

人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ

i
ラ
ム
に
お
い
て
も

積
極
的
か
っ
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
欲

し
い
と
要
請
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
タ
ン
ザ

ス
マ
イ
エ
皆
相
は

ム
ワ
フ
ィ
ス
ィ

一
戸
行
は
、
一
月
十
四
日
午
前
、

首
相
を
表
敬
し
た
。
ス
マ
イ
エ
首
相
は
、

れ
ま
で
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
へ
の
エ
イ
ズ
、
農

業
、
保
健
医
療
、
国
勢
調
査
等
へ
の
日
本
の

国
際
協
力
に
感
謝
を
述
べ
、
同
日
出
は
年
率
五
%

の
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
も
の
の
人
口
増

加
率
が
志
向
い
た
め
経
済
成
長
の
恵
み
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
十
汗
貧
凶
間
対
策
、
女

性
の
地
位
向
上
の
一
環
と
し
て
、
各
村
の
レ

ベ
ル
で
、
女
性
の
た
め
の
少
額
基
金
を
設
立

し
、
女
性
に
融
資
を
い
ワ
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
成
功
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
女
性
に
融
資
を
与
え
る
こ
と
で
、
所
得
の

稼
得
機
会
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
数
多

く
の
農
村
女
性
が
そ
の
資
金
を
某
に
事
業
を

行
い
、
新
た
な
所
得
を
生
み
出
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
日
出
際
協
力
の

多
く
は
草
の
根
レ
ベ
ル
で
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
述
べ
た
。

同
日
、
ム
セ
ワ
ク
国
会
議
長
を
訪
問
し
、

会
談
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
国
会
議
員
は
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
を
組

織
し
、
会
長
キ
ミ
テ
ィ
議
員
の
も
と
多
く
の

議
員
の
参
加
を
得
て
国
会
議
員
が
直
接
エ
イ

ス
マ
イ
エト

」

ズ
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
述
べ
た
。

同
議
長
と
の
懇
談
の
際
、
内
よ
り
子
参
院

議
員
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
エ
イ
ズ
撲
滅
の

鍵
で
あ
り
、
国
会
議
員
が
エ
イ
ズ
と
戦
う
責

任
者
で
あ
る
と
述
べ
、
同
鳴
陽
子
参
院
議
員

は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
!
メ
ン
ト
こ
そ
最
も
有

効
な
エ
イ
ズ
対
策
で
あ
る
と
述
べ
た
。

〈
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の
エ
イ
ズ
〉

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
は
、
国
民
の
保
健
水
準
を

二
O
二
五
年
ま
で
中
所
得
患
の
水
準
に
引
き

上
げ
る
目
僚
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
貧
困
の
撲
滅
と
保
健
水
準
の
改
善
が
求

め
ら
れ
る
。
日

I
V
/
エ
イ
ズ
は
、
将
来
の

経
済
発
展
を
担
う
若
い
労
働
層
に
蔓
延
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
性
感
染
症
も
同
様
の
状
況

に
あ
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
一
九
八
三
年
に
最
初
に

エ
イ
ズ
患
者
が
三
名
発
見
さ
れ
た
。
二

O
O

O
年
末
現
在
河
匿
の
エ
イ
ズ
患
者
は
は
っ
き

り
と
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
イ
一
一
一
万
三
百

八
十
六
人
に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
イ
ズ
患

者
の
統
計
は
保
健
省
の
報
告
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
検
査
方
法
が
不
十
分
な
た
め
、

57 
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イ
ズ
と
み
な
さ
れ
な
い
事
例
も
多
く
、

八
三
年
以
来
の
累
計
の
エ
イ
ズ
患
者
は
六
十

六
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。

主
な
感
染
経
路
は
、
性
行
為
と
輸
血
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
感
染
者
の
七
七
%
が
性
行

為
感
染
に
よ
る
も
の
、
輸
血
に
よ
る
感
染
は

一
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
一
一
%
は

母
子
感
染
な
ど
そ
の
他
の
経
路
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
同
州
国
は
エ
イ
ズ
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
二

0
0
0年
十
二
月
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
・

エ
イ
ズ
凶
家
委
員
会
を
設
立
し
、
二
O
O
一

年
十
一
月
に
は

H
I
V
/
A
I
D
S
日
出
家
政

策
を
策
定
し
て
い
る
。

九

〈
保
健
省
の
エ
イ
ズ
対
策
〉

エ
イ
ズ
忠
者
は
、
卜
五
歳
か
ら
四
十
九
歳

の
人
口
再
生
産
年
齢
に
集
中
し
て
い
る
。
こ

の
年
齢
層
は
ま
た
、
人
口
再
生
産
を
行
う
年

齢
層
で
あ
る
と
同
時
に
、
経
済
活
動
の
中
心

と
な
る
年
齢
層
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
震
の
人

口
が
エ
イ
ズ
で
働
け
な
く
な
り
、
死
亡
す
る

こ
と
で
労
働
力
が
不
足
し
、
経
済
発
展
の
大

き
な
阻
安
要
仰
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
人
口

再
生
産
年
齢
に
エ
イ
ズ
患
者
が
集
中
す
る
こ

と
で
母
親
の
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
、
そ
れ
に

伴
う
大
量
の
エ
イ
ズ
孤
児
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
数
は
一
九
九
九
年
度
で
百
十
万

人
に
上
る
。
こ
の
エ
イ
ズ
孤
児
の
中
に
は
母

子
感
染
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
扶

養
す
る
殺
が
エ
イ
ズ
で
死
亡
し
て
い
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
子
供
達
自
身
も
エ
イ
ズ
に
感

染
し
て
い
る
と
い
う
悲
惨
な
状
況
を
生
み
出

し
て
い
る
。
経
済
活
動
年
齢
に
集
中
し
て
エ

イ
ズ
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
力
人
口
が
健
全
な
経
済
活
動
に
従
事
で

き
ず
、
エ
イ
ズ
孤
児
を
初
め
と
す
る
社
会
的

な
負
担
の
増
大
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
経
済
的

な
貧
し
さ
が
エ
イ
ズ
を
蔓
延
さ
せ
る
と
い
う

悪
循
環
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
こ
の
各
循

環
の
中
で
エ
イ
ズ
と
貧
困
が
ま
す
ま
す
進
ん

で
い
る
。

保
健
省
は
、
エ
イ
ズ
対
策
を
国
家
的
対
策

と
し
て
、
一
九
九
九
年
三
月
か
ら
以
下
の
対

策
を
促
進
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
医
学

措
援
を
含
む
性
感
染
症
者
へ
の
適
切
な
対
応
、

②
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
な
ど
頻
繁
に

移
動
す
る
人
の
安
全
で
な
い
性
行
動
の
抑
制
、

③
売
春
婦
の

H
I
V
/
エ
イ
ズ
の
新
規
感
染

の
削
減
、
④
軍
人
の
無
防
備
な
性
行
動
の
防

止
、
⑤
若
者
に

H
I
V
/
エ
イ
ズ
及
び
性
感

染
症
の
恐
ろ
し
さ
を
教
育
す
る
、
⑥
輸
血
の

安
全
性
の
確
保
、
一
⑦
H
I
V
/
エ
イ
ズ
感
染

者
と
の
理
解
あ
る
同
居
の
す
す
め
、
⑧
複
数

の
女
性
と
無
防
備
な
性
交
渉
を
も
っ
男
性
の

削
減
、
⑨
一
若
い
女
性
へ
の
エ
イ
ズ
教
育
の
推

進
な
ど
で
あ
る
。
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タ
ン
ザ
ニ
ア
日
間
へ
は
、
日
本
を
は
じ
め
ド

イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
と
世
界
銀
行
が
エ
イ
ズ
対

策
の
た
め
資
金
、
機
材
及
び
技
術
協
力
を
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
国
家
予
算
が
不
足
し
、
海
外
援
助

を
受
け
て
も
そ
れ
を
十
分
に
実
施
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
特
に
、
保
健
省
が
実
施
項
目

と
し
て
い
る
の
は
、
灯
『
佐
婦
へ
の
血
液
検
査

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
資
金
不
足
の
た
め
全
員

に
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
た
だ
し
、

現
在
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
!
メ
ン
ト
強
化
の
一

環
と
し
て
ラ
ジ
オ
局
を
通
じ
、
男
性
の
圧
力

に
対
し

H

ノ
!
と
言
う
H

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

余
図
的
に
展
開
し
て
い
る
。

今
回
視
察
し
た
ム
ヒ
ン
ビ
リ
国
立
病
院
は
、

一
九
五
七
年
設
立
、
年
間
一
て
十
万
人
の
外
来

患
者
と
七
万
人
の
入
段
南
半
官
の
治
療
に
あ
た
っ

て
い
る
。
同
院
を
訪
れ
る
忠
者
の
約
五
O
%



料
で
エ
イ
ズ
の

検
査
を
行
い
、

現
在
、
年
間
子

人
以
『
い
し
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て

い
る
。
日
間
世
間
に

は
、
間
際
協
力

事
業
罰
が
エ
イ
ズ
倹
査
機
材
を
供
与
し
て
い

る
が
、
資
金
不
足
の
た
め
思
う
よ
う
な
検
査

及
び
治
療
が
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
将
来
は
問
院
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
を
農
村

ま
で
拡
大
す
る
計
画
が
あ
る
。

世ンザニア国首都ダル工Jレサラー

ム市
ブグルニ地区水道施設にて、現地

の子どもたちと共に

東アフ')カ3カ国を訪問

〈
都
市
の
水
筒
題
〉

が
エ
イ
、
ス
感
染

し
て
い
る
が
、

そ
の
多
く
は
そ

の
こ
と
を
自
覚

し
て
い
な
い
。

首
都
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ

l
ム
市
民

を
対
象
に
…
九

九
七
年
以
降
有

タ
ン
ザ
ニ
ア
悶
で
は
、
全
て
の
国
日
比
が

O
一
O
年
ま
で
に
一
人
当
た
り
一
日
二
十
五

リ
ッ
ト
ル
の
安
全
な
水
を
住
居
地
か
ら
四
百

m
以
内
で
得
ら
れ
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
。
現
在
、
安
全
な
水
の

供
給
率
は
、
都
市
部
で
約
六
八
%
、
地
方
で

凶
八
%
で
あ
る
。
我
が
凶
は
、
安
全
な
水
の

供
給
に
対
す
る
援
助
を
重
点
項
目
と
し
て
出
向

げ
、
一
般
無
償
、
草
の
根
無
償
お
よ
び
開
発

調
査
を
通
じ
て
実
肱
し
て
き
た
。

一
月

1
四
日
の
午
後
、
岡
市
の
水
道
施
設

を
視
察
し
た
。
内
向
市
の
水
源
の
一
日
当
り
供

給
量
は
凶
十
万
瓦
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

こ
の
水
源
を
使
っ
て
滅
前
処
理
し
た
水
道
水

を
e

日
当
り
一
十
七
万
一
一
。
千
六
百
立
方
メ
ー

ト
ル
が
供
給
し
て
い
る
が
、
岡
市
水
道
設
備

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
毎
日
約
八
万
立

方
メ
ー
ト
ル
が
漏
水
し
て
い
る
と
い
う
。

議
員
同
は
、
雨
中
巾
の
居
住
地
と
水
供
給
の

現
状
を
見
る
た
め
に
、
ブ
グ
ル
ニ
地
区
と
イ

ラ
ラ
地
区
を
訪
問
し
た
。
ブ
グ
ル
ニ
地
区
は
、

新
興
住
宅
地
で
、
都
市
化
の
拡
大
に
よ
る
地

方
か
ら
の
流
入
者
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
深
さ
五

1
メ
!
ト
ル
の
深
井
戸
か

ら
ポ
ン
プ
で
取
水
し
た
水
を
一
基
あ
る
貯
水

槽
に
貯
水
し
、
地
区
の
住
民
に
供
給
し
て
い

る
イ
ラ
ラ
地
区
は
、
十
円
く
か
ら
あ
る
住
宅
地

で
あ
る
。
そ
の
水
道
水
は
住
宅
地
か
ら
か
な

り
離
れ
て
い
る
が
、
深
井
戸
か
ら
取
水
さ
れ

た
地
ト
水
を
滅
菌
し
て
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
住
民
は
、
そ
の
わ
小
道
を
維

持
す
る
た
め
の
水
道
料
を
毎
月
支
払
い
、
専

任
の
管
珂
者
も
い
る
な
ど
管
理
体
制
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の
今
後
の
課
題

タ
ン
ザ
ニ
ア
凶
の
同
家
予
算
は
約
二

0
0

0
億
円
で
そ
の
内
四
O
%
が
人
件
費
で
、
事

業
予
算
が
非
常
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
国
は
国
債
の
発
行
も
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

新
た
に
大
規
模
な
財
源
を
見
出
す
v

」
と
は
難

し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

す
る
た
め
に
は
人
口
璃
加
率
を
抑
制
し
、
経

済
成
長
率
を
高
め
る
努
力
が
凶
家
政
策
と
し

て
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

悶
民
の
六
O
七
O
%
が
一
日
当
た
り
の

所
得
0
・れハ

U
S
S
以
下
で
生
活
し
て
お
り
、

貧
国
間
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
エ
イ
ズ
忠

者
の
七
O
%
が
十
五
歳
凶
↑
九
歳
に
集
中
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し
て
お
り
、
労
働
人
口
の
減
少
へ
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
急
務
ど
な
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
に
対
し
て
、
大
統
領
は
H

エ
イ
ズ
は
「
戦

争
」
で
あ
る
H

と
宣
言
し
、
国
民
の
危
機
感

を
煽
り
、
対
策
を
進
め
る
努
力
を
行
っ
て
い

る。

エ

イ

ズ

対

策

で

成

果

i
人

口

抑

制

と

ヱ

イ

ズ

孤

児

対

策

が

急

務

|

力?lガ・ウガンダ国関会副議長表敬
左、桜井新田長 右端、力型ガ屈会冨1)議長

ウ
カ
ン
ダ
隠
は
、
。
九
六
二
年
に
イ
ギ
リ

ス
か
ら
一
独
立
し
た
。
内
陸
閉
山
ウ
ガ
ン
ダ
は
、

国
土
の
大
部
分
が
海
抜
千
二
白
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
て
い
る
が
、
刊
界
第
二
位
の
淡
水
湖

で
あ
る
ピ
ク
ト
リ
ア
湖
を
擁
し
淡
水
資
源
お

よ
び
水
産
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

河
凶
の
人
口
は
、
二
千
百
七
十
八
万
人
(
二

0
0
0年
)
で
O
歳
十
四
歳
の
年
少
従
属

人
口
が

1
E
0
・
一
%
を
占
め
る
若
い
国
で
あ

る
。
そ
の
人
口
増
加
率
も

4
率
三
・
一
一
%

と
非
常
に
高
い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
エ
イ
ズ
対
策
に
関
し
て
言
え
ば
、
今

回
訪
問
し
た
一
二
ヶ
悶
で
唯
一
成
功
を
収
め
て

い
る
と
言
え
る
。

〈
議
長
交
流
〉
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ウ
ガ
ン
ダ
凶
で
は
、
キ
チ
ョ
ウ
議
員
お
よ

び
「
開
発
へ
の
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
開
閉
す
る
ア
ブ
リ
ノ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会

議
L

に
参
加
し
た
ツ
ウ
エ
エ
ジ
議
員
が
全
行

棋
に
間
行
し
た
。
今
回
の
ウ
ガ
ン
ダ
訪
問
で

は、

R
・
カ
ダ
ガ
国
会
副
議
長
は
じ
め
同
国

嬰
人
と
懇
談
し
た
。

ブ
デ
ィ
メ
外
務
担
当
関
務
大
臣
は
、

H
本

の
医
療
、
教
育
、
職
業
訓
練
、
農
業
分
野
へ

の
協
力
に
感
謝
し
、
医
療
分
野
の
協
力
は
、

健
康
な
労
働
力
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
教
育

分
野
の
協
力
は
人
間
同
資
源
の
開
発
に
つ
な
が

る
。
是
非
、
口
本
の
近
代
化
を
学
び
ウ
ガ
ン

ダ
留
の
発
展
に
結
び
付
け
た
い
。
ま
た
安
全

な
飲
料
水
の
確
保
、
農
業
の
近
代
化
と
貧
困

撲
滅
の
分
野
に
た
い
す
る
日
本
の
協
力
を
期

待
す
る
と
述
べ
た
。

同
国
の
エ
イ
ズ
対
策
は
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ

オ
、
新
聞
な
ど
を
通
じ

f
7ブ
・
ケ
ア
|
ブ

リ
l
H
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
展
開
し
た
広
報
活

動
が
効
果
を
奏
し
、
一
九
九
一
年
に
年
率
二
一

O
%
あ
っ
た
新
規
の
エ
イ
ズ
感
染
率
を
二

0

0
0年
に
は
六
・
一
%
ま
で
低
下
さ
せ
た
、



車アフリカ3カ聞を訪問

ザ
ニ
ア
と
比
較
し
て
も
六
十
万
人
も
多
い
。

若
年
層
の
女
性
の
エ
イ
ズ
感
染
率
を
見
て

も
ウ
ガ
ン
ダ
は
約
一
一
一
五
%
と
ケ
ニ
ア
の
約
四

シ
」
述
べ
た
。

カ
タ
ガ
脳
会
副
議
長
は
、
議
員
団
に
対
し

こ
れ
ま
で
の
ウ
ガ
ン
ダ
へ
の
協
力
に
感
謝
を

述
べ
、
次
回
の
訪
問
で
は
日
本
の
協
力
で
建

て
ら
れ
た
小
学
校
を
訪
問
し
て
欲
し
い
と
要

請
し
た
。
ま
た
今
後
、
岡
悶
の
人
口
・
開
発

議
員
組
織
の
交
流
を
促
進
し
た
い
と
述
べ
た
。

こ
の
席
で
、
桜
井
新
団
長
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
を

は
じ
め
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
ア
フ
リ
カ
の
人

口
・
照
発
議
員
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
欲
し

い
と
要
請
し
た
。

〈
エ
イ
ズ
・
保
健
医
療
対
策
〉

議
員
団
は
、
ム
エ
ジ
保
健
大
臣
と
会
談
し
、

こ
れ
ま
で
日
本
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
材
、

I
C

U
施
設
等
の
供
与
お
こ
な
い
、
同
日
間
が
年
本

六
%
の
経
済
成
長
が
で
き
た
の
も
こ
れ
ら
の

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
を
述
べ
た
。

同
国
は
エ
イ
ズ
対
策
で
成
功
を
収
め
た
が
、

九
九
九
年
の
エ
イ
ズ
孤
児
数
は
、
白
七
十

万
人
と
ア
フ
リ
カ
諸
問
で
最
も
多
く
、
タ
ン

O
%
に
次
ぐ
感
染
率
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

エ
イ
ズ
対
策
と
し
て
、
小
学
校
で
校
長
が
二

週
間
ご
と
に
エ
イ
ズ
情
報
を
発
表
し
、
エ
イ

ズ
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
う
対
策
を
と
っ

て
い
る
。
保
健
の
現
状
は
、
日
本
な
ど
の
協

力
に
よ
り
予
防
接
種
を
進
め
た
結
果
、
ポ
リ

オ
は
発
生
し
な
く
な
く
な
っ
た
が
、

エ
イ
ズ

対
策
と
し
て
の
血
液
倹
査
は
予
算
不
足
の
た

め
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
述
べ
た
。

〈

T
A
S
0
・
ム
ラ
ゴ
・

エ
イ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
一
九
八
七
年
に
エ
イ

ズ
患
者
の
心
理
的
な
支
援
を
事
業
目
的
に
設

立
さ
れ
た
二
九
九
一
コ
年
ま
で
に
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
国
内
七
地
域
で
一
一
万
二
千
七
百
九
十
五

名
の
エ
イ
ズ
患
者
に
対
し
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

医
療
ケ
ア
!
と
社
会
的
支
援
を
行
っ
た
。
現

在
、
七
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
凶

家
エ
イ
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
関
係
機
関
と
エ
イ
ズ
予
防

と
ケ
ア

i
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ウガンダ国TASO'ムラゴ・エイズウリニッウにて、エイズ患者と
共に

桜井新自長{左から4入国) 回鳩陽子参院議員(右から2人目)

T
A
S
O
は
、

エ
イ
ズ

さ
ら
に
、

流
行
抑
制
の
た
め
エ
イ
ズ
患
者
及

び
家
族
と
地
域
へ
の
物
質
的
支
援

も
展
開
し
て
い
る
。

一
九
九
三
年
以
降
T
A
S
O
は
、

W
H
O
エ
イ
ズ
・
グ
ロ

i
パ
ル
計

令
幽
か
ら
エ
イ
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
医
療
支
援
な
ど
の
支
援
を
受
け

て
い
る
。

今
回
訪
問
し
た
T
A
S
O
ム
一
ア

ゴ
・
エ
イ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
週

二
回
一
日
当
り
百
三
十
人
の
エ
イ
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ズ
患
者
を
対
象
に
治
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
地
域
レ
ベ
ル
へ
の
す

l
ビ
ス
と
し
て
食

料
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
手
工
芸
品
の
製
作
・

販
売
な
ど
怠
者
の
所
得
を
創
出
す
る
た
め
の

活
動
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
地
域
住
民

に
対
し
て
エ
イ
ズ
、
性
感
染
症
の
予
仲
間
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
ヘ
ル
ス
の
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
現
在
、
と
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
年
間
予

算
の
七
%
を
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
が
拠
出
し
、
米
、

英
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
、
か

九
…
一
一
%
を
負
担
し
て
い
る
。
今
後
、
新
し
い

ク
リ
ニ
ッ
ク
建
設
の
た
め
日
本
の
協
力
が
求

め
ら
れ
た
。

〈
安
全
な
飲
料
水
〉

日
本
政
府
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
九
六
年

に
か
け
て
「
地
方
地
下
水
開
発
朝
刊
査
L

を
同

国
で
災
施
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、

ウ
ガ
ン
ダ
日
間
中
間
部
.
一
一
県
、
二
十
二
万
六
千

人
を
対
象
に
、
衛
生
約
な
飲
料
水
の
提
供
を

目
的
に
ハ
ン
ド
(
手
持
し
)
ポ
ン
プ
付
深
井

戸
四
百
三
千
五
本
及
び
簡
易
水
道
施
設
の
建

設
を
実
施
し
た
。
ま
た
対
象
村
落
に
対
し
維

費
百
四
四
方
法
等
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
も
行
つ

て
い
る
。

今
回
視
察
団
は
、
ミ
テ
ィ
ア
ナ
地
区
の
深

井
戸
が
設
置
さ
れ
た
村
洛
を
訪
問
し
た
。
現

夜
、
日
本
の
援
助
で
掘
削
さ
れ
た
深
井
戸
は

村
民
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

深
井
戸
が
で
き
る
ま
で
の
飲
料
氷
は
、
各
戸

の
近
隣
に
あ
る
湧
き
水
を
利
用
し
て
い
た
た

め
、
非
衛
生
的
で
あ
り
住
民
の
間
に
は
下
痢

痕
が
頻
発
し
て
い
た
。
し
か
し
、
深
井
戸
が

ウガンダ国ミティア地隠にて、 B本が供与したハンポンプ(中央)井

上喜一衆院議員

完
成
し
た
こ
と
で
住
民
は
衛
生
的
な

飲
料
水
を
使
用
で
き
生
活
水
準
が
一

段
と
向
上
し
た
。
こ
の
点
か
ら
日
本

の
援
助
の
有
効
性
が
直
接
現
れ
た
事

例
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
洛
の
今

後
の
課
題
は
、
電
気
を
町
か
ら
引
き

込
む
こ
と
で
あ
る
。
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ウ
ガ
ン
ダ
国
の今
後
の
課
題

ウ
ガ
ン
ダ
凋
は
、
人
口
増
加
率
、
か

ニ
・
一
二
%
と
依
然
高
く
、
人
口
増

加
を
抑
制
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
同
時
に
エ
イ
ズ
対
策

に
成
功
し
た
と
は
言
う
も
の
の
、
エ

イ
ズ
処
児
が
多
く
、
若
年
層
の
エ
イ
ズ
感
染

山
市
も
高
い
こ
と
か
ら
、
人
口
と
エ
イ
ズ
問
題

を
同
持
平
行
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
国
家
事

業
と
し
て
の
最
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
村
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
と
り

わ
け
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
は
住
民
の
生
活

水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
二
国
間
お

よ
び
多
用
問
問
問
協
力
に
よ
り
推
進
す
る
こ
左
が

望
ま
れ
る
。
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コニ
イ
ズ
孤
児
が
首
都
に
集
中

!
安
全
な

H

水
H

確

保

を
1

ケニア中央医学研究所!こて研究員と共に

前列左から4人目東祥三衆院議員、井上喜一衆院議員、一人おいて円より子参践議員、
長漬博行衆院議員

ケ
ニ
ア
国
は
、
一
九
六
二
一
年
に
独
立
し
自

由
市
場
経
済
と
親
的
側
外
交
を
柱
に
比
較
的

煩
認
に
経
済
社
会
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し

か
し
、
冷
戦
終
結
と
と
も
に
海
外
か
ら
の
援

助
も
頭
打
ち
と
な
り
、
特
に
九

0
年
代
以
降

は
経
済
的
に
低
迷
し
て
い
る
。
政
治
的
に
は
、

一
九
七
八
年
に
初
代
ケ
ニ
ア
ッ
タ
大
統
領
の

死
去
に
伴
い
モ
イ
大
統
領
が
就
任
し
現
在
に

い
た
る
超
長
期
政
権
を
維
持
し
て
い
る
。

現
在
、
問
国
の
人
口
は
、
二
千
九
百
三
!

万
人
で
あ
る
。

A

九
八

0
年
代
に
は
人
口
増

加
率
が
一

J
7
八
%
あ
っ
た
が
現
在
で
は
二
・

八
%
ま
で
低
下
し
た
。
都
市
人
口
比
率
は
、

二
八
%
と
今
回
訪
問
し
た
三
カ
国
で
最
も
尚

!ν 

今
回
の
ケ
ニ
ア
匡
訪
問
で
は
、
日

I
V
/

エ
イ
ズ
の
現
状
視
察
に
加
え
、
オ
ン
ゲ
リ
保

健
大
臣
を
は
じ
め
昨
年

1
一
月
に
東
京
で
開

催
し
た
「
開
発
へ
の
協
力
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
日
開
会
議
員
会

議
」
に
参
加
し
た
ニ
ャ
ガ
議
員
と
も
懇
談
し

た。
〈
議
員
交
流
〉

一
行
は
、
オ
ン
ゲ
リ
保
健
大
田
を
訪
問
し

懇
談
を
行
っ
た
。
オ
ン
ゲ
リ
保
健
大
臣
は
、

こ
れ
ま
で
日
本
が
行
っ
て
き
た
社
会
・
経
済

面
で
の
協
力
、
特
に
、

J
I
C
A
の
行
っ
て

き
た
①
人
材
育
成
、
②
農
業
開
発
、
③
保
健

医
療
・
人
口
・
エ
イ
ズ
と
環
境
保
全
へ
の
協

力
に
感
謝
を
述
べ
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
か

ら
、
勤
勉
さ
に
つ
い
て
学
び
、
自
国
の
発
展

に
努
め
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
ニ
ャ
ガ
議

員
も
一
行
に
対
し
東
ア
フ
リ
カ
地
域
の
人
口
・

開
発
議
員
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
た
い
と
、

述
べ
た
。

〈
ケ
ニ
ア
の
エ
イ
ズ・
感
染
症
対
策
〉

ケ
ニ
ア
は
そ
の
成
人
人
口
の
令
四
%
に
あ

た
る
。
百
十
万
人
が
エ
イ
ズ
感
染
者
で
あ
り
、

日
本
が
支
援
し
て
い
る
「
人
口
・
エ
イ
ズ
に

関
す
る
地
球
規
筏
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ

(
G
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今宮

I
I
ご
の
重
点

凶
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
に

設
立
し
た
ケ
ニ

ア
中
央
医
学
研

究
所

(
K
E
M

は、

B

R
I
)
 

本
の
協
力
に
よ

り
エ
イ
ズ
及
び

感
染
痕
対
策
に

取
り
組
ん
で
い

る。

K
I
M
U

R
I
は、

V
/
A
I
D
S、

H 
I 

ケニア中央医学研究所にてエイズ

診断キットの説明を受ける議員団

左から井上喜一衆院議員、中央

門より子参院議員

ウ
ィ
ル
ス
性
肝

炎
及
び
マ
ラ
リ
ア
、
住
血
吸
虫
痕
や
フ
ィ
ラ

リ
ア
症
な
ど
の
寄
生
虫
痕
を
対
象
と
し
た
研

究
お
よ
び
予
防
対
策
の
向
上
と
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
二

O
O
一
年
か
ら
日
本
政
府

の
協
力
の
も
と
に
間
開
発
し
た

B
型
肝
炎
及
び

口

H
I
V
/
A
I
D
S
診
断
キ
ッ
ト
の
製
品
化

を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在

ケ
ニ
ア
で
は
、
日
に
七
百
名
、
が
あ
ら
た
に

エ
イ
ズ
を
発
症
し
、
年
間
二
十
五
万
人
が
死

亡
し
て
い
る
c

又
そ
の
他
感
染
症
の
被
害
も

マ
ラ
リ
ア
に
よ
っ
て
、

深

刻

で

、

一

H
に
五

十
名
が
死
亡
し
、
年
間
で
は
二
万
人
が
犠
科

に
な
っ
て
い
る
。

〈
水
問
題
〉

ケ
ニ
ア
悶
は
年
平
均
の
降
水
量
が
六
白

三
十
阻
し
か
な
く
、
半
乾
燥
・
乾
燥
地
帯
で

は
五
百
酬
を
下
回
る
た
め
、
農
業
凶
で
あ
る

ケ
ニ
ア
に
と
っ
て
水
資
源
の
確
保
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
農
村
部
で
は
、
地
下
水
の
確

保
の
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
資
金
不

足
の
た
め
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
ナ

イ
ロ
ビ
に
本
部
を
費
く
同
連
環
境
計
両

(
U

N
E
P
)
も
一
九
八

O
q代
か
ら
ケ
ニ
ア
留

の
水
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
同
の
水

供
給
の
現
状
を
見
る
と
、
水
に
開
閉
す
る

各
省
庁
の
責
任
分
担
が
不
明
確
な
た
め
、

そ
の
対
応
が
効
率
的
に
と
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
の
結
果
、
水
道
水
の
凹

O
%が

漏
水
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
都
市
へ
人
口
流
入
の
噌
加
に
伴
う

ス
ラ
ム
の
拡
大
に
よ
り
不
衛
生
な
水
を

利
用
す
る
人
々
が
増
え
て
い
る
。

一
行
は
、
一
月
十
七
巨
午
後
ナ
イ
ロ

ビ
の

U
N
E
P
本
部
を
訪
問
し
た
。
ク

ラ
ウ
ス
・
テ
プ
フ
ァ

l
事
務
局
長
が

U

N
E
P
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

そ
の
な
か
で
一
九
九
九
年
十
月
に
は
発

表
し
た
「
地
球
環
境
報
告
二

O
O
O」

で
淡
水
問
題
を
地
球
温
暖
化
に
次
く
最

重
要
課
題
と
し
て
位
買
付
け
た
と
述
べ

6，1 

ウラウス・テブラ UNEP事務局長から水問題の説明を受ける
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首
都
ナ
イ
ロ
ビ
に
は
、
多
く
の
エ
イ
ズ
孤

児
が
お
り
エ
イ
ズ
孤
児
問
で
の
性
交
渉
に
よ

り
エ
イ
ズ
の
感
染
率
が
増
加
し
て
い
る
。
同

国
の
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
者
は
年
間
二
十
五

万
人
に
の
ぼ
り
今
な
お
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
エ
イ
ズ
対
策
に
は
日
本
が

K
E
M

R
I
を
通
じ
器
材
供
与
を
は
じ
め
各
種
研
究

た
。
そ
の
理
由
は
、
①
一
九

0
0
1
一
九
九

五
年
ま
で
の
九
十
五
年
間
に
人
口
が
一
倍
と

な
っ
た
の
に
対
し
、
同
期
間
で
地
球
ト
ん
の
淡

水
利
用
は
約
六
倍
に
急
情
し
た
。
②
現
在
、

世
界
の
人
口
の
約
三

O
%が
十
分
な
淡
水
を

利
用
で
き
な
い
状
況
ト
に
あ
り
、
そ
の
生
活

に
必
要
な
最
の
凹

O
%し
か
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
の
水
不
足
に

附
む
人
口
は
↑
一

O
二
五
年
に
は
六

O
%に
ま

で
治
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
③
現
庄
、

地
球
上
で
毎
年
五
百
万
人
も
の
人
々
が
安
全

な
水
を
得
ら
れ
な
い
た
め
に
下
痢
症
な
ど
を

引
き
起
こ
し
死
亡
し
て
い
る
。
こ
の
犠
牲
者

の
五

O
%以
上
が
子
ど
も
で
あ
る
と
指
摘
し

た。ケ
ニ
ア
国
の
今
後
の
課
題

協
力
を
ん
ね
っ
て
い
る
が

i
分
な
成
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
同
研
究
所
が
中
心
と

な
り
近
燐
諸
国
の
エ
イ
ズ
研
究
対
策
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

今
回
、
日
本
議
員
団
が
東
ア
フ
リ
カ
の

H

I
V
/
エ
イ
ズ
放
び
に
飲
料
水
の
現
状
を
視

察
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
迫
ら
れ
て
い
る
切

実
な
照
題
を
肌
身
を
通
し
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
人
口
問
題
、

H
I
V
/
エ
イ
ズ
対

策
、
安
全
な
水
の
供
給
は
人
間
の
基
本
的
ニ
ー

ズ
で
あ
り
、
人
間
同
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
上

で
不
可
欠
な
人
道
の
最
も
根
本
と
も
言
え
る

活
動
で
あ
る
。
日
本
が
国
際
社
会
で
名
誉
あ

る
地
伎
を
し
め
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
!
シ
ョ
ン

の
な
か
で
国
際
的
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て

い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
基
本
的
な
問
題
に

対
す
る
積
織
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
グ

ロ
l
パ
リ
、
ゼ
!
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
こ
れ
ら

の
問
問
題
は
、
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
我
が
国

自
身
の
問
題
で
も
あ
る
。

H
I
V
/
エ
イ
ス

並
び
に
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
に
向
け
て
日

本
の
国
会
議
員
は
、
日
本
を
初
め
と
す
る
ア

ジ
ア
で
の
経
験
を
踏
ま
え
交
流
を
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

@ 

諜例遠
長ア藤
γ 

ア正
人目日
ロ

開
発
|窃
J三、
ヨス

業
務

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

東
ア
フ
リ
カ
視
察
団

メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト

-

桜

井

新

参
議
院
議
員
・
自
民
党
(
団
長
)

@
井
上
喜
一

衆
議
院
議
員
・
保
守
党
(
郎
団
長
)

@

長

演

博

行

衆
議
院
議
員
・
民
主
党

@
東
梓
ゴ
一

衆
議
続
議
員
・
自
由
党

@ 

円

よ
り
子

参
議
院
議
員
・
民
主
党

@
間
嶋
陽
子

参
議
院
議
員
・
社
民
党

@

上

野

央

絵

毎
日
新
聞
社
・
政
治
部
記
宥

@
森
田
比
出
子

テ
イ
プ
ロ
マ
ッ
ト
・
通
訳
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は
じ
め
に

二
O
O
一
一
年
一
月
悶
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
は
日
本
の
将
来
推
計
人
口
(
平

成
l
四
年
一
月
推
計
)
を
公
表
し
た
。
中
位

推
計
を
み
る
と
、
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五

歳
以
上
高
齢
者
割
合
は
二

O
五

O
年
ま
で
上

昇
を
つ
づ
け
て
い
る
。
毎
回
の
将
来
推
計
に

お
い
て
、
そ
の
数
値
は
上
方
修
正
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
。
(
表

1
)

人
口
高
齢
化
が
今
後
も
ひ
き
つ
づ
き
進
ん

で
い
く
な
か
、
社
会
保
障
支
出
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
ロ
人
口
の
高

齢
化
は
、
一
方
で
少
子
化
の
結
果
で
も
あ
る
。

年
齢
別
集
団
が
変
化
す
る
と
き
、
最
も
影
響

を
受
け
る
の
は
世
代
間
で
再
分
配
を
行
う
機

能
を
も
っ
て
い
る
社
会
保
障
制
度
だ
ろ
う
。

過
日
公
表
さ
れ
た
将
来
推
計
人
口
は
、
す
で

に
「
公
的
年
金
L

の
財
政
再
計
算
に
大
き
な

毘
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
か
ら
社
会
保

路
支
出
が
靖
え
る
と
い
う
構
図
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
帥
刊
に
諸
外
固
と
日
本
で
は

社
会
保
際
支
出
の
変
化
が
違
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
人
口
の
高
齢
化
と
社
会
保
隙
支
出

の
関
係
を
諸
外
固
と
の
比
較
を
交
え
て
考
え

て
み
た
い
。

高
齢
化
と
社
会
保
障
費
用
の
関
係

高
齢
化
と
社
会
保
障
支
出
の
関
係
に
は
二

つ
の
側
面
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
受
給
者
数

を
増
や
す
側
面
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
一

人
当
た
り
の
受
給
額
の
潜
大
で
あ
る
。
高
齢

化
に
よ
っ
て
受
給
者
が
揃
唱
え
る
の
は
、
老
後

の
所
得
保
障
と
し
て
の
年
金
、
医
療
費
、
介

護
な
ど
の
福
栓
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
ひ
と
り
あ
た
り
の
受
給
額
を
増

66 

勝

又

幸

子

総
合
企
画
部

第
三
室
長

や
す
の
は
、
高
齢
者
集
団
に
お
け
る
平
均
斗

齢
の
上
昇
に
よ
る
医
療
や
介
護
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
高
齢
化
は

社
会
保
出
押
収
入
(
財
源
)
と
の
関
係
で
も
重

要
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
よ
う
に
、
社
会
保

障
財
源
の
多
く
を
社
会
保
験
料
拠
出
に
頼
っ

て
い
る
闘
で
は
い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
と
引
退

刊
代
の
割
合
の
変
化
が
直
接
的
に
社
会
保
障

財
政
に
影
響
を
与
え
る
。
(
表

2
)

経
済
と
人
口
の
関
係
で
は
、
従
属
人
口
指

数
を
つ
か
っ
て
説
明
す
る
場
合
が
多
い
が
、

社
会
保
俸
制
度
特
に
公
的
年
金
に
つ
い
て
も

同
様
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。
表
2
は
、
一
九

五
五
年

1
二
0
0
0年
は
尖
績
で
、
そ
れ
以

降
は
先
の
将
来
推
計
人
口
の
中
位
推
計
を
も

と
に
算
出
し
て
い
る
。
年
少
人
口
指
数
と
老

年
人
口
指
数
を
足
し
併
せ
た
も
の
が
、
従
属

人
目
指
数
で
あ
る
。
一
九
六

O
年

1
二
0
0

0
年
ま
で
は
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。



高齢化と社会館障樺障支出

推計年~IJr将来推計人口 Jによる高齢者割合

1960"f'2 1969"f'8 1975"f'2 1981 11 1986"f' 12 1992"f'9 1997"f'1 2002"f'1 
1960 5.7 
1965 6.3 
1970 7.0 7.0 
1975 7.5 7.9 7.9 
1980 8.2 8.9 8.8 9.1 
1985 8.7 9.5 9.6 1 0.1 10.3 
1990 9.6 10.5 10.8 11.6 11.9 12.1 
1995 11.1 12.0 12.4 13.6 14.2 14.5 14.6 
2000 12.8 13.4 13.9 15.6 16.3 17.0 17.2 17.4 
2005 14.1 14.4 15.0 17.1 18.0 19.1 19.6 19.9 
2010 15.6 15.4 16.1 18.8 20.0 21.3 22.0 22.5 
2015 17.7 16.9 17.7 21.1 22.5 24.1 25.2 26.0 
2020 17.2 18.0 21.8 23.6 25.5 26.9 27.8 
2025 16.4 17.4 21.3 23.4 25.8 27.4 28.7 
2030 16.9 20.9 23.1 26.0 28.0 29.6 
2035 30.4 30.9 
2040 17.3 22.0 24.1 28.0 31.0 33.2 
2045 34.3 34.7 
2050 18.1 21.1 23.5 28.2 32.3 35.7 

単位・%
表1

聞霊
0
0
5
4
6
7
8
0
9
1
2
3
3
9
5
8
7
3
7
8幽

皆
怠

6
9
4
9
2
8
7
6
0
9
3
8
1
a
a
2
9
2
7
3削

句通
2
1
2
2
3
3
4
6
S
1
4
e
a
2
4
6
7
0
1
割
問

E

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

刷

賓
室

7
9
2
2
7
5
1
3
9
5
0
2
4
4
0
0
3
6
7
5
E

E
8
8
9
0
1
3
5
7
0
5
0
5
2
6
8
0
3
9
3
6
E
 

3
1
1
1
1
1
2
2
3
3
4
4
4
5
5
5
6
6
E
 

覇王白
8
6
7
9
9
6
2
0
4
0
9
0
3
5
0
1
7
3
1
m

寄
豆

4
6
7
4
6
4
1
8
3
1
1
0
3
0
9
9
9
9
臥

O山

市
且

5
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
m

i

圃

2
1
7
8
9
6
4
7
5
9
9
0
1
4
7
5
0
4
3
8
7幽

宮
3
5
6
4
7
8
6
3
3
6
1
6
3
6
7
9
2
9
3
8国

1
6
5
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
6
6
6
6
7
7
8
8幽

山

口

一

四

出

0
5附
U
6
0
5
0
5
0
$
0
5
0
5
0
5
0
5
0
E

…E
8
6
1
7
8
8
9
9
0
0
1
1
2
2
3
3
4
4
5圃

8
9
9
9
9
9
9
8
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
E
 

1
1
1
1
1
1
3
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
E
 

岡
崎
(

e

九

九
ノL

に
よ

る
と
、
「
む
し

ろ
一
九
七

O

数老数年年
の年の少ま
上人低人で
昇口 F口 l立
を指が指

表2 従属人口指数

上
回
っ
て
お

り

そ
の
結

資料:毘立社会保障・人口問題研究所人口統計資料集より

果
と
し
て
従

属
人
口
指
数

は
低
下
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

齢
化
が
進
む
な
か
で
従
属
人
口
指
数
が
低
下
、

安
定
、
上
昇
の
コ
…
つ
の
段
階
を
経
過
す
る
こ

と
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
国
で
も
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
経
過
の
な
か
で

従
属
人
口
指
数
が
低
い
水
準
に
安
定
す
る
段

階
が
あ
る
と
い
う
の
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

そ
れ
は
人
口
構
造
か
ら
み
て
経
済
社
会
の
負

担
が
軽
い
と
い
う
有
利
な
段
階
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
、
日
本
の
そ
れ

九
七

0
年
代
後
半
に
高
度
成
長
時
代
が

」
の
よ
う
に
人
口
出

l土

注)従属人口指数とは、人口を年世人口(16議未満)、生産年齢人口
(15歳-64歳}、老年人口(65歳以上)とし、生産年齢人口に対する
年1>人口と老年人口町比率.
年1>人口指数とは、年世人口の生産年齢人口に対する比率.
老年人口指数とは、老年人口の生産年齢人口に対する比率。
老年化指数とは、老年人口の生産年齢人口に対する比率。

資料.国勢調査と2002年1月将来推計人口

終
わ
っ
て
、
高
齢
化
社
会
の
準
備
を
す
る
時

期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
L
1

一
九
七
一
一
一
年
は
「
福

制
元
年
」
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
日
本
の
社
会

保
障
制
度
を
め
ぐ
る
エ
ボ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ

な
年
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
第
一
に
国
民

年
金
の
給
付
額
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
夫
婦
五

万
円
年
金
が
ス
タ
ー
ト
し
、
同
時
に
年
金
給

付
額
の
物
価
・
賃
金
ス
ラ
イ
ド
性
が
始
ま
っ

た
こ
と
、
第
二
に
、
健
康
保
険
の
家
族
給
付

が
全
倒
的
に
七
割
に
引
き

h
げ
ら
れ
、
老
人

医
療
費
無
料
化
が
行
わ
れ
、
高
額
療
養
費
制
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表3 主婆国の65歳以上人口割合別到達年次とその倍化年数

65il!); 口回目 il ロ

7協 10出 14% 15首 20% 23% 25首 30百 7%→14% 10百→20詰
日 1970 1985 1994 199日 2006 2012 2014 2033 24 21 
ドイツ 1932 1952 1972 1976 2012 2025 2029 40 70 
イギリス 1929 1946 1976 1980 2021 2030 47 75 
アメリカ 1942 1972 2013 2016 2028 71 56 
スウェーデン 1887 1948 1972 1975 2012 2020 2029 85 64 
フランス 1864 1943 1979 1995 2020 2030 2039 115 77 

資料.包立社会保障・人口問題研究所人口統計資料集2000
注)日本のイ事リツヴは2002年1月将来推計人口を反政させた部分。

度
が
創
設
さ
れ
、
難
病
対

策
が
始
ま
っ
た
な
ど
の
一

連
の
医
療
費
対
策
が
と
ら

れ
た
J
(
4
九

九

八

星

野
信
也
)
2

高
齢
化
社
会
の

課
題
が
社
会
的
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で

あ
り
、
一
九
九
七
年
度
(
昭

和
五
|
一
年
度
)
の
厚
生

白
書
は
そ
の
テ
!
?
に
『
高

齢
者
社
会
の
入
口
に
立
つ

社
会
保
障
』
を
掲
げ
そ
れ

以
降
白
書
に
高
齢
化
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い

年
は
無
く
な
っ
た
。

日
本
の
高
給
化
が
諸
外

国
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な

る
と
言
わ
れ
た
の
は
、
高

齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
が

ぬ
き
ん
で
て
早
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
(
表
3
)
表
3
の
右

端
、
倍
化
年
数
を
比
較
す
る

と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本

の
高
齢
化
は
諸
外
国
に
例
を

公的社会支出と高齢化
1980-1998年

一徳一アメリカ

一台ードイツ

→←スウェーデン

一栄一イギリス

10.0 15.0 

高齢化率(65歳以上人口割合)

出典 OECDSoclal Expenditure Database 2001， OECD Hea!th Data 印刷

一←日本

20.0 

5.0百

0.0百

5.0 
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(封
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Q
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沼

Mm側
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窓
翁

み
な
い
円
f
さ
で
進
行
し
た
。

社
会
保
障
支
出
の
罰
際
比
較
に
お
い
て
も
明

ら
か
に
な
る
。

図
ー
は
横
軸
に
高
齢
化
卒
、
縦
軸
に
O
E

C
D
社
会
支
出
統
計
に
お
け
る
「
公
的
社
会

の
対
G
D
P
比
率
を
と
っ
て
い
る
。

支
出
」

」
の
事
実
は

表4 1980年-1998年
の最高値と最低値の開き

一
番
下
に
横
軸

に
ほ
ぼ
平
行
に

長
く
の
び
る
線

が
日
本
で
あ
る
。

諸
外
国
の
線
が

短
く
ま
と
ま
っ

て
い
る
の
に
対

最品最低

ドイツ 5.2% 
日本 4.7詰

スウヱデン 7.9百

イギリス 8.2% 

アメリカ 2.6百

68 

こ
れ
じ
た

し
て
日
本
は
長
く
延
び
て
い
る
。

い
日
本
の
高
齢
化
が
諸
外
出
と
は
比
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
ど
急
速
に
進
行
し
て
き
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、
対
G
D
P
比

率
の
幅
を
見
る
と
、
日
本
四
・
七
%
と
ア
メ

リ
カ
に
次
く
狭
さ
に
な
っ
て
い
る
。
(
表

4
)

ド
イ
ツ
は
こ
の
伺
に
東
西
の
統
一
が
あ
っ
た

の
で
、
比
較
に
は
不
適
当
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
は
公
的
医
療
保
険
が
老
人
と
生
活
困
窮
者

に
し
か
適
応
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
殊
事

情
の
出
で
あ
り
、
他
の
社
会
保
険
お
よ
び
用
自

費
を
も
っ
て
皆
保
険
を
達
成
し
て
い
る
固
と

比
較
は
附
難
で
あ
る
。
残
る
イ
ギ
リ
ス
と
ス

ウ
ェ

i
デ
ン
は
約
八
%
の
憾
で
延
び
て
お
り
、

日
本
よ
り
渓
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

凶
ー
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
高
齢
化
と
公

的
社
会
支
出
の
間
に
は
何
ら
か
の
相
関
が
あ

る
が
、
そ
の
度
合
い
は
閉
山
に
よ
っ
て
呉
な
る



高齢化と社会保障保障支出

社会保障愛国際絞計のlt絞表5

と
い
う
こ
と
で

(
欧
州
連
合
統
計
局
)

三
つ
の
国
際
機
際
が
そ
れ
ぞ
れ
の
凶
際
比
較

デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
「
社

会
保
障
給
付
費
」
は

I
L
O
(国
際
労
働
機

関
)
基
準
に
準
拠
し
て
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
一
九
九
四
年
度
の
推
計
か
ら
大
き
く

様
変
わ
り
し
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
機

能
別
分
類
」
の
採
用
で
あ
る
。
(
表

5
)
各
国

際
機
関
の
国

際
比
較
統
計

を
比
較
し
て

そ
の
原
因
が
な
ぜ
か
は
、

中
身
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

公
的
社
会
支
出
の

U
R
O
S
T
A
T
 

あ
る
。
す
で
に

高
齢
化
率
は
イ

ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
に
追
い
つ
い

社
会
保
障
支
出
の
中
身

一
九
九

0
年
代
半
ば
か
ら
、
毘
附
問
機
関
は

競
っ
て
「
社
会
支
出
L

の
国
際
比
較
デ
ー
タ

を
改
訂
し
た
。
現
在
1
L
O
(国
際
労
働
機

関

)

(

経

済

協

力

開

発

機

構

)

て
い
る
日
本
だ

が
、
公
的
社
会

P 支
t~ 出
半の

位者
い己

出奥浅野仁子『社会保簿喪の国際比較盆健統計の解説と分続』海外経会保
障研究第134号 2001年春号94ページ

図2 ILO第19次調査による機能別給付

O
E
C
D
 

E 

アメリカ1995年産地は1996年度散瞳

100% 

60% 

40覧

20% 

80見

0.40延

の

{衰のゅの融瞳は対GDP比率)

み
る
と

そ

の
範
囲
や
機

能
別
分
類
の

種
類
な
ど
に

少
し
ず
つ
違

い
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

異
な
る
出
綴

比
較
統
計
か

ら
ラ
ン
ダ
ム

に
回
出
を
拾
っ

て
七
さ
て

1: 

の
機
能
別
で
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比
較
す
る
よ
う
な
乱
暴
な
こ
と
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

関

2
は
I
L
O
十
九
次
調
査
に
よ
る
機
能

別
給
付
を
割
合
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ブ
は
割
合
を
、
下
の
表
は
対
G
D
P
比

率
を
表
し
て
い
る
。
表
と
グ
ラ
フ
は
臼
本
を

基
準
と
し
て
大
き
な
割
合
を
し
市
め
る
機
能
別

分
類
か
ら
降
順
に
並
べ
て
あ
る
。

図

3
は
O
E
C
D
の
社
会
支
出
統
計
に
よ

図3OECD社会支出による機能別給付

酒保健医療

国老齢現金
口遺族
回失業

開積極的労働政策
臼障害現金
臨高齢者/障害者現物i
国家族現物 j 
E家族現金 | 

口業務災害補償 l 
口その他 ; 
回傷病手当金 | 
園住宅 | 

る
機
能
別
給
付
を
割
合
で
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
。
図

3
も
町
内
2
と
同
様
に
、
日
本
を
基

準
と
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る
機
能
別
分

類
か
ら
降
傾
に
覚
べ
で
あ
る
。

表

6
は
欧
州
共
同
体
統
計
局
の
社
会
保
護

費
用
統
計
に
よ
る
機
能
別
給
付
の
割
合
を
し

め
し
て
い
る
。

関
2
図
3
及
び
表
6
の
コ
つ
の
間
際
比
較

統
計
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

100詰

60詰

40見

50目

90詰

80% 

70日

30詰

10見

20詰

1997年度の比較寸 Y4くヤ
λ ベ

，) K) 
zλ4号
、( ./ 

(¥' 
十

。日

号Ko 

機
能
別
分
類

の
方
法
は
微

妙
に
異
な
る

が
、
と
の
同

に
お
い
て
も

判
前
九
円
が
最
も

大
き
い
の
は

「
老
齢
」
に
関

係
す
る
費
用

で
あ
る
。
ま

た
、
次
に
大

き
い
の
は
「
医

療
」
に
関
す

る
給
μ
円
で
あ

る。

ま
た

日
本
と
諸
外

表6欧州連合統計局編『社会保護費用統計』による機能別給付の割合

EU同 15 王U-12 ドイツ フフンス スウエ T、 イギリス
老齢+遺族 46.0 46.5 42.1 44.2 39.5 46.1 

l傷+病障.s害E療
34.9 34.9 36.0 34.0 36.9 34.8 

家族・児獲 8.5 8.2 10.5 9.8 10.5 8.8 
失業 6.8 7.4 8.8 7.4 8.1 3.2 

住的宅排・除社他会
3.8 2.9 2.6 4.6 4.9 7.0 

資料ιEurost.t-ESSPROS2001 Edition 1980-99 
EU-15とはEU-121こデンマーク、スウェーデン、イギリスを加えた15カ思平均を表す。
EU-12とはベルギー、ドイツ、ギリシャ、スペイン、フランス、アイルランド、イ11リア、ルクセン
ブルク、オランダ、オーストリア、ポルトガル、フィンランドの12カ国平均を表す。
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(単位:%)

凶
の
比
較
で
は
、
日
本
が
上
位
二
位
ま
で
の

給
付
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
の
に

対
し
て
、
諸
外
凶
で
は
そ
の
他
の
給
付
の
割



高齢化と社会保障保障支出

表7 OECDによる家族・児叢給付の内訳 1995年対GDP比率

出典，浅野仁子『社会保障費の国際比較一基礎統計の解説と分析ー』海外社会保
障研究第134号 2001年春号106ページより一部加工

合
が
日
本
よ

り
大
き
い
。

図
2
で
は
割

合
だ
け
で
な

く
対

G
D
P

比
率
を
一
ボ
し

た
の
で
、
そ

の
デ

i
タ
の

比
較
で
み
る

と
、
失
業
と

家
族
の
二
種

類
の
機
能
で

日
本
が
低
く

な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か

る
。
ス
ウ
ェ
!

一
ア
ン
の
業
務

災
害
は
樟
害

に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
の
遺

族
は
老
齢
に

分
類
さ
れ
て

い
る
の
で
数

値
が
無
い
。

生
活
保
護
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
日

本
は
そ
の
他
の
国
に
比
較
し
て
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。

日
本
が
諸
外
出
闘
に
比
較
し
て
小
さ
い
シ
ヱ

ア
し
か
支
出
し
て
い
な
い
、
家
族
・
児
童
機

能
を
み
る
と
そ
れ
は
「
家
族
現
金
給
付
(
児

童
手
当
や
単
親
手
当
、
育
児
休
業
な
ど
の
現

金
給
付
を
あ
ら
わ
す
。
)
」
の
規
模
の
小
さ
さ

に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
児
童
手
当
制
度

、
か
無
い
ア
メ
リ
カ
の
場
合
を
例
外
と
し
て
、

欧
州
の
笛
々
で
は
、
家
族
・
児
竜
機
能
の
社

会
支
出
と
し
て
現
金
給
付
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
(
表

7
)

ま
た
、
寸
失
業
L

に
つ
い
て
も
日
本
の
シ
ェ

ア
は
小
さ
い
。
こ
れ
は
、
手
九
九

0
年
代
後

半
で
は
ま
だ
二
%
1
J
一
%
台
の
低
失
業
率
を

維
持
し
て
お
り
、
も
と
も
と
失
業
給
付
を
必

要
ど
す
る
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
五
払
台
を

上
回
る
失
業
率
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

必
然
的
に
失
業
給
付
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

ま
と
め

人
口
の
高
齢
化
が
直
接
に
社
会
保
障
費
用

の
増
減
を
決
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
高
齢
者
に
対
す
る
社
会
保
障
制
度

の
中
身
と
経
済
状
況
の
差
が
各
国
間
の
社
会

保
障
支
出
の
多
寡
を
決
め
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
先
進
諸
国
出
に
あ
っ
て
も
、
「
老
齢
」

機
能
に
関
わ
る
支
出
は
大
き
く
、
「
医
療
L

も

大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
の
場
合
は
「
老
齢
」
と
「
医
療
い
が
全
体

に
占
め
る
割
合
が
諸
外
国
と
比
較
し
て
極
端

に
大
き
く
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
高
齢
化
の

影
響
と
い
う
よ
り
、
社
会
保
障
制
度
の
支
出

構
造
が
「
老
齢
し
と
「
医
療
」
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
少

了
化
で
最
近
や
っ
と
問
題
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
家
族
」
「
児
単
」
に
関
わ

る
支
出
に
つ
い
て
は
、
先
進
出
で
唯
一
「
児

童
手
汁
L

を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
低

い
給
付
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
著
し
く
小
規

模
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。
表

2
従
属
人
口
指
数
に
も

ど
っ
て
考
え
る
と
、
少
千
化
が
徐
々
に
進
行

し
て
い
た
一
九
七
五
年
以
降
の
時
期
に
、
高

齢
化
に
偏
っ
た
政
策
制
度
が
導
入
さ
れ
す
き

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
L
j
化
が
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は
じ
め
て
社
会
的
に
問
題
に
さ
れ
た
の
が
ゐ

i
七
シ
ョ
ッ
ク
の
九
八
九
年
だ
っ
た
が
、

諸
外
国
は
出
生
率
が
そ
こ
ま
で
務
ち
て
し
ま

わ
な
い
う
ち
に
様
々
な
家
族
支
援
政
策
を
打

ち
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

フ一
7
ン
ス

は
一
九
八
二
年
に
一

だ
出
生
率
を
一
九
八
六
年
に
は
一

で
回
復
さ
せ
て
い
る
。

九
七
八
年
に
一

-
七
九
ま
で
落
ち
込
ん

八
五
ま

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
一

-
六

O
ま
で
下
落
し
た
出
生

率
を
一
九
九

O
年
に
は
三
・
一
一
ま
で
回
復

さ
せ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
さ
え
、
東
西
の
統

合
後
落
ち
込
ん
だ
出
生
率
を
一
九
九
凶
均
一

二
回
か
ら
一
九
九
七
年
に
は
一

七
ま
で

回
復
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
山
山
生
率
だ
け
を
み
る
と
、
一
・
五
七
シ
ョ
ッ

ク
の
一
九
八
九
年
以
降
い
ち
ど
も
出
復
せ
ず

日
本
に
つ
い

確
実
に
下
が
り
続
け
て
い
る
。

「
家
族
児
止
且
L

機
能
へ
の
支
出
が
大
き
い
こ

と
が
直
接
的
に
少
子
化
対
策
と
は
百
え
な
い
。

日
本
で
も
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定
以
降
、

少
子
化
対
策
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
に
か
な
り
の
期

間
を
か
け
て
「
老
齢
」
と
「
医
療
L

に
偏
っ

た
支
出
惰
造
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
で
、
財

政
の
硬
直
化
が
進
行
し
、
そ
の
ま
ま
低
経
済

成
長
の
時
代
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
の
が
現

在
の
臼
本
の
姿
と
い
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ

ば
、
吋
老
齢
」
と
「
医
療
」
以
外
の
機
能
に
支

出
す
る
余
裕
を
す
で
に
日
本
の
社
会
保
障
は

も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
か
ら

の
高
齢
化
対
策
と
は
而
堅
固
化
し
て
し
ま
っ
た
、

社
会
保
障
制
度
や
財
政
の
構
造
改
革
な
し
に

一
歩
も
先
に
進
め
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
同
時
に
少
子
化
対
策
に
ど

れ
く
ら
い
の
シ
ェ
ア
を
シ
フ
ト
で
き
る
か
に

も
か
か
っ
て
い
る
。

l土
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トウトウウシュフ・力ザワスヲン人口の開発議員グループ議長・(右)谷津義男AFPPD議長

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

ブ
ォ
!
一
ア
ム

(
A
F
P
P
D
)
 の
C
I

S
会
議
が
玉
月
五
・
六
日
、

タ
ン
同
ア
ル
マ
テ
ィ
市
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
会
主
催
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
人
口
・
家
族
議
員
グ
ル
ー

プ
、
人
口
と
間
開
発
に
践
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ

i
ラ
ム
の
共
催
、

カ
ザ
フ
ス

U
N
F
P
A
 

の
後
援
で
同
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
タ
ン

タ
ジ
タ
ス
タ
ン
、

ル
ド
ヴ
ア

ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
同
会
議

A
F
P
P
D
か
ら
谷
津

員
が
参
加
し
、

義
男
議
長
が
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

OE面左〉

ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
っ
て
中
央
ア
ジ
ア

で
新
独
立
国
と
な
っ
た
共
和
国
を
怠
味

す
る

C
I
S
地
域
に
お
け
る
会
議
は
、

昨
年
キ
ル
ギ
ス
の
首
都
ヒ
シ
ュ
ケ
ク
で

関
か
れ
た
会
議
に
続
く
も
の
で
、
第
二

回
目
で
あ
る
。

C
I
S
は
経
済
移
行
場

に
あ
る
悶
々
で
、
社
会
主
義
計
画
経
済

か
ら
市
場
主
義
に
基
づ
い
た
新
た
な
国

家
建
設
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
い
わ
ゆ
る
開
発
途 モ

• C 1 SとはCOIl1m叩、vealthIndepen品川Stateの日告で独立同家共同体と訳されるコソ連邦解体に伴い1991年に倒立
したアルメニ了、アゼノレパイジャン、ヘラルーシ、グルジア，カザブスタン、キノレギスタン、モノレドヴァ、ロ γ

ア、タジクスタン、 トルクメニスタン、ウクライナ、ウスFベキスタンの12の共和国のことである
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上
回
出
と
ま
っ
た
く
異
な
る
。
か
つ
て
の
超
大

国
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
形
成
し
て
い
た
国
々
で

あ
り
、
教
育
・
科
学
技
術
の
面
で
は
西
側
先

進
国
と
変
わ
ら
な
い
水
準
を
達
成
し
、
技
術

に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
た
。

社
会
開
発
に
関
し
て
も
、
か
つ
て
は
か
な

り
整
っ
た
社
会
保
障
な
ど
の
制
度
を
実
現
し

て
い
た
。
そ
れ
が
ソ
連
邦
の
崩
壊
以
降
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
苦
し

み
は
、
か
つ
て
達
成
し
て
い
た
も
の
が
崩
壊

し
て
い
く
苦
し
み
で
あ
り
、
そ
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
人
々
の
苦

し
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
国
々

は
良
い
意
味
で
も
、
悪
い
意
味
で
も
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
遺
産
を
受
け
継
い
で
い
る
。
今
防

の
会
議
で
も
こ
の
点
が
よ
り
一
一
層
明
確
に
な
っ

た。
会
議
は
カ
ザ
ブ
ス
タ
ン
国
会
を
代
表
し
て

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
人
口
・
家
族
議
員
グ
ル
ー
プ

議
長
で
あ
る
ト
ウ
ト
ウ
ク
シ
ェ
フ
上
抗
議
員

が
歓
迎
挨
拶
、
つ
づ
い
て
谷
津
議
長
が

A
F

P
P
D
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、
人
間
が
自
分

の
物
質
的
な
欲
援
を
満
た
す
た
め
に
こ
の
地

球
か
ら
収
奪
を
行
な
い
、
豊
か
さ
を
追
求
し

こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
も
は

や
こ
の
地
球
が
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
今
、
視
点
を
百
八
十
度
転
換
し
、

人
聞
が
こ
の
地
球
で
生
き
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
挨
拶
し
、
開
会
し
た
。

て
き
た
が
、

会
議
は
六
つ
の
主
題
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ

た
。
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
C
I
S
諸
居
に

お
け
る
水
資
源
の
問
題
¥
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
「
医
燦
汚
川
と
貯
水
池
の
照
題
¥
第
三
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
寸
C
I
S
諸
国
に
お
け
る
食
料
安

全
保
障
、
人
口
と
水
」
、
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

「C
I
S
諸
国
に
お
け
る
水
供
給
の
問
問
題
¥

資
源
と
し
て
の
水

ま
ず
、
「
水
を
い
か
に
分
配
す
る
か
と
い
う

資
源
と
し
て
の
水
の
問
題
」
は
、

C
I
S
地

域
の
全
体
の
自
然
条
件
と

C
I
S
諸
国
間
の

天
然
資
源
存
在
に
大
き
な
較
差
が
存
在
し
、

そ
れ
が
独
立
に
よ
っ
て
各
悶
が
分
断
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
問
題
で
あ
る
。

一
般
的
に

C
I
S
地
域
は
山
岳
地
帯
を
の

ぞ
い
て
、
降
水
量
よ
り
蒸
散
量
の
方
が
大
き

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
に
お
け
る
水
供
給
ヘ

第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
国
民
の
健
康
と
水
資
源

問
題
解
決
の
た
め
の
国
会
議
員
の
役
割
L

あ
る
。

7，1 

で

一
日
間
同
に
渡
っ
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
こ
で
の
議
論
は
主
に
四
つ
に
集
約

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
に
は
、
水
を
い

か
に
分
配
す
る
か
と
い
う
資
源
と
し
て
の
水

の
問
題
で
あ
り
、
二
つ
に
は
公
衆
衛
生
の
課

題
と
し
て
の
水
質
の
問
題
と
給
水
シ
ス
テ
ム

の
劣
化
に
伴
う
対
策
の
必
要
性
で
あ
り
、
二
一

つ
に
は
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
ト
い
で
の

水
の
重
要
性
で
あ
り
、
最
後
に
域
内
協
力
の

可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

く
、
比
較
的
乾
燥
し
た
地
域
で
あ
る
。
人
口

が
少
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
河
川
の

上
流
で
あ
っ
て
も
、
下
流
で
あ
っ
て
も
天
与

の
も
の
ヨ
と
し
て
水
を
利
用
し
て
い
た
。

世
界
的
に
見
下
も
、
水
を
「
資
源
」
と
し

て
考
え
る
考
え
方
は
新
し
い
考
え
方
で
あ
る
。

C
I
S
地
域
に
根
ら
ず
、
河
じ
天
然
資
源
で

あ
っ
て
も
、
水
は
市
〈
の
恵
み
で
あ
り
、
そ
れ



が
石
油
や
天
然
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
な
お
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
は
と

ら
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
人
口
が
増
え
、
産
業
が
発
達
し
、

水
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
淡
水

が
需
姿
の
高
ま
り
、
そ
の
希
少
伎
が
高
ま
る

こ
と
で
お
金
に
換
算
さ
れ
る
「
資
源
」
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

C
I
S
地
域
は
か
つ
て
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
資
源
は
平
等
に
分
配

さ
れ
、
一
国
が
資
源
を
独
占
し
、
利
益
を
独

占
す
る
の
で
は
な
く
必
要
な
物
資
の
激
通
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
一

つ
の
国
の
よ
う
に
不
可
分
で
あ
り
、
そ
の
中

で
均
衡
が
と
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
各
国
の

独
立
に
伴
っ
て
、
天
然
資
源
の
存
在
の
違
い

が
国
の
県
か
さ
の
違
い
に
直
接
つ
な
、
か
つ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
が
こ
こ
で
の
議
論
の
背

景
と
な
っ
て
い
る
。

明水H 問題をテーマに

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
の
天
然
資
源
・
環
境
保

護
部
大
臣
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
凶
の
水
問
題

と
し
て
、
シ
ル
ダ
リ
ヤ
河
や
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ

河
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
現
状
を
訴
え
、
さ
ら

に
、
南
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
地
域
で
は
水
に
成
分

を
は
じ
め
と
す
る
鉱
物
性
物
質
の
集
積
が
進

ん
で
お
り
、
河
川
水
・
地
下
水
を
は
じ
め
と

す
る
水
源
が
飲
料
に
適
さ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
現
状
を
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
議
員
か

ら
、
キ
ル
ギ
ス
は
そ
の
水
資
源
の
二

O
%し

か
自
分
の
図
で
使
っ
て
お
ら
ず
、
八

O
%は

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
他
閏
が
そ

の
資
源
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
水
は
全
て
寸
た
だ
(
無
料
ど
で
流
れ
出

し
て
お
り
、
問
問
じ
地
下
資
、
俄
で
あ
る
石
油
や

天
然
ガ
ス
が
有
料
で
あ
る
の
に
対
し
て
様
め

て
不
公
平
な
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ

ト
時
代
で
あ
れ
ば
、
水
は
「
ふ
た
だ
し
で
他
の

共
和
国
に
提
供
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
石

油
や
天
然
ガ
ス
も
必
要
な
供
給
が
な
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
各
悶
が
独
立
し
て
し
ま
っ

た
あ
と
で
は
、
こ
の
相
互
性
が
失
わ
れ
、
キ

ル
ギ
ス
タ
ン
が
水
を
供
給
し
て
い
て
も
そ
れ

に
見
合
う
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
現
夜
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
は
キ
ル
ギ
ス
タ

ン
側
の
負
担
で
、
多
く
の
国
が
禅
益
し
て
い

る
貯
水
池
を
管
現
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在

の
経
済
状
態
で
は
そ
の
維
持
・
補
修
だ
け
で

も
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
そ
の
対
策
を
考
え

る
必
姿
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
カ
ナ
ダ
に
そ

の
水
資
源
を
利
用
す
る
代
償
と
し
て
、
膨
大

な
金
額
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
措

置
が
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
。
キ
ル
ギ
ス

は
小
さ
な
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

水
力
発
電
所
や
貯
水
池
の
維
持
・
補
修
に
は

莫
大
な
経
費
が
か
か
る
。

冷
戦
時
代
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
キ
ル
ギ
ス

タ
ン
で
鉛
や
ウ
ラ
ン
の
採
掘
・
生
産
を
お
っ

た
。
そ
の
鉱
浮
と
し
て
ト
リ
ウ
ム
が
蓄
積
し
、

水
源
の
放
射
能
汚
染
の
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
放
射
能
性
の
廃

棄
物
が
貯
水
池
に
流
れ
出
せ
ば
、
貯
水
泌
が

放
射
能
汚
染
さ
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
全
域
が
放

射
能
汚
染
さ
れ
数
千
万
人
が
被
害
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
、
と
訴
え
た
。

放
射
能
汚
染
に
関
し
て
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

も
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
の
原
爆
実
験
場
近
辺

の
地
下
水
に
放
射
能
が
入
り
込
ん
で
お
り
、

で
き
る
限
り
水
脈
の
遮
断
と
封
鎖
を
行
っ
て

い
る
が
そ
の
流
出
を

H
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
今
後
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
も
わ
か
ら
な

い
と
い
う
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
世

界
的
な
環
境
災
害
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
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全
て
山
ソ
連
時
代
の
大
き
な
負
の
遺
産
で
あ

る。

タ
ジ
タ
ス
タ
ン
も
水
源
を
握
る
固

と
し
て
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
タ
ジ

ク
ス
タ
ン
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
で
は
温
暖
化
の

影
響
で
氷
河
の
溶
解
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
溶
け
出
し
た
水
が
容
積
千
七
百
万
3m
の
巨

大
な
湖
を
作
り
出
し
て
い
る
。
も
し
、
キ
ル

ギ
ス
タ
ン
の
相
聞
が
決
壊
し
た
ら
七
万
凶
千
凶

が
水
没
し
、
タ
ジ
ク
ス
タ
ン
の
淑
が
決
壊
し

た
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
の

1
万
八
千
泊
の
土
地
が
水
没
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
崩
壊
を
防
止
す
る
費
用

ま
た
、

や
二
国
で
負
担
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い

の
で
、
域
内
協
力
が
不
可
欠
だ
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
は
、

水
と
石
油
や
天
然
ガ
ス
と
は
性
質
が
違
う
。

水
の
貯
水
池
や
発
電
所
の
維
持
・
補
修
に
開
閉

し
て
は
協
議
を
し
て
費
用
分
相
す
る
こ
と
も

あ
り
う
る
が
、
水
に
課
金
す
る
こ
と
は
議
論

で
き
な
い
と
激
し
い
や
り
取
り
と
な
っ
た
。

こ
の
席
で
、
昨
年
キ
ル
ギ
ス
で
開
か
れ
た

A
F
P
P
D
1
C
I
S
会
議
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
水
の
汚
染
防
止
に
関
す
る
法
律
が
策

定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

公
衆
衛
生
の
課
題
と
し
て
の
水
質
の
問
題
と
給
水
シ
ス
テ
ム
の
劣
化

同
地
域
の
蒸
散
量
の
方
が
降
水
量
よ
り
大

き
い
と
い
う
自
然
条
件
か
ら
、
人
口
の
増
加

や
農
業
の
拡
大
が
起
こ
れ
ば
塩
類
集
積
が
容

易
に
進
む
。
公
衆
衛
生
の
諜
題
と
し
て
の
水

質
の
問
題
と
給
水
シ
ス
テ
ム
の
劣
化
に
伴
う

対
策
の
必
要
性
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
問
題
に

分
け
る
こ
左
が
で
き
る
。

一
つ
は
淡
水
資
源
に
境
類
集
積
が
お
こ
り
、

水
質
が
飲
料
に
適
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
水
道
供
給
設
備
の

劣
化
に
よ
り
、
水
の
安
定
供
給
が
困
難
に
な

り
、
さ
ら
に
衛
生
設
備
が
十
分
に
機
能
し
な

く
な
っ
た
結
果
、
消
毒
が
不
十
分
と
な
り
、

水
の
衛
生
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

水
へ
の
塩
類
集
積
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
古
田
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
水
資
源
の

八
%
し
か
飲
料
に
適
さ
な
い
。
そ
の
悪
い
水

で
す
ら
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

排
水
な
ど
が
河
川
に
未
処
理
の
ま
ま
流
出
し

河
川
水
の
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
一

般
的
に
言
っ
て
、
降
水
量
よ
り
も
蒸
散
量
が

大
き
い
同
地
域
で
は
、
人
口
の
場
加
や
農
業

の
拡
大
が
そ
の
ま
ま
河
川
水
や
地
下
水
、
湖

な
ど
の
水
源
へ
の
塩
類
集
積
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
フ
ッ
素
集
積
な
ど

の
簡
に
与
え
る
影
響
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
塩
類
集
積
に
よ
る
水
質
劣
化
の
問

題
は
対
策
が
彼
ら
れ
て
お
り
、
対
応
の
難
し

い
問
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
持
代
は
農
村
で
も
七
O
%

が
水
道
を
利
用
し
、
三
O
%
が
井
戸
木
を
利

用
し
て
い
た
が
、
水
道
設
備
の
故
障
が
生
じ
、

そ
の
補
修
が
で
き
ず
水
道
を
利
用
で
き
る
割

合
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
ア
ル
マ
テ
ィ
市
の

上
水
源
の
水
質
は
世
界
最
高
水
準
で
あ
る
が
、

ア
ル
マ
テ
ィ
市
で
考
え
て
も
全
住
民
の
う
ち

一
三
分
の
一
し
か
衛
生
的
な
水
道
を
利
用
で
き

ず
、
残
り
の
三
分
の
一
は
水
を
毎
日
購
入
し
、

三
分
の
一
は
不
衛
生
な
水
を
使
わ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。
新
首
都
で
あ
る
ア
ス
タ

ナ
で
は
水
道
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
三
O
%
し
か

稼
動
し
て
い
な
い
。

産
業
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い*"問題をテマに

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
旧
ソ
連
時
代
に
ソ

連
邦
の
大
臣
を
務
め
た
シ
ャ
ル
マ
ノ
ブ
氏
が

講
演
を
行
っ
た
。
同
氏
は
講
演
の
中
で
、
食

料
安
全
保
障
に
与
え
る
木
質
の
問
題
を
提
起

し
た
。
そ
れ
は
悪
い
水
質
の
水
で
作
っ
た
食

料
品
は
決
し
て
健
康
に
良
い
影
響
を
与
え
な

い
し
乙
い
う
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
体
内
に
取

り
入
れ
る
宥
害
物
質
の
八

O
%は
食
料
や
飲

料
を
通
じ
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
病
気
の
改

こ
の
状
、
況
は
、
他
の
参
加
国
で
も
同
じ
で

あ
り
、
ロ
シ
ア
の
代
表
、
モ
ル
ド
ヴ
ア
の
代

表
も
こ
の
水
道
の
劣
化
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
。
こ
れ
ら
の
不
衛
生
な
水
が
水
系
感
染
症

を
生
み
出
し
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と

現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

対
策
と
し
て
は
、
大
規
模
な
水
道
浄
化
シ

ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
各
集

合
住
宅
ご
と
に
簡
易
浄
化
装
澄
を
つ
け
住
民

に
管
理
さ
せ
る
方
法
。
水
道
メ

i
タ

i
を
取

り
付
け
る
こ
と
で
、
水
道
使
用
量
を
抑
制
す

る
こ
と
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
し
乙
報
告
さ

、LV
P

-

o

、才

f

各
集
合
住
宅
ご
と
に
簡
易
浄
化
装
援
を
つ

け
る
方
法
の
一
っ
と
し
て
、
水
道
に
電
圧
を

か
け
る
こ
と
で
、
細
菌
や
寄
生
虫
を
殺
す
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
技
術

的
に
も
簡
単
か
っ
安
価
で
普
及
さ
せ
や
す
い

と
、
ロ
シ
ア
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
と
の
会

議
に
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
厚
生
大
垣
も
参
加

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
、
新
し
い
水
供
給
政
策
に
反
映
さ
せ
る
と

明
確
に
述
、
へ
た
。
こ
れ
は
会
議
の
成
果
が
直

接
に
各
国
の
政
策
に
反
抗
択
さ
れ
た
場
面
で
あ

る。

食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
よ
で
の
水
の
重
要
性

益
口
や
公
衆
衛
生
の
改
善
を
行
う
た
め
に
は
水

質
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
妊
産
婦
や
老
人
に
は
賓
の
良
い
食
べ

物
を
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
食
料

生
産
に
お
け
る
水
質
も
そ
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
条
件

で
あ
る
と
指
橋
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は

中
央
部
を
昨
怖
い
て
ヨ
ー
ド
欠
乏
の
状
態
に
あ

り
、
さ
ら
に
貧
血
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
対
策

を
と
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
肥
満
も
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

良
質
の
栄
養
が
同
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
生
じ
て
い
る
。
肥
満
と
ガ
ン
、
心
臓
病
、

高
血
圧
と
肥
満
は
相
関
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
医
療
費
の
中
に
占
め
こ
れ
ら
の
ヨ

活
習
漬
病
の
比
率
は
大
き
く
、
日
出
家
財
政
を

圧
迫
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
国
家
財
政

を
健
全
に
保
つ
た
め
に
も
健
康
な
食
事
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
肉

は
少
な
く
、
果
物
と
野
菜
を
多
く
取
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
齢
別
、
職
業

別
に
適
切
な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
は
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
.
般
に
普
及
し
て
い
な

い
。
日
間
の
活
力
を
維
持
し
、
豊
か
な
凶
と
な

る
た
め
に
は
健
康
な
食
事
と
安
全
な
飲
料
水

を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
報

告
し
た
。

ま
た
こ
れ
に
調
達
し
、
ト
ウ
ト
ウ
ク
シ
ェ

フ
議
員
か
ら
現
在
A
D
B
(
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
)
の
援
助
で
、
塩
に
ヨ

l
ド
を
添
加
し
た

ヨ
i
ド
塩
、
ビ
タ
ミ
ン
と
鉄
を
添
加
し
た
小

麦
粉
の
供
給
が
始
ま
っ
て
お
り
、
援
助
の
お

か
げ
で
普
通
の
塩
や
小
麦
粉
と
河
じ
値
段
で

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
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た

域
内
協
力
の
可
能
性

こ
れ
ら
の
発
表
に
よ
っ
て
、
各
悶
の
置
か

れ
た
立
場
の
違
い
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
問
題

の
と
り
扱
い
方
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
対
立
が

深
ま
る
と
と
も
予
測
さ
れ
た
が
、
い
く
つ
か

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
協
議
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
ず
、

A
F
P
P
D
に
対
し

て、

C
I
S
が
一
堂
に
会
し
て
協
議
す
る
機

会
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
深
い
感
謝
が
述

べ
ら
れ
た
。
旧
ソ
連
時
代
に
は
一
つ
の
国
で

あ
っ
た
こ
れ
ら
の
地
域
が
独
立
後
ほ
と
ん
ど

協
議
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
協
力
の
可
能
性
も
、

協
調
の
可
能
性
も
協
議
さ
れ
る
機
会
そ
の
も

の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
会
議
で

C
I
S
と
し
て
の
共
通
性
が

再
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ら
多
潤
間
に
ま
た
が
る

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
密
接
な
連
携
を

取
っ
て
い
く
こ
と
。
国
際
河
川
の
利
用
に
つ

い
て
国
際
条
約
を
で
き
る
だ
け
早
く
作
成
す

る
こ
と
。
水
資
源
・
公
衆
衛
生
の
維
持
管
理

の
た
め
の
費
用
分
担
を
検
討
し
、
域
内
の
協

力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
世

界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
解
決
に
向
け
る

こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
で
水
を
寸
資
源
」
と
し
て
見

る
と
い
う
視
点
を
水
源
に
あ
た
る
国
々
が
主

張
し
、
下
流
の
国
々
は
そ
れ
は
当
然
の
「
権

利
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
こ
れ
ま
で
「
た
だ
L

だ
と

思
っ
て
き
た
水
を
め
ぐ
る
対
立
を
埋
め
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
を
何
と
か

解
決
し
な
い
限
り
、
同
地
域
に
紛
争
の
火
種

が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
会

議
の
中
で
も
利
害
を
離
れ
た
第
三
者
機
関
が

水
を
資
源
と
し
て
考
え
、
そ
の
経
済
的
制
値

を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
り
、
日
出
綴
機
関
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
お
こ

な
う
姿
読
を
各
閏
か
ら
出
し
て
み
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
た
。

さ
ら
に
、
旧
ソ
連
時
代
に
は
国
民
に
対
す

る
宣
伝
活
動
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、

体
制
の
転
換
い
と
も
な
い
そ
の
宣
伝
活
動
が

忌
避
さ
れ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
!
を
抜
き
に
し
た

必
要
な
こ
と
ま
で
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
動
員
し
て
水
資

源
の
重
要
性
、
そ
の
適
正
な
利
用
や
効
率
性

を
上
げ
る
こ
と
、
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
各
国
国
民
に
向
け

た
宣
伝
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
会
議
は
か
つ
て
の
迷
帯
を
思
い
出
す

会
議
と
な
り
、
域
内
協
力
が
そ
の
場
で
動
き

出
し
た
会
議
と
な
っ
た
。
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四
月
十
二
日
参
議
院
議
員
会
館
会

議
室
で
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
と
Q
一D
Z
&冨
コ
は
前
ワ
ー
ル
ド

ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
所
長
で
現
在
ア
ー

ス
ポ
リ
シ
ー
研
究
所
所
長
で
あ
る
レ

ス
骨
i

-
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
を
招
き
合

同
部
会
を
開
き
、
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の

レ
ス
タ
1
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
講
演
要
旨
は
|
|

レスター ブラウンと活発な意見交換

同 eプヲウン諸般湖親
Eco回economy

Globe Japan合毘部会

「
エ
コ
・
エ
コ
ノ
ミ

i
」
と
題
し
た
講

演
を
聞
い
た
。
講
演
の
後
、
環
境
問

題
を
中
心
に
新
経
済
パ
ラ
ダ
イ
ム
形

成
の
必
要
性
に
つ
い
て
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

講演をするレス告ー・ブラウン博士

コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
は
「
天
体
の
運
動
に
つ
い

て
い
と
い
う
論
文
を
著
し
、
寸
天
体
は
地
球
を

中
心
と
し
て
動
い
て
い
る
」
と
い
う
学
説
を

否
定
し
守
地
球
は
太
揚
を
中
心
と
す
る
天
体

の
周
り
を
図
っ
て
い
る
」
と
い
う
主
張
を
し

た
。
こ
の
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
と
よ
ば
れ

る
新
し
い
見
方
は
、
科
学
者
・
則
市
職
者
間
の

激
し
い
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
こ
の
劇

的
な
考
え
方
の
転
換
に
よ
り
そ
の
後
の
天
体
・

物
理
学
は
大
き
く
飛
躍
し
た
。

現
夜
、
環
境
と
経
済
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の

考
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
経
済
を
中
心
と
し

て
考
え
、
環
境
は
経
済
の
一
部
と
捉
え
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
絞
済
を
優
先
し
、
効

率
主
義
を
か
か
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
環
境

汚
染
等
が
生
じ
る
。
も
う
一
つ
は
エ
コ
ロ
ジ

ス
ト
が
支
持
す
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
環
境

が
中
心
で
あ
り
経
済
は
そ
の
一
部
で
あ
る
し
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
人
間
社
会
は
、

前
者
を
と
り
、
さ
ら
に
環
境
と
経
済
の
流
れ

が
有
機
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

過
去
五
十
年
問
、
地
球
レ
ベ
ル
で
環
境
に

極
め
て
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
状
態
が
続
い

た
。
漁
獲
高
の
減
少
・
森
林
破
壊
・
砂
漠
化
・

海
水
位
上
昇
・
大
気
汚
染
目
気
温
上
昇
・
洪

水
増
加
・
さ
ん
ご
礁
の
減
少
な
ど
、
ま
す
ま

す
そ
の
被
害
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

う
し
た
現
実
を
前
に
、
今
日
ほ
と
前
者
か
ら

後
者
へ
発
怨
の
寸
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
」

を
必
要
と
す
る
時
期
は
な
い
。

古
代
文
明
に
お
い
て
も
経
済
と
エ
コ
シ
ス

テ
ム
(
生
態
系
)
の
不
一
致
が
環
境
破
壊
を

招
い
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
は
都
市
建
設
・

濯
瓶
や
文
字
の
発
明
を
行
う
な
ど
高
度
な
文

明
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
環
境
負
荷
の
大
き
い

人
間
活
動
に
よ
り
塩
害
が
生
じ
、
穀
物
収
量

が
激
減
、
そ
の
地
域
の
自
然
環
境
は
破
壊
さ

れ
文
明
は
衰
退
し
た
。
現
在
で
も
、
日
州
地
域

は
荒
涼
と
し
て
い
る
。
他
に
マ
ヤ
文
明
に
お

い
て
も
森
林
破
壊
・
土
壌
浸
食
な
ど
が
進
み
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「
工
コ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
講
演
を
開
く
人
口
懇
会
員
の

国
会
議
員
l
参
議
院
会
議
室
で

同
様
の
自
然
環
境
破
壊
を
山
引
き
起
こ
し
た
。

我
々
の
文
明
も
過
去
の
文
明
以
上
に
大
規

慎
な
環
境
破
壊
を
行
い
、
ヱ
コ
シ
ス
テ
ム
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
続
け
て
い
る
。
文
明
を

維
持
す
る
た
め
に
は
社
会
の
様
々
な
部
分
で

変
革
が
必
要
で
あ
る
。

事
例
を
挙
げ
る
と
、
中
国
で
は
一
九
八
四

年
か
ら
そ
の
経
済
規
模
は
四
倍
に
な
り
、
そ

れ
は
燦
史
の
縮
凶
と
も
い
え
る
。
今
後
こ
の

成
長
が
続
き
、
中
国
が
先
送
用
問
並
み
の
生
活

を
す
る
な
ら
、
地
球
上
の
資
源
目
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
不
足
す
る
。
令
九
九
八
年
、
揚
子
江
(
長

江
)
で
大
洪
水
が
発
生
し
た
。
当
初
は
気
候

変
動
に
伴
う
、
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、

現
在
で
は
そ
れ
以
上
に
、
過
剰
な
森
林
伐
採

に
よ
る
水
線
漏
養
機
能
の
低
下
が
引
き
起
ト
」

し
た
人
災
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
北
京
政
府
は
、
立
ち
水
は
丸
太
の
二
倍

の
経
済
的
価
値
を
有
す
る
と
表
明
し
、
植
林

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
再
編
成

が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
、
風
力
・
太
陽
電

池
・
地
熱
な
ど
の
再
利
用
可
撲
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

南
極
の
氷
床
は
す
で
に
縮
小
し
て
い
る
。

氷
が
融
け
る
と
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
z

度

も
変
化
し
、
気
温
や
海
水
而
も
上
昇
し
生
態

系
も
大
き
く
か
わ
る
。
氷
河
も
同
様
で
あ
る
。

今
何
か
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

途
卜
悶
を
中
、
む
と
し
た
多
く
の
留
で
水
不
足

が
深
刻
で
、
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
で
地

下
水
位
が
低
下
し
て
い
る
。
穀
物
生
産
最
も

減
少
し
、
増
加
す
る
出
民
の
需
要
を
満
た
す

に
は
穀
物
斡
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
蕉
物
生
産
に
は
水
が
必
要
で
、
同
際
的
な

農
産
物
貿
易
は
水
貿
易
と
言
え
る
。
人
口
大

国
が
穀
物
を
給
入
し
始
め
る
と
世
界
の
資
源

問
題
は
一
層
深
刻
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

おIl

私
が
提
唱
す
る
新
た
な
経
済
は
、
こ
れ
ま

で
の
化
石
燃
料
中
心
の
車
社
会
と
、
使
い
捨

て
消
費
文
化
を
改
め
、
再
生
産
可
能
な
リ
サ

イ
ク
ル
経
済
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

可
能
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
見
る

と
風
力
発
電
は
世
界
で
拡
大
し
て
い
る
。
風

カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
①
十
分
に
あ
る
②
安
上
が

り
③
枯
渇
し
な
い
④
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
!

と
い
う
優
れ
た
特
長
を
も
っ
。
さ
ら
に
現
在

で
は
風
力
発
電
の
コ
ス
ト
も
低
下
し
十
分
競

争
力
の
あ
る
資
源
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
世
間



レスター ブラウンと活尭な童見交換

園
主
や
牧
場
主
が
十
分
の
…
L

出
の
土
地
で
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
し
た
場
合
、
わ
ず
か
百

ド
ル
の
利
益
し
か
上
が
ら
な
い
が
、
そ
の
土

地
を
風
力
発
電
用
に
提
供
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
使
用
料
だ
け
で
二
千
ド
ル
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
電
力
会
社
は
そ
の
底
力
発
電
に
よ

り
|
万
ド
ル
の
利
誌
を
生
み
出
す
。
こ
の
風

力
発
電
を
よ
り
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
特

に
発
電
効
率
の
良
い
タ
ー
ビ
ン
と
そ
の
電
気

を
貯
蔵
す
る
電
池
の
開
発
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
底
力
発
電
で
生
み
出
さ

れ
た
電
気
で
水
素
を
生
み
出
し
、
そ
の
水
素

を
利
用
す
れ
ば
石
油
を
代
替
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
水
素
を
直
接
反
応
さ
せ
て
電
量
を
生

み
出
す
燃
料
世
田
池
の
開
発
も
進
み
、
燃
料
電

池
自
動
車
が
ホ
ン
ダ
、
ダ
イ
ム
ラ
i
ク
ラ
イ

ス
ラ

i
等
で
進
め
ら
れ
、
燃
料
電
池
自
動
車

の
実
用
化
が
来
年
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
経
済
は
環
境
問
題

を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
そ
の
限
界
を
露
呈
し

て
い
る
。
九

0
年
代
初
頭
、
社
会
主
義
の
計

画
経
済
の
崩
壊
も
目
の
当
た
り
に
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
済
の
限
界
を
克
服
す
る
に
は
ぷ
巾

場
に
真
実
を
語
ら
せ
る
L

こ
と
が
必
須
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
税
制
改
革
を
断
行
し
、

所
得
税
を
減
ら
し
て
炭
素
排
出
に
対
す
る
課

税
な
ど
の
環
境
税
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ

こ
の
講
演
の
後
、

る
。
正
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
沿
っ
た
シ
ス
テ

ム
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。

出
席
者
と
の
聞
に

次
の
よ
う
な
鷲
疑
応
答
が
行
わ
れ
た

加
藤
修
一
参
議
院
議
員
悶
会
で
は
現
在
、

再
生
吋
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
法
案
を

審
議
中
で
あ
り
、
同
法
案
は
可
決
の
予
定
だ

が
、
植
物
・
生
物
起
源
の
物
質
の
利
用
に
関

し
て
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

。
ブ
ラ
ウ
ン
氏
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
は
機

械
的
(
風
力
・
太
陽
電
池
な
ど
)
と
生
物

的
な
も
の
が
あ
る
が
、
土
地
的
な
制
限
を

考
え
る
と
将
来
は
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

開
発
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
を
含
む
西
太

平
洋
地
域
は
特
に
地
熱
発
電
に
適
し
て
い

る
。
日
本
の
太
陽
電
泌
技
術
は
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
最
新
技
術

を
使
い
太
錫
議
池
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
は

R
本
の
経
済
を
潤
し
、
日
本
が
国
際
的
指

導
力
を
発
揮
し
て
ゆ
く
上
で
重
要
。

広
中
和
歌
子
参
議
続
議
員
一
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
風
力
発
電
の
コ
ス
ト
が
非
常
に
低
価
格

で
あ
る
の
に
篤
い
た
。
日
本
で
は
原
子
力
発

電
な
ど
大
量
の
電
力
を
供
給
で
き
る
方
法
に

頼
り
が
ち
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小

規
模
で
あ
る
か
ら
大
量
の
電
力
を
供
給
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
。
電

力
会
社
も
小
規
模
で
再
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
投
資
は
消
極
的
で
あ
る
。

O
ブ
ラ
ウ
ン
氏
風
力
発
電
な
ど
を
考
え
る

上
で
、
口
本
は
人
口
密
度
が
高
く
海
も
深

い
の
で
、
欧
米
と
は
条
件
が
異
な
る
。
し

か
し
、
北
海
道
な
ど
で
は
海
上
の
風
力
発

電
が
イ
分
に
行
え
る
と
考
え
る
。
ま
た
日

本
に
お
け
る
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
豊
富
に

存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
は
無
限

な
の
で
積
極
的
に
投
資
す
べ
き
で
あ
る
。
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広
中
議
員
そ
の
場
合
の
投
資
は
民
間
企
業
・

政
府
の
ど
ち
ら
が
行
う
の
か
。

O
ブ
ラ
ウ
ン
氏
一
ア
メ
リ
カ
で
は
民
間
企
業

小
が
行
う
。
多
く
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
予

七
恕
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
分
野
に
投
資
す
る
企

一
業
は
増
加
し
て
お
り
、
風
力
発
電
所
な
ど

一
の
建
設
に
は
競
争
も
見
ら
れ
る
。
地
域
経

二
併
を
潤
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
の

一
よ
う
な
産
業
は
多
く
の
地
域
で
歓
迎
さ
れ

一
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
も

一
風
力
発
電
は
超
党
派
の
支
持
を
得
て
い
る
。

* 

清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
一
私
達
は
環
境
問

題
に
非
常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
京

都
議
定
書
の
批
准
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
党
内
に
は
、
環
境
政
策
は
日
本
の
経

済
の
足
を
引
っ
張
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
京
都
議
定
書
に
関
す
る
ア
メ

リ
カ
の
態
度
を
含
め
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
意

見
を
聞
き
た
い
。

O
ブ
ラ
ウ
ン
氏
私
が
大
統
領
で
あ
っ
た
ら

そ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
り
え
な
い
。
前

回
の
大
統
領
選
で
は
緑
の
党
か
ら
出
馬
を

し
て
欲
し
い
と
の
要
請
も
あ
っ
た
が
、
出

馬
は
見
送
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
一
京

都
議
定
書
を
支
持
し
な
い
と
発
表
し
て
か

ら
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
た
が
、

C
N
N

の
世
論
調
査
で
は
六

O
i六
五
%
の
国
民

が
大
統
領
の
決
断
に
反
対
し
て
い
る
。
大

統
領
が
石
油
・
石
炭
産
業
か
ら
支
援
を
受

け
て
い
る
と
い
う
背
景
か
ら
、
京
都
議
定

書
へ
の
反
対
意
見
の
影
響
力
が
強
い
。
将

来
は
積
民
間
的
な
環
境
政
策
を
行
う
と
思
う
。

そ
れ
が
京
都
議
定
書
を
支
持
す
る
と
い
う

形
を
と
る
か
、
さ
ら
に
よ
り
積
械
的
な
政

策
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
異
常
気
象
や
様
々
な
自
然
環

境
に
関
す
る
現
象
へ
の
対
策
は
必
須
な
の

で
、
将
来
的
に
環
境
を
重
視
す
る
よ
う
に

な
る
と
期
待
す
る
。

* 

担
鴎
陽
子
参
議
院
議
員
一
科
学
技
術
庁
長
官

の
所
信
表
明
演
説
で
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
巨
額
の
資
金
を
投

じ
て
、
熱
核
融
合

(
I
T
E
R
)
研
究
を
優
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先
的
に
進
め
る
発
表
し
た
が

I
T
E
R
に
関

し
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
見
解
は
い
か
が
な
も

〉
、
A
o

d
U
1
4
M
N
 

O
ブ
ラ
ウ
ン
氏
核
融
合
で
も
核
分
裂
で
あ
っ

小
て
も
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
的
要
素
を

一
考
慮
す
る
と
、
市
場
競
争
力
が
な
い
た
め

…
将
来
性
は
な
い
と
考
え
る
。

* 

加
藤
修
一
議
員
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
は
石
油

か
ら
生
成
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
植
物
・
生

物
資
源
に
よ
り
生
産
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

日一v、 O 
産水ブ
す索ラ
るなウ
このン
とで氏
は
iiJ梢梯
能物物
で・で
あ牛+も
る物 1i
0 資油

i原で
かも
ら炭
生化



東
大
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

寸
環
境
と
し
て
の
人
間
と
経
済
L

四
月
十
一
日
東
京
大
学
弥
生
講
堂

に
で
、
「
環
境
と
し
て
の
人
間
と
経
済
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、

第
一
部
で
は
、
レ
ス
ヲ
!
・
ブ
ラ
ウ

ン
博
士
が
基
調
講
演
を
行
い
、
第
二

主
な
る
提
言
は
次
の
通
り

。
柳
沢
幸
雄
氏

「
C
0
2削
減
を
め
ざ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
」

レスター ブラウン止活発な意見交換

近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
急
増
に
伴
う

環
境
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
新
工
、
不
ル
ギ
!

の
開
発
・
省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ

る
。
過
去
百
年
で
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
は

上
昇
し
て
い
る
。
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
こ
れ
は
防
避
で
き
な
い
。

一
九
七

0
年
代

部
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
環
境
に
配
慮
し
た

新
し
い
社
会
の
構
築
に
開
閉
し
て
、
環

境
・
化
学
・
農
学
な
ど
様
々
な
分
野

か
ら
提
言
が
な
さ
れ
た
。

以
降
、
日
本
は
先
進
隔
で
も
唯
一
、
家
庭
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
た
国
で
あ
る
。

日
本
人
は
世
界
.
の
長
寿
国
で
乳
幼
児
死
亡

率
も
激
減
し
た
。

人
聞
は
火
を
使
う
唯
一
の
動
物
で
、
火
・

石
炭
・
石
油
燃
料
・
蒸
気
機
関
の
発
明
や
産

業
革
命
と
、
歴
史
を
通
じ
て
消
費
エ
ネ
ル
ギ
!

が
上
昇
し
、
大
気
中
の
一
一
酸
化
炭
素
濃
度
も

上
昇
し
た
。

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
に
よ
る
温
暖
化
の

問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
一
人
あ
た
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
上
昇
は
主
に
家
庭
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

増
加
に
よ
る
。
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
た
め
に
、
同
時
代
の
最
も
効
率
の
よ
い
方

法
で
全
て
の
消
費
を
担
う
と
い
う
「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
方
式
L

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
環
境
対
策
を
す
る
上
で
、

縦
割
り
行
政
の
改
革
と
地
域
郊
の
連
携
を
重

視
し
た
横
の
関
係
が
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

O
こ
れ
に
対
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
、
地
球
温
媛

一
化
、
か
進
ん
で
エ
ル
ニ
166
ニ
ョ
な
と
に
よ
る

一
被
害
も
年
々
甚
大
と
な
っ
て
い
る
と
左
を

一
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

一
ギ

l
、
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
で
き

す
む
よ
う
技
術
を
発
展
す
べ
き
で
あ
る
と
述

…
べ
た
。

。
渡
辺

正
氏

「
地
球
温
暖
化
」
と
人
口
・
食
料
問
題

環
境
の
科
学
は
、

①
若
い
(
未
解
決
な
問
題
が
多
い
)

②
ホ
ラ
!
話
(
脅
し
も
多
い
)
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③
大
き
な
問
題
が
多
い

期
間
)

と
い
う
特
徴
を
も
っ
。
温
媛
化
の
話
、
も
本
当

に
二
酸
化
炭
素
に
よ
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。

実
際
大
気
中
水
蒸
気
が
温
暖
化
に
寄
与
す
る
。

世
界
各
地
の
観
測
結
果
で
は
温
暖
化
の
兆
候

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
却
霊
P
も
あ
る
。

世
界
的
に
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
。
都
市

化
に
よ
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
反
射
率
の
変

化
、
観
、
測
環
境
の
変
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
局

所
笑
-
中
消
費
に
よ
り
必
ず
都
市
の
温
度
は
上

昇
す
る
。
都
市
化
の
要
素
を
補
正
し
観
測
す

る
と
温
暖
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

人
口
増
加
で
問
題
な
の
は
食
料
で
あ
る
。

日
本
の
水
準
の
生
活
で
あ
れ
ば
世
界
人
口
は

十
億
人
し
か
養
え
な
い
。
二
酸
化
炭
素
増
加

に
よ
り
植
物
の
光
合
成
も
活
発
に
な
り
地
球

全
体
で
二
、
一
二
割
増
と
い
う
研
究
結
果
も
あ

マ也。

(
お
金
の
話
、
風

一一一一一一小 O 
酸入会提ブ
化口成示ラ
炭をにはウ
素養よ歓ン
のえり迎氏
増る緑すは
加のがる主
でか増と流
光不加述 l乙
A 明しベ対
員確、た抗
もとど。す
増主 jもしる
加考だか議
L 寸けし論
でこの光の

も
、
現
実
の
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
と
と

を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
光
合
成
を
加
速

さ
せ
る
二
酸
化
炭
素
量
の
追
求
も
必
要
に

な
る
。
耕
地
拡
大
も
不
可
能
な
の
で
土
地

や
水
の
生
産
性
を
上
げ
る
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

。
蒲
生
孝
治
氏

(
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

環
境
本
部
渉
外
チ

l
ム

「
資
源
循
環
型
社
会
に
お
け
る

企
業
の
役
割
」

自
身
の
長
年
に
渡
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
と
河
社
に
お
け
る
省
エ
ネ
機
器
開
発
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

O
こ
れ
に
対
し
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
人
々
が
幸
せ

に
生
活
で
き
る
環
境
に
は
自
然
(
特
に
紋
)

が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は

公
闘
の
数
と
駐
車
場
の
数
の
割
合
は
地
域

の
住
み
や
す
さ
の
基
準
と
し
て
考
え
て
い

る
と
述
べ
た
。
心
理
学
・
環
境
学
一
両
.
幽
か

ら
未
来
の
社
会
形
成
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

。
飯
山
賢
治
氏
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「
生
物
資
源
の
循
環
型
利
用
開
発
」

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
利
用
開

発
を
進
め
て
い
る
。
植
物
細
胞
壁
の
セ
ル
ロ
ー

ス
、
ヘ
シ
セ
ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
か
ら
糖

類
等
を
取
り
出
し
、
エ
タ
ノ

l
ル
・
乳
酸
・

メ
タ
ン
、
そ
し
て
エ
チ
レ
ン
・
酢
酸
な
ど
を

経
て
冶
油
を
つ
く
り
、
工
業
原
料
へ
の
利
用

が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
石
油
利
用

の
数
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
二
酸

化
炭
素
も
そ
れ
だ
け
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
ロ

山小山小小一一 O 
あが発がフ
る重があラ
。要重りウ
と要、ン
述と地氏
べな域は
たるに
。あ涼

風選つ々
力択たな
は絞エエ
そがネネ
のあノレノレ
ーるギギ
っこ I I 
でと照 j原



冨連大学でシンポジウム

シ
ポ
タ
O
ム
i
w
s
s
D
(持
続
可
能
な
開
発
に

関
す
る
世
界
首
脳
会
議
)
に
向
け
て
|

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト
最
終
準
備
会

合
(
パ
リ
島
)
に
先
立
ち
五
月
十
六
日
、
国

連
大
学
ウ
・
タ
ン
ト
国
際
会
議
場
(
東
京
)

で
、
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
/
回
線

協
力
事
業
団

(
J
I
C
A
)
共
催
に
よ
る
「
持

続
可
能
な
開
発
に
間
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
(
W

S
S
D
)
」
に
向
け
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
環
境

に
対
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
上
で
の
課
題
と
、

こ
れ
か
ら
国
際
社
会
全
体
と
し
て
と
る
べ
き

指
針
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
八
月
に
間
開
催
さ

れ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首

脳
会
議
(
通
称
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ

ト
)
」
に
向
け
て
、

U
N
D
P
と
J
I
C
A
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
諜
題
を
討
議
し
た
。
今
年
の

W

S
S
D
に
向
け
て
、
一
九
九
二
年
に
リ
オ
会

議
で
採
択
さ
れ
た
環
境
行
動
計
画
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
二
十
ご
と
、
二

0
0
0年
ミ
レ
ニ
ア

ム
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
開
発
目
標
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
を
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
。
両
者
の
統
合
と
そ
の
実
践
と

な
れ
ば
、
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
実
質
的

に
N
G
O
、
市
民
団
体
、
産
業
界
な
ど
様
々

な
関
係
者
を
巻
き
込
む
こ
と
と
な
る
。

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
冒
頭
の
基
調
講
演
で
は
、

カ
ル
ロ
ス
・
ロ
ベ
ス
氏

(
U
N
D
P
開
発
政

策
局
局
長
代
理
)
が
、

W
S
S
D
に
向
け
て

の
こ
れ
ま
で
の
複
数
回
に
わ
た
る
準
備
会
合

の
流
れ
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

w
s
s
Dを

成
功
さ
せ
る
に
は
、
特
に
政
治
面
の
合
意
、

特
に
南
北
諸
国
両
者
の
合
意
を
得
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
ま
ず
イ
ン
グ
パ
!
・
ア
ン
ダ
ー
セ

ン
氏

(
U
N
D
P
開
発
政
策
局
環
境
・
持
続

可
能
な
隣
発
グ
ル
ー
プ
上
級
水
資
源
ア
ド
パ

イ
ザ

l
)
と
村
上
雅
博
氏
(
高
知
工
科
大
学

教
授
)
が
、
水
資
源
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
氏
は
、
現
在

世
界
で
十
‘
億
人
が
安
全
な
飲
料
水
を
得
ら

れ
ず
、
二
十
四
億
人
が
十
分
な
公
衆
衛
生
を

享
受
で
き
な
い
状
況
を
説
明
し
た
。
そ
う
し

た
傾
向
が
続
く
照
り
、
状
、
出
は
恋
化
す
る
こ

と
を
警
告
し
た
。
ま
た
国
際
河
川
な
ど
で
多

発
し
て
い
る
水
紛
争
は
、
こ
れ
か
ら
も
重
要

な
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
世
界
の
水
を
め

ぐ
る
現
状
が
い
か
に
緊
急
を
姿
す
る
も
の
か

が
向
わ
れ
た
。
関
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
の

水
分
野
で
の

R
標
、
つ
ま
り
二

O
一
五
年
ま

で
に
安
全
な
飲
料
水
・
公
衆
衛
生
に
あ
り
つ

け
な
い
人
口
を
半
減
さ
せ
る
、
と
い
う
数
値

目
襟
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
合
提
案
し
た
。
村
上
氏
は
地
球
温
暖
化

や
渇
水
・
洪
水
の
現
状
と
貧
困
と
の
関
わ
り
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」
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て

を
述
べ
た
。

「
政
策
・
開
発
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
L

の
三
者
を

う
ま
く
統
合
さ
せ
る
こ
と
が
重
姿
と
主
張
し

た
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

オ
ス
カ

i
・
セ
ラ

l
ト
氏

(
U
N
D
P
開
発

政
策
局
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
二
卜
一
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ロ

l
パ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
)
が、

。
一
五
年
に
向
け
た
開
発
戦
略
に
は
、
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
知
識
L

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
と
述
べ
た
。
次
に
今

井
千
郎
氏

(
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
)

が
、
中
国
で
の
人
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
向
上

の
成
功
例
を
挙
げ
た
。
移
行
経
済
が
進
ん
で

い
た
一
九
九
六

1
二
0
0
0年
に
、
中
間
環

境
保
護
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
調
査
・
研
究
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
な
ど
の
技
術
移
転
に
つ

い
て
述
べ
た
。

最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ス
!
ザ
ン
・
マ
ク
デ
イ
ド
氏

(
U
N
D
P
開

発
政
策
局
環
境
・
持
続
可
能
な
間
開
発
グ
ル
ー

プ
持
続
可
能
な
開
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
マ
ネ
!
ジ
ャ

i
)
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で

恵
ま
れ
な
い
ア
フ
リ
カ
地
域
の
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て
ジ
ヱ

ン
ダ
ー
や
地
域
ご
と
で
の
経
済
社
会
的
な
格

差
の
是
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
方
を
示
し

た
。
ま
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
の
重
要
性
を
述
べ

た
。
最
後
の
パ
ネ
リ
ス
ト
、
森
尚
樹
氏

(
j

B
I
C
環
境
審
査
宗
第
二
瑳
課
長
)
が
、

j

B
I
C
と
気
候
変
動
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
気
候
変
動
に
関
わ
る
案
件
で
、

J

B
I
C
は
途
上
国
に
八
千
億
円
を
徹
也
買
し
、

何
時
に
省
工
、
不
・
省
資
源
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
貢
献
し
て
き
た
と
説
明
し
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
・
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て

は
、
大
学
関
係
者
と
と
も
に
一
般
市
民
や
学

生
な
ど
か
ら
様
々
な
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
」
自
治
体
と
の

関
わ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
開
発
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
人
的
資
源
の
開
発
、
自
治
体
・
国
・

閏
際
レ
ベ
ル
総
ぐ
る
み
で
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

構
築
(
潜
在
位
・
知
識
・
地
球
規
模
的
な
視

点
)
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
左

の
活
発
な
討
論
と
な
っ
た
。
市
民
レ
ベ
ル
か

ら
政
府
、
国
連
関
係
者
ま
で
多
く
の
関
係
者

を
巻
き
込
み
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト

を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
意
識
が
非
常
に
高

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

日
本
で
行
わ
れ
た
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
他

の
悶
も
同
じ
状
況
で
あ
ろ
う
。
そ
の
期
待
に

答
え
る
た
め
に
も
実
り
の
大
き
い
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

R6 

(
津
守
美
江
子
)



南北対立して主主主決裂、ヨハネスブルゲに持ち越す

インドネシア・パリ島の "2002年持続可能な
開発に関する世界蓄脳サミット(WSS 0)最終準備会合"

に参加じて

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
リ
で
五
月
二
十
七
日

1
六
月
七
日
に
か
け
て

関
か
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
に
開
閉
す
る
世
界
首
脳
サ
ミ
ッ
ト

(
W

S
S
D
)
L
最
終
準
備
会
合
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
の
会
議
は
、
本
年
八
月
予
一
十
六
日

1
九
月
間
日
に
か
け
て
、
南

ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
開
か
れ
る
、
「
持
続
可
能
な
開
発
に

関
す
る
世
界
首
脳
サ
ミ
ッ
ト

(
W
S
S
D
)
」
(
通
称
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
)
の

準
備
会
合
で
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・

サ
ミ
ッ
ト
は
、
環
境
に

対
す
る
世
界
的
な
意
識

を
形
作
る
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
一
九

九
e

一
年
の
「
地
球
ザ
ミ
ツ

ち越す

主要グループの対話z インドネシア・ビジネス会議会場で

ト
(
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
ど

か
ら
十
年
目
に
あ
た
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
リ

オ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
の
宣

言
お
よ
び
行
動
計
画
で

あ
る
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二

ー
ご
の
進
捗
状
況
を

検
証
し
、
そ
の
路
実
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
.
層
の
行
動
を
と

る
こ
と
で
、
こ
の
地
球

で
人
類
が
持
続
的
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
(
持

続
可
能
な
開
発
)
を
実
現
す
る
た
め
の
会
議

で
あ
る
。

今
測
の
パ
リ
会
議
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
・

サ
ミ
ッ
ト
の
最
終
準
備
会
合
で
あ
り
、
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
二
十
.
」
の
更
な
る
進
展
を
同
出
る
た
め

に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
一
採
択
予

定
の
、
「
世
界
実
施
文
書
L

の
作
成
に
向
け
た

最
終
的
な
協
議
を
行
う
こ
と
を

R
的
し
て
開

催
さ
れ
た
。

今
回
、
短
時
日
で
は
あ
っ
た
が
、
以
下
は

主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話
及
び
そ
れ
に
並
行
し

て
開
催
さ
れ
た

N
G
O
に
よ
る
サ
イ
ド
・
イ

ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

最
終
準
備
会
合
の
概
要

今
回
の
パ
リ
会
議
で
は
「
世
界
実
施
文
書
L

の
一
採
択
に
向
け
、
そ
の
準
備
文
品
喝
円
で
あ
る
「
議

長
文
書
L

を
も
と
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。

「
議
長
文
書
」
に
は
、
世
界
が
一
つ
に
な
り

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必

要
と
な
る
項
目
が
「
社
会
・
経
済
・
白
然
」

全
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
貧
困
、
森
林
保
全
、
水
、
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食
料
安
全
保
降
、
大
気
汚
染
、
教
育
、
ジ
ヱ

ン
ダ

l
、
科
川
了
技
術
、
健
康
や
H
H
I
V
/
A

I
D
S
な
ど
で
あ
る
。

今
回
検
界
百
四
十
四
カ
医
が
参
加
し
た
最

終
準
備
会
合
は
、
大
き
く
、

①
主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話

②
政
府
間
の
取
り
組
み
過
程
の
討
議

③
閣
僚
級
会
合

主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話

主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話
は
五
月
二
十
七
日
1

二
十
九
日
に
開
僕
さ
れ
、
九
つ
の
主
要
グ
ル
ー

プ
(
女
性
・
子
供
と
青
年
・
先
住
民

-
N
G

0
・
科
学
技
術
界
・
地
方
公
共
団
体
・
労
働

者
と
労
働
組
合
・
企
業
と
産
業
界
・
農
民
)

が
、
「
議
長
文
圭
百
L

に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
主
な
主
張
点
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
女
性
代
表
〕
行
動
計
画
の
実
施
に
は
、

ジ
エ
ン
ダ
l
の
平
等
を
組
み
込
ん
だ
も
の
で

な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
社
会
は
作
り
出
せ

な
し

か
ら
成
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
本
会

合
に
平
行
し
て
国
迷
承
認
の

N
G
O
等
の
サ

イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
聞
か
れ
た
。

②
と
③
は
政
府
開
会
議
で
あ
り
、

N
G
O

に
は
公
開
さ
れ
な
い
ク
ロ
ー
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
た
め
、
①
主
要
グ
ル
ー
プ
の
対

話
と

N
G
O
主
催
に
よ
る
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
。

〔
先
住
民
代
表
〕
歴
史
を
振
り
返
る
と
先

住
民
の
意
見
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
先
住
民

の
領
土
・
伝
統
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
、
持
続

可
能
な
陪
発
は
あ
り
え
な
い
。

〔
N
G
O
代
表
〕
意
思
決
定
の
過
程
に
参

加
す
る
権
利
、
企
業
の
説
明
責
任
の
改
善
が

重
要
で
あ
る
。

〔
労
働
者
と
労
働
組
合
代
表
〕
労
働
環
境

と
条
件
の
評
価
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
上
で
必
須
で
あ
る
。

〔
地
方
公
共
団
体
代
表
〕
国
家
戦
略
を
実

践
す
る
に
は
、
州
地
方
公
共
団
体
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
の
過
程
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。

〔
企
業
と
産
業
界
代
表
〕
持
続
可
能
な
生

活
の
仕
方
が
、
議
長
文
書
の
貧
国
削
減
の
部

分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

〔
科
学
・
技
術
界
代
表
〕
科
学
者
と
政
治

の
協
力
関
係
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

〔
農
民
代
表
〕
食
料
問
題
に
言
及
し
つ
つ
、

国
内
農
産
物
の
市
場
政
策
整
備
を
要
請
。

〔
子
供
と
青
年
代
表
〕
一
行
動
計
一
到
の
目
標
・

日
程
・
実
施
計
画
な
ど
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

が
欲
し
い
。
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N
G
O
に
よ
る
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト

こ
の
「
主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話
」
に
加
え
、

①
「
ジ
エ
ン
タ
ー
の
公
平
に
向
け
て
持
続

可
能
な
開
発
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
組
み
込
む
L

②
「
持
続
可
能
な
環
境
へ
の
管
理
体
制
に
つ

い
て
」

③
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
全
な
森



南北対立して支出決裂、ヨハネスブルゲに持ち越す

加
し
た
。

林
、
土
地
・
水
管
理
・
食
料
安
全
保
揮
に

つ
い
て
」

④
「
主
要
グ
ル
ー
プ
の
主
流
化
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
を
超
え
て
」

の
N
G
O
に
よ
る
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト
に
参

サイド・イベント「主要グループの主流化:ヨハネスブルゲを超えて=パリのヒル
トン・ホテルの会場で)

①
寸
ジ
ェ
ン
ダ

l
の
公
平
に
向
け
て
持
続

可
能
な
開
発
に
ジ
ェ
ン
ダ
!
を
組
み
込
む
」

こ
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
「
女
性
の
環

境
と
間
開
発
機
構

(
W
E
D
O
ど
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
議
長
文
書
で

あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ

l
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た

討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
の
主
な
議
論

は、

ω
「
ジ
ェ
ン
ダ

l
問
題
を

W
S
S
D

文
書
に
優
先
項
目
と
し
て
と
り
入
れ
る
必

要
性
¥
そ
し
て

ω「
そ
の
た
め
に
全
グ
ル
ー

プ
が
協
力
す
る
必
要
性

¥ω
「
女
性
が
男

性
と
平
等
に
教
育
を
受
け
る
(
教
育
の
公

平
性
ど
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ジ
エ
ン
タ
ー

の
問
題
は
男
性
も
友
性
と
同
等
に
関
わ
る

課
題
で
あ
り
、
女
性
へ
の
教
育
は
貧
困
削

減
に
貢
献
す
る
。
ま
た
女
性
の
教
育
は
職

場
の
ジ
ェ
ン
ダ

l
バ
ラ
ン
ス
に
も
影
響
す

る
。
現
状
で
は
地
方
公
共
団
体
な
ど
公
的

部
門
で
も
女
性
は
ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。

A
P
D
A
が
中
心
的
な
課
題
と
し
て
取

り
絡
ん
で
い
る
人
口
・
開
発
問
題
は
ジ
エ

ン
ダ

i
問
題
と
大
き
く
間
関
わ
る
。
そ
し
て

女
性
が
社
会
経
済
活
動
と
関
わ
る
の
は
、

農
業
以
外
で
あ
れ
ば
主
に
職
場
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
労
働
環
境
と
男

女
の
立
場
の
公
正
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
は
、
人
口
問
題
に
対
し
て
有
効
な
手
立

し
た
が
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ

l

て
で
あ
る
。

の
問
題
を
寸
議
長
文
書
」
に
お
け
る
優
先

事
項
と
し
て
組
み
込
む
〉
」
と
は
亘
嬰
な
意

味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

②
「
持
続
可
能
な
環
境
へ
の
管
理
体
制
に
つ

い
て
L

で
は
、
持
続
吋
能
な
環
境
の
実
現

に
は
、
市
民
社
会
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
向

上
と
総
合
的
な
管
理
体
制
の
構
築
と
浸
透
、

そ
し
て
様
々
な
立
場
の
人
々
の
議
論
が
不

可
避
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
国

家
的
な
立
法
及
び
法
体
系
の
問
題
、
環
境

を
維
持
す
る
た
め
の
法
的
子
続
き
の
利
用

促
進
の
重
要
性
な
ど
が
討
論
さ
れ
た
。

③
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
全
な
森

林
、
土
地
・
水
管
理
・
食
料
安
全
保
障
に

つ
い
て
L

で
は
、

G
E
F
(地
球
環
境
フ
ァ

シ
リ
テ
イ
)
が
こ
れ
ま
で

W
S
S
D
に
向

け
て
行
っ
た
会
議
の
紹
介
を
し
た
。

④
三
千
一
安
グ
ル
ー
プ
の
主
流
化
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
を
超
え
て
」
で
は
、
一
九
九
一
年

の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
後
に
八
十
カ
凶
に
よ
っ

て
発
足
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
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項
目
と
し
て
、

最
終
準
備
会
合
の
成
果

主
要
グ
ル
ー
プ
の
対
話
で
は
、
行
動
計
岡

実
施
に
肉
け
て
の
最
終
的
か
っ
具
体
的
な
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
拡
散
し
た
議
論
に
留
ま
っ

た
。
各
グ
ル
ー
プ
が
衝
突
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
現
段
階
の
議
論
の
進
度
を
見
る
と
、

こ
れ
ら
の
主
張
を
統
合
し
て
実
際
に
行
動
計

画
実
施
へ
と
運
ぶ
の
は
相
当
の
対
話
と
理
解
、

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
目
標
は
、
い
か
に
行
動
に
結
び
つ

け
る
世
界
的
な
協
同
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

か
と
い
う
一
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
こ
の
最
終
準
備
段
階
に
き
て
ま
で
、
一

向
に
世
界
が
協
力
・
理
解
そ
し
て
統
合
に
向

け
た
前
向
き
の
方
向
性
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

の
は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

最
終
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
閣
僚
級
会
合
で

ω
政
府
と
と
も
に
市
民
社
会
も
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
成
し
て
実
施
す
る

凶
開
発
の
影
響
評
価
基
準
作
成
の
必
要

性
等
を
入
れ
る
、
等
を
主
張
し
た
。

は
「
世
界
実
施
文
書
」
案
が
採
択
さ
れ
、
六

月
七
日
に
パ
リ
会
合
は
幕
を
閉
じ
た
。
し
か

し
採
択
さ
れ
た
「
世
界
実
純
文
書
」
案
の
内

実
は
、
途
上
国
開
発
資
金
の
確
保
策
や
貿
易

上
の
優
遇
を
め
ぐ
っ
て
南
北
が
対
立
し
交
渉

が
決
裂
し
た
た
め
、
大
半
の
未
合
意
部
分
が

残
っ
た
ま
ま
の
採
択
で
あ
っ
た
。
特
に
ア
メ

リ
カ
が
途
上
国
に
対
し
て
、
自
己
責
任
・
国

内
民
主
化
・
行
政
の
透
明
性
等
を
援
助
の
条

件
と
し
て
文
書
に
盛
り
込
む
ト
」
と
を
要
求
し
、

そ
れ
に
反
発
す
る
途
上
国
側
と
大
き
く
対
立

し
た
。
結
局
、
最
終
準
備
会
合
は
実
質
約
に

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
終
わ
り
、
大
半
は
本
番
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
・
サ
ミ
ッ
ト
へ
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

現
在
、
地
球
人
口
の
六
割
を
抱
え
る
ア
ジ

ア
地
域
の
人
口
・
原
発
問
題
の
解
決
に
は
、

文
字
ど
お
り
地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
の
視
点

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る

途
上
倒
で
は
、
増
大
す
る
人
口
圧
に
よ
る
生

活
水
準
の
悪
化
等
の
社
会
問
題
と
、
そ
こ
か

ら
生
じ
る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
が
甚
大
で
あ
る
。

都
市
で
は
ス
ラ
ム
の
形
成
や
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
な
ど
に
よ
り
劣
悪
な
環
境
が
拡
大
し
、

具
体
的
な
解
決
策
を
得
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
農
村
で
は
特
に
安
全
な
水
や
燃
料
な
ど

生
活
に
必
要
な
糧
を
得
る
た
め
の
労
働
が
大

き
な
負
担
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
農
村
で

の
余
剰
労
働
力
か
ら
生
じ
る
穏
々
の
問
題
も

拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
貧
し
い
地
域
ほ
ど
そ
う

し
た
被
告
を
被
り
や
す
く
、
ま
た
脆
弱
な
状

況
に
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
よ

う
な
防
題
に
対
す
る
打
開
策
を
採
る
場
で
も

あ
る
。
今
こ
の
地
球
に
生
き
る
私
た
ち
人
類

全
て
に
関
わ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
世

界
が
「
背
水
の
陣
し
の
覚
悟
で
望
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。

(
津
守
美
江
子
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“1.33 ショック

ックショ

会議はショッウから始まって、白熱化した

勉
強
会
を
開
く

凶
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
は
、
平
成
十

四
年
六
月
十
二
日
附
午
前
十
一
時
か
ら
参
議

院
議
員
会
館
第
三
会
議
室
で
勉
強
会
を
開
き
、

阿
藤
誠
・
悶
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
所
長
が
「
少
子
化
・
長
寿
化
が
も
た
ら
す

『
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
E
と
題
し
た
講

演
を
行
な
っ
た
。
講
演
内
容
は
以
下
の
通
り
。

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
一
九
七

O

年
以
降
予
想
外
の
ス
ピ
ー
ド
で
減
少
し
始
め
、

平
成
十
凶
年
六
月
八
日
出
朝
刊
各
紙
は
当
研

究
所
の
発
表
に
基
づ
き
、
一
・
三
三
に
ま
で

低
下
し
た
と
報
道
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
同

年
…
月
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
で
は
、

現
夜
男
性
七
十
七
・
六
凶
歳
、
女
性
八
十
凶
・

六
二
歳
で
あ
る
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
二

O

五

O
年
に
は
男
性
八
十
・
九
五
歳
、
女
性
八

十
九
・
一
二
歳
ま
で
伸
び
る
。
出
生
率
の
急
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激
な
低
下
と
平
均
寿
命
の
塙
加
に
よ
る
「
超

高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」
へ
の
対
応
策
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

高
齢
化
の
要
因
と
し
て
は
、
医
療
保
険
制

度
の
向
上
に
よ
り
病
気
の
予
防
が
進
ん
だ
と

い
う
効
果
が
あ
る
。
少
子
化
の
要
因
は
、
晩

婚
化
、
晩
産
化
、
未
婚
化
で
あ
る
。
二

O
O

(APDA) 選出

O
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
|
代
女
性
の
半

数
以
上
が
未
婚
で
あ
り
、
一
一

.
1代
女
性
の
約

三
割
が
未
婚
で
あ
る
。
成
人
し
て
、
就
職
し

た
若
者
た
ち
が
実
家
に
住
み
続
け
る

H

パ
ラ

サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
H

の
増
加
も
顕
著
だ
が
、

日
本
で
は
婚
外
子
の
都
合
が
一
・
六
七
%
と

非
常
に
低
い
た
め
、
未
婚
女
性
の
割
合
が
高

谷
津
義
男
評
議
員
が
理
事

b

甲
」
誌
は
川
平
工

鵜

餌

克

氏

が

評

議

員

;
i
s
，f

本
協
会
は
、
五
月
二
十
九
臼
の
評
議
員
会
で

谷
津
義
男
・
本
協
会
評
議
員
(
衆
議
院
議
員
)

を
理
事
に
、
理
事
会
で
は
管
野
明
氏
(
社
団

法
人
東
京
銀
行
協
会
副
会
長
)
の
評
議
員
退

任
に
伴
い
後
任
評
議
員
に
鵜
飼
克
氏
(
社
団

法
人
東
京
銀
行
協
会
副
会
長
)
を
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
選
出
し
た
。

く
な
れ
ば
、
当
然
出
生
率
は
低
下
す
る
。
こ

の
ま
ま
出
生
率
が
低
下
し
、
平
均
寿
命
が
伸

び
れ
ば
、
一

.
0
五
O
年
に
は
老
年
従
属
人
口

指
数
(
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
老

q
人
口

の
割
合
)
は
現
在
の
水
準
の
二
・
六
倍
に
膨

れ
上
が
る
。
つ
ま
れ
ツ
勤
労
者
が
一
・
五
人
で

一
人
の
高
齢
者
を
扶
養
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
さ
に
「
社
会
保
障
の
大
ピ
ン
チ
い
で
あ
る
。

現
在
の
出
生
率
の
低
下
速
度
か
ら
、
日
本

の
人
口
は
今
後
百
年
間
減
少
し
続
け
る
と
予

測
さ
れ
、
二
jest--

一
世
紀
は
「
人
口
減
少
の
由

紀
し
と
も
言
わ
れ
る
。
戦
前
の
人
口
政
策
の

影
響
か
ら
、
日
本
で
は
積
極
的
な
人
口
政
策

は
歓
迎
さ
れ
な
い
が
、
死
亡
率
・
出
生
率
・

移
民
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
数
合
わ
せ
の

人
口
政
策
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
自
立
・
社

会
貢
献
を
促
し
た
り
、
実
質
的
な
男
女
共
同

参
画
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
日
本
社
会
の
改

革
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
移
民
数
を
増

や
す
こ
と
で
現
在
の
老
年
従
属
人
口
指
数
を

維
持
す
る
に
は
、
毎
年
千
万
人
も
の
移
民
を

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
ず
こ
れ

は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
現
実
的

な
対
策
よ
り
も
、
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
自
治
体
で
の
活
動
を
奨
励
す
る
H

ア
ク
テ
ィ
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“1.33"ンヨック

評議員を

ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
(
働
く
お
年
よ
り
)
H

な
ど

に
よ
り
、
高
齢
者
の
活
動
の
場
を
広
げ
、
実

質
的
な
老
年
従
属
人
口
指
数
の
維
持
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

一
九
九

O
年
の
二
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」

以
降
、
日
本
は
寸
エ
ン
、
ゼ
ル
プ
ラ
ン
L

に
見

ら
れ
る
よ
う
な
男
女
共
間
参
画
後
進
型
の
少

子
化
政
策
を
次
々
に
実
施
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
男
女
共
働
き
に
よ
り
家
庭
が
祭
洞
化

し
、
子
育
て
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

若
者
は
日
本
の
政
策
的
な
男
女
共
同
参
両
推

進
と
伝
統
的
な
家
族
観
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
困

惑
し
て
い
る
。
政
府
、
民
聞
に
よ
る
対
策
の

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
仕
事
と
子
育
て
を
河
立
で
き
る
社
会
制
度

の
確
立
な
く
し
て
少
子
化
問
題
の
解
決
は
あ

り
え
な
い
。

@ 

谷
津
義
男
〈
ゃ
っ
・
よ
し
お
)
氏
法
政
大
学
法
学
部

政
治
学
科
卒
業
後
、
群
馬
県
議
、
自
由
民
主
党
政
調
会

長
代
理
、
農
林
水
産
大
陸
な
ど
を
擦
任
。
現
夜
、
国
燦

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
幹
事
長
、
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
、
世
界
地
球
環
境
議

員
連
盟
事
務
総
長
。
昭
和
九
年
群
馬
県
生
ま
れ
。

理事

(
望
月

純
子

鵜
飼
兎
(
う
が
い
・
ま
さ
り
)
氏
一
慶
応
義
塾
一
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
修
了
後
、
社
団
法
人
東
京
銀
行
協

会
に
入
り
、
事
務
局
長
、
常
務
理
事
等
を
康
俊
の
後
、

平
成
十
四
年
四
月
に
同
協
会
副
会
長
に
就
任
し
た
。
昭

和
十
一
年
東
京
都
生
ま
れ
。
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Ie: 
ゆ

年男・年女

947万人

う
す
ふ
ぉ

l
告
む

新成人

152万人

@
年
男
・
年
女

総
務
省
統
計
局
は
、
午
(
う
ま
)
年

生
ま
れ
の
人
は
九
百
四
十
七
万
人
し
乙
推

計
さ
れ
る
と
発
表
し
た
。
全
人
口
の
七
・

山
%
に
あ
た
り
、
男
性
が
内
百
六
十
三

万
人
、
女
性
が
四
百
八
十
mm
万
人
。
今

年
e

二
十
六
歳
を
迎
え
る
人
が
生
ま
れ
た

し
ハ
十
六
年
が
丙
刊
(
ひ
の
え
う
ま
)
に

あ
た
り
、
出
産
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

十
e

支
別
の
人
口
で
は
最
も
少
な
い
。

年
男
年
女
の
人
口
を
年
齢
別
に
比
べ

る
と
、
最
も
多
い
の
が
、
今
年
六
!
殺

に
な
る
四
ト
六
年
生
ま
れ
で
白
七
卜
八

万
人
。
七

1
一
一
歳
を
迎
え
る
ニ
十
年
生

ま
れ
は
行
二
十
七
万
人
で
、
十
一
歳
に

な
る
九
十
年
生
ま
れ
の
百
二
十
一
一
万
人

を
初
め
て
上
凶
っ
た
。
昨
年
は
十
二
歳

が
七
十
歳
よ
り
三
万
人
多
か
っ
た
。

ケ

γ
年
の
最
年
長
は
、
今
年
百
八
歳
を

迎
え
る
〕
八
九
回
(
明
治
二
十
七
)
年

生
ま
れ
。
厚
生
労
働
省
の
「
全
国
高
齢

者
名
簿
L
(
O
一
年
九
月
一
日
現
在
)
に

よ
る
と
、
全
国
で
八
十
三
人
を
数
え
る
。

@
新
成
人

総
務
省
統
計
局
は
一
月
十
四
日
の
寸
成

人
の
口
」
を
前
に
、
今
年
の
新
成
人
は

百
五
十
一
手
万
人
と
発
表
し
た
。
八
年
連

続
の
減
少
で
、
丙
午
に
あ
た
る
六
十
六

年
生
ま
れ
の
人
が
二
十
に
な
っ
た
八
卜

もくじ

-
年
男
・
年
女
、
新
成
人
人
口

i
M剖

@
離
婚
・
-
分
伺
秒
に
1
組
:
:
i
町田

・
人
口
統
計
の
整
備
に
協
力
を
・
町
田

・

2
蹴
せ
ば
な
る
』
南
野
知
恵
子
i
m叩

@
「
産
み
操
L

の
意
識
強
め
る
・
幻

@
出
生
率
一
・
=
一
九
に
下
方
修
正
i
m
m

・
出
産
し
な
い
初
代
が
急
増
，

-
i
m
m

@
人
口
減
、
経
済
社
会
に
歪
み
・
!
"

@
出
生
率
低
下
、
官
民
一
体
で
こ
・
矧

@
生
ま
れ
る
子
・
半
数
に

a
m

・
米
の
人
口
維
持
カ
突
出
上
昇

m

・
、
工
イ
ズ
戦
争
L

に
総
カ
'
問
問

・
密
連
人
口
基
金
の
親
善
大
使
・
'
山
山

@
コ
ン
ド
l
ム
使
用
を
義
務
化
:
:
叩
削

@
経
済
的
支
援
で
も
う
一
人
:
:
:
i
m

・
中
国
・
ロ
億
人
の
戸
籍
管
理
問

・
北
鮮
の
人
口
、
ニ
二
五
五
万

i
R
m

・
仰
の
寝
際
機
総
脱
退
も
i
j

・州問

七
年
の
百
二
一
十
六
万
人
に
次
い
で
低
い

水
準
に
な
る
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
一
・
一
九
%
。
男
性
は
七
十
八
万
人
、

女
性
は
七
十
四
万
人
。

新
成
人
の
人
口
は
、
戦
後
の
第
一
次

ベ
ピ

l
ブ
l
ム
の
人
た
ち
が
。
一
4
4
1

歳
に

な
っ
た
六
八
L

七
O
年
ご
ろ
は
二
百
四

十
万
人
前
後
。
減
少
が
続
い
た
後
、
第

二
次
ベ
ビ

l
プ
l
ム
世
代
が
成
人
に
逮

@
食
品
行
政
一
元
化
す
べ
き

:
i
m附

@
中
絶
は
犯
罪
を
投
票
一
で
否
決
:
a
i
m

-
中
国
・
ニ
人
民
容
認
を
明
記
i
i
m

@
老
年
人
口
お
濃
擦
で
初
%
超
・•••• 

，
m
 

@
人
口
推
計
の
誤
算
〈
年
金
)
:
a
i
m

-
社
会
の
資
源
・
高
齢
者
活
用
j
i
m

・
コ
メ
多
収
穫
遺
伝
子

:
:
:
:
m

・
人
口
倍
増
、
経
済
対
策
魚
ぐ
:
:
:
出

@
幻
世
紀
人
口
問
題
の
方
向
性
・

a

・
m

・
子
供
の
人
口
、
引
年
連
続
減

i
m

・
中
東
の
人
口
が
爆
発

-m

・
厚
生
中
金
保
検
料
負
担
借
地
・

i
m

・
エ
イ
ズ
ワ
ウ
チ
ン
治
験
へ

i
i
:
m

・
子
育
て
支
援
は
未
来
へ
投
資
E
i
m

・
飢
餓
撲
滅
へ
年
3
兆
円
濃
加
:
:
:
m

・
出
生
率
一
・
三
三
最
低
に

:
-
m

・
出
生
市
中
最
低
更
新
の
脅
景
j
-
:
剖

・
出
生
率
最
低
一
・
一
壬
-
一•. 

，
:
i
m
 

し
た
九
一
一

1
九
五
年
は
再
び
二
白
万
人

台
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
マ

イ
ナ
ス
の
一
途
だ
。

新
成
人
人
口
は
今
後
も
ゆ
る
や
か
に

少
な
く
な
り
、
。
五
年
に
百
五
十
万
人

を
割
り
、
一

O
年
以
降
は
お
二
十
万
人

前
後
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

(
朝
日
新
間
二

O
O
ニ
・
一
・
ご
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にゆ すふぉーらむ

人口勤勉の推移
3ωr ~:主 72年以前は沖縄県在吉ま草い。
何)/ 00年までは確定鑓 盟覇軍

醐
醐
幽
田

1
分
組
秒
に
I
紐

結
婚

-m万
組
台
回
復
/
出
産
・
過
去
最
低
覧
新

0
4
年
人
口
動
態

離
婚
は
一
分
四

1
九
秒
、
結
婚
は
三

十
九
秒
ご
と
に
4

印刷。

O
一
年
の
離
婚

何
数
が
過
去
長
官
同
の
一

1
八
万
九
千
紐

と
な
り
、
離
婚
発
生
間
隔
は
初
め
て
一

分
を
さ
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
が
つ

!
一
日
付
で
公
表
し
た
人
口
動
態
統
計

の
年
間
推
計
で
分
か
っ
た
。
結
婚
も
前

年
に
比
べ
増
加
し
、
二
十
四
年
ぶ
り
に

八
十
組
台
に
回
復
し
た
。
一
方
、
出
生

数
は
百
十
七
万
五
千
人
と
、
九
九
年
の

百
卜
七
万
七
千
六
百
六
十
九
人
を
下
回

り
過
去
最
低
を
更
新
。
少
子
化
の
流
れ

に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
な
い
。

一
1
十
月
分
を
基
に
年
間
数
を
推
計

し
た
。
離
婚
は
、
前
年
よ
り
二
万
五
千

組
増
加
。
八

O
年
の
三
倍
に
の
ぼ
る
。

人
口
千
人
あ
た
り
の
離
婚
率
も
一
了
一
二

と
前
年
の
二
・
一
を
し
ん
閲
り
、
組
数
と

と
も
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
平
均
で

一
分
四
十
九
秒
に
…
組
の
離
婚
が
発
生

し
て
い
る
計
算
と
な
り
、
前
年
の
一
分

よ
り
十
a

秒
縮
ま
っ
た
。

結
婚
は
、
八
十
万
三
千
組
で
前
年
よ

り
五
千
紐
増
加
。
婚
制
脳
卒
(
人
口
千
人

あ
た
り
)
は
六
・
凶
で
、
前
年
と
同
率

だ
っ
た
。
過
去
最
低
と
な
っ

た
出
生
数
は
前
年
比
で

万
六
千
人
減
少
。
出
生
率

(
人
口
千
人
あ
た
り
)
も
九
・

一
て
と
な
り
前
年
の
九
・
五

を
下
回
っ
た
。
死
亡
数
は
、

前
年
よ
り
六
千
人
増
加
し
、

九
十
六
万
八
下
人
。
死
因

別
で
み
る
と
、
が
ん
(
悪

性
新
生
物
)
で
死
亡
し
た

人
が
最
も
多
く
、
初
め
て

∞ 90 

離錆件数

田70 同

印

。函草

三
十
万
人
に
達
し
た
。

出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
差
し
引
い
た

人
口
の
自
然
増
加
は
、
前
年
に
比
べ
A

万
二
千
人
マ
イ
ナ
ス
の
十
万
七
千
人
。

自
然
増
加
市
中
(
人
口
千
人
あ
た
り
)
は
、

過
去
最
低
だ
っ
た
九
九
年
と
同
率
の
一

六
と
な
っ
た
。

〈
朝
日
新
聞

二
O
O
二
・
一
・
ご

車盟
出
一
ア
フ
ガ
ン
復
興

例
一
人
口
一
統
計
の
整
備
に
協
力
を

私

一

函

連

人

口

基

金

事

務

局

次

長

和

気

東
京
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
目
出

国
際
会
議
が
開
か
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
情
勢
も
、
緊
急
援
助
、
人
道
援
助
か

ら
復
興
と
い
う
新
し
い
段
階
に
移
り
つ

つ
あ
る
。
函
連
を
は
じ
め
援
助
機
関
は
、

暫
定
政
府
と
共
に
復
興
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か

の
切
迫
し
た
問
題
が
あ
る
G

そ
の
つ
が
、
信
頼
性
の
高
い
統
計

資
料
の
不
在
で
あ
る
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
は
、
七
九
年
を
長
後
に
国
勢
調
査

の
よ
う
な
大
規
模
な
認
交
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
以
降
、
罰
際
機
関
を
は

じ
め
、
い
く
つ
か
の
同
体
が
人
汀
推
計

を
試
み
て
い
る
が
、
調
査
に
よ
っ
て
二

千
五
百
万
か
ら
三
千
万
と
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
。
経
済
、
保
健
、
女
性
問
題
な
ど

が
さ
ら
に
細
分
化
し
た
デ

l
ク
と
な
る

と
、
問
題
は
い
っ
そ
う
深
刻
だ
。

邦
夫

復
興
の
中
心
と
な
る
社
会
経
済
開
発

の
計
幽
作
り
に
は
国
勢
調
査
の
よ
う
な

大
規
模
な
デ
ー
タ
に
よ
る
実
態
把
お
が

不
可
欠
で
あ
る
G

例
え
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
妊
産

婦
死
亡
率
は
十
万
の
出
産
に
対
し
て
千

七
百
人
(
ち
な
み
に
日
本
は
十
八
人
)

と
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
経
済
社
会

委
員
会

(
E
S
C
A
P
)
に
報
宍
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
妊
産
婦
死

亡
率
は
世
界
で
て
番
目
に
高
い
こ
と
に

な
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、

つ
ま
り
妊
産
婦
'
母
親
の
健
康
及
び
安

全
な
出
様
や
家
族
計
画
全
般
へ
の
対
応

が
復
興
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

現
介
間
約
凹
白
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る

国
外
の
難
民
の
ほ
か
に
、
国
内
の
避
難

民
や
新
た
な
医
内
移
住
者
に
つ
い
て
も
、

9S 



ど
こ
に
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
定
付
す
る

か
予
測
し
、
環
境
、
公
衆
衛
生
、
食
料

供
給
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
保

健
医
療
、
教
育
、
社
会
福
祉
、
食
料
や

水
の
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

二
十
年
以

「
成
せ
ば
な
る
、
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

何
事
も
。
成
ら
ぬ
は
人
の
成
さ
ぬ
な

り
け
り
」
。
好
き
な
言
葉
の
一
つ
で
あ

る
。
物
の
見
方
、
考
え
方
の
方
向
を

私
に
市
唆
し
て
く
れ
る
。

若
い
こ
ろ
、
貧
し
い
家
の
娘
が
か

な
い
そ
う
も
な
い
夢
を
追
い
続
け
、

守
九
六
一
ゐ
年
に
英
国
留
学
が
実
現
で

き
た
こ
と
は
私
の
大
き
な
喜
び
だ
っ

た
。
助
産
婦
と
し
て
あ
こ
が
れ
の
英

国
円
で
学
び
、
国
家
試
験
を
受
け
、
免

許
を
取
得
し
た
後
、
国
際
家
族
計
一
幽

連
盟

(
I
P
P
F
)
で
研
修
を
受
け

た
時
を
思
い
出
す
。

お
日
出
側
、
文
化
の
違
い
も
あ
る
が
、

人
口
問
題
、
心
民
性
の
性
と
生
、
女
性

の
自
立
な
ど
多
く
を
学
習
す
る
機
会

を
得
た
。
今
、

I
P
P
F
の
イ
ン
ガ
1
・

フ
リ
ユ
ツ
ゲ
マ
ン
事
務
局
長
は
周
産

期
医
療
関
連
か
ら
性
感
感
染
、
エ
イ

上
続
い
た
内
戦
と
、
こ
こ
数
年
の
子
ば

っ
、
政
治
、
経
済
の
事
情
か
ら
、
膨
大

な
難
民
、
避
難
民
が
流
出
し
、
高
い
死

亡
率
と
そ
れ
に
伴
う
主
同
出
産
率
も
あ
っ

て
、
人
口
推
計
、
特
に
人
口
の
地
域
的

分
布
・
年
齢
・
男
女
比
は
か
な
り
大
き

く
変
化
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ズ
な
ど
に
も
範
囲
を
広
げ
て
お
り
、
特

に
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
彼
女
の
無
私
の
活
動
か
ら
多
く

の
感
銘
と
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

母
f
保
健
活
動
に
燃
え
る
ベ
ト
ナ
ム

藍置

南野知恵子

成せばなる

交遊抄

の
助
産
婦
、
ハ
ン
さ
ん
よ
り
一
九
九

O

年
に
同
際
助
産
婦
連
盟
の
国
際
大
会
が

神
戸
で
間
開
催
さ
れ
た
時
、
私
に
協
力
を

依
頼
さ
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
の
助
産
婦
協

会
設
立
L

は
年
を
重
ね
て
実
現
で
き
た
。

今
、
彼
女
た
ち
は
家
族
計
画
、
清
潔
な

と
こ
ろ
が
こ
の
間
は
頭
脳
流
出
が
顕

著
で
、
人
口
統
計
の
専
門
家
が
不
足
し

て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
の
統

計
調
査
能
力
を
早
急
に
育
成
・
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
と
政
府
が
、
国
勢
調
判
査
と
ま
で
は

い
か
な
く
て
も
、
国
の
復
興
課
題
に
つ

際
協
力
事
業
問

(
j
I
C
A
)
の
協

力
の
も
と
確
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い

る。
「
成
せ
ば
な
る
」
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
た
思
師
の
一
人
は
、
日
本
に
麻
酔

尚
子
を
導
入
し
た
先
駆
的
な
医
師
、
村

山
良
介
先
生
だ
。
同
じ
病
院
で
勤
務

し
て
い
た
時
、
私
の
英
悶
留
学
の
保

証
人
を
引
き
受
け
、
励
ま
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
片
道
切
符
で
目
的
地
を
踏

ん
だ
若
き
日
の
感
激
は
生
涯
忘
れ
得

ぬ
宝
で
あ
る
。
「
成
せ
ば
な
る
」
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
人
生
を
歩
い
て

い
き
た
い
。
(
南
野
知
憲
子

l
自
民
党

副
幹
事
長
)

〈
日
本
経
済
新
鶴

二
五
〉

ニ
O
O
一
・
一

い
て
基
礎
調
査
し
、
デ
ー
タ
を
整
備
す

る
こ
と
が
急
務
だ
。

今
後
数
年
は
避
難
民
の
帰
途
を
合
め
、

人
口
の
動
き
が
激
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
定
期
的
に
推
計
を
行
い
、

常
に
人
口
動
態
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と

が
、
復
興
の
過
程
で
の
様
々
な
問
題
に

対
処
す
る
カ
ギ
と
な
る
。

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
は、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
と
と
も
に

O
一一一

年
ま
で
に
人
材
育
成
、
施
設
、
市
町
村
・

世
界
恐
録
を
完
成
さ
せ
、

O
四
年
か
ら

基
礎
調
査
、

O
五
年
か
ら
間
同
勢
調
査
の

開
始
を
目
指
し
て
、
指
導
者
養
成
の
協

議
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
た
ま
に
は

U

N
F
P
A
の
人
口
統
計
専
門
家
だ
け
で

な
く
、
各
国
か
ら
の
国
勢
謁
査
の
専
門

家
の
派
遣
が
必
要
だ
。

日
本
は
日
同
勢
調
査
の
経
験
が
豊
か
で

一
ア
!
タ
の
管
理
に
も
定
評
が
あ
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
統
計
用
ソ
フ
ト
の
指
導
、

デ
ー
タ
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
の
得
意

分
野
で
、
政
府
、
大
学
、
研
究
機
関
な

ど
の
人
材
を
簡
単
に
借
り
ら
れ
る
協
力

体
制
が
あ
れ
ば
、
復
興
に
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
そ
の
枠
組
み
作
り
を

切
に
お
願
い
し
た
い
。

(
朝
日
新
聞
こ

O
O
-
-
一
・
一
一
十

一一)
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にゆーすふお らむ

少
子
化
の
代
表
的
な
指
標
に
、
合
計

特
殊
出
牛
本
が
あ
る
。
女
性
人
が
生

涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
で
、
二

0
0
0

年
は
一
・
三
六
。
婚
外
子
が
恨
め
て
少

な
い
日
本
で
は
、
婚
柄
市
中
の
低
下
は
そ

の
ま
ま
少
子
化
に
結
び
つ
く
。

前
M

m

(

一
九
九
七
年
)
の
人

υ推
計

で
は
、
出
産
取
が
低
迷
し
て
い
る
の
は

晩
婚
・
晩
産
化
に
伴
う
一
時
的
な
現
象

と
判
断
し
、

-eO
五
O
年
に
、
一
・
六

一
ー
ま
で
何
復
す
る
と
み
て
い
た
。

だ
が
今
回
の
推
計
で
は
、
現
時
点
か

ら
わ
ず
か
し
か
凶
復
し
な
い
と
し
て
、

前
回
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
の
推
計
値
を
大

幅
に
修
正
、
二

O
占

O
年
で
も
一
・
三

九
ど
ま
り
と
予
測
し
て
い
る
。

そ
の
要
凶
を
、
米
婚
率
の
し
し
昇
と
と

「
産
み
損
」
の
意
識
強
め
る
「
新
人
類
」
世
代

結
婚
観
の
変
化
に
沿
っ
た
対
策
必
要

一
1
日
に
発
表
さ
れ
た
新
し
い

将
来
人
U
推
計
で
、
今
後
五
十
年

間
、
出
産
率
は
回
復
し
な
い
こ
と

が
開
明
ら
か
に
な
っ
た
。

解

説

部

永

峰

好

美

も
に
、
「
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を
産
ま
な

い
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
か
ら
」
と
、

厚
生
労
働
省
で
は
説
明
す
る
。

旧
総
理
府
の
世
主
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
結

婚
し
て
も
必
ず
し
も
子
ど
も
を
持
つ
必

要
は
な
い
L

と
い
う
人
が
四
二
・
六
%

(
九
七
年
)
。
前
田
誠
査
(
九
二
年
)
よ

り
!
二
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い
る
。
理

想
の
子
ど
も
数
も
二
・
五
一
人
(
九
二

年
)
か
ら
二
・
凹

O
人
(
九
七
年
)
に

減
っ
た
。

こ
の
傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
、

六
ト
年
生
ま
れ
以
降
の
世
代
で
あ
る
。
記

十
五
年
生
ま
れ
前
後
ま
で
は
、
結
婚
す

れ
ば
二
人
前
後
の
子
と
も
を
出
産
し
て

い
る
。
だ
が
、
六
十
年
生
ま
れ
以
降
の

出
産
行
動
は
、
結
婚
と
出
産
と
が
つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
、
読
み
切
れ
な
い
。
奇

傑
だ
」
と
、
厚
労
省
の
人
口
問
題
の
専

門
家
も
首
を
か
し
げ
る
。

一
九
六

O
年
生
ま
れ
と
は
、
ど
う
い

う
世
代
か
。

国
民
所
得
倍
増
計
画
が
発
表
さ
れ
、

高
度
成
長
期
で
萱
か
に
な
り
つ
つ
あ
る

社
会
に
育
っ
た
。
男
女
と
も
高
学
歴
化

が
進
み
、
一
十
代
後
半
に
、
バ
ブ
ル
終

済
期
を
語
歌
。
そ
の
一
ア
イ
ア
ス
タ
イ
ル

は
、
日
出
民
生
活
白
書
で
、
「
従
来
な
か
っ

た
新
し
い
感
性
や
価
値
観
を
も
っ
新
人

類
世
代
L

と
も
て
は
や
さ
れ
た
c

と
こ

ろ
が
中
間
管
制
開
職
に
な
っ
た
今
、
景
気

低
迷
期
で
、
給
料
は
上
が
ら
な
い
u

上

の
世
代
が
リ
ス
ト
ラ
の
憂
き
目
に
あ
う

安
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

年
功
貨
A
M
の
安
定
し
た
燃
は
少
な
く

な
り
、
子
と
も
世
代
に
と
っ
て
は
大
学

を
出
れ
ば
将
来
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う

環
境
で
は
な
く
な
っ
た
。
自
分
た
ち
が

享
受
し
た
豊
か
さ
を
同
じ
よ
う
に
受
け

紋
が
せ
る
こ
と
も
難
し
い
。
「
子
ど
も
を

持
つ
動
機
も
、
子
ど
も
の
教
育
に
お
金

を
か
け
る
動
機
も
弱
ま
っ
て
い
る
L

と、

R
本
総
合
研
究
所
の
池
本
美
香
主
任
研

究
員
は
指
摘
す
る
c

特
に
こ
の
世
代
は
、
世
論
調
査
(
九

九
年
一
月
)
で
も
、
「
子
育
て
の
つ
ら
さ

は
何
か
」
と
の
伺
い
に
、
「
子
ど
も
の
教

育
に
お
あ
れ
が
か
か
る
こ
と
」
を
上
位
に

挙
げ
る
。

「
産
み
損
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
煩
得

だ
け
で
考
え
れ
ば
、

f
ど
も
を
産
ん
で

教
育
に
お
金
を
か
け
る
こ
と
は
経
済
的

に
は
損
と
判
判
断
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
、

池
本
さ
ん
は
吾
川
う
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、
上
昇
を
続
け
て
き
た
家
庭
の

教
育
費
は
、

0
0
年
に
対
前
年
比

で
実
質
問
・
一
%
減
少
、
学
習
塾
の
利

用
も
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
世
代
の
女
性
は
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
で
、
職
場
で

も
家
庭
で
も
、
男
女
平
等
意
識
が
強
い

の
が
特
徴
だ
。

寸
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
女
性
が
増
え

て
、
結
婚
せ
ず
に
子
ど
も
だ
け
は
欲
し

い
と
い
う
選
択
も
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
。
結
婚
す
な
わ
ち
出
産
と
い
う
同
式

に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
多
様
な
家
族
の

形
態
が
今
後
は
出
て
く
る
だ
ろ
う
L

と、

明
尾
大
学
の
山
計
上
真
珠
教
授
(
家
族
社

会
学
)
は
、
分
析
す
る
。

従
来
の
結
婚
・
出
産
観
で
は
と
ら
え

き
れ
な
い
世
代
が
登
場
し
て
い
る
現
実

を
踏
ま
え
た
!
一
で
、
こ
れ
ま
で
の
少
子

化
対
策
や
子
育
て
支
援
策
を
見
直
す
こ

と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

(
読
売
新
聞
こ

0
0
ニ
・
一

一

)

十
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出
生
率
問
に
下
方
修
正

将
来
推
計

厚
生
労
働
省
の
同
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
一
二
十
日
、
将
来
推
計

人
け
を
公
表
し
た
u

一
人
の
女
性
が
一

生
の
州
に
産
む
子
供
の
人
数
を
ポ
す
合

計
特
殊
出
産
率
を
前
回
(
九
七
年
)
の

作
計
の
一
・
六
一
か
ら
、
大
幅
に
ド
方

修
正
し
、
-
一
一
九
で
長
期
安
定
す
る

と
し
た
。
総
人
口

(
O
O年
は
e

億
二

千
六
百
九
十
三
万
人
)
は
、
二

O
O六

年

の

億

下

七

百

七

l
問
万
人
を
ヒ
ー

タ
に
減
少
に
転
じ
、
五

O
年
に
は
一
億

五
十
九
万
人
に
減
る
。
ま
た
五
十
年
の

年飾区分別に晃た人口推移
千万人 ※20∞年までは実措置鐙‘

05年以降は推計鑓

12 

10 

8 

老
年
人
口
、

切
年
に
別
%

し
ハ
十
h
歳
以
上
の
老
年
人
U
の
割
合
は

ニ
・
二
%
か
ら
一
五
・
七
%
に
高
ま

り
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
と
結

論
付
け
た
。

推
計
は
五
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
の

今
回
の
結
果
で
は
、
八
五
年
生
ま
れ
の

立
性
の
平
均
初
婚
年
鈴
は
七
・
八
歳

(
前
回
二
七
・
州
政
)
、
生
派
米
婚
率
は

一
六
・
八
%
(
同
一
三
・
八
%
)
と
見

込
ん
だ
。
0
0年
の
出
生
率
は
一
・
三
六
だ
っ

た
が
、
こ
れ
が
一
・
=
二
に
ま
で
下
降

し
た
あ
と
反
転
、
正
一
古
年

ご
ろ
か
ら
一
・
三
九
で
安

定
す
る
と
し
た
。
下
j
H
修

正
は
、

f
供
を
産
ま
な
い

夫
婦
の
別
加
を
推
計
要
凶

に
加
え
た
た
め
で
、
厚
労

省
は
「
不
況
に
よ
る
将
来

不
安
や
向
学
陛
化
が
影
山
牛
一
目

し
て
い
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。五
O
年
に
な
る
と
年
間

に
生
ま
れ
る
子
供
は
現
在

の
百
十
九
万
人
か
ら
六
十
七
万
人
と
ほ

ぼ
半
減
。
ま
た
平
均
寿
命
は
男
が
八
1
・

九
五
歳

(
O
O年
は
七
十
七
六
州
投
)
、

女
が
八
十
九
・
二
一
歳
(
同
八
十
四
・

六
二
夜
)
に
延
び
る
。
十
四
角
'
以
ド
の

年
少
人
口
(
附
千
八
台
五

i
一
万
人
)

は
千
八

l
川
万
人
、
十
台

1
六
十
川
殺

の
生
所
年
齢
人
口
(
同
八
千
六
百
三
十

八
万
人
)
は
古
千
三
白
八
十
九
万
人
で

と
も
に
約
内
割
減
に
な
る
c

一
方
、
六

i
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
(
尚
一
一
千

百
川
万
人
)
は
間
十
一
二
年
に
一
ゃ
千
六
百

間
十
七
万
人
で
ヒ
ー
タ
を
迎
え
た
後
に

減
少
す
る
が
、
五
十
年
の
時
点
で
も

O

O
年
よ
り
約
六
割
増
の
一
二
千
五
百
八

i

六
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

将
来
持
計
人
口
は
、
現
役
世
代
が
高

齢
者
を
支
え
る
年
金
や
医
療
、
介
護
な

ど
社
会
保
障
の
設
計
に
大
き
な
影
響
を

与

え

る

。

〔

小

林

推

志

]

(
毎
日
新
聞
同
一
一

O
O
一
一
・
一
・
=
一
十

一

)

出
産
し
な
い
一
一
一
十
代
が
急
増

「
i
i
仕
事
優
先
、
機
を
逃
す

将来推計

産
ま
な
い
?
そ
れ
L

ど
も
産
め
な
い
っ

コ
十
日
に
発
表
さ
れ
た
円
本
の
寸
将
来

推
計
人
口
し
で
、
出
生
率
(
女
性
一
人

が
生
派
に
産
む
了
供
の
数
)
が
長
期
的

に
一
・
三
九
に
見
直
さ
れ
た
最
大
の
理

山
は
、
結
婚
後
も
出
所
し
て
い
な
い
一

|
代
の
女
性
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
だ
っ

た
。
全
体
で
は
「
千
ど
も
二
'
五
人
が

理
怨
L

と
考
え
て
い
る
と
い
う
調
査
も

あ
る
が
、
社
会
進
出
が
進
ん
だ
こ
の
世

代
は
、
仕
事
L

ど
の
兼
ね
台
い
で
出
産
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
り
、
ふ
人
目
を

話
ん
で
も
一
人

R
は
た
め
ら
う
ケ
ー
ス

が
目
立
つ

「
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
台
め
、
仕
事

を
基
準
に
人
生
を
設
計
し
た
」
し
乙
振
り

返
る
の
は
尚
社
で
総
合
職
と
し
て
働
く

女
性
(
竺
十
一
)
。
共
働
き
夫
婦
で
了
ど

も
が
い
な
い
ま
ま
仕
事
で
実
績
を
積
み

J
げ
て
き
た
が
、
最
近
「
そ
ろ
そ
ろ

f

ど
も
が
欲
し
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
が
中
区
社
員
と
し
て
験
場
の
期

待
が
高
ま
る
中
、
「
今
さ
ら
子
づ
く
り
と
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い
う
の
も
調
子
が
よ
す
ぎ
る
気
が
し
て

L

と
川
阿
川
間
の
日
を
気
に
す
る
。

働
く
女
性
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ス
バ

i
フ
ネ
ッ
ト
」
を
主
宰

す
る
植
出
寿
乃
さ
ん
(
四

1
一
)
は
「
仕

事
が
一
段
落
し
た
一
一
十
歳
過
ぎ
に
子
ど

も
を
欲
し
い
と
い
う
女
性
は
多
い
L

と

説
明
す
る
。
だ
が
す
く
に
は
妊
娠
せ
ず

に
で
ト
代
後
半
に
な
り
、
子
ど
も
が
で

き
な
い
ケ

i
ス
も
多
い
ο

@
競
争
に
も
ま
れ

出
牛
率
の
長
期
的
な
推
計
を
前
田
五

年
前
の
・
2

ハ
か
ら
今
同
一
・
一
九

へ
と
大
幅
に
下
げ
た
理
山
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
は
「
結
婚
し
て
も
了
ど
も

を
産
ま
な
い
夫
婦
が
急
増

し
た
こ
と
を
加
味
し
た
た

め
L

、
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
「
晩
婚
化
」

と
「
非
婚
化
」
を
出
生
率

低
ド
の
し
士
闘
と
し
て
き
た

が
、
一
九
六

O

ハ
問
年

生
ま
れ
の
既
婚
女
性
の
う

ち
、
結
婚
七
年
後
で
も
子

ど
も
が
い
な
い
割
合
は
八
・

凹
%
。
親
の
世
代
の
a

倍

以
l
に
達
し
て
お
り
、
「
影

lこゆすふお らむ

漢が考える理想のそFど昔話数{平均)
ι3r 

趨福覇碍.

盗
一
酉
を
無
刷
出
で
き
な
く
な
っ
た
い

い
る
。

と
し
て

こ
の
点
に
つ
い
て
楠
同
さ
ん
は
ご
ハ

0
年
代
初
め
に
生
ま
れ
た
凶
十
歳
前
後

の
女
性
は
、
共
通
一
次
や
雇
用
機
会
均

等
法
の
第
一
世
代
。
就
戦
後
も
競
争
に

も
ま
れ
、
出
所
が
遅
れ
る
傾
向
が
あ
る

の
で
は
」
と
分
析
。
「
何
で
も
仕
事
を
墓

地
中
に
考
え
す
ぎ
る
と
、
出
産
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
す
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
る
。

専
業
主
婦
層
で
も
、
2

ハ
O
年
止
ム
ま
れ

以
降
で
は
a

人
討
を
産
み
な
が
ら
、
一
一

人
目
を
断
念
す
る
犬
婦
が
円
立
つ
。

@
二
人
目
は
斯
念

東
京
都
的
江
市
に
住
む
専
業
主
婦

2t--一一一一一一一一一一一一一一
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3 

2 

十
八
)
は
七
年
前
、
長
男
を
出
産
し
た

も
の
の
、
「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
近
く
に

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
痛
感
、

二
人
円
を
あ
き
ら
め
た
。
近
く
に
休
む

両
親
も
恒
例
の
た
め
育
児
を
任
せ
に
く

く
、
「
専
業
主
婦
で
も
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
託
児
所
な
ど
が
な
い
と
、

4

人
目
を
育
て
る

fH信
が
な
い
」
と
漏

ら
す
。厚
労
省
の
調
宣
で
は
、
小
妥
が
与
え
る

理
想
の
子
と
も
の
数
は
七
ヒ
九
七
年

遅
れ
る
匝
の
少
子
化
対
策

男
女
共
同
参
凶
什
合
を
円
擦
に
掲
げ
、

政
府
が
取
っ
て
き
た
少
「
化
対
策
は
、

保
育
所
の
定
員
明
、
育
児
休
暇
を
と
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
、
土
に
働
い

て
い
る
立
性
や
出
産
し
た
女
性
が
対
象
。

そ
れ
で
も
保
育
所
や
学
童
保
育
で
は
待

機
児
童
が
い
っ
こ
う
に
減
ら
な
い
な
ど

対
策
の
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
U

日
米

推
計
人
口
が
報
告
さ
れ
た
二
十
日
の
厚

生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
人
口
部

会
で
も
、
「
省
庁
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
な

い
凶
を
あ
げ
た
対
策
が
必
要
」
な
ど
、

従
来
の
少
子
化
対
策
を
批
判
す
る
声
が

相
次
い
だ
り
こ
れ
を
受
け
て
厚
労
省
は
、

早
け
れ
ば
+
一
月
に
も
二
十
四
イ
代
を

の
二
十
年
間
、
令
子
・
五
二
・
六
人
台

で
推
移
。
予
定
す
る
了
と
も
の
数
も
二
・

人
前
後
と
安
定
し
て
い
る
。

白
百
合
立
子
大
の
柏
木
恵
子
教
授
(
人

口
心
理
学
)
は
「
国
際
的
に
見
て
、
子

ど
も
の
数
の
理
想
と
現
実
に
こ
ん
な
に

差
が
あ
る
の
は
日
本
く
ら
い
」
と
指
柄
。

「
少
子
化
は
友
性
の
問
題
だ
け
で
な
い
。

男
性
の
働
き
を
九
日
め
社
会
の
構
造
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
い
と
訴
え
て
い
る
。

メ
ン
ハ
に
し
た
少
「
化
対
策
を
検
討

す
る
会
を
設
背
し
た
い

E
表
明
、
当
事

出
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て
対
策
を
練

り
直
す
考
え
を
ボ
し
た
。

(
日
本
経
済
新
聞
ニ

O
O
ニ
・
一

一
一
一
十
二

《則



人
口
減
、
経
済
社
会
に
ひ
ず
み

労
働
力
増
え
ず
、
保
険
料
は
上
昇

国
立
社
会
保
障
目
人
口
問
題
研
究
所

が
発
表
し
た
「
将
来
推
計
人
口
L

は
今

後
、
子
ど
も
の
減
少
や
高
齢
者
の
増
加

が
加
速
す
る
こ
と
を
不
し
た
。
高
齢
者

を
支
払
え
る
現
役
世
代
の
負
担
が
こ
れ
ま

で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
重
く
な
る

の
は
必
至
だ
c

高
齢
者
が
少
な
く
子
ど

も
が
多
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
塑
の
人
口
構
成

を
前
提
と
す
る
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
に

ひ
ず
み
が
広
が
る
。

現

役

世

代

負

担

重

く

日
保
険
料

金
を
給
付
す
る
。
厚
生
年
金
の
保
険
料

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
月
収
の
一
七
・
三

五
%
(
労
使
折
半
)
。
五
年
前
の
人
口
推

計
に
某
づ
く
財
政
計
雨
で
は
今
後
、
保

公
的
年
金
は
現
役
世
代
か
ら
一
保
険
料

を
徴
収
、
そ
れ
を
則
源
に
高
齢
者
に
年

険
料
を
七
年
ご
と
に
山
引
き
上
げ
最
終
的

に
二
七
・
八
%
(
二
O
一
一
五
年
度
)
ま

で
上
昇
す
る
予
定
だ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
今
回
の
人
口
推
計
を

使
っ
て
来
年
に
も
新
た
な
財
政
計
画
を

つ
く
る
が
、
年
金
給
付
を
減
ら
さ
な
い

限
り
保
体
快
料
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ

な
い
。
同
省
に
よ
る
と
、
給
付
を
変
え

な
い
場
合
、
段
終
的
な
保
険
料
率
は
従

来
よ
り
も
二
%
以
上
し
し
げ
る
必
要
が
出

て
く
る
。
月
収
に
対
す
る
保
険
料
率
は

=一O
%
を
超
え
そ
う
だ
。

医
療
保
険
や
介
護
保
険
は
高
齢
者
自

身
も
費
用
を
負
担
す
る
が
、
大
部
分
は

現
役
世
代
が
賄
う
m

大
手
企
業
が
従
業

員
の
た
め
つ
く
っ
て
い
る
健
康
保
険
組

合
の
保
険
料
は
現
街
、
平
均
で
月
収
の

約
八
・
五
%
(
労
使
折
半
)
。
こ
れ
も
早

急
に
引
き
上
げ
さ
る
を
得
な
く
な
る
。

口
成
長
率

少
子
高
齢
化
で
労
働
力
人
U
は
減
少

し
、
円
本
の
潜
在
成
長
率
に
低

f
圧
力

を
か
け
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
の
総
合

経
済
デ
ー
タ
バ
ン
ク
「

N
E
E
D
S」

の
予
測
に
よ
る
と
、
二

0
0
0年
代
前

半
に
一
・
六
%
の
滞
在
成
長
率
は
コ

0

0
六
年
度
か
ら
低
下
に
転
じ
る
。
出
抽
出

の
世
代
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
た
め
だ
。

二
O
二

0
年
度
ま
で
の
潜
血
成
長
率
は

一
・
包
%
程
度
で
推
移
す
る
見
通
し
だ
。

人
口
被
は
消
費
減
退
を
通
じ
実
際
の

成
長
率
を
下
げ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
師
向

田
町
的
な
景
気
変
動
に
も
よ
る
が
、

N
E

E
D
S
は

-
0

0
六
!
二
O
二

0
年
度
の
個
人

消
費
の
伸
び
が

実

質

で

平

均

0
・
九

一
一
%
な
の
に
対

し
、
二

0

0

年

代

前

半

は

0
・
七
%
に
低

下
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。

年代別の人口の推移

](旧



にゆーすふおーらむ

製
薬
各
社
は
高
齢
化
に
伴
い
患
者
数

が
増
加
傾
向
に
あ
る
生
活
況
慣
病
な
ど

の
医
薬
品
販
売
に
注
力
し
て
い
る
。
代

表
的
な
生
活
習
慣
病
の
高
血
圧
痕
の
治

療
剤
で
は
、
武
出
薬
品
I
業
の
「
プ
ロ

プ
レ
ス
」
の
国
内
売
上
高
が
二
O
O
一

年
九
月
中
間
期
で
百
三
十
八
億
円
と

前
年
同
期
比
で
倍
増
し
た
。
山
之
内
製

薬
の
高
脂
血
症
治
療
剤
の
売
上
高
も
大

第
一
勧
銀
総
合
研
究
所
に
よ
る
と
、

一
九
八

0
年
代
の
実
質
成
長
率
(
平
均

四
・
O
%
)
で
は
人
口
増
に
よ
る
消
費

拡
大
の
寄
与
度
が
一

-
r
百
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
が
、
三

0
0
0年
代
前
半
に
は
人
口

が
増
え
な
く
な
り

0
・
二
ポ
イ
ン
ト
に

低
下
。
実
質
成
長
率
も
平
均

0
・
四
%

に
低
迷
す
る
と
み
る
。
公
文
敬
首
席
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
人
口
減
は
労
働
力
の

制
約
に
加
え
、
需
要
面
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
い
」
と
話
す
。

国
政
総
生
産

(
G
D
P
)
が
縮
小
し

て
も
、
人
口
も
減
る
の
で
国
民
一
人
当

た
り
の
名
目
G
D
P
(
二
0
0
0年
度

は
約
四
百
凹
万
円
)
が
大
幅
に
減
る
と

は
限
ら
な
い
。
こ
の
た
め
生
活
水
準
は

維
持
で
き
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

口
産
業
界

娼
に
増
え
て
い
る
。
骨
粗
し
よ
う
症
の

薬
な
ど
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
を
に
ら

ん
だ
新
薬
の
研
究
開
発
も
盛
ん
だ
。

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
業
界
も
多
い
。

住
宅
関
連
業
界
は
そ
の
一
つ
で
、
人
口

減
か
ら
世
指
数
の
伸
び
が
止
ま
れ
ば
住

宅
需
要
に
影
響
が
出
る
e

九
六
年
度
に

百
六
十
六
万
戸
あ
っ
た
新
設
住
宅
着
1

数
は
今
年
度
に
百
二
十
万
戸
割
れ
が
必

至
。
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
は
民
間

住
宅
投
資
が
二
O
二
O
年
ま
で
に
約
内

部
落
ち
込
む
と
予
測
す
る
。

教
育
産
業
も
厳
し
く
な
る
。

部
の

企
業
は
少
子
化
を
見
据
え
社
会
人
市
場

の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。

f
ど
も
向
け

英
会
話
教
室
を
展
開
す
る
全
研
本
社
(
東

京
新
宿
)
は
、
昨
年
十
二
月
に
子
会

社
を
通
じ
、
情
報
技
術

(
I
T
)
技
術

者
の
養
成
ス
ク
ー
ル
を
東
京
・
新
宿
に

開
講
。
学
習
塾
大
手
の
栄
光
は
来
春
か

ら
私
立
中
学
・
高
校
に
教
員
候
習
を
あ
っ

せ
ん
す
る
事
業
を
始
め
る
。
北
山
雅
史

社
長
は
「
少
子
化
で
私
立
学
校
間
で
生

徒
の
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
優

秀
な
教
員
に
対
す
る
引
き
合
い
は
強
い
L

と
い
う
。

加
齢
社
会
へ
設
計
図
急
務

世
代
・
性
別
超
え
枠
組
み
再
構
築

新
人
口
推
計
は
出
産
率
の
低
迷

で
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
長
期
的

に
人
口
が
減
る
未
来
像
を
示
し
た
。

高
齢
者
を
現
役
世
代
が
支
え
る
こ

と
を
前
提
に
し
た
年
金
制
度
な
ど

は
、
早
晩
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

総
人
口
が
減
る
な
か
で
高
齢
化
し

て
い
く
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
ど

う
再
構
築
す
る
の
か
。
加
齢
社
会

の
見
取
り
図
づ
く
り
が
急
務
だ
。

ゼ
ロ
勝
4
敗

ゼ
ロ
勝
四
敗
。
過
去
二
十
年
の
政
府

の
人
口
推
計
の
成
績
だ
。
現
実
の
出
生

率
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
下
が
り
続
け
て
き

た
の
に
、
政
府
は
常
に
凶
復
す
る
と
い

う
筋
書
き
を
維
持
。
五
年
ご
と
の
改
定

の
た
び
に
見
通
し
を
下
力
修
正
し
て
繕
っ

て
き
た
。
予
測
を
外
し
た
の
は
、
出
生

率
低
下
は
女
性
の
晩
婚
化
に
伴
う
一
時

的
な
動
き
と
い
う
見
方
を
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
変
え
な
か
っ

た
た
め
だ
。

世
間
一
般
で
結
婚
適
齢
期
と
見
な
さ

れ
が
ち
な
二
十
代
後
半
の
女
性
の
未
婚

率
は
一

0
0
0年
時
点
で
五
四
%
。
東

京
都
内
で
は
六
五
%
だ
。
二
人
強
で
安

定
し
て
い
た
夫
婦
の
子
ど
も
数
も
急
ピ
ッ

チ
で
減
少
し
て
き
た
。
同
研
究
所
の
高

橋
重
郷
人
口
動
向
研
究
部
長
は
「
女
性

の
結
婚
、
出
産
が
こ
れ
ほ
と
急
激
に
減

る
と
予
測
さ
せ
る
材
料
は
こ
れ
ま
で
見

当
た
ら
な
か
っ
た
L

と
釈
明
す
る
。

出
産
に
こ
の
足

こ
れ
に
対
し
「
経
済
の
変
化
を
軽
視

し
た
の
が
真
岡
山
だ
」
(
小
椋
正
立
・
法
政

大
学
教
授
)
と
の
指
摘
は
多
い
。
小
椋

教
授
は
九
八
年
に
女
性
の
就
業
率
、
男

女
間
の
貨
A
M
仲
間
差
な
ど
経
済
要
因
を
加

味
し
た
独
自
推
計
で
、
出
産
率
は
倒
復

し
な
い
と
予
減
し
た
論
文
を
公
表
し
た
。

日
本
の
総
人
口
は
二
O
O
六
年
を
ヒ
ー

タ
に
緩
や
か
に
な
減
少
に
転
じ
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
若
い
働
き
手
は
減
り
、

高
齢
者
は
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
続
け
る
。

人
口
減
少
↑
の
加
齢
社
会
に
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
。

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
米
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欧
の
例
が
参
考
に
な
る
。
日
本
よ
り
女

性
の
就
業
率
が
一
角
い
米
英
仏
の
出
生
率

は
一
・
七
一

7

0
と
、
日
本
の
や
.

J

一
六
(
二

0
0
0年
)
よ
り
高
い
。
出

産
後
の
働
き
や
す
さ
と
待
遇
の
違
い
が

そ
の
要
閃
と
み
ら
れ
る
。

日
本
の
女
性
や
結
婚
や
出
産
で
退
職

す
る
割
合
が
米
欧
の
立
性
よ
り
高
く
、

働
き
続
け
る
女
性
の
出
生
市
中
は
椋
掛
川
に

低
い
。
内
隠
府
の
研
究
会
は
出
産
退
職

し
た
短
大
卒
の
O
L
が
の
ち
に
パ

l
ト

と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
、
生
涯
収
入

は
働
き
続
け
た
出
場
合
よ
り
や
億
八
千
万

円
少
な
く
な
る
と
試
算
し
た
。

こ
れ
で
は
出
産
に
二
の
足
も
踏
み
た

く
も
な
る
。
八
代
尚
宏
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
理
事
長
は
「
既
婚
女
性
は
収

入
が
増
え
る
ほ
ど
、
退
職
し
て
夫
だ
け

の
収
入
に
額
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る

上
う
に
な
る
G

こ
れ
が
出
産
を
見
合
わ

せ
る
一
閃
だ
L

と
み
る
η

人
材
ど
こ
か
ら

一
一
年
前
、
旧
経
済
企
河
庁
の
「
人
円

減
少
下
の
経
済
に
関
す
る
研
究
会
L

は、

働
き
た
い
女
性
が
す
べ
て
職
に
就
く
と

同
時
に
、
六
十
代
前
半
の
就
業
率
が
現

在
の
七
古
%
か
ら
九
O
%
に
高
ま
れ
ば
、

全
体
の
就
業
者
数
は
さ
ほ
ど
減
ら
な
い

と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

「
世
代
、
性
別
を
趨
え
て
職
に
就
け
る

環
境
を
整
え
ば
活
力
は
維
持
で
き
る
」
(
研

究
会
出
長
を
務
め
た
橘
木
俊
認
京
都
大

学
教
授
可
能
力
や
意
欲
に
関
係
な
く
、

年
齢
で
一
律
に
退
職
を
迫
る
定
年
制
の

見
直
し
な
ど
、
高
齢
者
の
就
労
を
促
す

仕
組
み
が
不
可
欠
だ
。

海
外
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
も
中
長

期
の
検
討
課
題
に
な
ろ
う
。
労
働
力
の

減
少
を
補
う
に
は
「
日
本
は
年
六
!
万

人
の
移
民
受
け
入
れ
が
必
要
だ
」
と
国

連
は
試
算
す
る
。
移
民
の
受
け
入
れ
は

文
化
や
社
会
へ
の
影
響
な
ど
も
推
し
量

る
必
要
が
あ
る
が
、
大
淵
寛
中
央
大
学

教
授
は
「
働
き
手
が
減
り
続
け
る
か
ら

に
は
、
長
期
的
に
移
民
政
策
の
検
討
が

必
要
に
な
る
」
と
話
す
。

現
在
五

1
代
前
半
の
問
問
塊
世
代
が
七

十
代
に
な
る
一
十
年
後
、
日
本
の
人
口

構
成
は
十
人
に
一
一
人
が
年
余
を
も
ら
え

る
六
十
五
歳
以
上
で
、

l
m歳
以
下
は

一
人
に
な
る
U

現
役
世
代
が
高
齢
世
代

を
支
え
る
年
金
や
医
療
の
則
政
枝
た
ん

は
明
ら
か
だ
。
公
共
投
資
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
な
と
人
口
増
を
前
提
に
し
た
長
期

訂
雨
や
教
育
シ
ス
テ
ム
も
行
き
詰
ま
る
c

新
推
計
は
日
本
の
少
子
A

向
齢
化
が
刊

界
最
速
で
進
ん
で
い
る
こ
と
を
裏
付
け

た
。
経
済
社
会
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を

少
子
高
齢
校
時
開
に
改
め
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
だ
。
時
間
を
空
費
し
て
い
る
余

裕
は
な
い
。

(
B本
経
済
新
聞

=
一
十
ご

ニ
O

O

ニ・一

出
産
率
低
下
・
官
民
一
体
の

少
子
化
対
策
が
急
務
だ

予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
進
む
少

子
高
齢
化
に
、
こ
の
国
は
耐
え
て
い
け

る
の
か
。

国
立
社
会
保
障
目
人
口
問
題
研
究
所

が
公
表
し
た
将
来
推
計
人
口
に
不
安
を

抱
い
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
η

一
人
の

K
性
が
生
慌
に
産
む
子
供
の

数
は
、
一
・
六
一
で
長
期
的
に
安
定
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
n

そ
れ
が
今
回
、

一
・
二
九
へ
大
幅
に
下
方
修
正
さ
れ
た
u

晩
婚
化
や
非
婚
化
が
さ
ら
に
進
み
、
結

婚
し
た
夫
婦
の
子
供
の
数
自
体
も
減
っ

て
い
る
た
め
だ
。

総
人
口
も
二
O
O
六
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
す
る
c

二
O
五
O
年
に
は
今
よ
り

一
丁
万
人
も
人
口
が
減
る
一
方
、
六
十

台
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
一
二
五
・

七
%
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

急
激
な
少
子
高
齢
化
は
、

現
役
世
代

が
高
齢
者
を
支
え
る
年
余
や
痘
療
な
ど

の
託
会
保
障
制
度
に
打
撃
を
与
え
る
。

経
済
活
動
へ
の
竜
大
な
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
u

社
会
保
障
に
し
て
も
、
雇
用
慣
行
に

し
て
も
豊
富
な
百
年
人
口
と
経
済
成
長

を
前
提
と
し
て
き
た
n

そ
の
前
提
は
山
間

れ
、
ほ
こ
ろ
び
が
目
な
っ
て
き
た
。
人

口
減
少
に
対
応
す
る
社
会
構
造
の
転
換

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
制
度
全
般
に
わ

た
る
大
胆
な
見
直
し
を
急
く
べ
き
だ
の

喫
緊
の
課
題
は
公
的
年
余
制
度
の
見

直
し
で
あ
る
。
こ
の
人
口
構
造
の
変
動

は
、
将
来
の
年
金
給
付
を
減
額
し
な
い

限
り
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
必
死
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
給
付
抑
制
と
負
担
増
を
繰
り

返
す
従
来
の
手
法
で
は
老
後
不
安
は
な

く
な
ら
な
い
。
負
担
で
き
る
保
険
料
の
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にゆーすふぉーらむ

今
何
の
将
来
推
計
人
口
は
、
少
子
化

が
さ
ら
に
進
み
、
六
1
五
歳
以
上
の
高

齢
宮
の
割
合
が
一
層
増
え
、
人
口
が
減

る
五
卜
年
後
を
揃
く
。
一
年
間
に
生
ま

れ
る
了
ど
も
の
数
は
、
現
夜
の
画
一
!

万
人
か
ら

e
O五
O
年
に
は
ん
ハ
十
七
万

人
に
な
る
と
予
測
す
る
。
現
在
五
十
歳

上
限
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
給
付
額
の
水

準
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
所
得
や
資

産
の
あ
る
高
齢
者
に
応
分
の
負
担
を
し

て
も
ら
う
な
ど
制
度
の
支
え

F
を
増
や

し
、
年
金
財
政
を
強
化
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。子
供
を
産
む
産
ま
な
い
の
判
断
は
俗

人
の
白
山
だ
が
、
若
者
が
結
婚
や
千
育

て
を
避
け
る
よ
う
な
社
会
は
健
全
と
は

言
い
難
い
。

阻
害
要
凶
が
あ
る
と
す
れ
ば
一
刻
も

早
く
取
り
徐
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
国

や
自
治
体
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
の
役
割

生まれる子

苧数に

50年後人口の読み方

も
重
要
だ
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
悩
み
、
結

婚
や
出
践
を
た
め
ら
う
女
性
は
多
い
P

勤
務
時
間
の
短
『
縦
・
弾
力
化
や
育
児
休

業
制
度
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。
女
性

や
向
齢
者
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

は
、
人
口
減
少
時
代
を
生
き
妓
く
企
業

に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
は
ず
だ
。

そ
れ
と
と
も
に
、
佐
古
の
生
活
意
識

の
変
化
も
見
逃
せ
な
い
。
親
の
庇
護
下

で
優
雅
な
生
活
を
楽
し
む
若
者
は
、
結

婚
で
生
活
水
準
が
低
下
す
る
こ
と
を
恐

れ
る
。

前
半
の
第
一
次
ベ
ビ

l
プ

ム

世

代

の

四
分
の
、
現
紅
一
一
一
十
議
前
後
の
第
二

次
ベ
ビ
ー
プ

l
ム
世
代
の
一
分
の
一
の

水
準
だ
。

山
生
率
を
ド
カ
修
正
し
た
最
も
大
き

な
理
由
は
、
三
十
代
カ
ッ
プ
ル
が
子
ど

も
を
産
ま
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
今
問

の
推
計
人
口
で
は
、
一
九
八
五
年
生
ま

れ
の
世
代
は
五

O
年
生
ま
れ
の
世
代
に

比
べ
て
、
平
均
初
婚
年
齢
が
二
内
・
四

歳
か
ら
二
七
・
八
歳
ま
で
上
が
り
、
夫

婦
の
出
生
児
数
が
'
一
回
人
か
ら
一

七
一
ま
で
減
少
、
生
波
未
婚
率
も
四
・

九
%
か
ら
.
六
・
八
%
ま
で
上
昇
す
る

と
仮
定
し
た
。

自
立
心
の
な
さ
や
甘
え
が
、
少
子
化

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
偶
人
の
自
立

や
家
族
の
あ
り
力
を
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
。少
子
化
は
先
進
同
共
通
の
問
題
と
は

い
え
、
口
本
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
す
ぎ
る
。

超
高
齢
社
会
に
軟
着
陸
す
る
た
め
に
も
、

官
民
が
一
体
と
な
り
、
少
子
化
対
策
に

取
り
組
h
U

べ
き
だ
。

(
読
売
新
聞
ニ

O
O
一
一
・
ニ
・
ご

方
、
高
齢
者
の
方
は
、
平
均
寿
命

が一一

L
四
煮
上
が
っ
て
男
性
八
十
歳
、

女
性
八
十
九
歳
と
な
る
と
み
て
い
る
こ

と
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
は
現

在
の
一
七
・
四
%
か
ら
、
一
五
・
七
%

に
な
る
。

六
十
五
段
以
上
の
人
口
を
、
ー
五
歳

か
ら
六
十
川
歳
の
生
産
年
齢
の
人
口
で

割
っ
た
割
合
は
、
出
世
主
の
-
一
六
%
か
ら

六
七
%
に
。
い
ま
は
働
き
手
四
人
で
高

齢
者
守
人
を
支
え
る
が
、
五
十
年
後
に

は
働
き
手
一
・
五
人
で
一
人
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
υ

(
靭
呂
新
関

ニ
O
O
一
一
・
二
・
八
)

米の人口維持力

先進国で突出の

出生率上昇2.13

[
ワ
シ
ン
ト
ン
十

H
I時
事
〕
米
厚

生
省
は
十
一
円
、

0
0年
の
同
居
出
生

率
(
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供

の
数
)
が
二
・
一
二
と
五
年
連
続
で
上

昇
し
、
将
来
人
口
を
維
持
す
る
の
に
必

授
と
さ
れ
る
了
一
を
七
一
年
以
来
一
一

十
九
年
ぶ
り
に
上
回
っ
た
と
発
表
し
た
c

0
0年
の
円
本
の
山
山
止
し
千
は
一
・
一
二

」ハ
n

他
の
先
進
各
凶
が
出
生
率
の
低
下

に
上
る
深
刻
な
人
口
械
に
背
面
し
て
い

る
中
、
米
国
の
数
値
は
突
出
し
た
「
繁

栄
力
」
を
示
し
た
形
だ
U

市
rd
同
省
に
よ

る
と
、

0
0年
の
米
国
の
総
人
口
は
一

億
八
千
万
人
で
世
界
一
二
位
〉
移
民
流
入

も
続
い
て
お
り
、
総
人
口
は
こ
れ
年
ま

で
に
さ
ら
に
一
一
一
%
増
加
す
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

〈
朝
日
新
聞

ニ
O
O
ニ
・
ニ
・
十
四
)

10::) 



腫霊童

「
エ
イ
ズ
戦
争
L

に
総
力
か
仲
間

ー
習
境
、
震
塑
:
難
問
抱
え
l
杭
切
れ
ν

世
界
の
人
口
問
題
を
号
え
る
超
党
派

の
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
L

(

会

長
、
中
山
太
郎
元
外
相
)
の
議
員
団
が

一
月
中
旬
、
ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
一
‘
カ
国
を
訪
問
し
、
エ
イ

メ
対
策
の
現
状
を
視
察
し
た
。
既
に
感

染
の
ピ
ー
ク
を
超
え
た
ウ
ガ
ン
ダ
、
感

染
者
が
増
え
続
け
る
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
両
国
と
実
情
に
違
い
は
あ
る
が
、

三
カ
国
が
拾
え
る
最
も
深
刻
な
隈
題
が

エ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

ム
カ
パ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
大
統
領
は
「
エ

イ
ズ
と
の
戦
争
」
を
宣
言
、
三
カ
国
と

も
総
力
戦
の
構
え
だ
。
議
員
同
へ
の
同

行
取
材
を
も
と
に
、
現
状
と
対
策
を
報

侍

す

る

。

〔

上

野

央

絵

]

超
党
派
議
員
団
が
訪
問

ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
・
カ
ン
パ
ラ
に
あ

る
エ
イ
ズ
関
連
施
設
「
T
A
5
0
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
。
昼
前
の
じ
り
じ
り
と
焼
け
つ

く
よ
う
な
夏
の
口
差
し
の
下
、
民
族
服

を
身
に
ま
と
っ
た
1
人
ば
か
り
の
女
性

が
、
揚
気
な
歌
と
締
り
で
迎
え
て
く
れ

た。
職
員
の
説
明
を
聞
い
て
驚
く
。
「
彼
女

A
V
視
察
に
参
加
し
た
国
務
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー

懇
談
会
は
七
四
年
に
発
足
し
、
人
口

と
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
調
査
す
る

た
め
、
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A

P
D
A
)
の
協
力
で
、
年
三
回
、
各
国

を
視
察
し
て
い
る
。
今
回
は
、
団
長
の

桜
井
新
・
参
院
議
員
(
自
民
党
)
の
ほ

か
、
衆
院
議
員
の
長
浜
博
行
(
民
主
党
)
、

東
祥
三
(
自
由
党
)
井
上
喜
一
(
保
守

党
)
、
参
院
議
員
の
円
よ
り
子
(
民
主
党
)
、

出
鳴
陽
子
(
社
民
党
)
の
古
氏
が
一
月

十
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
一
一
J

カ
国
を
訪

問
し
、
エ
イ
ズ
対
策
や
水
供
給
の
現
状

な
ど
を
視
察
し
た
。

た
ち
は
、
み
ん
な
、

H

I

)

V
(
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
)
轍
帥
轍

感

染

者

な

の

で

す

ヘ

施

設

制

札

鵬

日

一

日

本

を
副
っ
て
演
奏
活
動
を
行
と
感
慨
の

l
i
l
i
-
-
i
l
l
l

司

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

l

掴

制

一

政

問

闇

輔

醐

醐

ウ

ガ

ン

ダ

ブ
な
の
だ
。
が
、
何
と
な
幻
刷
俺
同

E
E
E
E
h
H
H
H
H

く
想
像
し
て
い
た
暗
さ
や
力
本
綜

M

m
臨
醐
闇
醐
瞳
醐
盟
関
醐
タ
ン
ザ
ニ
ア
。

リ

臼

の

1

回
園
田
園
圃
園
田
園
園
田
昌
覇

悲
壮
感
は
み
じ
ん
も
感
じ
フ
関
口
掴
園
田
園
圃
園
田
園
掴
田
園
富
-

ら
れ
な
い
。
リ
ー
ド
ボ
!
ア
ゆ
包
囲
醐
瞳
瞳
瞳
瞳
盟
ケ
ニ
ア

カ
ル
の
女
性
と
手
を
取
り
東
、
「
l
u引
い
M
U
U
判ハハ
H
l
u

d

λ

ω

∞
ω

∞
m山

合

っ

て

い

た

田

嶋

陽

子

氏

万
2

2

1

1

が
感
嘆
し
た
。
寸
1
八
歳
で

感
染
し
て
、
今
二
十
六
歳
だ
っ
て
。
き

ち
ん
と
し
た
ケ
ア
を
受
け
れ
ば
、
こ
ん

な
に
元
気
な
の
ね
」

T
A
S
O
は
、
八

1
七
年
に
感
染
者

自
身
が
設
立
し
た
非
政
府
組
織

(
N
G

O
)
で
、
日

I
V
検
査
前
後
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
予
防
指
導
、
治
療
、
啓
も

う
活
動
を
行
う
。
コ
ウ
チ

l
ニ
ョ
所
長

は
「
こ
こ
で
は
、

H
I
V
に
感
染
し
て

も
通
常
の
生
活
が
数
年
潤
送
れ
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
う
」

と
胸
を
張
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
園
内
の

感
染
者
の
一
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
ウ

ガ
ン
ダ
は
「
エ
イ
ズ
シ
」
の
戦
い
の
優
等

生
い
と
い
わ
れ
る
。
エ
イ
ズ
が
ま
ん
延

す
る
の
も
早
か
っ
た
が
、
ム
セ
ベ
ニ
大

A
A
I
D
s
-後
天
性

エ
イ
ズ

免
疫
不
全
症
候
群
〉

八
一
年
に
最
初
の
患
者
が
米
国
で
発

見
さ
れ
た
。
免
h

投
力
を
弱
め
る
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
V
)
が
、
性

行
為
や
母
子
感
染
、
麻
薬
な
ど
の
注
射

の
回
し
打
ち
な
ど
に
よ
り
感
染
し
、
数

年
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
発
症
す
る
。

進
行
す
る
と
、
肺
炎
や
麗
痔
(
し
ゅ
よ

う
)
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
併
発

し
、
多
く
は
死
に
石
市
る
。
治
療
法
は
、

な
る
べ
く
早
期
に
発
見
し
、
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
に
よ
り
免
疫
力
の
低
下
を
抑
え
る

の
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。

統
領
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

101 
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患者の七割アフリ力南部!こ感染者

叩
押
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
、
自
発
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と
検
査
(
V
C
T
)
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
H
I
V
成
人
感
染
率
は
九
五

年
の
一
九
%
か
ら
、
六
年
後
の
O
一
年

に
は
一
O
%
に
半
減
し
た
u

こ
れ
に
対
し
、
一
二
カ
凶
の
う
ち
で
最

@ 

国
連
人
口
同
エ
イ
ズ
計
画
と
世
界
保
健
機
関
の
推

計
に
上
る
と
、
全
世
界
の
H
I
V
感
染
訂
エ
イ

ズ
患
者
は
凹
千
万
人
(
O
一
年
末
現
在
て
そ
の
約

七
割
に
当
た
る
。
一
千
八
円

i
万
人
が
、
今
同
視
察

し
た
ニ
カ
国
を
合
む
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
ア
フ
リ
カ

地
岐
に
集
中
し
て
い
る
。
同
地
域
で
は
昨
年
一
年

間
で
、
e
百
一
二
十
万
人
が
エ
イ
ズ
で
死
亡
す
る

方
、
ニ
白
四
十
万
人
が
新
た
に
日
I
V
に
感
染
し

て
い
る
U

三
力
国
の
成
人
感
染
者
数
(
推
計
)
は
、
ケ
ニ

ア
一
一
百
十
万
人
マ
タ
ン
ザ
ニ
ア
百
八
十
h
万
人

マ
ウ
ガ
ン
ダ
百
万
人
。
成
人
感
染
率
は
、
ケ
ニ
ア

二
e
%
マ
タ
ン
ザ
ニ
ア
一

0
1
一
%
V
ウ
ガ
ン

ダ
O
%
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
つ
い
て
は
「
実
際
は

一
一
O
%
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
」
(
J
I
C
A
専

門
家
)
と
の
見
方
が
大
勢
だ
。
日
本
の
出
場
合
は
、

感
染
者
・
患
者
数
は
約
八
千
人
で
、
こ
の
数
?
を

某
に
す
れ
ば
全
人
口
の
感
染
率
は
O
目

0
0六
%

と
な
る
の

も
対
策
が
遅
れ
て
い
る
の
が
タ
ン
ザ
ニ

ア
だ
。
東
ア
フ
リ
カ
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
医
学
・
保
健
研
究
機
関
「
ケ
ニ
ア
中

央
医
学
研
究
所
」
(
K
E
M
R
I
)
の
天

野
時
昭
教
授
は
「
深
夜
レ
ベ
ル
が
低
く
、

H
I
V
検
査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

デ
!
タ
も
満
足
に
出
て
こ
な
い
」
と
指

摘
。
同
際
協
力
事
業
同
(
J
I
C
A
)

の
青
木
澄
夫
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
長
は

ご
」
こ
の
人
に
と
っ
て
、
エ
イ
ス
は
死
市
内

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
で
も

簡
単
に
死
亡
す
る
」
と
語
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
最
大
の
ム
ラ
ン
ピ
リ
凶

立
病
院
(
一
五
O
O
床
)
で
は
、
訪
れ

る
患
者
の
三

1
h
訴
が
汀
I
V
に
感
染

し
て
お
り
、
し
か
も
感
染
に
気
づ
い
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
u

エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
の
増
肢
を
抑
え
る
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ

ル
ス
剤
は
、
一
人
年
間
一
万
ド
ル
と
高

村
削
の
貸
別
が
か
か
り
、
「
ほ
と
ん
ど
の
患

者
に
と
っ
て
子
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
夢
の
よ
う
な
薬
L

(

ハ
ラ
ン
ジ
ョ
医
師
)

と
い
う
。
「
貧
困
ゆ
え
に
エ
イ
式
に
か
か

り
、
エ
イ
ズ
が
さ
ら
な
る
貧
国
を
生
む
D

悪
循
環
だ
」
(
同
)

ケ
ニ
ア
で
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
、

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
感
染
原
閃
を
耳

に
し
た
。
感
染
率
が
三
O
数
%
に
も
上

る
と
い
う
西
部
の
農
村
地
帯
で
は
、
幼

Iο3 



産
婦
が

H
I
V
感
染
者
の
お
産
に
立
ち

会
い
、
ひ
び
割
れ
た
M

止
の
占
畏
か
ら
血
液

を
介
し
て
感
染
す
る
ケ

l
ス
が
相
次
い

で
い
る
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
を
紡
ぐ
た

め、

J
I
C
A
技
術
協
力
一
専
門
家
の
岸

田
袈
裟
さ
ん
は
、
バ
ナ
ナ
や
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
葉
で
編
ん
だ
ぞ
う
り
を
作
っ
て
属

く
よ
う
、
農
村
女
性
に
指
導
し
て
い
る
。

ど
の
国
の
政
府
要
人
も
、
異
口
同
立
円

に
「
エ
イ
ズ
が
開
発
の
足
を
引
っ
張
っ

て
い
る
」
(
オ
リ
ゲ
リ
・
ケ
ニ
ア
保
健
相
)

k
強
=
認
し
、
議
員
団
に
日
本
政
府
の
支

援
継
続
を
熱
心
に
求
め
た
。
エ
イ
ズ
対

策
へ
の
熱
意
は
同
特
に
、
「
円
本
に
と
っ

て
、
エ
イ
ズ
は
『
対
岸
の
火
事
』
で
は

な
い
L

と
い
う
印
象
を
議
員
同
に
与
え

た
よ
う
だ
。
視
察
を
終
え
た
最
終
日
の

夕
食
会
で
、
井
上
喜
一
氏
は
「
日
本
で

は
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
の
時
に
大
き
な

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
き
ち
ん
ー
と
で
き
て

い
な
い
」
と
指
檎
し
た
。
円
よ
り
子
氏

も
「

R
本
だ
っ
て

H
I
V
検
査
は
自
主

的
な
も
の
で
、
感
染
率
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。
予
防
は
十
分
に
で
き
る
の
か
L

と
、
日
本
田
内
内
の
対
策
に
疑
問
を
呈
し

た

ー
半
数
超
す
女
性
患
者

「

地

位

向

上

目

指

す

働

き

も

L

ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
一
タ
ン
ザ
ニ
ア

が
位
資
す
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
地
域

で
は
、

H
I
V
の
感
染
状
況
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。
女
性
の
感
染
者
'
患
者

が
男
性
よ
り
も
多
い
こ
と
だ
。
同
連
合

同
エ
イ
ズ
計
両

(
U
N
A
I
D
S
)
と

世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
の
推
計
で

は
、
同
地
域
の
成
人
感
染
者
の
五
五
%

を
女
性
が
占
め
る
。
他
の
地
域
の
女
性

の
割
合
は
マ
南
・
東
南
ア
ジ
ア
三
五
%

い二マ
O 南
%米

I~ 
な%
どマ
で束
、ア

男ジ
f生ア
の・
方北;
が平
多洋

こ
の
傾
向
に
つ
い
て
、
「
エ
イ
ズ
と
女

性
の
地
位
の
低
さ
は
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
指
械
を
、
現
地
で
働

く
複
数
の
日
本
人
か
ら
聞
い
た
。
ア
フ

リ
カ
は
基
本
的
に
男
性
優
位
の
部
族
社

会
。
女
性
は
早
婚
で
、
男
性
に
従
属
す

る
形
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
ケ
ニ
ア
で
一
台
番
目
に
人
口
の
多
い

ル
オ
族
に
は
、
夫
を
亡
く
し
た
女
性
は

そ
の
兄
弟
と
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
習
わ
し
が
あ
る
。

こ
の
「
従
属
関
係
L

は
男
女
間
の
性

行
為
に
も
反
映
し
て
お
り
、
感
染
を
妨

止
す
る
た
め
の
コ
ン
ド
!
ム
を
「
自
分

か
ら
使
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
出
し
に
く

い
女
性
が
多
い
」

(
J
I
C
A
関
係
者
)

と
い
う
。
こ
こ
一
年
、
エ
イ
ス
紡
止
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
タ
ン
ザ
ニ

ア
で
、
政
府
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
女
性
に
「
ノ
!
と
。
言
え
る
よ
う
に

な
ろ
う
。
自
分
た
ち
の
価
値
観
を
持
と

う
」
と
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
呼
び
か
け

る
こ
と
だ
っ
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
は
、
女
性
の
権
利
強
化
に

積
幅
削
約
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
会
議

員
三
百
六
人
の
う
ち
女
性
が
約
四
分
の

一
の
七
十
五
人
に
上
る
な
ど
、
他
の
二

カ
国
に
比
べ
て
女
性
議
員
の
比
率
が
高

い
こ
左
も
、
そ
の
表
わ
れ
だ
。
ち
な
み

に
日
本
で
は
衆
参
両
院
議
員
の
定
数
七

百
二
十
七
人
中
、
女
性
は
七
十
四
人
、

約
一
割
に
過
き
な
い
。

ウ
ガ
ン
ダ
国
民
議
会
の
女
性
部
議
長
、

カ
ダ
ガ
氏
と
の
会
談
で
は
、
円
、
岡
嶋

両
氏
が
「
ど
う
や
っ
て
女
性
議
員
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
質
問
攻

め
に
し
た
。
カ
ダ
ガ
氏
は
「
十
五
年
か

け
て
段
階
的
に
増
や
し
た
の
で
、
男
性

も
徐
々
に
慣
れ
て
い
っ
た
」
と
語
り
、
「
日

本
で
も
女
性
を
半
数
に
培
や
す
こ
と
だ
っ

て
可
能
だ
」
と
エ
!
ル
を
送
っ
た
。
桜

井
新
団
長
も
「
大
き
な
宿
題
を
背
負
わ

さ
れ
た
。
女
性
議
員
の
増
加
に
積
僚
的

に
取
り
組
み
た
い
」
と
応
じ
た
u

。
ウ
ガ
ン
ダ
人
口
は
約
一
千
百
五
十

万
人
で
、
首
都
は
カ
ン
パ
ラ
。
コ
ー
ヒ
ー
、

ク
ン
グ
ス
テ
ン
、
採
池
山
肘
種

f
が
主
な

資
源
で
、
一
人
当
た
り
国
民
総
生
政
は

六
百
二
十
ド
ル
。
英
保
護
領
か
ら
六
1

一
一
年
に
独
立
し
た
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
や

虐
殺
な
ど
の
歴
史
が
続
き
、
九
六
年
に

独
立
後
初
の
直
接
選
挙
制
に
上
る
大
統

領
選
が
行
わ
れ
、
ム
セ
ベ
ニ
現
大
統
領

が
当
選
し
た
。

A
V
ケ
ニ
ア
人
口
約
二
千
九
百
四
十
万

人
、
首
都
は
ナ
イ
ロ
ビ
で
、
一
人
当
た

り
の
国
民
総
生
産
は
三
面
六
1
ド
ル
。

主
な
資
源
は
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
。
六
三

年
に
英
保
護
領
か
ら
独
立
し
て
共
和
制

に
移
行
し
た
。
七
八
年
に
就
任
し
た
モ

イ
大
統
領
は
現
在
五
選
目
。
今
年
、
大

統
領
選
が
行
わ
れ
る
。
日
本
は
独
立
以

来
、
最
大
の
援
助
国
。

O
一
年
一
月
、
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にゆーすふおーらむ

出
践
を
経
験
し
て
い
な
い
自
分
に
で

き
る
の
か
、
と
戸
惑
っ
た
。
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
7
・
ヘ
ル
ス
&
ラ
イ
ツ
」
(
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
)
と
い
う

言
葉
も
初
め
て
。
「
で
も
、
考
え
て
み
れ

ば
、
命
は
母
体
か
ら
生
ま
れ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す

る
こ
と
が
私
の
テ

l
マ
な
ら
、
母
体
の

問
題
へ
の
取
り
組
み
は
子
と
も
の
未
来

に
つ
な
が
る
」
と
就
任
の
弁
。

今
年
か
ら
民
連
人
口
基
金
の
親
善
大

森
喜
朗
首
相
(
当
時
)
が
首
相
と
し
て

初
め
て
ケ
ニ
ア
を
訪
問
し
た
。

+hア
ン
ザ
ニ
ア
首
都
は
ダ
ル
エ
ス
ザ

一フ

l
ム
で
、
人
汀
約
一
二
千
二
百
九
十
万

人
。
人
当
た
り
国
民
総
生
産
は
二
白

凹
十
ド
ル
。
ド
イ
ツ
領
、
英
国
の
委
任

統
治
、
信
託
統
治
を
経
て
、
六
一
年
に

岡
山
市
生

ま
れ
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪

で
銀
、
ア
ト

ラ
ン
ク
五
輪

で
銅
メ
ダ
ル
o

N
P
O
「
ハ
!
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
」

代
表
。
米
コ
ロ
ラ
ド
州
在
住
。
お
歳

タ
ン
ガ
ニ

l
カ
と
し
て
独
立
。
六
四
年

に
ザ
ン
ジ
パ
ル
と
の
合
意
で
連
合
共
和

凶
が
成
立
し
、
国
名
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
と

し
た
。
初
代
大
統
領
の
ニ
エ
レ
レ
氏
(
九

九
年
死
去
)
は
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
父
」

と
慕
わ
れ
た
。
ム
カ
パ
現
大
統
領
は
九

八
年
に
来
日
し
た
。

(
毎
日
新
陽
一
一

O
O
二
・
ニ
・
十
ご

使
に
な
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
九
六
年
、

地
雷
廃
絶
を
訴
え
る
ハ

i
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
た
の
を
機
に
、
子
ど
も
た
ち

に
義
足
な
ど
を
贈
る
活
動
を
続
け
、
走

る
喜
び
を
伝
え
る
。
そ
の
実
績
を
異
わ

国連人口基金の親善

大般になったライト

有森諸子さん

れ
た
。
任
務
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
若
者
ら

し
乙
エ
イ
ズ
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る

こ
と
。
今
月
半
ば
、
初
仕
事
で
当
地
を

訪
れ
「
教
育
の
場
や
情
報
が
足
り
な
い
」

と
い
う
声
に
耳
を
傾
け
た
。

「
女
性
の
体
の
問
題
は
私
た
ち
ラ
ン
ナ
ー

コ
ン
ド
i
ム
使
用
を
義
務
化
的
行

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
メ
ラ
ウ
ケ
果
条
例
施
行
へ

〔
ジ
ャ
カ
ル
タ
十
九

H
l本
田
路
晴
]

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(
H
I
V
)
の
感
染

の
広
ま
れ
リ
を
防
ぐ
た
め
、
感
染
の
リ
ス

に
も
か
か
わ
る
L

と
話
す
。
過
酷
な
練

校
で
生
理
が
不
規
則
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
ホ
八
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
選
手
は

「
い
つ
ご
ろ
、
何
人
産
む
か
」
と
体
と
性

の
問
題
に
向
き
合
う
。
「
そ
の
意
味
で
、

こ
れ
は
私
の
問
題
で
も
あ
る
」

「
走
る
こ
と
を
生
活
の
手
段
に
」
と
九

七
年
に
ブ
ロ
宣
言
。
翌
年
、
米
同
で
結

婚
し
た
。
家
庭
を
持
つ
ブ
ロ
選
手
に
な

り
「
両
立
が
難
し
い
L

と
感
じ
た
時
も

あ
っ
た
ハ
今
は
被
災
地
の
支
援
に
情
熱

を
注
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
目
に
魅

f
さ
れ
て
い
る
。

「
も
し
、
私
に

f
ど
も
が
で
き
た
ら
、

そ
の
時
は
大
使
の
経
験
も
生
か
し
、
体

も
心
も
豊
か
に
出
産
し
た
い
L

文
・
明
珍
美
紀

写
真
・
根
岸
基
弘

二
O
O
ニ
・
二
・
二
十

(
毎
日
新
聞

一

)

ク
の
高
い
者
に
コ
ン
ド

l
ム
の
使
用
を

義
務
づ
け
る
条
例
が
来
月
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
東
端
パ
フ
ア
州
(
ニ
ュ
!
ギ
ニ
ア

島
西
部
)
の
メ
ラ
ウ
ケ
県
で
施
行
さ
れ

る
見
通
し
L

と
な
っ
た
。

メ
一
フ
ウ
ケ
県
は
パ
プ
ア
ニ
ュ

l
ギ
ニ

ア
と
の
国
境
線
に
も
近
く
、
人
の
往
来

が
激
し
い
場
所
。
同
県
の
ジ
ョ
セ
フ
・

ゲ
フ
ズ
ィ

l
知
事
に
よ
る
と
、
条
例
は

当
面
、
街
道
筋
で
営
業
す
る
売
春
婦
な

ど
を
対
象
と
す
る
と
い
う
。
条
例
違
反

の
場
合
の
罰
則
や
施
行
敢
悦
の
方
法
な

ど
は
未
定
だ
が
、
ゲ
フ
ズ
ィ

l
知
事
は

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
初
め
て
の
取
り
組

み
。
エ
イ
ズ
撲
滅
に
真
剣
に
取
り
組
む

我
が
県
の
安
勢
を
他
の
地
域
も
見
習
っ

て
ほ
し
い
L

と
意
欲
的
だ
。

イ
ン
ド
、
不
シ
ア
国
内
に
は
八
十
ゃ

力
人
の

H
I
V
感
染
者
が
い
る
と
さ
れ
、

死
高
は
二

0
0
0年
だ
け
で
一
々
千
人
以

上
に
及
ぶ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

(
読
売
新
聞
こ

O
O
一
一
・
ニ
・
二
十
)
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経
済
的
支
携
が
あ
れ
ば
・
:
も
う
一
人
子
供
欲
し
い

母
親
の
四
割
弱
「
産
め
な
い
事
情
あ
り
」

も
う
一
人
欲
し
い
け
ど
、
産
ま
な
い

の
は
「
経
済
的
煙
出
」
か
ら
。
女
性

が
生
涯
に
踏
む
子
供
の
数
(
合
計
特
殊

出
産
不
)
が
平
均
・
二
五
人
(
平
成

十
二
年
)
と
、
少

f
化
が
進
む
日
木
η

し
か
し
、
既
に
子
供
を
持
つ
母
親
の
九

割
近
く
が
経
済
的
不
安
な
ど
が
解
消
さ

れ
れ
ば
「
も
う
一
人
欲
し
い
」
と
望
ん

で
い
る
こ
と
が
、
博
報
堂
の
イ
ン
タ
!

ネ
ッ
ト
調
査
で
わ
か
っ
た
。

務
査
は
一
一
月
上
旬
中
旬
に
か
け
て

既
に
子
供
を
持
つ
母
親
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
で
行
わ
れ
、
全
同
の
六
百
九
十

五
人
が
回
答
を
寄
せ
た
。

「
理
想
の
子
供
の
人
数
」
は
平
均
二
・

七
人
。
独
身
や
「
供
の
い
な
い
女
性
を

含
め
た
旧
総
理
府
調
査
で
は
二
・
同
人

(
平
成
九
年
)
と
な
っ
て
お
り
、
子
供

の
い
る
人
ほ
ど
「
も
っ
と
欲
し
い
」
し
と

考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
現
実

は
と
い
う
と
平
均
一
一
.
一
人
に
な
り
そ

う
だ
と
回
答
。
そ
れ
で
も
「
一
・
一
五

人
L

上
り
か
な
り
ム
同
く
、
女
性
の
附
で

「
産
む
人
し
と
「
産
ま
な
い
人
」
の
差

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
月
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
「
も
う
一
人
産
み
た
い
」
と

全
体
の
八
七
・
四
%
の
女
性
が
国
側
い
つ

つ
も
、
「
そ
う
で
き
な
い
事
情
あ
り
」
と

答
え
た
人
が
コ
一
六
・
八
%
に
の
ぼ
る
。

そ
の
最
大
の
用
由
は
「
経
済
的
に
不
安
L

四
・
六
%
で
、
四
人
に
一
人
が
挙
げ

た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
仕
事
と
両

立
で
き
な
い
L

八
・
一
%
、
「
出
産
や
子

育
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」

三
%
と
い
っ
た
働
く
女
性
の
苦
悩
も
、

出
産
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
「
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば

も
う
一
人
産
む
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
、
多
か
っ
た
の
は
「
経
済
両
で
の
負

担
の
軽
減
・
補
助
」
六

0
・
%
、
「
収

入
ア
ァ
ア
」
六

0
・
一
%
、
寸
保
育
ザ

i

ピ
ス
の
低
価
格
化
」
占
五
・
一
%
な
ど
r

「
産
み
た
い
け
ど
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で

こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
自
分
た

ち
だ
け
で
も
不
安
」
(
今
一
一

1
代
前
半
)
と

い
っ
た
声
の
ほ
か
、
寸
医
捺
・
教
育
に
お

金
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
「
出
産
費
用
が
高

す
ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。
少
子
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
経
済
的
な
パ
ッ
ク
ア
ッ
フ
強
化
や

産
み
育
て
る
環
境
整
備
が
先
決
の
よ
う

だ
(
産
経
新
間

一一)

二
O
O
二
・
ニ
・
二
十

十
三
億
人
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理

一
戸
籍
制
度
を
大
幅
改
革
へ

{
北
京
・
坂
東
賢
治
〕
二
十
六
日
の
「
北

京
青
年
法
」
に
よ
る
と
、
中
国
政
府
は

近
く
「
戸
籍
法
L

を
制
定
し
、
こ
れ
ま

で
農
村
と
都
市
に
々
や
分
さ
れ
て
い
た
一
戸

籍
を
居
日
地
を
原
則
と
し
た
新
制
度
に

統
一
し
、
一
戸
籍
の
移
動
制
限
を
緩
和
す

る
な
ど
大
幅
な
改
革
を
実
施
す
る
。
一

方
で
身
分
一
社
明
書
の

I
C
カ
l
ド
化
や

住
民
情
報
の
コ
ン
ビ
ュ
タ
入
力
な
ど

を
通
じ
た
管
理
強
化
も
進
み
そ
う
だ
。

い
持
管
理
を
担
主
す
る
公
安
省
幹
部

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
戸
籍
制
度
の

法
的
桜
拠
は
一
九
五

0
年
代
に
制
定
さ

れ
た
条
例
。
計
珂
経
済
時
代
の
産
物
で
、

市
場
経
済
化
が
進
ん
だ
今
で
は
実
態
と

か
け
離
れ
た
条
文
が
少
な
く
な
い
c

こ

の
た
め
、
現
状
に
合
っ
た
「
戸
籍
法
」

の
制
定
を
急
い
で
い
る
。

訂
西
経
済
時
代
の
中
国
で
は
都
市
住

民
に
対
し
戸
籍
簿
に
基
づ
い
た
食
料
配

給
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
都
市
と
農

村
の
戸
籍
が
厳
重
に
区
分
さ
れ
、
移
動

も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
改

革
解
放
政
策
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の

人
口
移
動
が
進
み
、
一
円
籍
制
度
の
改
革

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
た
。

今
も
農
村
か
ら
出
稼
さ
に
来
た
労
働

者
の
子
供
が
都
市
の
午
校
へ
の
就
学
を

斯
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
将

米
は
安
定
し
た
職
業
と
同
定
し
た
住
所

が
あ
れ
ば
居
住
地
に
戸
籍
を
宵
く
こ
と

が
原
則
に
な
る
と
い
う
u

一
方
で
公
安

省
は
身
分
一
社
明
書
の

i
C
カ
ー
ド
化
の

研
究
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
管
刑
判
強

化
策
と
も
な
り
そ
う
だ
u

ま
た
、
二
十
h
H
の
新
華
目
電
に
よ

る
と
、
公
安
省
は
住
民
情
報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
管
理
化
を
進
め
て
お
り
、
す
で
に
総

人
口
約
十
一
♂
億
人
の
う
ち
十
億
人
の
情
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報
の
人
力
を
終
え
た
。
こ
の
う
ち
約
六

億
人
に
つ
い
て
は
、
不
ッ
卜
上
で
の
検
索

が
可
能
で
、
す
で
に
逃
亡
し
た
犯
罪
者

98年の

北朝鮮人口

2255万人

こ
の
ほ
ど
東
京
に
局
い
た
北
朝
鮮
の

国
営
朝
鮮
中
央
通
信
社
が
発
行
す
る
「
朝

仁ゅーすふお らむ

インドネシア

41の国際機

関脱退も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
サ
ン
外
相
は
四

H
の
外
交
・
妨
衛
委
員
会
で
、
同
国
が

予
算
不
足
に
対
応
す
る
措
置
と
し
て
、

国
際
家
政
計
阿
連
盟

(
I
P
P
F
)
な

ど
附
十
一
の
伺
際
機
関
・
同
体
か
ら
の

脱
退
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
則
明
ら
か

の
捜
査
な
と
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(
毎
日
新
開
二

O
O
二
・
ニ
・
二
十

七
)

鮮
中
央
年
鐙
」
一

0
0
一
年
版
に
よ
る

と
、
同
同
の
一
九
九
八
年
の
人
U
が
二

千
二
白
色

i
五
万
何
千
人
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
年
鐙
の
二

0

0
0年
版
で
は
、
九
七
年
の
人
什
が
-

T
二
白
一
二
十
五
万
五
千
人
と
な
っ
て
お

り
、
一
年
間
に

i
九
万
九
千
人
増
加
し

た
こ
と
に
な
る
G

〈
読
売
新
聞

(
朝
鮮
通
信

l
時
事
)

ニ
O
O
ニ
・
=
一
・
玉
)

に
し
た
「

問
委
に
提
出
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、

加
盟
し
て
い
る
邑
八

l
五
の
国
際
機
関

凶
体
に
今
年
度
も
残
る
場
台
、
予
算
が

約
千
山
台
万
ド
ル
(
約
十
八
億

3
T万

円
)
足
り
な
い
u

各
省
庁
と
の
調
整
の

う
え
、
国
際
コ
ー
ヒ
ー
機
関

(
I
C
O
)

な
ど
、
脱
退
す
る
組
織
を
山
山
は
っ
た
と
い

人
ノ
に〈

朝
日
新
聞

(
ジ
ャ
カ
ル
タ
)

一一

O
O
ニ
・
三
・
六
)

行
政
一

苅
化
す
べ
き

自
民
党
「
食
の
安
余
確
保

に
関
す
る
特
命
委
員
会
」

自
民
党
の
「
食
の
安
全
確
保
に
関
す

る
特
命
委
員
会
」
の
副
委
員
長
に
就
任

し
た
谷
律
義
男
前
農
相
は
読
売
新
聞
社

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
消
費
宵
の
信

領
回
復
の
た
め
、
食
品
に
か
か
わ
る
行

政
組
織
を
再
領
し
て
、
食
品
安
全
行
政

の
一
克
化
を
目
指
す
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
n

|
|
雪
印
食
品
事
円
な
と
で
、
メ
ー

カ
ー
し
と
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
揺
ら
い

で
い
る
札

「
国
民
は
食
品
メ
ー
カ
ー
す
べ
て
が
同

じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
や

業
界
の
構
造
的
な
問
題
を
解
決
す
る
仕

組
み
作
り
が
重
要
だ
」

ー
ー
ー
ど
ん
な
仕
組
み
か
U

J
行
政
の
考
え
方
を
生
産
者
(
保
護
)

の
視
点
か
ら
、
消
費
者
の
安
全
を
守
る

悦
点
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
英
、
独
、

仏
な
ど
海
外
な
ど
海
外
の
回
は
消
費
者

保
護
を

H
的
に
、
新
た
に
第
二
古
機
関

を
設
置
し
た
り
、
省
庁
を
再
結
し
た
り

谷
津
義
男
副
委
員
長
に
聞
く

し
た
り
円
本
で
も
農
水
省
、
厚
生
労
働

省
な
ど
照
係
す
る
組
織
を
再
悩
相
し
た
り
、

関
係
省
庁
を
指
導
で
き
る
第
三
者
機
関

の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」

ー
l
i
再
摘
の
狙
い
は
。

「

B
S
R
(小
海
捕
状
脳
症
狂
サ
病
)

問
題
で
は
農
水
省
や
厚
生
労
働
省
の
r
悦

剖
り
行
政
の
弊
宮
口
が
出
た
u

食
品
安
全

行
政
を
一
一
川
化
し
て
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
を
作
り
、
不
正
も
散
し
く
取
り

締
ま
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
U

特
命
委
邑
〔

会
で
一
か
月
以
内
に
結
治
を
出
し
、
そ

れ
を
ベ
ー
ス
に
再
編
を
で
き
る
だ
け
甲

く
や
っ
た
方
が
い
い
」

|
|
ふ
官
庁
側
の
奴
抗
も
，
T
想
さ
れ
る
J

「日

S
E
問
題
を
契
機
に
、
食
の
安
全

確
保
に
向
け
て
抜
本
的
な
対
策
を
取
る

べ
き
だ
と
い
う
世
論
が
高
ま
っ
て
お
り
、

関
係
省
庁
も
百
う
こ
と
を
開
く
と
思
う

行
政
組
織
の
再
構
を
通
じ
て
、
国
も
企

業
も
食
に
関
す
る
情
報
公
開
を
ど
ん
ど

ん
進
め
る
必
要
が
あ
る
ι

(
読
売
新
聞
ニ

O
O
二
・
三
・
七
〉
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「中絶は犯罪」

を

国国安票否決

{
ロ
ン
ド
ン

l
加
藤
秀
央
〕
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
中
絡
を
憲
法
上
の
「
犯
罪
L

と

規
定
す
る
よ
う
政
府
が
求
め
た
同
民
投

票
は
七
日
開
票
が
行
わ
れ
、
反
対
五

0
・

四
%
、
賛
成
問
九
・
六
%
の
き
ん
莱
で

否
決
さ
れ
た
c

五
月
に
総
選
挙
が
予
定

さ
れ
る
ア
ハ

l
ン
政
権
に
と
っ
て
政
治

的
な
打
撃
と
な
っ
た
。
投
票
率
は
約
四

二
%
。
同
同
は
欧
州
連
合

(
E
U
)
の

中
で
唯
一
、
中
絶
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

政
府
は
今
回
の
国
民
投
票
で
法
を
抜
け

穴
を
防
く
規
制
強
化
を
狙
っ
た
。
若
者

が
多
い
大
都
市
部
で
反
対
が
賛
成
を
大

き
く
上
凶
り
、
規
制
強
化
を
望
ま
な
い

世
論
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
「

(
B本
経
済
新
聞
ニ

O
O
ニ
・
三
・

八
)

二
人
目
容
認
明
記
高
齢
化
ヘ
対
処

中
国
二
人
つ
子
政
策
」
新
法

〔
北
京
十
九
日

l
杉
山
祐
之
】
「
一
人
つ

f
政
策
L

と
呼
ば
れ
る
中
国
の
産
児
制

限
・
人
口
抑
制
政
策
で
、
条
併
を
満
た

す
夫
婦
は
二
人
目
の
子
供
を
産
め
る
こ

と
明
記
し
た
「
人
口
及
び
計
画
生
育
法
」

が
、
今
年
九
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
「
二

人
目
容
認
」
明
記
の
北
け
且
一
民
に
は
、
「
人
つ

f
政
策
」
で
加
速
し
た
高
齢
者
比
率
僧

へ
の
対
処
が
あ
る
と
見
ら
れ
、
今
後
、

都
市
部
の
一
人
っ
子
夫
婦
に
対
す
る
第

二
子
出
産
許
可
が
広
が
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

日
間
法
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
(
全

人
代

l
国
会
)
U
H務
委
員
会
が
昨
年
末

に
可
決
し
た
。

ヲ
九
七
九
年
に
始
ま
っ
た
二
人
つ

子
政
策
」
は
、
各
地
方
当
局
が
、
中
央

の
カ
針
に
基
づ
い
て
独
aH規
則
を
A

江
め
、

推
進
し
て
き
た
。
.
般
的
に
、
各
地
方

は
、
労
働
力
、
老
後
の
生
活
を
男
の
子

に
頼
る
農
村
部
や
、
少
数
民
族
地
践
で

は
、
第
二
千
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
出

産
を
認
め
、
都
市
部
で
は
厳
格
な
「
一

人
っ
子
政
策
」
を
取
っ
て
い
る
。

同
法
は
、
「
人
っ
子
政
策
」
を
法
律

と
し
て
初
め
て
明
文
化
、
重
要
国
策
・

人
口
抑
制
に
法
律
上
の
恨
犯
を
与
え
、

全
国
共
通
指
針
を
一
市
す
た
め
に
制
定
さ

れ
、
茶
木
約
に
現
行
政
策
の
紋
承
を
う

ふた

P70
内
申
什
的
に
は
第
二
子
出
産
に
つ
い
て

「
法
律
、
規
則
の
条
件
を
満
た
す
者
は
、

第
二
子
山
産
を
(
関
係
部
門
に
)
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
L

注
目
さ
れ
る
。

各
地
点
当
局
は
現
在
、
法
施
行
に
向

け
、
法
に
ム
円
わ
せ
た
規
則
改
正
作
業
を

進
め
て
い
る
。
地
方
規
則
に
は
、
夫
婦

と
も
一
人
っ
子
の
場
合
、
第
二
子
を
産

め
る
L

と
の
ケ

l
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

都
市
部
で
は
、
ヨ
局
や
職
場
の
正
力
な

ど
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な

い
と
さ
れ
る
ο

こ
う
し
た
状
況
下
、
法
律
に

7

一人

目
容
認
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

専
門
家
の
簡
で
は
、
将
来
、
都
市
部
の

一
人
っ
子
夫
婦
の
第
二
子
出
産
が
普
通

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
続
々
と
結
路
適
齢
期
に
突
入
す
る
都

市
青
年
の
主
力
は
ゐ
人
っ
子
で
、
法
制

定
の
影
響
は
徐
々
に
表
れ
そ
う
だ
。

日
間
法
は
、
農
村
、
少
数
民
族
地
域
で

は
現
状
追
認
、
都
市
部
で
は
、
今
後
の

出
産
増
加
を
促
進
す
る
方
向
に
働
く
と

見
ら
れ
て
い
る
。

持
続
的
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
人

口
抑
制
と
若
年
労
働
力
機
保
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
今
世
紀
半
ば

に
は
、
総
人
H
約
十
六
億
人
の
う
ち
四

億
人
を
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
ー
ー
と
の
予
測
も
あ
る
。
都
市
部
で

厳
賂
な
二
人
っ
子
政
策
い
を
続
け
れ

と
記
し
た
こ
と
が
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にゆ すふおーらむ

厚
生
労
働
省
の
留
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
一

l
六
日
、
都
道
府

は
、
高
齢
古
層
が
膨
れ
上
が
る
人
口
構

成
の
い
び
つ
さ
を
拡
大
し
、
生
産
年
齢

人
口
が
、
高
齢
社
会
を
支
え
き
れ
な
い

と
い
う
事
態
も
招
き
か
ね
な
い
。

都
市
と
農
村
の
出
生
本
の
違
い
が
、

農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
圧
力
を

高
め
、
社
会
摩
捺
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
問
題
も
あ
る
。

彰
全
人
代
副
委
員
長
に
聞
く

彰
相
関
川
雲
・
全
人
代
副
委
員
長
(
一
耳
目
出

家
計
副
生
育
委
員
会
主
任
)
は
こ
の
ほ

ど
、
本
紙
と
会
見
し
、
「
人
口
及
び
計
百
円

生
育
法
」
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
諾
っ

た
。
主
な
発
言
内
容
は
次
の
通
り
。

i
ー
新
法
の
意
義
、
総
行
後
の
具
体

的
変
化
は

「
人
口
抑
制
政
策
が
、
法
に
よ
り
管
南
町

さ
れ
る
。
多
く
の
分
野
で
公
民
の
合
法

的
権
利
擁
護
を
規
定
し
て
お
り
、
各
級

政
府
は
こ
の
権
利
を
侵
す
こ
左
は
で
き

な
い
。
(
産
児
制
限
に
つ
い
て
は
)
引
き

締
め
る
わ
け
で
も
、
緩
め
る
わ
け
で
も

な
し
」

i
ー
不
妊
手
術
強
制
な
ど
は
な
く
な

る
の
か
「
新
法
の
要
求
は
、
我
々
の
一
貫
し
た

要
求
だ
。
幹
部
を
教
育
し
、
指
導
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
違
法
行
為
は
厳
し

く
処
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

i
ー
コ
一
人
目
出
産
可
」
は
積
極
的

に
宣
伝
す
る
の
か

「
ず
っ
と
積
極
的
に
宣
伝
し
て
い
る
。

中
南
で
生
ま
れ
る
子
供
の
四
O
%
余
が

第
一
子
、
一
一
O
%
余
が
第
守
一
子
、
O
%

余
が
第
一
一
子
だ
。
二
人
円
を
産
め
る
の

は
、
も
に
農
村
。
少
数
民
族
も
あ
る
。
弓
夫

婦
と
も
に
一
人
っ
子
な
ら
二
人
目
出
席

可
』
と
い
う
規
則
は
、
全
陪
二
十
六
省
、

市
、
自
治
区
に
あ
る
。
(
だ
が
)
勝
手
に

一
一
人
目
を
涼
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々

は
や
は
り
、
手
人
出
産
を
提
唱
す
る
」

「
(
七
九
年
以
来
の
産
児
制
限
で
)
抑

え
た
出
生
児
数
は
一
億
三
千
八
白
万
人
、

節
約
し
た
養
育
費
は
七
兆
問
千
億
冗
(
約

百
1
八
兆
四
千
億
円
)
に
上
る
。
人
口

圧
力
が
下
が
っ
た
ら
、
政
策
を
潟
整
で

き
る
。
だ
が
、
今
の
状
況
で
は
、
少
な

く
と
も
イ
年
以
内
に
調
整
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
」

(
読
売
新
聞
こ
O
O
二
・
三
・
二
十
〉

側
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調
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n
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引
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引
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幻
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m
m
m創
刊

ω引山
明

ω鈎
叩

山

引

批

判

似

引

出

お

お

お

引

出

引

制

引

山

お

お

剖

お

のヒ
M

W

)

年

f
位
年
開
道
森
手
城
田
形
島
城
木
出
向
玉
菜
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
翼
都
阪
庫
浸
山
取
桜
山
島
口
島
川
媛
知
岡
貿
崎
本
分
縮
局
縄

初

齢

単

∞

海

奈

歌

兇

開
山
高
(
は
全
北
青
山
日
宮
秋
山
福
茨
栃
群
婿
千
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
一
一
一
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
路
沖

盟盟

老
年
人
口

お
瑳
県
で
幼
%
超
す

|一一

O
一-一

O
年
推
計
|
高
齢
化
の
進
展
で

県
別
の
将
来
推
計
人
口
を
公
表
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
脱
で
、
六
十
五
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割

台
で
あ
る
高
齢
化
不
は
二
O
一
一
O
年
に

は
全
同
で
は
九
・
六
%
だ
が
、
二
十

五
道
県
で
一
4
0
%
を
超
え
る
見
通
し
だ
。

五
年
刻
み
で
見
る
と
、
二
一
O
%
超
の
都

道
府
県
は
O
O
-
-
O
年
に
は
つ
も

な
い
が
、
二
O
年
に
十
七
道
県
、
二
五

年
に
二
十
八
道
県

k
mえ
続
け
る
。
=
一

O
年
時
点
で
最
も
割
合
が
大
き
い
の
は

秋
田
の
二
六
・
%
、
小
さ
い
の
は
滋

賀
の
一
五
回
一
%
〉

0
0
年
と
一
一
O
年
の
老
年
人
口
を
比

べ
る
と
、
倍
以
上
に
増
え
る
の
は
e

コ
カ
倍
の
埼
玉
(
百

h
人
)
と
一
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。
九
倍
の
千
葉
(
百
七
十
六
人
)

U

ゃ

0

0
0年
の
総
人
口
は
億
一

T
Lハ
白
九

|
一
万
人
だ
が
、
一

O
年
は
一
億
千
ヒ

否
五
十
八
万
人
と
七
・
四
%
減
少
す
る
。

一
力
、
一
人
の

k
伎
が
一
生
の
聞
に

産
む
子
供
の
人
数
を
不
す
合
計
特
殊
出

生
中
(
二
五

1
コ

O
年
の
平
均
)
は
全

同
が
一
・
一
八
(
九
五

1
0
0年
は
一

一
二
九
)
だ
が
、
最
低
が
東
京
の
一

轟轟

人
口
推
計
の
誤
算

公
的
年
金
の
制
度
改
正
は
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
(
社
人
研
)

が
公
表
す
る
将
来
の
人
口
推
計
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

推
計
で
出
生
率
が
将
来
ど
こ
ま
で
進
む

か
の
見
通
し
が
常
に
す
す
ぎ
た
た
め
、

年
金
制
度
は
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が

遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の

社
人
研
の
人
口
推
計
は
、
同
勢
調
夜

や
独
自
の
出
生
動
向
調
査
な
ど
を
も
と

に
、
番
実
現
性
が
高
い
数
字
と
位
置

づ
け
る
「
中
位
推
計
¥
少
子
化
の
見
、
胡

し
が
よ
り
来
鋭
的
な
「
高
位
推
計
L

、
悲

観
的
な
「
低
位
推
計
」
と
い
う
一
二
通
り

回
、
最
円
同
が
沖
縄
の

し
て
い
る
。

男
性
の
半
均
寿
命
(
二
五

1
一
O
年

の
平
均
)
は
最
尚
が
長
野
の
八

0
・
六

八
歳
、
最
低
が
青
森
の
七
八
・
七
六
歳
、

女
性
は
最
高
が
沖
縄
の
八
九
・
二
六
歳
、

最
低
は
青
森
の
八
七
・
守
四
歳
。

(
毎
日
新
聞
間
ニ

O
O
ニ
・
一
一
一
・
一
一
十
)

八
告
と
推
定

毘
通
し
甘
い
出
産
率

の
予
測
を
行
い
ま
す
c

こ
の
う
ち
中
悦

推
計
は
、
公
的
年
金
を
始
め
と
す
る
社

会
保
障
制
度
の
ほ
か
、
公
共
事
業
の
計

画
な
ど
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
前

提
し
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
c

人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の

放
を
去
す
よ
H

計
特
殊
出
産
率
」
に
つ

い
て
、
社
人
研
が
中
位
推
計
で
ど
の
よ

う
に
予
測
し
て
き
た
か
を
グ
ラ
ブ
に
市

し
ま
し
た
。

七
六
年
と
八
一
年
の
推
計
で
は
、
出

生
率
が
将
来
は
一
・
一
前
後
で
安
定
す

る
と
予
恕
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
の
山
山
止
心
不
は
そ
の
後
、
急
激
に
低

臨組瞳議盤盤整

合
計
特
滋
出
生
率

下
し
、
九
九
年
に
は
過
去
最
低
の
一

二
四
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

推
計
も
下
方
修
正
が
繰
り
辺
さ
れ
ま
し

た
。
将
来
の
予
測
が
難
し
い
の
は
確
か

で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
推
計
の
た
び

に
い
つ
も
下
方
修
正
と
い
う
の
で
は
、

見
通
し
が

H
か
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
の

し
か
も
、
社
人
研
は
九
七
年
の
前
回

推
計
ま
で
、
女
性
の
晩
婚
化
が
一
段
落

す
れ
ば
、
い
ず
れ
出
生
率
は
凶
復
す
る

と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

2050 
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!こゅーすふお らむ

ろ
が
、
最
近
で
は
晩
婚
化
に
加
え
、
結

婚
し
た
夫
婦
の
子
供
数
も
減
る
傾
向
が

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

一
月
に
発
表
さ
れ
た
二

O
O
二
年
の
新

推
計
で
は
、
出
生
率
は
あ
ま
り
回
復
が

期
待
で
き
な
い
と
い
う
見
方
に
転
換
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
推
計
の
中
位
推
計
に
よ
る
と
、
山
向

井
本
は
将
来
的
に
一
・
三
九
ま
で
し
か

同
復
し
ま
せ
ん
。
こ
の
数
字
は
、
前
回

(
九
七
年
)
の
中
位
推
計
(
一
・
六
4

)

と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、
む
し

ろ
前
向
の
低
似
推
計
(
一
・
三
八
)
に

近
い
数
字
で
す
。
結
果
論
で
す
が
、
公

的
年
余
の
前
凶
一

0
0
0年
改
正
は
、

低
位
推
計
を
も
と
に
し
て
行
っ
た
ほ
う

が
実
態
に
合
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん。
新
推
計
は
、
今
度
こ
そ
下
カ
修
正
さ

れ
な
い
の
で
し
上
う
か
。
将
来
の
こ
と

な
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
専
門

家
の
問
に
は
、
ま
だ
見
通
し
が
甘
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
全
国
の
少
子
化

傾
向
を
先
取
り
し
て
き
た
東
京
都
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
、
二

O
O
O年
に
は

一・

O
問
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
の
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

少

f
化
は
年
金
財
政
を
圧
迫
す
る
だ

け
で
な
く
、
回
全
体
か
ら
活
力
を
失
わ

せ
か
ね
な
い
深
刻
な
問
題
で
す
。
そ
れ

な
の
に
、
「
少
子
化
対
策
の
新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
小
淵
内
際
の
こ
ろ

と
比
べ
て
、
小
泉
内
閣
は
少
子
化
対
策

へ
の
熱
意
が
薄
い
L

(

厚
生
労
働
省
幹
部
)

と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
政
府
は
も
っ

と
危
機
感
を
も
っ
て
対
策
に
取
り
級
む

べ

き

で

す

。

(

石

崎

浩

)

(
読
売
新
開
一
一

O
O
ニ
・
悶
・
十
六
)

「
社
会
の
資
源
」
高
齢
者
活
用
を

高
齢
化
世
界
会
議
が
政
治
宣
言

[
7
ド
リ
ー
ド
十
五
日

l
服
部
真
〕
「
第

二
回
高
齢
化
世
界
会
議
」
が
、
政
治
宣

言
な
ど
を
採
択
し
て
、
十
一
口
刊
に
開
幕

し
た
。
開
発
途
上
国
の
高
齢
化
を
主
要

議
題
と
し
て
初
め
て
取
り
上
げ
、
高
齢

加，(%)織制間協調昌也爾苦書館醐IiUl
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自
の
「
社
会
的
資
源
」
ど
し
て
の
活
用

を
強
調
、
年
齢
差
別
撤
廃
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
の
が
今
聞
の
ポ
イ
ン
ト
。
地

球
規
模
で
進
む
尚
齢
化
に
官
民
一
体
で

取
り
組
む
こ
と
を
、
参
加
各
日
出
が
確
認

し
合
っ
た
。

世界の人口構成

2000 
(函連人口推計2∞o年改訂版より、5年ごと) 高

齢
化
世
界
会
議
は
回
迷
の
政
策
協

議
の
場
で
、
開
催
は
一
九
八
e

一
年
の
第

一
回
以
来
一
|
年
ぶ
り
。
今
回
は
、

J
u
同

齢
化
は
先
進
国
出
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
L

(
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
)
と
の
認
識
に

立
ち
、
世
界
百
六
ー
か
留
か
ら
約
四
千

人
が
参
加
し
て
、
五
日
間
に
わ
た
っ
て

子
3

1
ノ

3ν

一一」。

f
j
j
y
 

豊
か
に
な
っ
て
か
ら
高
齢
化
が
始
ま
っ

た
先
進
同
と
違
い
、
経
済
発
M
肢
の
途
中

で
高
齢
化
が
進
む
途
上
向
は
、
よ
り
深

刻
な
問
題
を
抱
え
る
。
特
に
途
上
国
で

の
高
齢
化
の
速
度
は
早
く
、
今
後
半
世

紀
で
六
十
歳
以
上
の
人
口
は
四
倍
に
増

え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

政
治
虫
日
言
や
行
動
計
画
で
は
、
経
済

政
策
に
高
齢
化
と
い
う
要
素
を
取
り
込

む
こ
と
の
必
要
性
が
明
記
さ
れ
、
具
体

的
な
方
策
と
し
て
は
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
し
て
閉
経
に

高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
を
活
則

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
年

齢
茶
別
を
版
廃
す
る
こ
と
i
iー

な
ど
が
う
た
わ
れ
た
。

社
会
参
加
の
促
進
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
多
く
の
国
際
会
議
で

主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
主
に
「
見

え
ざ
る
存
在
L

だ
っ
た
高
齢
高

H
身
の
生
活
の
質
や
生
き
が
い
、

113 



権
問
の
践
を
越
え
な
か
っ
た
ζ

こ
れ
に
対
し
て
今
阿
は
、
高
齢
古
を

「
開
発
の
た
め
の
資
源
い
と
し
て
位
置
づ

け
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
の
経

済
活
動
へ
の
参
加
な
し
に
は
開
発
は
進

ま
ず
、
支
え
合
う
仕
組
み
と
し
て
の
同

家
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
の
認
識
が

あ
る
。社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
に
は
、
年

齢
差
別
の
同
則
廃
が
不
可
欠
だ
U

従
来
の

回
連
決
議
や
宣
言
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
莱

別
」
の
一
っ
と
し
て
あ
え
て
明
記
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
今
回
は
初
め
て
，
年
齢

差
別
」
の
表
記
が
使
わ
れ
た
n

H
本
で
は
、
昨
年
十
月
に
J

両
齢
討

会
対
策
大
畑
山
が
悶
議
決
定
さ
れ
た
が
、

策
定
に
当
た
っ
た
内
閣
府
当
日
何
者
に
よ

る
と
、
今
川
の
会
議
の
「
行
動
計
出
」

の
革
案
を
参
考
に
し
な
が
ら
必
要
な
部

分
を
椛
り
込
ん
だ
と
い
う
。
行
動
計
阿

の
採
択
で
、
日
本
の
「
大
潟
L

の
妥
当

性
が
裏
付
け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ

の
H

午
急
な
実
施
の
必
要
性
が
い
っ
そ
う

鮮
明
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

政
治
宣
言
の
趣
旨

政
治
宣
言
の
趣
旨
は
、
次
の
通
り
U

一
、
高
齢
化
の
も
た
ら
す
新
た
な
諜

題
と
機
会
に
対
応
し
、
す
べ
て
の
世
代

の
た
め
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
行

動
計
画
を
採
択
す
る
。

、
長
寿
化
を
人
類
の
達
成
し
た
主

要
な
成
果
の
一
っ
と
し
て
祝
福
。
途
上

問
を
中
心
に
、
劇
的
な
人
口
構
造
の
変

化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
の

一
、
高
齢
身
の
尊
散
を
古
川
め
、
高
齢

者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
虐
待
、
暴
力
、

差
別
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
r

一
、
途
上
同
や
一
部
の
市
場
経
J

叶
移

行
国
に
開
発
の
恩
恵
が
行
き
渡
ら
な
い

と
、
地
域
全
体
が
グ
ロ
!
パ
ル
経
済
か

ら
取
り
残
さ
れ
、
高
齢
者
ら
に
貧
困
者

が
増
加
す
る
。

一
、
社
会
・
経
済
政
策
に
、
高
齢
化

を
効
果
的
に
取
り
込
む
。
ジ
ェ
ン
ダ
!

制
点
も
必
要
。

一
、
紛
争
や
外
罰
勢
力
の
占
領
卜
に

あ
る
高
鈴
者
の
保
護
に
取
り
組
む
c

て
尚
治
需
の
持
つ
力
は
、
将
来
の

開
発
に
と
っ
て
協
力
な
基
様
。
社
会
は
、

高
齢
有
の
持
つ
技
能
、
知
虫
、
経
験
の

活
別
を
さ
ら
に
期
待
で
き
る
つ

一
、
力
と
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
望

む
限
り
、
満
足
の
ゆ
く
生
産
的
な
仕
事

を
続
け
た
り
、
教
育
や
訓
練
を
受
け
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
様
々
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
家
族
、

組
織
の
役
割
の
亘
要
性
を
認
識
。

一
、
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
つ
つ
、

例
代
間
の
辿
帯
を
強
化
す
る
必
要
性
を

認
識
。

各
国
政
府
は
、
高
齢
者
の
基
木

的
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
第
義
的
な
責
務
を
負
う
n

こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
自
治
体
、
企

業、

N
G
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
高
齢

同
体
や
高
齢
者
自
身
、
家
政
の
連
携
が

必
要
。
(
読
売
新
聞
間

藍璽

一一

O
O
ニ
・
四
・
十
六
)

コメ多収穫

遺伝子

名大・本国技語研など発見

名
古
屋
大
学
と
木
田
技
術
研
究
所
(
崎

玉
県
和
光
市
)
な
ど
は
米
の
収
量
を
倍

増
さ
せ
る
遺
伝
子
を
発
見
し
た
3

一
九

六

0
年
代
の
途
上
問
の
食
担
困
難
を
放
っ

た
悶
際
協
力
活
動
「
円
悼
の
革
命
」
を
も

た
ら
し
た
多
収
穫
品
種
の
イ
ネ
か
ら
見

つ
け
、
特
許
を
出
願
し
た
υ

新
遺
伝

f
を
使
え
ば
イ
ネ
の
ほ
か
小

麦
、
コ
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
収
量
増
加

が
期
待
で
き
る
の
十
八
口
付
の
災
科
学

誌
不
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し
た
n

見
つ
け
た
の
は
、
イ
ネ
の
茎
や
葉
の

成
長
に
必
要
な
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
ム
日
成

量
を
通
常
よ
り
も
低
く
抑
え
る
効
果
を

持
つ
遺
伝
子
L

ホ
ル
モ
ン
最
が
抑
制
さ

れ
る
結
果
、
背
丈
が
抑
制
さ
れ
る
結
果
、

背
丈
が
低
く
な
っ
て
倒
れ
に
く
く
、
風

雨
に
焼
く
な
り
、
茎
や
掛
阜
の
ト
へ
き
さ
に

対
し
て
突
の
割
合
が
い
品
ま
る
U

「H
W
の
革
命
L

を
も
た
ら
し
た
多
収

穫
品
種
の
イ
ネ
は
通
常
の
日
山
積
改
良
で

作
り
出
さ
れ
た
が
、
多
収
穫
化
を
も
た

ら
す
遺
伝

7
が
特
定
で
き
て
い
な
か
っ

た
に
今
回
の
新
遺
伝
子
批
判
見
で
、
他
品

種
の
イ
ネ
や
ほ
か
の
イ
ネ
吋
刊
の
穀
物
の

多
収
穫
化
に
道
が
聞
け
た
υ

研
究
グ
ル

フ
は
す
で
に
タ
イ
の
試
験
悶
場
で
育
種

研
究
を
始
め
て
い
る
ρ

世
界
人
口
は
二

O

五
年
に
は
八
十

億
人
に
達
し
、
設
物
需
要
は
台
。
%
増

え
る
と
み
ら
れ
、
第
二
の
「
緑
の
革
命
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
u

(
臼
本
経
済
新
聞

+
ム
穴
)

二
O
O
二
・
四
・

11， 



轟轟

人口倍増、

経済対策急ぐ

サウジアラピア

リ
ヤ
ド
市
内
に
そ
び
え
る
「
キ
ン
グ

ダ
ム
・
タ
ワ
|
¥
世
界
的
な
投
資
活
動

で
知
ら
れ
て
い
る
ヒ
ン
タ
一
ア
ー
ル
王
子

が
率
い
る
投
資
会
社
が
建
設
中
の
巨
大

ヒ
ル
は
、
サ
ウ
ジ
の
富
の
新
た
な
象
徴

だ
だ
が
、

H
を
下
の
道
路
に
向
け
る
と
、

路
肩
は
ひ
び
割
れ
、
前
日
に
降
っ
た
雨

が
流
れ
ず
に
た
ま
っ
て
い
る
υ

人
口
急

増
で
財
政
が
ひ
っ
迫
し
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
追
い
っ
か
な
い
た
め
だ
n

日
本
が
原
油
給
入
の
四
分
の
を
依

ι
H
す
る
サ
ウ
ジ
で
は
過
去
二
十
年
で
原

油
収
入
が
半
減
す
る
一
々
、
人
け
は
倍

増
の
二
千
万
人
起
に
η

人
あ
た
り
国

内
総
生
産

(
G
D
P
)
は
約
仁
下
ド
ル

と
半
分
以
卜
に
な
っ
た
。

「
石
油
ブ

l
ム
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う

ア
ブ
ド
ラ
皇
太
子
は
人

u急
増
と
い
う

υ
時
限
爆
弾
H
を
に
ら
み
経
済
改
革
を
急

く
c

雇
用
対
策
の
注
は
、
ア
ジ
ア
人
に

にゆすふお らむ

頼
る
労
働
力
を
自
国
民
に
転
換
し
て
い

く
「
サ
ウ

γ
人
化
計
出
¥
だ
が
効
果
は

な
か
な
か
上
が
ら
な
い
c

ガ
ウ
ジ
人
が

単
持
労
働
を
嫌
う
う
え
、
解
雇
が
閃
難

な
ザ
ウ
ジ
人
的
一
極
用
に
は
外
岡
企
業
も

消
極
的
だ
U

「
父
親
の
世
代
に
は
公
務
員
の
イ
ス
が

間
違
い
な
く
則
吉
1
d
れ
て
い
た
」
(
リ
ヤ

ド
大
学
の
学
生
ハ
ズ
イ
ム
さ
ん
l
-
l
l
)

時
代
は
終
わ
り
、
人
口
増
し
と
と
も
に
深

刻
化
す
る
一
一
雇
用
難
は
、
国
内
の
イ
ス
ラ

ム
原
地
主
義
運
動
を
拡
大
さ
せ
る
力
r
同

に
も
働
く
。

(
日
本
経
済
新
聞

こ
十
六
)

ニ
O
O
ニ
・
四
・

r21世紀の人司問題

の方向性J示す

黒国氏と阿藤氏

毎
日
新
聞
間
人
口
問
題
調
査
会
(
会
長
田

斎
藤
明
社
長
)
の
定
例
研
究
会
が
一
ー

日
、
東
京
本
社
内
で
一
年
半
ぶ
り
に
関

か
れ
、
黒
同
俊
夫
・
家
族
計
画
国
際
協

力
財
団
(
ン
ョ
イ
セ
ブ
)
理
事
長
と
附

藤
説
・
同
立
役
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
所
長
が
「
|
一
世
紀
の
人
口
問

題
の
方
向
性
」
と
題
し
て
研
究
発
表
し

た
里
山
出
氏
は
「
今
世
紀
半
ば
に
汗
憶
に

迫
る
世
界
人
口
を
と
う
す
る
か
は
、
人

類
の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
」
と
指
摘
u

少
産
少
死
へ
と
移
行
す
る
「
人
口
転
換
」

に
つ
い
て
「
経
済
発
展
が
先
に
あ
り
、

人
口
転
換
が
後
か
ら
つ
い
て
来
る
と
い

う
西
欧
的
な
見
方
か
ら
脱
却
す
べ
き
だ
」

と
主
張
し
た
υ

そ
の
う
え
で
、
乳
児
死

亡
本
の
低
下
と
長
寿
化
を
実
現
し
た
日

本
の
人
口
を
モ
デ
ル
化
し
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
の
人
口
問
題
に
役
立
て
る
べ

き
だ
と
提
案
し
た
。

阿
藤
氏
は
国
際
的
な
潮
流
に
つ
い
て
、

人
口
抑
制
の
政
策
が
反
省
さ
れ
リ
フ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
フ
ヘ
ル
ス
・
一
フ
イ
ツ
(
性
と

件
荊
に
関
す
る
健
康
と
権
利
)
を
重
倒

す
る
傾
向
に
あ
る
と
分
析
n

人
口
と
開

発
の
関
係
を
議
論
す
る
際
に
、
保
健
や

教
育
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
似
点
で
あ

る
と
指
摘
し
、
「
人
口
増
加
が
環
境
破
淡

に
つ
な
が
ら
な
い

k
う
、
持
続
可
能
な

開
発
に
印
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
円
本
の
課
題
と
し

て
、
少
子
化
、
長
寿
化
に
加
え
労
働
力

の
確
保
の
観
点
か
ら
移
民
を
め
ぐ
る
間

題
が
亘
要
に
な
る
と
予
測
し
た
v

研
究
発
表
に
先
立
ち
、
止
付
正
任
・

毎
日
新
聞
聞
社
主
筆
は
「
五
十
年
間
に

ー
五
回
行
っ
た
家
族
計
画
調
査
を
見
直

し
、
少
子
化
や
女
性
の
生
き
方
、
子
ど

も
鋭
な
ど
を
総
合
す
る
人

υ問
題
調
査

を
検
討
し
て
い
る
」
と
方
針
を
説
明
し

た
L(

毎
日
新
聞

〔
滑
志
出
隆
】

二

O
O
一
一
・
五
・
二

子供の人口、

21年連続減少
1817万人

総
務
省
が
「
こ
ど
も
の

R
」
に
ち
な

ん
で
山
口
裕
表
し
た
山
月

H
時
点
の

人
口
推
計
で
、

4γ
同
の
十
台
歳
未
満
の

子
供
の
放
が
前
年
比
二
十
万
人
減
の
下

八
訂
卜
七
万
人
と
な
り
、
戦
後
の
最
低

記
録
を
更
新
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
に

総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
前
年
比

O
回

一
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
一
州
・
一
一
一
%
と

h

要
先
進
国
中
最
低
の
水
準
に
落
ち
込
み
、

少
子
化
に
歯

H
め
が
掛
か
ら
な
い
実
態

11ι 



35.4 

が
P
げ
き
彫
り

に
な
っ
た
。

子
供
人
口

の
減
少
は
二

十
一
年
産
続
。

男
女
別
で
は

男
子
が
九
訂

一
十
一
万
人
、

女
子
が
八
百

八
卜
六
万
人

だ
っ
た
。
総

人
口
に
i
u
め

る
千
供
の
比
率
を
都
道
府
県
別
(
二

O

O
一
年

i
月

J
H
現
自
)
に
み
る
と
、

沖
縄
県
が
一
九
仁
弘
で
最
も
高
く
、

最
低
は
東
京
都
の
一
・
九
%
だ
っ
た
。

諸
外
国
と
の
比
較
で
は
米
国
(
今
一

四
%
)
、
フ
ラ
ン
ス
(
一
九
%
)
、
英
国

(
一
八
・
九
%
)
な
ど
を
大
幅
に
ド
凶
り
、

イ
タ
リ
ア
(
一
四
・
川
%
)
な
ど
と
ほ

ぼ
同
じ
で
最
も
低
い
水
準
。
少
子
化
傾

向
は
今
後
も
続
き
、
一

O
一
O
年
に
は

「
供
人
口
は
千
七
百
七
万
人
に
、
総
人

口
に
占
め
る
比
率
は
=
一
・
四
%
に
低

下
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

(
日
本
経
済
新
周
一
一

O
O
一
一
・
五
・

五
) 総人口に占める

子供の割合

7075808590952∞2 

40 

中
東
の
人
口
が
爆
発

ポ
ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ

イ
ス
ラ
エ
ル
は
生
き
延
び
る
だ
ろ
う

かつ。こ
の
間
い
の
真
意
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
爆
弾
テ
ロ
攻
勢
か
ら
生
き
延
び
る
か

ど
う
か
で
は
な
い
。
私
の
念
頭
に
あ
る

の
は
、
日
下
の
緊
急
事
態
で
は
な
く
、

も
っ
と
長
期
的
で
、
い
わ
ば
も
っ
と
根

本
的
な
も
の
で
あ
る
の
こ
れ
か
ら
数
イ

年
の
周
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
口
は
徐
々

に
、
だ
が
必
然
的
に
衰
退
す
る
。
そ
の

事
実
が
持
つ
意
味
を
熟
考
す
る
時
、
私

は
頭
痛
を
覚
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

私
の
憂
俸
の
原
因
は
、
米
同
と
英
田
川

の
特
殊
部
隊
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
作
戦

を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
昨
年
の

1

丹
、
国
連
が
発
表
し
た
公
式
文
書
で
あ

る
c

劇
的
な
時
期
に
公
表
さ
れ
た
こ
の

文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
注
意
を
集
め
な
か
っ

た
。
だ
が
こ
れ
は
、
眼
前
の
未
来
刊
界

に
関
す
る
、

μ
取
も
深
遠
な
書
物
の
一
っ

と
一
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と

も
、
テ
ロ
に
関
す
る
山
の
よ
う
な
記
述

i
イ
ス
ラ
エ
ル
の
憂
欝
|

米
エ
ー
ル
大
教
捜
の
報
告

よ
り
、
は
る
か
に
重
要
だ
っ
た
の
は
確

か
で
あ
る
υ

問
題
の
文
書
を
発
表
し
た
の
は
同
述

人
円
某
金
内
表
題
は
「
一

oo-
年
の

間
界
人
口
の
現
状
」
で
あ
る
。
実
際
、

余
り
に
も
心
を
か
き
乱
す
内
容
な
の
で
、

私
は
今
後
何
度
か
、
新
開
諮
問
討
を
通
じ
、

そ
の
意
味
合
い
を
楕
責
し
て
い
く
つ
も

り
だ
れ
一
今
回
は
、
最
も
憂
慮
す
べ
き
点

か
ら
始
め
た
い
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

中
東
全
体
が
人
口
爆
発
の
傾
向
を
見
せ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

田
川
某
金
の
人
汁
学
宥
た
ち
は
、
こ
の

報
告
書
の
中
で
、
今
後
古
jee--
年
間
の
人

口
推
移
の
傾
向
を
概
略
的
に
提
示
し
て

い
る
。
西
欧
で
は
総
人
日
が
停
滞
し
、

古
川
欧
で
は
そ
れ
が
低
下
し
、
ロ
シ
ア
と

日
本
で
は
急
落
し
、
ア
フ
リ
カ
と
中
東

と
南
ア
ジ
ア
で
は
爆
発
す
る
u

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
大
ま
か
な
推
定

で
し
か
あ
り
得
な
い
。
戦
争
、
病
気
、

繁
栄
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
要
凶
が
予
測
に
影
響
を
与

え
得
る
。
だ
が
、
眼
前
に
あ
る
数
字
は

余
り
に
も
鮮
明
で
あ
る
。
か
な
り
大
き

な
誤
業
を
見
込
ん
だ
と
し
て
も
、
全
体

車
こ
変
わ
り
ま
な
ハ
ド
に
ろ
う
。

1
1
:
J
l
j
l
i
'
 

現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
田
川
内
人
口
は

約
六
白
万
で
、
そ
の
五
分
の
一
が
ア
ラ

ブ
系
だ
。
そ
し
て
人
口
は
年
間
一
%
の

割
合
で
着
々
と
増
え
て
い
る
か
ら
二

O

五
O
年
に
は
♂
下
万
人
に
ナ
え
す
る
は
ず

だ
。
こ
れ
は
農
業
資
源
、
水
資
源
の
而

か
ら
見
て
間
違
い
な
く
葉
荷
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
す
べ
て
が
煩
認
な
ら
何
と
か

切
り
抜
け
ら
れ
る
水
準
で
は
あ
る
が
、

事
が
そ
の
よ
う
に
運
ぶ
可
能
性
は
侭
め

て
低
い
。

若
者
の
絶
望
テ
ロ
の

温
床
に
水
の
確
保
も
火
種

同
報
告
書
は
ま
た
、
現
在
は
一
一
千
百
一
一

」
l

万
人
に
過
ぎ
な
い
「
ハ
レ
ス
チ
ナ
占

領
地
庶
」
の
人
口
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

一
倍
の
速
さ
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
も

指
出
閉
し
た
。
三
口
い
換
え
れ
ば
、
イ
ス
ラ

エ
ル
ル
久
性
は
平
均
一
一
、
今
ニ
人
の
子
供
を

践
む
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
女
性
は
平
均
h
、

六
人
を
産
む
。
従
っ
て
一

O
五
O
年
に

は
、
既
に
過
密
状
態
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人

6
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にゆーすふおーらむ

の
士
地
に
、
約
千
e

百
万
人
が
賠
を
構

え
る
と
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
人
口
に
は
、
他
の
諸
国
に
い
る

六
百
万
人
の
難
民
は
含
ま
れ
て
い
な
い
c

彼
か
ら
も
ま
た
、
同
胞
た
ち

k
ほ
ぼ
同

じ
出
生
率
を
持
っ
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ

て
そ
の
人
口
も
、
こ
れ
か
ら
半
世
紀
の

聞
に
、
や
は
り
一
倍
、
一
倍
に
増
え
る

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
二

O
古
O
年
ま
で
に
、
八
白

万
の
ユ
ダ
ヤ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
、
約

二
千
万
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
数
百
万
の

ア
ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
共
に
、
一
肩

を
接
し
て
停
ら
す
こ
と
に
な
る
。
た
と

え
ば
水
の
供
給
な
ど
、
ご
く
基
本
的
な

日
常
の
必
要
事
項
に
、
彼
ら
が
ど
う
対

処
す
る
の
か
、
想
像
す
る
の
も
は
ば
か

ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
既
に
、
水
の

五
五
%
を
、
正
規
の
領
土
の
外
側
で
調

達
し
て
い
る
。
近
隣
諸
凶
の
地
下
水
を

く
み
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
も
ま
た
、
人
口

爆
犯
に
夜
面
す
る
だ
ろ
う
。
シ
リ
ア
の

人
日
は
、
次
の
半
世
紀
の
聞
に
、
干
し
ハ

百
六
|
万
か
ら
二
千
六
百
万
に
増
え
る

と
予
側
聞
さ
れ
る
。
同
じ
く
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
は
二
千
百
万
か
ら
」
ハ
千
万
近
く
に
、

イ
ラ
ク
は
一
千
三
百
六
十
万
か
ら
古
千

三
白
六
J
1
万
に
な
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
一
千
一
斉
五
十
万

か
ら
七
千
ご
百
万
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
は

一
億
四
下
五
百
万
か
ら
三
億
四

T
川
百

万
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
古
川
に
下
っ
て
、

イ
エ
メ
ン
の
人
口
は
年
間
四
%
以
上
も

増
加
し
、
現
在
の
千
九
百
万
か
ら
、
何

と
一
億
e

百
万
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

十
五
歳
以
下
が
四
五
%

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
の
人
口

総
数
が
予
測
数
よ
り
千
万
上
凶
っ
た
り

下
回
っ
た
り
し
て
も
本
質
に
変
わ
り
は

な
い
。
依
然
と
し
て
深
刻
な
問
題
を
提

起
す
る
。
な
に
し
ろ
幾
つ
か
の
国
々
で

は
、
人
口
の
四
五
%
を
十
五
歳
以
下
が

占
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
問
題
に

な
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
ア
ラ
ブ
・
イ

ス
ラ
ム
諸
問
は
み
な
深
刻
な
社
会
・
環

境
問
題
の
対
応
に
手
一
杯
で
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
戦
争
を
仕
掛
け
る
ひ
ま
は
な
い

だ
ろ
う
、
と
い
う
結
論
が
川
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
逆
の
こ
L

ど
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
恐
ら
く
、
こ
ち
ら
の

方
が
可
能
性
は
高
い
。

こ
の
土
地
に
は
、
絶
望
に
追
い
や
ら

れ
た
文
字
通
り
「
何
億
人
L

も
の
青
年

と
少
年
が
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
過
酷
で

人
心
操
縦
に
た
け
た
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
ハ
マ

ス
の
指
導
者
た
ち
は
、
テ
ロ
行
為
に
よ
っ

て
至
上
の
犠
牲
を
払
い
、
永
遠
の
報
酬

を
受
け
取
る
よ
う
、
こ
の
若
者
た
ち
を

そ
そ
の
か
す
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
回
避
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
過
窃
な

人
口
の
圧
力
が
根
底
に
あ
る
。
若
い
パ

レ
ス
チ
ナ
人
や
イ
エ
メ
ン
人
た
ち
に
は
、

わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
よ
う
な
普
通
の
生

活
を
送
る
機
会
が
な
い
。
そ
の
現
実
の

中
で
、
ど
う
す
れ
ば
事
態
を
逆
転
さ
せ

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

国
家
存
亡
の
危
機

昨
年
九
月
十
一
日
以
降
、
的
外
れ
の

議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ウ
サ
マ
・

ビ
ン
ラ

l
デ
イ
ン
は
大
富
豪
で
、
自
殺

攻
撃
を
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
も
高
学

歴
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
テ
ロ
行
為
と
、

い
わ
ゆ
る
人
口
過
密
と
貧
悶
と
若
い
男

た
ち
の
欲
求
不
満
と
の
問
に
「
連
関
」

は
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
に
対
す
る
、

ア
ラ

7
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
怒
り
の
e

-

つ
の
起
凶
を
、
混
同
さ
せ
よ
う
と
す
る

議
論
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
資
金
豊
詰
で
干
の
込
ん

だ
ア
ル
・
カ

l
イ
ダ
の
テ
ロ
作
戦
と
、

欲
求
不
満
の
若
者
た
ち
が
欧
米
に
対
し

て
、
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
行
う

速
の
攻
撃
を
同
口
に
論
じ
る
こ
と
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
行
為
も
男
劣
で
危
険

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ
が
、

ピ
ン
ラ

l
デ
イ
ン
の
テ
ロ
細
胞
を
除
去

す
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
優
先
し
て
、
中

東
全
体
の
人
口
爆
発
を
無
悦
す
る
の
は
、

実
に
近
視
限
的
な
政
策
で
あ
る
。

確
か
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
自
身
が
、
こ

の
こ
と
を
考
え
て
い
る
余
裕
は
な
い
。

最
近
の
自
爆
テ
ロ
急
増
に
よ
っ
て
、
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
戦
い

の
死
者
の
比
率
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
十

五
対
一
か
ら
一
二
対
一
近
く
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
人
口
予
測
し
と
、
死
者
の
比

率
の
接
近
を
合
わ
せ
て
防
案
す
る
と
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
将
来
は
実
に
恐
る
べ
き

も
の
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
の
出
口
は
、

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
P

だ
か
ら

頭
が
痛
い
の
で
あ
る
。
悲
観
的
過
ぎ
る

だ
ろ
う
か
。
人
口
学
的
な
本
流
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
を
消
滅
さ
せ
る
か
、
な
い
し

は
絶
望
的
な
行
動
に
駅
り
立
て
る
だ
ろ

う
。
そ
う
考
え
る
と
、
い
ま
の
私
は
途

方
も
な
く
一
位
欝
な
の
で
あ
る
c

国
連
人

口
基
合
の
デ

i
タ
を
読
ん
で
、
何
か
別

の
幸
せ
な
結
論
を
山
せ
る
人
が
い
る
だ

ろ
う
か
。
も
し
い
た
ら
、
そ
れ
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
読
売
新
聞
一
一

O
O
一
一
・
五
・
六
〉
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負
担
倍
増
の
恐
れ
も

厚生保険料

厚
生
労
働
省
は

l
五
日
午
前
、
二

0

0
0年
同
勢
調
査
に
某
づ
く
将
来
推
計

人
口
か
ら
試
算
し
た
年
金
財
政
の
将
来

見
通
し
を
自
民
党
厚
労
部
会
な
ど
に
慢

轟轟

O 

試厚五

算zz
年
収
の
1 
4 

示
し
た
。
少
子
化
の
進
展
が
現
状
並
み

の
場
合
、
現
行
の
年
金
給
付
水
準
を
維

持
す
る
に
は
、
。
一
五
年
度
以
降
の

厚
生
年
金
保
険
制
門
事
は
、
ボ
ナ
ス
を

27.5 (低位)(ボーナス込みの年収ベース=総報酬制)

保険料率の引き上げ騎は1999年
年金財政再計算時のままと仮定した

22.8 (高位)

L 
21.26 

30 
% 

25 

20 

15 

10 

5 

含
め
た
年
収
の
二
四
・
八
%
(
労
使
折

半
、
現
行
一
一
了
五
八
%
)
、
国
民
年
金

保
険
料
は
月
二
万
九
千
六
行
門
(
現
行

月
万
二
千
三
百
円
)
が
必
要
と
な
る
。

前
回
一
九
九
九
年
の
年
金
財
政
肖
計
算

と
比
べ
て
、
厚
生
年
金
は
一
・
一
ホ
イ

ン
ト
、
国
民
年
金
は
凶
千
四
百
円
も
上

昇
し
、
「
一
同
坪
生
年
金
保
険
料
率
は
年
収
の

長
大
二
割
程
度
」
と
の
政
府
の
公
約
が

覆
る
υ

こ
の
た
め
、

一
O
O
凹
年
の
次
期

年
金
制
皮
改
正
で
は
、

年
金
の
給
付
切
り
下

げ
と
負
初
増
に
加
、
え
、

少
子
化
対
策
の
実
効

性
が
焦
点
に
な
る
の

は
確
実
だ
れ

今
回
の
試
算
は
、

少
子
化
の
動
向
を
一
小

す
合
計
特
殊
出
産
不

(女
M
H
が
生
況
に
夜
む

千
供
の
数
)
が
①
現

状
(
二

0
0
0年

三
ハ
)
上
り
向
復
す

る
高
品
(
一

-

L

ハ
ニ
)

⑪
一
現
状
仲
み
の
中
位

(
目
二
九
)
⑬
殺
し

く
な
る
沢
位
(

一

O
)
l
i
i
の一

ι判明

25 

年金財政の試算の前提平均寿命は2000年
の男性77.64歳、女性84.62歳が、2050年までに
男性3.31歳、女性4.6歳延びる。賃金上昇率は
2007年まで年 1%、以後は年2.5%0物価上昇
率は同年まで、年0%、以後は年1.5%とした。

20 15 10 2002 05 
。

計
の
人
口
推
計
を
使
用
L

各
推
計
に
つ

い
て
、
基
礎
年
金
の
出
庫
負
抑
制
合
が

現
行
の
コ
分
の
一
の
ま
ま
の
場
合
止
、

二

0
0
凹
年
十
月
か
ら
一
二
分
の
一
に
引

き
上
げ
た
場
合
の
計
六
通
り
を
試
訴
し

た
少
子
化
が
最
も
進

b
M位
推
計
で
は
、

回
庫
負
担
が
現
状
の
ま
ま
の
場
台
、
厚

生
年
金
二
七
・
五
%
、
国
民
年
余
一
一
万

三
千
円
と
、
現
行
の
一
倍
以
上
へ
の
引

き
卜
e

げ
が
必
要
と
な
る

国
庫
負
仰
い
の
引
き
上
げ
が
実
現
し
た

嶋
合
は
、
中
位
推
計
で
厚
生
年
金
一

川
%
、
国
民
年
余
一
々
万
千
六
汗
円
に
と

ど
ま
り
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
福
は
改

小
書
さ
れ
る
リ

厚
牛
年
金
の
保
険
料
不
は
、
現
行
制

度
で
は
月
収
の
一
七
二
台
%
だ
が
、

来
年
間
月
か
ら
年
収
ベ
ス
で
政
収
ず

る
給
報
酬
制
に
切
り
瞥
わ
る
た
め
、
年

収
べ

i
ス
で
比
較
し
た
n

方
、
同
省
が
向
日
公
表
し
た
「
社

会
保
障
の
給
付
と
負
担
の
見
通
し
」
に

よ
る
と
、
年
余
と
医
療
、
福

M
(介
護

を
九
円
む
)
の
社
会
保
障
負
抑
総
領
は
今

午
度
の
八

l
二
兆
円
か
ら
二

0
4
h
年

度
に
は
白
八
十
々
や
兆
円
へ
と
二
倍
以
上

に
用
加
す
る
す

〈
読
売
新
聞

二
O
O
ニ
・
五
・
十
五
)
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盟瞳
日'9イ共同

旦
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
治
験
へ

動
物
実
験
ウ
イ
ル
ス
ほ
ぼ
抑
制

エ
イ
ス
批
判
症
を
予
妨
す
る
ワ
ク
チ
ン

開
発
を
進
め
て
き
た
回
立
感
染
信
研
究

所
左
タ
イ
の
科
学
高
グ
ル

1
7
が
、
サ

ル
を
使
っ
た
動
物
実
験
に
成
功
し
た
に

専
門
家
の
同
際
ミ
テ
ィ
ン
グ
で
も
、

こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
と
白
効
性
は
認
め
ら
れ
、
人

間
に
投
与
す
る
臨
床
試
験
の
実
施
が
了

点
さ
れ
た
υ

早
け
れ
ば
来
年
中
に
も
、

ク
イ
で
試
験
を
開
始
す
る
U

世
界
各
国

で
工
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
競
争
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
向
山
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
臨
床
試
験
へ
の
移
行
の
め
ど
が
つ
い

た
の
は
初
め
て
の
今
同
の
ワ
ク
チ
ン
は

安
価
で
製
造
も
比
較
的
簡
単
な
v

」
と
か

ら
、
実
刑
化
に
成
功
す
れ
ば
、
世
界
に

約
四
下
万
人
と
感
染
拡
大
が
進
む
エ
イ

ス
の
予
防
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
出
期
待

さ
れ
て
い
る
ι

有
効
性
、

W
H
Oな
ど
も
評
価

研
究
グ
ル
フ
は
、
本
名
一
一
一
一
男
・
エ

イ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
研
究
グ
ル

1

7
長
を
中
心
と
し
た
河
研
究
所
な
ど
の

メ
ン
バ
ー
と
タ
イ
側
研
究

E
の
計
約
一
一
一

l
人
で
構
成
。
一
九
九
二
年
か
ら
基
礎

研
究
に
取
り
組
み
、
九
八
年
か
ら
は
科

学
技
術
仮
興
事
業
団

(
J
S
T
)
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
共
同
研
究
を
進
め

にゆすふおらむ

て
き
た
u

開
花
中
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
結
核
予
防

に
使
わ
れ
る
日

C
G
ワ
ク
チ
ン
と
、
天

然
痘
ワ
ク
チ
ン
の
種
「
ワ
ク
シ
ニ
ア

D
I
S
L
に
、
そ
れ
ぞ
れ

H
I
V
(
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
)
の
遺
伝
子
を
組
み
込

ん
だ
も
の
。
広
く
使
用
実
績
の
あ
る
B

C
G
や
人
間
の
体
内
で
培
殖
し
な
い

D

1
5
を
使
う
こ
と
で
、
安
全
性
も
高
い

と
い
う
昨
年
春
以
降
の
実
験
で
は
、
一
一
頭
の

サ
ル
に
遺
伝
子
細
み
換
え
烈
日

C
G
、

向
D
I
S
の
問
順
番
で
ワ
ク
チ
ン
を
投
句
。

そ
こ
に

S
I
V
(
ザ
ル
の

H
I
V
)
と

r 

is 
H
1
Vが
増
殖

H
I
V
を
紐
み
ム
口
わ
せ
た

S
H
I
V
を

接
種
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
頭
と
も
一
時
的

に
ウ
イ
ル
ス
量
が
増
加
し
た
が
、
そ
の

後
、
頭
は
検
出
限
界
を
下
回
る
レ
ベ

ル
に
ま
で
低
下
し
た
υ

残

る

頭

も

エ

イ
ズ
を
発
症
し
な
い
程
度
の
量
を
保
っ

た
。
ワ
ク
チ
ン
を
投
句
し
な
い
対
照
群

や
一
種
ず
つ
を
投
与
し
た
群
、
投
ワ
の

煩
山
を
変
え
た
群
は
、
い
ず
れ
も
ウ
イ

ル
ス
を
抑
制
で
き
な
か
っ
た
u

研
究
グ
ル
フ
は
今
年
二
月
、

W
H

O

(
世
界
保
健
機
関
〕
や

C
D
C
(米

疾
病
対
策

t
ン
タ
)
な
と
の
エ
イ
ズ

ワ
ク
チ
ン
の
専
門
家
を
タ
イ
に
招
い
て

動
物
実
験
の
成
擦
に
つ
い
て
評
価
を
求

め
た
結
果
、
人
間
に
実
際
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
臨
床
試
験
の
実
施
が
妥
当

しθ

i襲撃
す
適切主治療を
受けられなければ

因

と
す
る
見
解
を
得
た
ο

世
界
的
に
も
、

H
H
I
V
の
り

N
A
の

一
部
を
使
う
な
ど
の
力
法
で
、
様
々
な

エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
ブ
ロ
γ
ェ
ク

卜
が
進
行
し
て
い
る
つ
約
!
グ
ル
ー
プ

が
す
で
に
臨
床
試
験
段
階
に
入
っ
て
い

る
が
、
ム
寸
同
の
ワ
ク
チ
ン
は
「
サ
ル
の

実
験
で
は
、
現
段
階
で
最
も
白
効
と
さ

れ
る
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
て

も
、
そ
ん
色
の
な
い
一
ア
!
タ
が
山
川
て
い

る
」
(
山
宇
佐
間
・
工
イ
ス
研
究
t
ン
タ
!

長
)
と
い
う
、

W
H
O
で
世
界
天
然
痘
恨
絶
対
策
本

部
長
を
務
め
た
れ
地
問
功
・
間
際
保
健
民

療
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
話
「
本
多

ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
は
、
世
界
中
で
接
種

さ
れ
て
い
る

B
C
G
を
使
用
し
て
い
る
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こ
と
。
安
全
性
が
高
く
世
界
に
広
め
や

す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
期
待
で
き

る
c

エ
イ
ズ
で
平
均
寿
命
が
半
減
し
て

い
る
国
も
あ
り
、
成
功
す
れ
ば
危
機
的

状
況
を
救
う
こ
と
に
な
る
。
将
来
、
製

躍盟
少子化対策

子
育
て
支
援
は未
来
へ
の
投
資
だ

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
、
当
面
、

H

本
が
最
優
先
す
べ
き
課
題
だ
。

し
か
し
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て

進
む
少
子
化
へ
の
対
応
も
ま
た
、
政
府

が
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要

課
題
で
あ
る
。
日
本
の
総
人
口
は
五
年

後
に
減
少
に
転
じ
、
白
年
後
に
は
半
減

す
る
。
少
子
化
は
先
進
国
共
通
の
現
象

だ
が
、
日
本
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
す
ぎ
る
。

社
会
の
活
力
も
低
下
し
か
ね
な
い
。

小
泉
首
相
は
、
新
た
な
少

f
化
対
策

の
と
り
ま
と
め
を
指
示
し
た
。
若
者
が

結
婚
や
子
育
て
に
夢
を
持
て
な
い
社
会

は
、
い
び
つ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
、
思
い
切
っ

た
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

結
婚
や
出
産
を
た
め
ら
う
の
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
失
う
も
の
が
大
き
い
と
吟

造
段
階
に
入
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
、

今
か
ら
準
備
を
進
め
る
べ
き
だ
」

(
読
売
新
聞
ニ

O
O
ニ
・
五
・
二
十

八
)

え
る
人
が
、
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

長
時
間
労
働
な
ど
の
雇
用
慣
行
の
壁

は
依
然
高
く
、
保
育
体
制
の
整
備
も
遅

れ
て
い
る
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に

悩
み
、
職
場
を
隣
れ
る
立
性
も
多
い
。

子
育
て
後
に
働
こ
う
と
し
て
も
正
規
雇

用
は
難
し
く
、
パ

i
ト
勤
務
程
度
し
か

見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

出
産
や
子
育
て
は
個
人
の
選
択
の
問

題
、
と
い
う
一
向
が
あ
る
に
し
て
も
、
社

会
の
支
援
が
乏
し
い
現
状
は
早
急
に
改

め
る
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
職
場
の
理
解
が
欠
か
せ
な

い
。
育
児
休
業
や
看
護
休
暇
の
制
度
が

あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
取
り
づ
ら
い
、

と
の
声
は
恨
強
い
。
短
時
間
労
働
や
在

宅
勤
務
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
認
め
る

企
業
も
、
ま
だ
少
な
い
。

子
育
て
を
積
極
的
に
支
援
す
る
企
業

を
増
や
す
た
め
に
、
税
制
面
で
の
優
遇

措
後
な
ど
も
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

保
育
所
不
足
の
解
消
も
急
務
だ
。
学

校
の
空
き
教
室
な
ど
の
活
用
や
、
問
問
冗

が
減
少
し
て
い
る
幼
稚
園
と
の
統
合
を

強
力
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
省
庁
や
関
係
団
体
の
縄

張
り
意
識
の
J

掃
が
欠
か
せ
な
い
。

土
地
や
建
物
は
自
治
体
が
提
供
し
、

運
営
は
民
間
に
任
せ
る
公
設
民
営
方
式

な
ど
民
間
活
力
の
導
入
も
積
保
尚
に
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

重
す
ぎ
る
教
育
費
の
負
担
も
、
少
子

化
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
子

供
一
人
が
成
人
す
る
ま
で
に
e

千
万
円

以
上
か
か
る
と
い
う
の
で
は
、
し
り
込

み
す
る
の
も
わ
か
る
。

米
関
で
は
、
学
生
の
大
半
が
奨
学
金

を
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
で
は
学

生
の
六
人
に
一
人
程
度
し
か
い
な
い
。

有
利
子
の
奨
尚
子
金
も
多
く
、
額
も
十
分

と
は
い
え
な
い
。

融
資
条
件
を
大
幅
に
緩
和
し
た
無
利

子
の
奨
学
金
制
度
の
検
討
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
、
た
ろ
う
。

財
源
は
二
百
兆
円
に
し
し
る
年
金
積
立
金

の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
若
者
の
自
立

を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

子
育
て
支
援
が
直
ち
に
出
生
率
の
回

復
に
つ
な
が
る
保
証
は
な
い
u

だ
が
、

手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
と
、
少
子
化
は

さ
ら
に
進
む
。
「
未
来
へ
の
投
資
L

を
怠

る
国
に
、
将
来
は
な
い
。

(
読
売
新
聞
こ

O
O
ニ
・
六
・
三
)

飢餓撲滅へ

年3兆円追

加必要

〔
ミ
ラ
ノ
H
H
小
林
明
〕
国
連
食
糧
農
業

機
関
(
ド

A
O
、
本
部
ロ
!
?
)
は
問
問

円
、
現
従
約
八
億
人
い
る
世
界
の
飢
餓

人
口
を
一

O
一
台
年
ま
で
に
半
減
さ
せ

る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
対
策
を

盛
り
込
ん
だ
「
飢
餓
撲
滅
計
阿
L

を
発

表
し
た
。
途
上
国
に
対
し
て
年
二
百
四

十
億
J

(
約
一
兆
円
)
の
追
加
投
資
が

必
要
と
訴
え
た
ほ
か
、
飢
餓
人
口
の
半

減
で
世
界
経
済
が
年
下
二
白
億
ド
ル
以
上

の
経
済
的
利
益
を
享
受
で
き
る
と
指
摘

し
た
。
(
呂
本
経
涜
新
聞

五
)

ニ
O
O
ニ
・
六

l剖)



出
生
率

-
一
一
一
三
最
低
に
日
昨
年
H

予
想
上
回
る
ペ

i
ス

少
子
化
、

二
O
O
一
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

は
前
年
よ
り
約
二
万
人
減
り
、
女
性
が

生
涯
に
産
む
子
供
の
数
を
示
す
出
生
率

(
合
計
特
殊
出
生
中
)
は
一
・
一
+
一
ニ
と
過

去
最
低
を
更
新
し
た
こ
と
が
七
日
、
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
人
口
動
態
統

計
(
概
数
)

L

で
分
か
っ
た
。
三
十
代
前

|出生散と出生率|

第1次ベビーブーム269万人
14.32 鎮?次ベビーブーム

万人

にゆす.，、おらむ

3 

半
だ
け
で
な
く
、
二
十
代
後
半
の
出
生

率
(
一
一
十
五
一

1
九
歳
の
友
性
が
出

産
し
た
了
供
の
平
均
数
)
も
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
が
響
い
た
っ

今
年
一
月
に
発
表
し
た
「
将
来
推
計

人
口
」
で
は
、
二

O
O
一
年
の
出
生
率

を
一
・
三
四
と
予
測
し
て
お
り
、
平
く

3 

2 

出
生
率

2001 90 80 70 60 ハH
V

F
h
J
V
 

体
咋

4

1

n

u

マ
イ

出
生
数
・
百
万
人

4

も
こ
の
見
通
し
を
下
伺
っ
た
。
こ
の
ま

ま
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

態
が
続
け
ば
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
を

支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
公
的
年
金
や
医

療
保
険
制
度
の
財
政
悪
化
は
必
至
。
将

来
は
新
た
な
働
き
手
が
不
足
し
て
経
済

成
長
に
影
を
落
と
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ず台。
人
口
動
態
統
計
は
昨
年
に
役
所
に
届

け
出
が
あ
っ
た
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な

ど
の
件
数
を
集
計
し
た
も
の
。

二
O
O
一
年
の
出
生
数
は
百
十
七
万

六
百
六
十
五
人
で
、
一

0
0
0年
よ
り

一
万
九
下
八
白
八
十
人
減
っ
た
c

0
0
0年
の
山
川
止
心
不
は
、
う
る
う
年
や

J
、
レ
ニ
ア
ム
ベ
ビ

l
H
の
影
響
で
昨
年

の
♂
-
一
二
回
(
過
去
最
低
)
を
上
回
る

一
・
三
六
だ
っ
た
が
、
二

O
O
一
年
は

前
年
よ
り

0
・
。
一
ゃ
ポ
イ
ン
ト
も
下
が

盟関

り
、
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

平
均
初
婚
年
齢
は
夫
が
二
十
九
・

O

歳
で
、
妻
が
一
l
l
七
・
二
歳
、
と
、
い
ず

れ
も
前
年
よ
り

0
・
一
玉
夜
k
昇
、
晩
婚

化
は
一
層
進
ん
だ
。

厚
労
省
が
一
月
に
公
表
し
た
将
来
推

計
人
口
を
使
っ
て
厚
生
年
金
の
保
険
料

を
試
算
し
た
左
こ
ろ
、
現
在
は
加
入
者

の
月
収
の
一
七
・
三
五
%
(
こ
れ
を
労

使
折
半
。
年
収
、
へ

l
ス
換
算
で
一
三
・

五
八
%
)
の
保
険
料
が
ピ
ー
ク
時
の

0
0
占
五
年
度
に
は
一
二
・
九
%
(
年
収

べ
l
ス
で
や
問
問
・
八
%
)
ま
で
上
昇
す

る
と
い
う
ο

実
際
の
少
子
化
が
推
計
人

口
よ
り
も
進
む
状
態
が
続
け
ば
こ
の
試

算
よ
り
も
さ
ら
に
保
険
料
が
上
昇
す
る

こ
と
に
な
る
に

〈
日
本
経
済
新
開

八
)

一一

O
O
二
・
六

出
生
率
最
低

l
職
場
環
境
改
善

取
り
た
い
人
が
取
れ
る

i
i
背
見
休
業

…

0
0
4
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
…

山
が
過
去
最
低
を
ま
た
事
一
新
し
た
。
「
京
…

…
み
控
え
い
要
凶
を
取
り
除
く
改
革
が
一

…
急
務
だ
。
解
説
部
・
榊
原
料
子
…

少
子
化
傾
向
が
い
っ
こ
う
に
止
ま
ら

な
い
。
女
M
H
が
生
涯
に
時
む
子
供
の
放

を
一
市
す
ム
日
計
特
殊
出
生
率
は
、
七
日
発
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表
さ
れ
た
人
口
動
態
統
計
(
概
数
)
で
、

ご

0
0
一
年
は
過
去
最
低
の
一
・
一
二
一

に
下
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

山
生
率
は
過
去
一
イ
午
、
低
下
傾
向

に
あ
る
が
、
一
九
九
九
年
に
一
・
一
一
一
川

と
最
低
を
記
録
し
た
後
、
翌
年
に
は
一

ニ
六
と
四
年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
。
た
だ
、

こ
の
年
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
ベ
ピ

i
の

流
行
と
年
間

H
数
が
多
い
う
る
う
年
だ
っ

た
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
、
厚
生
労
働
省

は
「
少
子
化
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

と
み
る
。

し
か
も
、
今
年
月
に
政
府
が
公
表

し
た
将
来
人
口
推
計
で
、

0
0
年

の
出
生
率
を
「
一
・
一
一
間
い
と
し
て
い

た
見
通
し
が
平
く
も
破
ら
れ
た
形
と
な

り
、
少
子
化
の
進
展
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
こ
と
を
改
め
て
印
象
づ
け
た
。

状
況
を
改
善
す
る
方
策
は
あ
る
の
か
。

出
産
は
あ
く
ま
で
個
人
の
選
択
で
あ
る

べ
き
だ
が
、
「
育
て
世
代
の
多
く
が
「
産

み
た
い
の
に
産
め
な
い
」
1

ど
訴
え
る
状

況
は
、
少
子
化
の
背
景
に
人
為
的
な
要

都道府県)jlj
合計特殊出生率

全箇 1.33 

iす|:jj 
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肉
が
あ
る
こ
と
を
物
一
請
っ
て
い
る
。

子
育
て
し
や
す
い
環
度
を
は
か
る
に

は
、
「
時
相
場
環
境
」
「
旧
生
宵
け
サ
ー
ビ
ス
」
「
児

京
手
当
な
ど
の
経
済
的
支
援
L

が
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
程
度
充
実
し
て
い
る
か
が
指

標
と
な
る
。
政
府
は
、
九
内
年
以
降
、
「
エ

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
い
や
「
新
エ
ン
ゼ
ル
フ

ラ
ン
」
で
保
育
所
の
定
員
枠
拡
大
な
ど

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
は
一
定
の
取

り
組
み
を
し
て
き
た
が
、
「
子
育
て
し
や

す
い
戦
場
」
と
「
子
育
て
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
」
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
と

い
っ
て
い
い
。

日
本
よ
り
4

足
早
く
、
六

0
年
代
か

ら
出
生
率
の
低
下
に
直
面
し
た
先
進
各

同
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。
移
民
が
多
い
な
ど
特
殊
な
事

情
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
を
除
く
と
、
出
生

率
を
一
・
七
前
後
ま
で
回
復
さ
せ
た
主

要
国
に
は
、
「
手
厚
い
家
族
政
策
L

と
「
仕

事
と
「
育
て
が
両
立
で
き
る
働
き
方
L

と
い
う
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
に
人
口
政
策
に
力
を
入
れ
て

き
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
第
一
子
以
降
は

一
一
一
歳
ま
で
最
高
月
五
万
川
程
度
の
育
児

手
当
が
あ
り
、
ー
六
υ
時
に
な
る
ま
で
児

童
手
当
も
所
得
制
限
な
し
で
支
給
す
る

オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ
ク
は
、
手
厚
い

家
族
政
策
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
や
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
な
働
き

方
に
転
換
し
、
父
親
と
母
親
が
と
も
に

働
き
、
了
育
て
も
す
る
社
会
に
変
わ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
と
の
違
い
が
特
に
指
摘
さ
れ
る

の
が
「
職
場
の
慣
行
し
だ
っ
凶
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
高
橋
重
郷

部
長
は
、
「
日
本
は
児
童
手
中
」
も
所
得
制

限
が
あ
る
な
ど
限
定
的
だ
が
、
も
っ
と

肝
心
な
の
は
戦
場
の
環
境
だ
。
妊
娠
し

た
女
性
が
い
づ
ら
い
、
育
児
休
業
制
度

が
あ
っ
て
も
取
り
に
く
い
。
し
か
も
い
っ

た
ん
退
職
す
る
と
再
就
職
は
難
し
く
、

パ
ー
ト
労
働
し
か
な
い
と
い
う
唆
が
あ

る
」
と
話
す
c

育
児
控

Z
取
得
し
た
女
性
は
五
六
・

四
%
な
の
に
対
し
、
記
偶
者
が
出
産
し

た
男
性
の
取
得
率
は

0
・
四
二
%
u
女

性
の
な
か
に
は
、
働
き
続
け
た
い
と
思

い
な
が
ら
退
院
帆
し
た
人
も
少
な
く
な
い

し
乙
さ
れ
、
「
友
性
も
男
性
も
取
り
た
い
人

が
取
れ
る
社
会
の
実
現
」
(
厚
労
省
幹
部
)

が
急
が
れ
る

政
府
は
九
月
を
め
ど
に
新
た
な
少
子

化
対
策
を
し
乙
り
ま
と
め
る
方
針
だ
n

育

休
主
基
休
暇
を
取
り
や
す
い
漁
場
、
寸
子

育
て
に
や
さ
し
い
社
会
」
に
転
換
す
る

よ
う
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
九
日
め
た

行
動
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

(
読
売
新
聞
こ

O
O
一
了
六
・
八
)

出
生
率
最
低
一

庫
労
雀
一
一

O
O
一
年
人
口
動
態
統
計

@ 

一一一一一一
昨
年
一
年
間
の
国
内
出
生
数
は
約
百

ト
七
万
人
で
、
前
半
を
約
一
一
万
人
下
回

り
、
過
去
最
低
だ
っ
た
こ
と
が
、
厚
生

労
働
省
の
二

O
O
一
年
人
口
動
態
統
計

で
わ
か
っ
た
。
少
子
化
の
動
向
を
示
す
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合
計
特
殊
出
生
本
(
一
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
子
供
の
数
)
も
e

-

J

一
三
で

過
去
最
低
を
記
録
し
た
。

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
ベ
ビ

i
」
効
果
が
あ
っ

た
止
さ
れ
る
こ

0
0
0年
は
、
出
生
数

(
約
百
十
九
万
人
)
が
二
年
ぶ
り
に
前

年
を
上
凶
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
(

4

ニ
六
)
も
四
年
ぶ
り
に
前
年
比
婚
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
二

0
0

一
年
に
な
っ
て
減
少
に
転
じ
た
。
方
、

母
親
の
年
齢
層
別
山
州
生
数
を
見
る
と
、

今
十
代
後
半
(
一
々
十
五
一
一
卜
九
歳
)

が
産
ん
だ
子
供
の
数
は
昨
年
、
約
四
|

玉
万
人
で
、
一
九
九
九
年
の
約
問
十
七

万
六
千
人
、
二

0
0
0年
の
約
同
十
九

にゆーすふおーらむ

万
一
千
人
か
ら
急
減
し
た
。
第
一
一
次
ベ

ビ
l
ブ

l
ム
世
代
の
母
親
が
一
e

十
代
後

半
を
迎
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

逆
に
こ
の
年
代
の
出
生
率
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
、
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
c

こ
の
ほ
か
、
離
婚
付
数
は
約
一

1
八

万
六
千
件
で
過
去
最
多
を
更
新
。
ま
た
、

悪
性
新
生
物
(
が
ん
)
の
死
亡
者
は
初

め
て
一
4

一
!
万
人
を
超
え
た
。

(
読
売
新
聞
ニ

O
O
ニ
・
六
・
八
)

A
P
D
A
賛

助

会

員

3
1、
ご

入

会

の

お

願

い

i
t〈

人
口
調
窃
は
、
十
一
世
紀
の
人
領
生
存
を
左
七
す
る
地
球
上
の
最
も
最
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
九
九
九
年
に
は
六

O
倦
人
を
越
え
、
依
然
し
乙
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
J

ア

ジ
ア
の
人
日
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
円
六

O
%
を
占
め
て
お
り
ま
す

人
円
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
村
会
経
済
問
題
に
凶
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

世
界
人
口
の
し
人
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
語
牛
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
ー
ー

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
u

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
H

環
境
問
題
H

も
、
人
口
の
培
加
が
大
き
な
根
本
原
肉

な
の
で
す
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
ヨ
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
萌
伐

採
な
ど
は
来
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
方
で
は
急
速
な
て
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど

多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
k
放
置
で
き
な
い
ギ

リ
キ
リ
の
と
↑
」
ろ
に
き
て
い
ま
す
ま
た
人
U
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
吉

岡
に
悩
む
地
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
少
チ
点
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題

や
福
祉
費
の
府
大
、
経
語
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
華
大
な
社
会
経
済
問
題
キ
」
抱
え
て

い
る
先
進
凶
も
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
根
深
は
、
ナ
ペ
亡
H

人
U

H

問
題
に
帰
告
さ
れ
ま
す
J

A
P
D
A
(
ア
フ
ダ
)
は
、
官
民
及
び
同
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効

に
解
決
す
る
占
策
を
探
る
た
め
、

H
伐
貰
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す

何
卒
、
あ
す
の
人
絹
の
明
る
い
未
来
し
乙
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
こ
協

h
を
心
か
h

お
願
い
い
た
し
ま
す
v
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2 東南アンア諸国等人口・開花県的訪査報告書

インド1"
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，1 ネバール王国人円 京民計同基時詞吉

Ihs!{' Stl1TCY Repoロonf'opulation m'.d F山1ilvP1山田nglll

the Kin出叩lof時pal(英語版)

5 日本の人U都市化と開発

U山由izatiω1and Dt'¥"e!opnwnt in Japml (英語版)

G パンコクの人行部，j】化と刊活環境・福iil:持査

デク詞

Surwy of Urb311izalioll. Li¥'i..ng El川山田淀川andWelfarぜ'"
8angkok - Dala - (主語同)

7 スライド

日本の ff~市{七と人 μ (H本語版)

UrbaJ1Ization白ldPopulation il1 Jaμ， (英語版)

H 本的f令市{ヒ守人口(中国語版)

Urbani日 si[ι1l) kepモndudl!kaハDiJe~ 羽日

(インドネンア語版)

昭和61年度

I アジア諸国の農村人日と庭菜開発に閉する詞査報告書

インドネンア回

Repon on lhぜSur、引のfI~\lful l'opulcl.¥iOI¥ and i¥!，'lIC'ultural 

Development in A出1IlCouutries 

Indω配、ia--- (英語，，)

2 東南アジア諸問等人日 開発基同司査報告書

インドネ ~7 回

RC[Kl!1 on t!w Bask S¥lfWY ()f Populatioll白 dD凸 elOpll淀川

in SαIlh出子;1Asian Coun制阿

lndune~ia 英語版)

3 古日仏fi:f:!fの佐子守と'ti.Ii条件にfltl-iる明究

人的認JJ開発の課題に即して

4. n本，"労{詰JJ人口と開発
Lahor Force (l!ld Dcn，j叩 menlIn Jal四， (吏語版)

5 人口と開始関連告計集

lRIllO日間phicand S肘 io.E打川町nklndinJ¥のお川lPopulntion

出 dD2¥'elopment (提語版)

昭和58年度

1. qJ華人民共和[司人H 京jj計向1!1宅再阜、報告書

Ihsk ね，~で門 O[j Populfltド011ilnd Fれmil可 Plmming in Ihc 

V刷1'1山 R12puhHcof China (英語版)

4育.Pfu'J-:i，百水平失系中H合11円査研究担行事

(中国語版)

昭和59年度
] アジアUHrjの炭什人口と員菜開発に問する詞台、朝告7干

fンドI可

Ikp011 on th¥ゐSmτcyof RlIwl Populatioll <iJ1d i¥!，'TIcult山 al

lkw'lopnwnt in ，¥sioln ('ountril's 
h:oiil 英語版)

2 東南アンア靖国等人 u. 開始築時詞査\':~fT

タf国

RtP011 un !he lhsit' Slu'¥'ey uf 1'¥11川lilIiu!l削dDt'vt!opn】刊1

江1Sou!hea:>1 A:，ian Cow江口出

百miland

3. n本の人cl転換と員什開発
DC1l10grilphi， Tnlllsition in }np;;n ilno !¥l!fn! Dc'¥'l'lojlllll'nt 
(英語版)
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δ スラ f1 打木の農菜、農村同夜左人H

その軌跡 (日本詰版)

Agrirult¥llal &-Hural j)れel，明lwnt叩 dPopulation in .!aPill1 

(英語~")

l:l )p-: 'ld.l 'I<H(I~J'ü:峡和人円的推移(中国語版)

Ptlkellltは!lg，m Ptr1国lilIl，日制'ilI:akatDぜと，.'1 DilIl Kビ!W!l
dudukω1 Di Jビpang(インドネシア語版)

W. H カ[i-'.]版スラ fIは円木曜菜敦育スラ fドコン

ク ルにご促秀賞を受賞Lました)

昭和60年度

1 アンア諸国の"111人Uと民菜同信に悶する持査時告書

タイ lI~

Re!XJfl uIl Ule SW¥'ey of Rmal Pupublion山ldAgrieul!llJ'al 

O"n'J句llllenlin As山1Co出<ln出

Thail出【1-(貰語版)
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1"、で]Ilpnwntio :¥sj，m CountriE's 
Nep<ll 英語版)

2 東南アジア諸国等人日 開発基礎言明査報告書

中華人民共和国

Repurt凶 UleBasic Sum:}' of Populatiυn and Dcyelopmel1¥ 

in SUUUl国川 A:，i凶 Cω叫 Ine，s

Chi仙 (吏語版}

3，アジア諮問からの労働力流出に関する詩査研究報告書

タイ同

4 円本円人口と京ct

Popu1ation and the F(lmily in .1ap叩{英語版)

5 アンアの人u転娯と開始 給計車

n"，moglaphirTl'ilnsitωl山 ldDe同lupl紅白山nAsi四 <0田町田
Ol'el'view and Statislital Tabld 

(英語版)

G スライド

日本の人口と宰挟{日本語版)

Famih田ldPopulati叩 in)upall Asian hperience 

(英語版)

日本的人U与京庭 (111国語版)

1'"油開ホ&!¥E'l¥1ilrga Jepang (インドネンア語版)

7 ヘルー共和国人口京核計百基礎調査

平成元年度

2 アンア諸!FJの農村人口止農業開発に問する詩査報告書

パングラデン 21[1

Reporl Oll the SUI¥凹 ofRural Popu1ation and Agriniltural 

E刊.dopml'nl - Banglade~h --英語版)

2 東南アジア諸国等人U 開始主皇陛詞査報告書

ネハール由

民叩ol1on1I犯 Basic出 fveyof PopulatioJ¥白，d'"川loPllwnt
in Soulhea只 A只i3nCOlUlUies 

N町，1 英語版)

3，ア γ ア諸1.1からの労的力流出に間寸る詩査報告書

マレ γア[司

4， n本の人口構造変動と聞を
高雨(七円アジア的問占

Stl1l('れmllClwnge in Pupulaliun and D凸でlopml'川

lapan's Expel'ience in Aging - (黄語版)

5 スライド

1:"")齢化社会への日本の抗戦

生きがいのある壱後を日mLて (H本語版)

Aging in Japan -Chal!enges imd Pro申ぽ"
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G スライ} 行本の経菜発展と人口

その原動力 電気 (H本語版)

Industrial De刊 lopn1f'l1tand Popu]ation in Japan 

The ptime :-'lm'er-EIt'Clridly 英語版)

日本的rAt:ti:展与人口
其l原式市力 曳'¥-(中1斗語版)

1'.印lban匹口出lInu山 lrida:n kependudukandi Jqxmg 

P回出ピmkUlun回 T"申Li51rik

(インドネシア詩版}

7 ネパル王同人口 事時計画第次基礎調査

Comp]emC'111町 BasicSurYE'r Rer問 1叩1'0'川加lon但，d
Family刊anningin Ihe killgdωII of NepaJ 

昭和62年度

1.アジア諸pjの農村人口止農菜開発に閑「る詞査報告書

中1巨人民共和[斗

Repur1υn the Sur刊 yof Rural Population田 dAgriru!tural 

De町 lopn出 11in Asinn Countries 

China - (英語版)

2 東南アジア諸国等人u 関経基礎調査報告書

中華人民共和国

R叩oton the R1Sic Sl山町 υfPopulalion and D出 Ic戸n叩 1

in Soulheasl Asianζυwllns 

ζl1i1la --(英語版)

3 アンア諸l斗からの労信号力的出に関する詞宜研究報告書
フィリピン向

4 日本の人n~農菜開発

Populati叩叩dAgri刊 ItmalDe've!叩n淀川 inJapan 

(英~ij版)

ら ネハールの人口偶発環境

1'0郡Ilalion，Dew'lopmelllωId En¥'iromllenl in Ne戸l

(英語版)

G スライド

日本町人口移動 ~ff済発展(何本語版}

The :¥Iigratory }'low'menl and Eαmωni(' I )ew!opm臼IllIl

Jnp;m (英語版)

日本的人U移ス1)与経済在民(中国語版)

Pe可JindahanPenduduk n凶 PerkembanganEkonomi町

長凹ng(インドネンア語版)

7， Iルコ国人口京挟計同基略語宜

昭和63年度
1 アジア諸国内農村人口と農業開発に開ナる詞査報告書

ネハール国

Repo河川1the SUl'W¥' of Fi山alPopuJatioll and Agri('ullurnl 



プィリヒン国

Re似)!'tonllw Ba5ic Sun明。fPopulatωII alld Dt'velupment 

凶 SotltheastAsian (αllltri同

目lilippit剖 (提語版)

3 アシ7諸[r.Jからの労働力流出に聞する調査研究報告書

中華人民共和問

'1. H本の地日開発と人lJ 1990年代の展望

Regioll(l] !)lm:lopnwnt and Populfltion in Japiln 

rrends and Prospects in Ihe 19905 英語版)

5，スライド

日本の地域開発と人円(討本語版)

Eミeginaln己目'1opmentand Population in Jap皿(耳語版)

日本的区間JT友和人円(中 rl~語版)

Permbangl山田 Oaerahd皿 Populasidi )epaI】g

uンド七 γア版)

G アジアの労飴力移動

Labor :-'ligration in i¥si3 (英語版)

平成4年度

1.アジア諸1'1の農村人口と農業開発に閉する詞査報告書

マレーンア[11

Report on the SUIYCy ()f Ruml Population and Agriculturn! 

Deye]opment -}'falaysia - (英語版)

2 東南アジア諸国等人U 間話基問調査報告書

ベトナム由

Report on lhe Ba，ieを;Ulye、ofPOjlUlalion and Dt'、elopment
in South同日A;刊訂1<-'ountries 

Viet l'恒n 英語版)

3 アンアUi同かりの労働力涜出に関する詞査研究報告書

スリランカl吋

'1. 7ンアの夜菜転換正人口

Ind \1 ~t山1 Transition 叩~ p，吋)¥1]atiollin Asi(l 

(英語版)

日 スァイド・ピテオ

明日に生きる Hキ;の産業転換と人口 {日本語版)

Living for Ton回目w -Ind出 triu.lTr出凹n叩盆ndPopula 

!ion in Ja阿，-(英語版)

生活夜明天 日本的f'，li'.特換与人日 (中[T.]語版)

! lidup {Jntuk 1 lari E~k -Pcralihan Struktur Indllstri 

J)(lll Populasi Di Jep;mg - (インドネンア詰版)

平成5年度

1.アジア諸1'1の農村人口と良芳三問徒に関する報告書

ベ}ナムIEJ

{英語版)

辺人高的i七社会的円本正面1¥1;悦哉 追求呉生命意メ

的苦年生淀 川'国語版)

Talll叩 gan~lasy訂3kal L<lnj¥ll ¥lsia ]epang 

uンドネンア語版)
(本作品は 1990年知H本田聴覚教育協会主催笹尭映

f<{:~司付選奨任会教育部門で匿秀賞を受賞)

G アジア諸国の農業開発 5ヵ[1'1の比較

Strategic l'deasur白 forU1E' Agricult山alDeve!叫Jlllぜnl

ζOlll胆lativeS回 dieson Fi¥'e A~î山 Co山，tri出 (英語

版)

平成2年度

I アジア諸国の農村人口と農莱開発に関寸る報告書

フィリビン国

Heport 011 lhe Surw可ofRural Popu!alion and Agrirultl江ill

J)"yel叩日程，" 日liliI仰nes 英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発某践詞査報告書

パングフヲンュ回

Repoll on thρ&it: Suryey of Pop山l1un白川D目elopmt'nt

in Southt'isl As四日田町出

&ngladdl - (英語版)

3 アジア諸国からの労出力m出に問寸る詞査報告書
fンドネンア居

'1. 1::1本の人U 問俗環境 アンアの経験

ド'opu!alion，De刊 lopm叩 t出 dEnvirαunenl in Japan 

Asi叩 Experience 英語版)

S.スライド

H 本の環境人口 開発(日本語版)

Envirω'"凶 11，Populalioll alld 0判官lopmenlin Jap:Ul (吏

語版)

日本的坪境 A 人n.JT貰 (ql{斗語版}
Linghmgall. Penduduk dall P刊 lh::mgunan}epm1g C-(ン

ドドンア語版)

{本11品は 1991年知H本間どを党教育協会主催直秀映

時教材選奨社会教育部門で[量秀賞を受賞)

G。アジアの人口部rlifヒ 祈計集

Prc斗)t'ct~ uf Urballizatiυn in Asia (英語版)

平成3年度

i アγ ア諸国内農村人f_l!:農粟開発に問?る調査報告書

スリランカ国

Rep0l1 0)1 lJlt'出n引 Rura!Popu!ation and AgriruJれ1m!

Dれ elopll1刊 SriLanka 英語附}

2.東南アジア諸国等人口 開発革問調査報告書
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平成7年度

1. T ジァ諸国内先展段階~IJ J;M:莱 農村開発主的司査報告

書 ハ当スタ/国

R叩orl011 11w B<I ~ic 出山~\' 011 A日rkul1出品川dRUr<ll D己

、ゼIO]Jlllellloy 1'1'りは，I~吋トミ1斗~t' in A、i白1ζοunlri出

I'akblan Pl~と語版)

2. -，ン T~刻中"品Gdi化と開発基開詞査報告書

不ハール|斗

Rqx回 onIhe日耳、e¥'of Url氾JlIzalion<Ind [己目1叫Jlllenllll

Asi<ln C山 nln出 I¥'e刊 1-(英mi¥lU

3 アジア諸問の入院i宵t吉開発と労出力に約すろ烹査研究

舟告書 イ/1国

l アン 7における!d生のエンパワ メント

Em¥x川正"rllwnlのfWnll1el1 in A~ia (英語版)

S，スァイド ピテオ

アンアを拓け 女{'jたら (日本語版)

A Brighl of Gelluer Equality - Em判、比mlelllυfWom印

in f¥.o;ja - (提語版)

jj!H与U姐之路 今灯、~:~iJH女性 (ql[I:)語版)

Ilmp日nCぐmhbJ伊 Pe芯 ammm -Kaulll Wanit<l A丸HlI1

:..!('Hlllll苅hJalan - (-(ンド字ンア語版)

平成8年度

1 アンア諸国の姶展段階月IJ~荒 居打開始某時抗査報告

7干 フオス人民民士共fu凶

R勺){J!l凶 tht'B<I ~ic Survel'凶 Aj.，'linulUIa1出ldRr凶IDぜ

ye¥O]J1ll凶101'Prυg<ピ凶 Slaピピ inki出lCO出lIne$

Lao People's [¥引〉仁川icRepub!ic - (英語版)

リ アジア詰11:10)都市(ヒと開予告詞主円告書

フィリヒンドJ

!~qx前叩 lh(' 出!rn')' nf UrlX-.ni7川ド"n川，o1恥刊1<引n('nlin 

，\si叩 ('o\!ntri('.~ Phi 1iIl P Ìl1PS 英~H版)

九 アンア諸国，')人間資伺開発と世間力に間1る剖査研究

報告書 ァオス国

-!. 21 UF[~(，り人口 良也同時 アンヲと世界

日】pulalioll出ldF川d 日ratじ~.'y f旧 21吋出nluf¥

A叩 l山 d、¥'orld- (再訪問)
S スラ!1・ピァオ

叩25年へ(1)決断 7ジアの人υ増加と立科

ChιIlleng~ and J)t'て i~ion f，川 tlwY刊 r202云

1'0])¥1lal川1Jnn同町 amlFnod in A、凶 (英語同)

向着2()25年 (l~J 突出 在;IM~人口増長印浪It

(中[q語版)

Tekau Untuk TahUll 2ο25 - Pじrlanlh:l.h出， p，中ula臼d出】
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"ぜponon lhe SU1'¥'t')' of RlIf<l1 !'o]Juhniullωld AJ.，'licultur<l1 
!k'¥'e¥IlPlllt'1l1 ¥'iel I'J，1ll1 英語版)

2 東南アジア諸国等人円 同発基f!，;:;;:苛責報告書

スリランカ

Reportωllhe Basic S山、e¥'υfPopul<1tioll 111ld D円 1.'loplllel11

in Soulhea!>t A、山，c，氾川口出
只riL出lli.a - (耳語版)

3 アジア計，河の人陥i官涼開発と労筒力に閉する詞査研究

問告書 7.{リヒン国

i アジアからの七E哨 人Uc開鐙

ChallenRe (lnd Str山町 ofλsianI'Jali叩%

p，伸、llalion，md S\l ~laillabl t' Iた同lopm日n

(英語版)

5 スフイド・ピテオ

女たもの抗戦 女刊の地位向 kと日本の人U

(日本語版)

W，ωnen出ldtheir Ch<ll1ピnges - Improw>nwnls in lhe 

SWlus of Women the Population of ]apan 

(英語版)

k性的抗占x !d生地位的慌高与日本的人口
(!t'OO語版)

ranね>>"川 lu¥Um W"nit" EnKi廿凶仰~î W出i1a d凶n

1'01れIlasiIぜ阿ng (-iンド不ンア語版)

平成6年度

l アンア諸l叶内発凶段階B'I僕菜‘農村開発1五時詞査報告

書 イン川1:J

Report on Ihe Ba5IC' SUf¥-e九州1八gri<'uJれJralωldRllral De 

Y('J叩1即日tby Prr沼rps"ミ向。gt'in A只i"nCO¥mlries 

iJ，dia 英語削)

2 アジア ~ti国の t~市(ヒと開始詞査報告詐 タイ[f.l

RejX>l1 on lhe SUl、t'¥'(lf Urlx1llizatioJl and Dピye!opmentin 

A、ianC(丸山刷出 Th"ilCinu -- (英語版)

~， T:;ア諸問的人間百f子、開発と労i封JJに閉する詞査研究

報告書 ヘトナム[1".]

」 アジア(り次性労it'l;!)参加k子:I消拾民

21 j世紀の時三主

¥¥'Olll刊、L"hnrP，川lCl¥Xi!川1川dEuηωmieD<:'wlopment II】
¥s川 出凶作応 tりw，lldれ Cellll町 (実語版)

5 ス-'7.(ド ピヲオ

アジ T(I)女lltこち(れ、ま ( n;};語版)

"ぐビ、W、HυωnzωL凶sf，μυ"山hピ¥¥、'om山lれfAs主又虫iむmι11(英E語長目貯版F両u

J任:~i川lハ川|日l快4叫!女的祈町 f但呈 (刊lぺl'巾F同1日5計l

1机1口出叩m】η山itaAs引1包 Kini-' (-(ン ドhンア百語再片附q引) 



Peringatan dari Bumi ;¥Ia同 DぜpanAsia-Air dan Pllll 

gan インドネンア語版)

平成11年度

1，アジア諸国の発展段階81)農菜農村開発基礎F弓企報告書

モンゴル川 中央男、セレンゲ県i' q 1，[>~L 亡

R叫x)I¥On the Basic S町、reyon Agri口Ilturaland IむlTal
D引を¥opmenlbr Prog町、、 Slagcin Asian Countri出
日叩golill-F，町田 onTO¥' and Se l l2 ngl2~Aimang 

2 アジ7諸国の高齢化と保健の実態詞査報告書

中国 上海を中心に

Repol1 011 the Surwy of Agin巴白川【1HealUl in As出I

COllJ1tri田 China Focl1s 011 抽出山~

3 アジア諸国の設業安定制度と雇用政措に関する荷主研

究報告書 パングフテシュ人民共和問

平成12年度

1.アシア諮問の発展段階別農薬 農村開発基礎調査報告

書 ミヤンマ一連邦

R叩勺rt011 the Basic Sun司 onAgriculllUal and R山illD己ー

刊 lopmentbr Progre喝 Stagein Asi日 Cu凶 tries

:-'lyanmar 

2 アンア諸冨の出封化と保障の主岱詞克報告書

タイ国

Repon on Ule Surw)' of A伊ng皿dIIealth in Asian 

Cowl1ries -Thailand 

3 アジア諮問の誌菜官疋制度と雇用改箭に悶する調査研

究報告書 カンボジア冒

平成13年度

1 人U問題を基礎とした農業 農村開発詩育報告書

カザフスタン国

Report 011 SUlvey of Agri山 1，山aland Rur1l1 fr¥'モ]oprn叩 tb::J史d

on PoPtuatiu!l is:，u白 TheRepublic of I<llz，1kh5¥an 

2，アジア諸1'，の音寺市(ヒ左開発詩査報告書
マレンア同

Rc戸JTtontheSur¥'可 oflJrlnnizati叩 andDevelopm印 tiIIAsian

Countri凹 ;¥Ialaysia

3 アジア諸国の時業安定制度と雇用政取に関する詞育研

究報告書 インド国

Pangan di i¥sia インド不シア語版)

平成9年度

1 アンア諸国の発出段階別農某 農打開発基r~詩査報告

書 プオス人民民主共和問

Reporlυn tlピ B3SicSuryey on Agrirultural and Ruml 

DeI'e1叩m目立 b}'Progrιss SI日gcln Asi叩 CotlntIi出

Lao p，αp¥e's Dem凹 wticRepublir 

2 ，アジアの社会開発~人間開発

Socia! 0町c!opmentand Hum川>11凸ぜlυpl紅白ltin Asia 

3 アジア諸冨の人間資湾問経とう守的力{土問する詞査研究

報告書 マレーンア国

，1. JKをめくる21世紀の危機

アジア人口を佐占として

れ!aterCrisi当i11tIleτw目ltyFirミtC('ntu円F

p，叫〉伎tof As皿 POI丸llationaml De¥'elopment 

5 スライド・ピデオ

水は生き亡いる 人Uと水資源

Water is Alin' Population and Waler R，品。山明ミ

(英語版)

ノ1"Jt有生命的人口与水境汚 (~~lrfJm版)

Aif itu Hidup Pelldt!k dan Swnder l¥ir - (インド不

ンア語版)

平成10年度

1 ，アジア諸問の発展段階別農薬・農村開発基碍詞省報告

書 カンボジア国

Rcport on thc Basic' Sun'明 0]]AgrictUl出品曲dRuw¥ Dぜ

¥'dopmcnt hy Progr<2S-S Stage in As山 1Cowllries 

Cambodia 

2 アジア諸国の(6";討化と保健の実態詞査報告書

大韓民出

R，伊11un Ule Sur、どyuf Aging and IIrfllth ill Asi叩

ι〈丸山In目 ThβRepublic ()f KOl刊

O，アジア計H斗の誌菜'!i:'i主制度と雇用改策に間?る謂査研
究報告書 イラン国

4 発展の制約 中国ーインドを中じに

Constrainson Ik¥'e!opm削 Fυ仁usonChinaandJndia 

5 スライドーピラオ

地政かりの苦告 アジアホ左主朴円未ポ

A Warni.ng frω11 Ule Earth -Thc Iιuture of A~凶， Wlltcr 

and F，汎叫 (英語版)

来白地球的菩告 亜出L;，.、和検丘町j来、長 ('11国

語版)
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た、人口 cft開'立全保障に!対する AFPPD(人 n~ 開発

に関するアンア議Hフォーラム)特別運苗委員会で、

ヘトナム国会村会委員会委員長グコン ティ タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農菜学者ボー

トン ズアン博士の共著詩文の日本語版の台本 世界

立件サミッ!に向けた資料として11成された.)

9. '国際童料安全保障・人口・隠尭議員会議(lMPFSPD)議

事録A1997年(和文)

(内容 食料農菜同開 IFAO)主躍の世界史料サミット

I¥¥'FS)にあわせ lf【d年】1月にスイス・ンユネ ブで

開催された国海食料安全保母 人日 開発議員会議

(L¥iPFSPD)の議事民同会議の成果は世界食料サミッ

トで公式に配布されまたWTOルジェーロ事務局たに

も桜井新・会議議長から手法された)

10 関連人口基金 r未来のための童料， 1997年(和文}

ci内}付サ容 l阿予司市1訂j連車人打基金l附i竹1版1杓可FωdfurυUr tlw 貯F仇Fu

本詰版 人口増)加川の抑制とf主量朴F碓主保をi行子うfたこめに、 k 

性の参加が不可欠むあることをさまざまな民体的かり

解きほぐしてl、る)

11 国連童糧農業機構(FAO)"Jソス・シリ ズ4 世界

童料サミット1996年俊界童料安全保障のためのロ マ

宣言および世界童料サミット行動計画ι1997年(和文)

<r"1容 世界史料サミットのローマ吉言と行動計出円

本邦初山部氏であり i 多分耳から同文書のH本語11訳の

決定版kし亡高い評白を受けた)

12， Ii'リソース・ソリ ズ5 Five Years from lCPPD-00 

際人口開発議員会議から5年 人口と開尭に関する屈

会議員会議宣言文a刊98年(和・英}

(内谷 カイロの国際人日開発会議からS年目を迎え、

この1健全に人口と開発に問する同涼議員会議 地問議
員会議の在昌文を集成 今後の更fよる発展のための資

料とした)

13， ii'リソス・ンリズ6 Population Pot!cy In Asia.!l 

1998年(和文)

(内符 当肘円lが主催する「人円と開徒に関するアン

ア国会議H代表肯会議J で呼びかけをfft，、 各i可の人
口政情を各国政府責任肯も Lくは専門家が記述した

各国'0攻市に青佐を持つ臣会'h員が附与Lている占で

摂例を見ない)

14， ii'りソース・シリーズ7 虫互の時代の政泊学一引き裂

かれる水資源 .;'l 1998年{和文〉
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(内容 ワ ルドウオッチ研究;'Jrから刊行された出nora

Postel苦、 ¥¥'or!dwntchPnper 132 

Dividing the Waters: Food Securily， E山sv~temH日lth叩【1

the N刊仏汁itksof Srardtvの邦訳今後人司社会に大き

な制約を与えるのが決止、官認の不足である 増ぇ宇1

ける人口を主えるための農業生eEもまた出水資河内マE

7自によって大きく制約を受ける左考えられ口、る j出

L ，国際人口開聾会議行動計雷要旨， 1995年(和文)

(内容 199-1年カイロの国際人口開発会議Il口'D)の行

動計[存のE旨ιIriJ文書間連のげ

2 '毘際人口開尭議員会議、議事録.;'l1995年〈和文)

(llffi : 199-1年カイロで問際人打倒発会議 IICPD)に先

明け亡同催された同会議員会議である間際人円開発議

員会議の議事録 同会議にはII7カ同約反則名の問会議

員が参加した?会議宣言丈はlCPD給会でも発表された?

また この会議を現院と Lてアフリカ アラブ地域の

11'.j会議員プ才一ラムが準備された)

3 関連人口基金 r世界人口・際尭援助の現状 日本町貢

献.iI1995年(和文}

(内容 現存の人円分野に閑?る綬助の現状左、資金

のi売れを分析 :f~がい1の人円分野\の貢献も併載)

4. ，函際人口・社会開発議員会議(IMPPSD)議事録.il1996

年(和文〉

(内容伏界社会開発ザミット (W5ミ~ll) にゐわせ 1995

年3月にテンマーク コヘンハーゲンで開催された人

口と社会開廷に関する国会議員会議議事録)

5 黒田佳央著 "Jソ ス・シリ ズ1 閏連人口会議20

年の軌跡 7カレストからカイロヘ ム1996年(和文〉

(内官 [T1連主催の塙 回人口会議であるプカレスト

会議から199-1年カ fロの同際人円開発会読まですべて

の国連主催の人口会議に参加L 人円分野における世

界的大事である若布が壬の推移を概観L 分析した)

6， Toshio Kuroda，Resource Series 2 "From Bucha 

rest to Calro-20 Years of United Nat!ons Popυla-

tion Conferences-ぺ1996(英文)
(内容好評をもって迎えられた「リソース ンリー

ス1，の英文版)

7. ，国際女性・人口・開発議員会議ふ国際女性・人口・

爾発議員会議(IMPGPD)議事録、 1996年(和文)

(内容 量Itl!!J世界k性会議(FWC¥¥')にあわせ 19!ち

年9月に東京で開催された国持ki主 人U 開花議員

会議 (I}.!PGPD)の議事録同会議には革4阿世界k性会

議にたj-jる各政府代表を中心とする国会議員が参加し

た)

8. FAO/UNFPAおよびポ トン・ズアン、ゲエン・ティ・

タン著、 rリソ ス・シリ ズ3 童料安全保障と人口

貰料』、 1997年(和文)

(内容 世界食料ガミットへの準向左 L-CG司直食料農

業陪悶(ドAO)!J'国連人口E金との共同研究された f人

口増加と土壊劣化J JZ関する詩文の何本語版お上び

問96年5月:ニマレーンアのクアラルンフールで間かれ



議 Cは、田原人口開花会議 1"円)1か('['i年を持て そ

の進t歩合妨げるf字書 AlDSなどの予m以上の蔓延など
時代の変化をとり入れ 行討計丙を実百 γる r.-C必安

とたる1O惇や障害を解消?るための具作目立行動1;:どそ

国連加開国がいi連合会の時ぞ協議L法認した

19 人口と開尭に関するアジア誼員フォーラム草6田大会 2曲O年

世界最初の人 II~ 同発に関する議員プ寸 7ムである

f人n"=:開発;これ1寸るE詰Hブオ ラム1M目>D)が3年に

一理開催する大会の議事投

AFPPDは1981年に設、fされてから1汁界内指導的な人H

~同信に閉する地域議員活動として アンアのみ々ら

す、快界レベルでも人n"開発に聞する{11会議員活動
の指導(1)な陀割をIAっている その提唱訂とあり 創
設音の佐害時 元日水!cf;iと、 t;:，;1T新現議長の出身

地である新同県で開催された AFPPD大会内報告書(日

本語版) 1日I)c会日土11削}午期最後円大会1して 2000

年期に向けたアジア・士'v洋地棋の人口 問姶問題に

関するj1'1会誌員の活動方針合間議L、その成果IJf析

同宣言Jにまとめりれfこ

20. リプロダクティブライツチャート 2000年

lPPF (国南京伎al出連盟)が11，!Nした IPPF/ Iwaraw， 
rep附lC'ti¥'E'l'ighlS 21剛γウオールチペ iの汀木詰?百

十時界各自のリフ υダクティブ ヘルスやライツに開通

する孜前向現状や進j寺院討を一覧にLたものにある

英語版では7ルファベッ f，niに々っていたものを地目

別白あいうえお".に沼集を加え、読者の柑を回ってい

る また、各rnの同名表記は外務省の去記に準にした
i正現名称ル用い Lいる

21.女性のヱンパワーメントに向けて 2000年

UNVPi¥の日'orking10 EmpOWef WumぜβL口¥'FPA'sExpe 

n('11刊 in!mp!刊 1叩 Iml巳IheBeijin日目alforl!l()f ACIIun (1)日

本語版 女性のヱンハワーメント 1主[斗同人口開発会

議 il仁l'刊行間計丙において人口問題凶辞沃を果たす l

での主主要なカギとなる照合:と L亡位世付けられた ま

た 中I，j.lt京で間保された弔 J凶i世界火性会誌では中

心的な促きとなった 日 i凶tlt~~ fd生会議から5年を

踏まえ、人口、 k性問題に共通する女性のヱンハリー

メン!企'1'むに、lC円〉行計計画ならひに女1'1会う美山行

動十日間実告と関連する UNF!'A山活動を具体的にぐ-5'fr-し

て'、る

22. 00連人口基金 Z人口問題ブリーフィンヴキット2000年

度版，Il2001年

Ui¥'FP A. "Popu!atI印】IぉuesBriding !¥il ~O(}Iドのíil'て人

円問題は"ず〈 の!ilJ題目立々く、生きて:，ur，-している
“人々"の問題 Cあるとい y担任かり、明在の人口分野

における間々な課題とその間関への取り司みを椛出し

たものぞ、カイロの行デj計由実柱内容時去を~\l. ~)Jしてい

ろ

政i土水の苦 lf.といわれるが飲料や農美用に安古して肉

用できる水山号量i土地球 hl)ノkのO.O{)OOOS';:，I二世ぎな

H このオの弓主主は 有リ'~J}:!~変わっておら γ 人円

が増加γるう}だけ 人当たり使用できる水の主主はど

んどん減少し亡いるのが現実だが このことが|分に

認告されい、l<:'，、 人口t官加をJEえていろ地球の限界

か日円前に迫っていることに主主告を発L-Cl.、る) .， H 

本語版制佐取得》

15.国連人口基金 F人類のための環境J1998年(和文)

(内在 国連人口基全出版物Emironnwnt for l'eo])le 

の日本語版 人口問題、時現1:¥1雷同矩問問を効率的

かっ実質的に解決するためには その3つの領出川出

に拠け惰を主け、 T日間関係全量!日ずることがど、習であ
るとの視点にすってl 主にj景i完と人円山間に情たわろ

mノ'な問題合同に、局不法のために巴~tt視点、方法、

手段をi吾っている)

16 リソース・シリーズ8 ParHamentarians' Activitieson 

Popu!atlon and Development~History of ParUamen 

拍rians'Activities and i1's Findings- 1999年{葺文、

…部スペイン語)

1999年2月ハ グのIFli;~~ ア司ーラムに合わせて開催さ

れた f!r~路人円開発会議評出のための国会議員フオ

ラム IlFPIのために準備された出版物であるこの出版

拘は1附 j年内向原人口開発会議以降山人円と開発に問

つ「るアジア議員フォーラム (AFPPD)を陥め主 L アメ

リカi自前人口 間信国会議員グル フilλPG) アフリ

カ 7ラプ地問人υ開発議員7-)， ラム (F，¥.¥PI'J))ヨ

ロツハ地域内国会議員i，f，'討の成果である立言文と 各

1;連の活動史を詰めた世界で初めぐ"出版初である
国会議員j，r，-到の地時規模で(1)11、がりをもきui:(している

17. 00際人口開発会議評価のための国会議員フォ ラム(IFP)

報告書 1999年

19991f-2月ハ グのI可隙フ+ ラムに台hせて開催さ

れた '1司何人円開発会議評告のための国主主員アオ

フム (IFP)Jの報告毒であろ同会主にItH自カiりからお

よそ210むの開会誌{--i/;¥.努力1した|司会議ではIfll'京人l】

問夜会議から5年間の進持状況とその進展会一目[む時害

について熱心l;;討議が行われ 人Hと持続可能1，間経
会 貫した!日点、で椛う事を強く求めた「国出人口開始

会議詐片のためのいj会議員フォ ラム ハ グ在言』

が民民された この内容i士会議事前官長をす括的た似1t

'iJi AFPPD 荒長の手によっ C，~、 グの国陪-;-，{-ーソム

ならひに ~i fJ 1こニ zーヨ クで開催された準備会荒川

時でも発支された

18 草21回国連特別総会特別委員会報告書 F付録J

国連人口開発会議行動計固のさらなる実施に向けた主

な行動 1999年

19Sり年6月301:l~ 7月2日にかけ亡、二 ι ヨ クの

国連本部で開催された '1司ι尽人打開発会三たから;)i干詳

門のためのl司連人円持lllk一会組問書J H*語版 |司会

130 
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23 国連人口基金 r人口問題ブリ フィンヴキット2000年

版J 2001年

人口問題は “坑"の問題引土なく、生活し口、る“人々

の問題土 L-CjlEぇ 現主の人f-1Im垣内保 }fIバ宅自主問
題への取り組み合間需L カ fロ円行動計由実行内意

味伝概説した

24. r畏四高野春毘 - 20年の歩み J 

本協会設な20周年を記色Lて作成された出版物であり

記念式典で配布 L たc 小泉拍子郎・内悶本SJ雫}，~はじ

め本開会をF)r背Tる厚'1労筒、外市、農林水戸主の各jζ

r.~ コフィー アナンー 1"連事時宅長他からN辞およ

び本協会内活動虫を中心に 詞査研究や山版物の 覧

左人口と開発に問わる同際会議宣言丈などと〉まとめた



日誌醐国APDA 

1
月

ω円

1 
1 月
19 12 
u u 

1
月
げ
日

1
月
お
日

l
月
幻

H

2
月
別

H

2
月
刀
日

3 3 
月・月
26 16 15 
H el H 

ア
フ
リ
カ
人
口
・
開
発
事
油
田
視
察
団
結
図
式
。

1
、
議
員
団
の

紹
介
、

2
、
ア
フ
リ
カ
事
情
説
明
外
務
省
ア
フ
リ
カ
第
二
課

小
林
伸
嘉
・
課
長
補
佐
、

3
、

R
程
説
明
、
参
加
議
員
桜
井

新
・
参
続
議
員
(
白
円
)
、
持
上
富
一
・
衆
院
議
員
(
保
守
東
祥

一e

・
衆
院
議
員
(
自
由
)
、
長
演
博
行
・
衆
院
議
員
(
民
主
)
、

何
よ
り
子
・
参
院
議
員
(
氏
、
之
、
田
嶋
陽

f
・
参
院
議
員
(
社

民)。
ア
フ
リ
カ
人
口
・
開
発
事
情
悦
察
の
た
め
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
園
、

ウ
ガ
ン
、
ダ
回
、
ケ
ニ
ヤ
回
に
桜
井
新
・
参
院
議
員
(
団
長
)
、
井

上
喜
・
泉
院
議
員
(
郎
同
長
)
、
東
祥
一
づ
・
衆
院
議
員
、
長
漬

博
行
・
衆
院
議
員
、
m
n
よ
り
子
・
参
院
議
員
、
田
鳴
陽
了
・
参

続
議
員
を
派
遣
。
各
田
山
梨
人
を
表
敏
訪
問
。
エ
イ
ズ
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
上
水
道
施
設
、
医
学
研
究
所
な
と
を
視
察
。

G
I
I
/
I
D
I
に
関
す
る
外
務
省
/
N
G
O
懇
談
会
に
加
藤

祐
子
・
国
際
課
長
が
出
席
。

U
N
F
P
A
和
気
邦
夫
事
務
次
長
来

H
、
午
後
参
議
院
第
一
会

議
室
で
国
際
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
員
と
懇
談
。

毎
日
新
聞
社
創
刊
百
三
十
年
記
念

γ
ン
ボ
シ
ウ
ム
(
東
京
ド

M

ホ
ル
)
に
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
が
出
席
。

農
林
水
産
省
法
人
検
査
。
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
、
楠
本
修
・

事
務
局
長
補
佐
、
大
沢
春
美
・
経
理
課
長
、
遠
藤
正
昭
・
業
務

課
長
が
立
ち
合
う
。

来
日
中
の
イ
ン
ガ

l
・
ブ
リ
ユ
ツ
ゲ
マ
ン
・

I
P
P
F
事
務
局

長
と
広
掘
削
次
雄
・
常
務
理
事
が
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

清
水
要
古
・
公
認
会
計
事
務
所
の
監
査
に
広
瀬
次
雄
・
常
務
用

事
、
大
沢
春
美
経
理
課
長
が
立
ち
合
う
。

A
P
D
A
設
立
一
，
十
周
年
記
念
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
人
口
問
題

3
月
お
口

3
月
幻
日

・
お
日

3
月
幻
日

3
R
m
U
R
 

3
月
初

H

4
月

6
H

と
は
何
か
人
煩
生
存
の
条
件
」
を
日
比
谷
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

グ

l
大
会
議
案
で
開
催
。
閉
会
挨
拶
中
山
太
郎
理
事
長
。
基

調
講
演
松
井
孝
典
・
東
京
大
戸
了
教
授
。
招
待
者
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
諸
国
か
ら
の
国
会
議
員
、
一
般
公
募
者
を
九
日
め
二
一
百
五
十

名
が
参
加
。

A
P
D
A
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
を
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
!
オ

i

タ
ニ
で
開
催
。
い
伯
出
康
夫
・
内
問
官
房
長
ー
'
呂
、
阪
口
力
・
厚
生

労
働
大
臣
、
川
打
順
子
・
外
務
大
臣
、
武
部
勤
・
農
林
水
産
大

豆
、
ア
ジ
ア
太
乎
洋
諸
国
の
国
会
議
員
、
他
国
際
機
関
代
表
が

参
加
。
中
山
太
郎
理
事
長
主
り

A
P
D
A
の
設
立
発
展
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
各
氏
に
、

A
P
D
A
功
労
賞
と
感
謝
状
を
贈

口手。

J:l2 

第
十
八
対
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
凶
会
議
員
代
表
者
会

議

(
A
P
D
A
会
議
)
を
ホ
テ
ル
目
ニ
ュ
オ
タ
ニ
で
開
催
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
十
七
カ
国
、
国
際
機
関
代
表
を
合
わ
せ
七
十

名
が
参
加
。
「
水
と
公
衆
衛
生
、
地
峡
開
発
人
口
」
に
つ
い
て
討

議
を
行
う
ο

第
四
1
八
回
A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
を
開
催
。
二

O
O
一
年

度
事
業
報
告
、
二

O
O
二
年
度
事
業
計
画
を
協
議
し
承
認
。
広

瀬
次
雄
・
常
務
理
事
、
橋
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
、
遠
藤
京
昭
・

業
務
課
長
が
参
加
。

農
林
水
産
省
・
事
業
完
7
3
検
査
。
平
成
日
年
度
事
業
の
完
了
に

伴
う
事
業
監
奈
を
実
施
。
広
明
間
次
雄
・
常
務
理
事
、
楠
本
修
・

事
務
局
長
補
佐
、
大
沢
春
美
・
経
理
謀
長
が
立
ち
合
う
っ

毎
日
新
聞
人
口
問
題
調
査
会
・
例
会
に
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事

が
出
席
。

国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施
の
た
め
二

O
O
一
一
年
国
際



議
員
会
議
の
運
営
委
員
会
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
コ
!
ヨ

i
ク

で
開
催
。
谷
津
義
男
A
F
P
P
D
議
長
・

A
P
D
A
評
議
員
、

橋
本
修
事
務
局
長
補
佐
が
参
加
。
同
会
議
を

1
一
月
一
十
一
日
・

一
一
十
二
日
に
カ
ナ
ダ
国
オ
タ
ワ
、
カ
ナ
ダ
国
会
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
t

足。

日
本
財
同
の
助
成
金
交
付
式
(
ホ
テ
ル
海
洋
)
に
広
瀬
次
雄
・

常
務
理
事
、
遠
藤
正
問
・
業
務
課
長
が
山
席
。

レ
ス
タ
・
ブ
ラ
ウ
ン
簿
上
の
講
演
会
を
参
議
院
第
会
議
案

で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
員
を
対
象
に
開
催
。

カ
ザ
フ
ス
ダ
ン
回
ア
ル
マ
テ
イ
市
で

M
C
I
S
地
域
の
水
、
ど
健

康
目
人
口
H

を
テ
!
?
に
第
二
出
A
F
P
P
D
l
C
I
S
地
域

会
議
が
開
催
。
谷
津
義
男
A
F
P
P
D
議
長
・

A
P
D
A
評
議

員
、
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
が
参
加
。

G
I
I
/
I
D
l
に
関
す
る
外
務
省
/
N
G
O
懇
談
会
に
加
藤

祐
子
・
国
際
謀
長
、
津
守
美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

ザ

i
、
望
月
純
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ
サ
!
が
出
席
。

A
P
D
A
評
議
員
会
、
理
事
会
を
開
催
(
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
)
。
刑
判
事
・
評
議
員
の
選
任
並
び
に
退
任
、
平
成
十
二
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成
凶
年
度
事
業
計
凶
・
収
支
予
算
(
案
)

な
ど
を
協
議
し
承
認
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
リ
島
で
開
催
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
に

1
6
月
I
H
関
す
る
世
界
首
脳
会
議

(
W
S
S
D
)
準
備
会
合
に
、
津
守
美

江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ

l
が
出
席
。

議
員
派
遣
の
件
で
ラ
オ
ス
大
使
館
に
ス
ッ
ク
タ
ボ
ー
ン
・
ケ
オ

ラ
大
使
を
広
瀬
次
雄
・
常
務
用
事
が
表
敬
。
津
守
美
江
子
・
望

月
純
子
・
両
日
出
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ

l
が
同
行
。

同
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
間
藤
誠
一
成
長
を
講
師
に

4
月川山

R

4
月
刊
M
H

5
月
五6 
日

5
月
お
日

6
月
初
日

ら
月
幻
口

6
月
凶
日

6
月
間
同
日

6
月
川
抗
日

6
月
お

H

6
月
お
日

招
き
、
閉
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
員
を
対
象
に
「
日
本
の

少
子
・
高
齢
化
」
に
関
す
る
勉
強
会
を
倒
催
。

8
ロ
バ
に
退
任
す
る
イ
ン
ガ
1

・
プ
リ
ユ
ツ
ゲ
マ
ン

'
I
P
P
F

事
務
局
長
と
後
任
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

W
-
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
博

士
が
来
円
、
狩
野
安
厚
生
労
働
副
大
同
を
表
敬
。
広
瀬
次
雄
・

常
務
理
事
と
加
践
佑
子
・
国
際
謀
長
が
同
席
。

イ
ン
ガ

i
・
プ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン

I
P
P
F
事
務
局
長
と
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
シ
ン
一
ア
イ
ン
グ
悼
上
が
福
出
康
夫
・
内
閣
官
房
長
官
を

表
敬
ο

広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
と
加
藤
佑
子
・
国
際
諜
長
が
同

席。国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
を
参
議
悼
抗
議
員
会
館
第
4
会

議
室
で
開
催
。
同
時
に
イ
ン
ガ
1
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン

1
P
P

F
事
務
局
長
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
悼
士
と
懇
談
。

1:円



御
苑
寸

口

O
H
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
ョ
ッ
ク
μ

の
第
二
波
が
六
月
八
口
、
日
本
列
島
を
襲
っ

た
。
政
府
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
対
策
な
ど
に
も
か
か
わ
ら
ず
二

O
O
一
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
が
や
・
三
三
に
ま
で
下
が
っ
た
の
だ
。
東
京
都
は
一

0
0、
京
都
一
・
一
一

O
、
北
海
道
一
・
一
一
と
深
刻
だ
。
出
生
率
の
低
下

が
騒
が
れ
出
し
た
の
は
一
九
九

O
年
(
平
成
二
年
)
ご
ろ
か
ら
だ
。
合
計

特
殊
出
生
率
が
一
・
五
七
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
大
騒
ぎ
に
な
り
寸
一

五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う
流
行
語
ま
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

の
人
口
は
確
実
に
減
り
続
け
る
。
二

O
五
O
年
に
は
約
一
億
人
、
一
二

O

O
年
に
は
五
、
六
千
万
人
ま
で
半
減
す
る
。
そ
し
て
「
超
高
齢
・
人
口
減

少
社
会
L

が
や
っ
て
く
る
0

0
包
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、
今
世
紀
半
ば
の
平
均

寿
命
の
伸
び
は
女
性
が
八
十
九
・
一
二
歳
、
男
性
が
八
十
・
九
五
歳
と
な

り
、
格
変
わ
ら
ず
世
界
一
の
長
寿
同
だ
。
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
税
、
年

余
、
医
療
保
険
の
負
伺
増
や
、
労
働
力
人
口
の
減
少
、
産
業
経
済
の
衰
退

な
ど
に
思
い
を
い
た
す
と
、
近
い
将
来
H

少
子
亡
国
ニ
ッ
ポ
ン
H

と
い
う

姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の
時
、
夜
接
被
害
を
受
け
る
の
は
今
の
皆
者
た

ち
だ
。
政
府
は
九
月
、
新
た
な
対
策
を
打
出
す
と
い
う
が
、

H

知
H

だ
け
で

問
題
解
決
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

〈

V
そ
の
心
か
し
、
山
上
積
良
(
や
ま
の
う
え
の
お
く
ら
)
は
高
葉
集
に
「
銀

(
し
ろ
が
ね
)
も
金
(
く
が
ね
)
も
去
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝
子
に

し
か
め
や
も
」
と
千
供
の
い
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
庭
を
詠
ん
だ
。
宕
者

た
ち
が
、
温
か
い
家
族
、
家
庭
を
つ
く
る
と
こ
に
よ
っ
て
危
機
に
瀕
し
て

い
る
担
問
を
再
生
さ
せ
る
M

心
H

H

気
概
H

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
口
は
ま
た
昇
る
の
か
、
こ
の
ま
ま
沈
む
の
か
い
ま

H
本
は
H

文

明
史
的
転
換
点
H

に
立
っ
て
い
る
。

(
T
-
H
)

表紙の写真説明

第18回APDA会議

第18回人nと開発に関するア
ジア国会議員代表会議(通称

APDA会議)は r水と公衆衛

生、地域開発と人口j をテーマ

に{司会議員、専門家が参加し、

討論を行った。会議の参加再々は

APDAの成人を祝う設立20周

年記念フォーラム、記念式典な

どにも参加し、華やいだ雰囲気

の中に包まれていたが、ノj<!:c公

衆衛生というアジア諸国の国会

議員にとってその対策が急がれ

る身近な問題だけに、二日間に

わたり真剣な討論と情報交換が

行われ、実り多い会議となった。
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ーλひとりにできること、エコーFライメ
豊かな地疎環慢を次の世代に伝えることが、いま私たちの大宮な幌屈となっています。

ドライパーのみなさんのちょっとした心づかいIエコ・ドライブjが、地瑚珊鳴を守る大宮なー古島となります。

富島、はじめてみませんか。ー人ひとりにできること。エコドライブ。

私たちは提案しま抗エコ・ドライブ@つのポイント。

余分な荷物は

叫 ¥ 降ろしておこう。

縦書i
円滑発進で

lE三ヨー〉 伊 空イブ。

品提l福
。円滑発進
急発進10問で約170((の燦"を浪費.

エンジンを切る

留慣をつけよう。 筆書画 を
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@アイドリングストップ
わず庁5分間のアイドりングでも
約65<，の燃料を浪費します.

e'''''':;' 乙ニ [亡》 巴::::;，

おだやかな、ゆとりある走行を。

。等速走行
一般道路で40k:1/h
高速道路で8O!<rJh程度の等逮走行がエコドライブ.

@安定走行
急加速は10隈で約110(cもの鎚料を浪質.
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ご予約 お問い合わゼロ、JAl71Jータイヤルでどうそ

固階級予約・車内函0120;話:i631
圏内陣予約・車内函0120;認:taEi
電信番号をよ〈ぉ.."めのうえおかげ〈に'c九
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